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   池田博明, 佐藤幸子，鈴木成生，谷川明男,千田高史，平松毅久，宮下直，安田明雄

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

  池田博明,1997.Simonの｢フランスのクモ｣(1937）のハエトリグモの属の検索表.

  ハエトリグモの属の検索は不十分である．したがって同定の場合,どうしても古典を参照しなければならない．これら古典は仏語,独語,羅語と難解である．とりあえずSimonの仏語の英訳に挑戦してみた．カルタン和美氏の協力で完成できるとよいが．

───────────────────────────────────

  Proceedings of the 16th Europian Colloquium of Arachnology(M.Zabka ed.,1977,Siedlce)の紹介．池田報告． ザブカが編集した第16回ヨーロッパクモ学会議の論文集．玉石混交である．興味を引いた研究としては｢鳥の餌としてのクモ｣（けっこう徘徊性のクモが鳥の餌になっている．スロバキアのGAJDOS and KRISTAN ）,｢ヒメグモ科のtarsal combの進化｣（進化の判断には無理があると思われるが, この器官にこんなに違いがあることが興味深い．チェコのKASAL）,｢ヨロイヒメグモの１種の卵のう等｣（スイスのKROPF）など．

───────────────────────────────────

  谷川明男,1997.ジョロウグモの迷網除去実験．谷川報告． 迷網を切断すると（10頭）すべてすぐに張り直した．

───────────────────────────────────

  谷川明男,1997.オオジョロウグモの造網場所移動の観察．谷川報告． 西表島にて8月2日から8月8日までの朝の6日間にわたり,造網場所にテープでマークして記録した．のべ99個体について記録した．網場所を移動する個体の割合は30％－75％だった．移動の時間帯は21時以降翌朝までが多い．同じ場所へ滞在する時間は12時間以上24時間未満が多かった．移動距離は確認できないほど遠い例が多かった．

 ［コメント］処理区でミールワームを与えると滞在日数が増える（宮下）．場所によって個体群密度がかなり異なるが（谷川）．良いパッチに集る傾向がある．親のいた所を中心に分散する（宮下）．

西表島にはジョロウグモは分布していない（谷川）．

───────────────────────────────────

  安田明雄,1997.小網代のクモ．96年度の東京クモ談話会の観察会の報告である．100数種が記録された．クロマルイソウロウグモ, クロサワフクログモなどが特筆すべき種か．

───────────────────────────────────

  Eggleton,P., and R.I.Vane-Wright, 1994. Some principles of phylogenetics and their implications for comparative biology. (Chap.16. edited by Eggleton and Vane-Wright, Linnean Soc. of London, 376pp).千田報告．系統を推定するのに最も重要な概念は相同である．相同には共有派生形質と共有原始形質があり, 共有派生形質に基づくグループは単系統であり, 共有原始形質に基づくグループは側系統である．形質が原始的なのか派生的なのかは極性を正しく評価すること（外群比較など）で得られる．

 ───────────────────────────────────

  千田高史,1997.ゴミグモ属の分子系統．千田報告（日本蜘蛛学会大会講演の再演）．

 ───────────────────────────────────

  宮下直,1997.トリノフンダマシの網糸の特性．宮下報告．トリノフンダマシが網を張る条件はいったい何か．造網後の粘性の低下が著しいことに気がついた．乾湿と思われる．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

1997年10月5日   参加者：佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　野村育世，1997．蜘蛛を愛づる日本文化史．インセクタリウム，34（9）:1,2-17.新海報告．
　蜘蛛は神代の昔から嫌われものとばかり思っていたのだが，著者は蜘蛛に対する好悪はまさに日本文化と共に堆移しているのだという．中国では古代より，蜘蛛が人の衣につくと親しい客が来訪して吉事の前兆とされ，なんと春節の門口を飾る年画には蜘蛛をもつ鍾馗が描かれることもあったという．また，蜘蛛の糸に救われる話は古くからあり，中国の皇帝に幽閉された吉備真備（きびのまきび）は「野馬台詩」という今でいうパズルを解くように令じられ，長谷観音の化身の蜘蛛の引く糸をたどることにより，読み解けて一命をとりとめたという．

  蜘蛛を吉兆とする中国起源の信仰は古代日本で独自の発展を遂げる．男の来訪を待つ女の恋占いとなったのだ．「わが背子が来べき宵なりささがねのくものおこ（し）ない今宵しるしも」という歌は有名である．このように王朝時代には蜘蛛で恋占いする美しいイメージで詠まれた歌が数多くあった．ところが，鎌倉時代以降は事情が一変する．女が蜘蛛に託した恋の歌は減り，妖怪としての土蜘蛛の能舞台に極まる．江戸時代には蜘蛛の怪談話があふれ，近代になると西洋からのオカルト的妖怪という蜘蛛像に増幅されたという．蜘蛛のイメージは日本の歴史と共に変遷してきたのである．

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　日本衛生動物学会大会（1997年10月17日）からクモ関連発表の要旨．千田報告．

  稲田景嗣（神奈川県衛生研究所）の「ハイイロゴケグモの1産卵期における産卵数」：1996年9～11月に造られた卵のうは3～7個，その大きさは8.47±1.34mm（n＝22）,卵数は123.0士69.1（n＝31），この期間の総産卵数は594.4±257.4（n＝5）だった．

　川合覚（独協医大）他の「セアカゴケグモの毒腺における微細構造とα-latrotoxinの抗原局在性に関する研究」：本種の毒腺は頭胸部に一対あり，導管部と主腺部に区別された．主腺部は管腔，上皮細胞，助細胞，上皮細胞外鞘からなり，α-latrotoxinモノクローナル抗体を反応させたところ，上皮細胞付近に強い陽性反応が認められた．

　大利昌久（長崎大・熱医研）の「セアカゴケグモを中心としたクモ咬症と病害」：日本には1997

年までにセアカゴケグモ，ハイイロゴケグモ，ヤエヤマゴケグモ，クロゴケグモの4種類が上陸している．これらのクモ毒，病害，治療法について発表する．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　ゼミ終了後，長谷観音と大仏の見学をしてきた．鎌倉名物イモソフトは美味であった．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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池田博明,,加藤輝代子,佐藤幸子,新海明,島崎彩,谷川明男,千田高史,平松毅久,宮下直,安田明雄

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

  新海明, 1997.Draglinesあれこれ. Kishidaia投稿予定(No.73掲載)．沖縄県での珍蛛（マメイタイセキグモ，ワクドツキジグモ，ツシマトリノフンダマシ）の採集記録を整理した．６月を中心に採集されていることが判る．オオヒメグモ卵のうに寄生するハチはマダラコブクモヒメバチ

であった．セマルトラフカニグモによるアリの捕食を記録した．

───────────────────────────────────――――――――

　池田博明, 1997.Craneの仕事．「遊糸」No.3用の原稿．ベネズエラのハエトリグモで誇示行動を精力的に研究したジョスリン・クレインの仕事を紹介した．

［コメント］彼女がした最も著名な仕事の意義をまず知りたい（ALL）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　谷川明男,1997.ジョロウグモの造網場所移動の観察とオオジョロウグモの比較．Kishidaia投稿予定．谷川報告．調査地は七里ガ浜高校内でオオジョロウグモの造網場所移動と比較した．ジョロウグモはあまり移動しない．

［コメント］移動が過大評価されないように台風時の移動を除いてデータを出してみてはどうか（宮下）．造網コストはどちらの方が大きいのか（加藤），オオジョロウの方が大きいが，移動するところが興味深い（宮下）．採餌とパッチ移動の理論からすると，オオジョロウは発育期間が短く，早く大きくならねばならない（宮下）．ブラジルのクモでシロアリの発生する時期に網を変える（網を大きくし，メッシュも荒くなる）種がいる（宮下）．円網種はけっこう動かないという常識は異なっていた（谷川）．

───────────────────────────────────

　安田明雄・横浜高校生物部,1997.円海山のイソウロウグモ調査．安田報告．神奈川県横浜市の円海山で毎月イソウロウグモの種とホストを継続調査した．7月から侵入があり，9月下旬からホストはジョロウ．

［コメント］9月13日のシロカネイソウロウ73頭の令はおそらく幼体，大川の飼育記録によると，この種は成体まで１ケ月位と考えている．多化性だろう（新海）．ジョロウグモがホストとして重要であることが判る．伊平屋島でイソウロウグモの調査をしているが，アカイソウロウやシロカネイソウロウのホストとしてはジョロウがいい．その理由はジョロウが無視した小形餌を盗み放題だからである（宮下）．

――――――――――――――――──────────────────────────

  宮下直,1997.アカイソウロウグモがジョロウグモの餌を盗む（ＶＴＲ映像）．宮下報告．アカイソウロウがネットワークを作ってホストのいない時に餌を盗む．糸を切って運ぶ．餌をめぐるアカイソウロウ同士の争いがある．

───────────────────────────────────―――――――――

　加藤輝代子,1997.Parawixia bistriata（ニャンドウテイグモ）の生活史．加藤報告．パラグアイの集合性のオニグモの生活史について解説する．1月13日には野外で成体だった．3月8日に卵のうを採取した．おそらく12-13回の脱皮を経て成熟する．夕方になると造網し始め，毎朝住居に戻る．餌をめぐる争いを観察した．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

1998年1月11日：今井正巳, 笠原喜久雄, 加藤輝代子，谷川明男, 宮下直（記録別稿）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

1998年2月8日：池田博明，笠原喜久雄，加藤輝代子,佐藤幸子,谷川明男,宮下直

　Hill,D.E.,1979.The scales of salticid spiders. Zool.J.Linnean Soc.,65:193-218.池田報告．ハエトリグモ60種の腹部背面の鱗状毛の形態について調べ，分類を検討した．日本にも共通種がいる属を中心に解説した．鳥の羽毛状なのはチャスジハエトリでかなり特異的だった．葉状で縦筋が３本あるもの, 広葉状のもの等, 亜科を設定するうえで使用できる形態を考察した．[コメント]例えばPlexippiaeに属する他種と比較していないのであればこの亜科に特異的と判断するのは無理では（谷川）．毛の配列の方向が脱皮の向きと一致するという指

摘が興味深い（加藤・谷川）．

   池田博明,1998.腹部背面の班紋と筋肉．池田報告．W.P.Maddison(1996)中に腹部背面の班紋が腹部内部の筋肉の付着点と関連している(最も前の斑点の位置は第２背腹筋の付着点に相当など)という記述があった．文献を調べてみるとWhitekead & Rempel(1959)のクロゴケグモでの仕事に依拠するところが多かった．吉倉『クモの生物学』にも彼らの仕事は大きく紹介されていた．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――                  

 谷川明男,1998.イソウロウウグモの１種について．Acta投稿予定．谷川報告．金華山・丹沢・清澄山で採集されているイソウロウグモの１種(一見小形のチリイソウロウグモ)を検討した．長いコイル状の移精針やコンダクターの形態，複雑に折れ曲がる受精管からクロマルイソウロウグモと同属である．しかしマルイソウロウグモ属Spheropisthaをイソウロウグモ属Argyrodesと独立属とするのが良いのかは今後の問題である．[コメント]グリセリンに入れると雌の生殖器内部が観察可能となった(谷川)．交尾口の数がクロマルと異なるのに同属でよいのか（宮下）．同属で異なる場合もあり（谷川）．イソウロウ生活自体が多系統であると面白い，本種は年１化で♂は秋に出現（宮下）．

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　小笠原幸恵,1998. トガリクサチヒメグモの網と卵嚢．Kishidaia,(74)掲載予定．池田報告．トガリクサチヒメグモの網形は知られていなかったが，飼育によってムラクモヒシガタグモと同形の網であることが分かった．捕食行動も同様であったが，クモが微小であるため網糸の粘球は観察できていない．卵嚢形態もよく似ていた．[コメント]Coscinida属がEpisinus属と同じ生態をもつ重要な報告（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直, 沖縄のイソウロウグモ研究．宮下報告．伊平屋島１地点と沖縄本島４地点で体長3mm以上の円網種の網に侵入するイソウロウグモを調査，100-150mのLine Censusを行っている．併せてオオジョロウグモの生活史の意義(長い生活史をもつ理由は卵期に高温に合わない為ではないか等)も解明したい．[コメント]台湾の蘭島のイソウロウグモは網食いに特殊化しているとうい（宮下）．

☆ 加藤宏保,1997.パラグアイ総合報告書．加藤（宏）報告．大形哺乳類を中心に現在の生息状況をアンケート調査を主としてまとめた．対象者は92%が狩猟者だった．チャコ地方はまだ野生の自然が残る．今後の野生動物保護計画の策定のための資料となる．[コメント]保全地域を国が管理するよりも県単位で管理した方がよいと思う．国のものだと地元民が自分たちの財産という意識を持たない．地元管理にすることによって野生動物が観光資源として価値があることや動物愛護意識が地元民に芽生える（加藤）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

  東京クモゼミ報告       第103号         1998年3月1日    加藤家 

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

   池田博明,,今井正巳,加藤輝代子,佐藤幸子,新海明,島崎彩,谷川明男,千田高史,平松毅久,宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

   新海明, 1998．沖縄におけるイソウロウグモ類とそのホストの季節変化.．新海報告． 沖縄では９月から，11月にイソウロウグモが多い（総数も網当りでも）．これらのイソウロウグモはジョロウグモやオオジョロウグモに多く侵入している．餌数は９月に多かった．ジョロウグモの網は４月にはまだ5cm程度で小さい．６月に網は大きくなるがまだイソウロウが少ない．９月のジョロウの網には必ず侵入している．冬季は餌が少ないので成長が遅くなっていると考察している．イソウロウグモの個体数変動について生理的な影響も無視できないのではと指摘されたことがあるが，懐疑的である．

  ［コメント］冬季のイソウロウグモの激減を休眠で説明するのは無理がある．３月で成体も幼体も見られるで休眠ではない（宮下）．中城・名護・今帰仁の比較からはイソウロウの数はホストのダイナミクスに依存していて，休眠などの生理的な影響は少ない．沖縄で休眠があるなら，関東ではもっと顕著にその現象が現れる

はずだ(宮下)．イソウロウグモではないが，１０月上旬，愛知県犬山城の周辺ではズグロオニグモにシロカネグモは依存していた（新海）．

───────────────────────────────────――――――――

　酒井春彦,1998.クモの網にかかった羽アリの記録. 神奈川虫報,(121):21-23.. 池田報告． 神奈川県足柄上郡大井町で1992年及び1993年の10月に蜘蛛の網にかかった羽蟻を調査した．ほとんどがジョロウグモの網で，かかった数の多い種は体長2～3mmのキイロシリアゲアリ♂104頭，1.5mmのトフシアリ♂108頭などであった．他に1～1.5mmのサクラアリも確認した．  [コメント］７月に大きな羽蟻がかかっていたのを目撃（宮下）．Parawixia bistriataの幼体期にも羽蟻発生の時期があった（加藤）．個体によってはアリのおかげで産卵数が倍増する（宮下）．外国ではシロアリの飛ぶ時期にメッシュが荒くなるクモの種類がある（宮下）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　Taylor,P.W.,1997.Brood-defence as a function of maternal brood-attendance in Trite planiceps Simon(Araneae,Salticidae). Bull.Br.Arachnol.Soc.,10:341-343.池田報告．卵のうに付き添う母グモは卵のうを防衛する働きをしている．ニュージーランドで，葉を巻いて中に産卵するハエトリグモの１種で，母グモ除去区と非除去区で比較した．野外では除去区45のブルードのうち35が食害された（78％）．観察された天敵の例は同種のハエトリグモ・フクログモ・コマチグモ・ワシグモ・ハサミムシであった．非除去区での食害は38のうち7例（18％）だった．室内実験からは卵のうを防衛している雌は自分の卵のうを捕食しないが，付き添いをしていない雌雄は卵や幼体を捕食することが示された．

［コメント］ナチュラリスト的なテーマであるが，卵のうガードの効果を実証した例は少なかったので紹介する．天敵となっているクモの多くは夜行性の種類と思われる（池田）．

───────────────────────────────────

　池田博明,1998.アメリカ蜘蛛学会大会1997年の内容．池田報告．  講演要旨から判断するとこの年は重要な発表が少なかったように思われる．ハエトリグモ関係ではJ.A.Beatty「ハエトリグモの脚の棘のパターン」（前脚と後脚では異なる．腹面棘は前に，側面棘は後に多い．Thorelliola ensiferaのように種内変異が多い種もあった），Cutler & Guarisco 「カンサスにおけるハエトリ１種の置換」，Griffith & Robertson「Phidippusの捕食と眼の機能」，Popson & Jakob「ハエトリのナビゲーション機能」（池田はもとの場所に戻るなら，しおり糸の機能の方が重要では？と思った），Stephens & Robertson「ハエトリ１種の生活史」等があった．

――――――――――――――――──────────────────────────  

　島崎彩,1998. シカによる環境改変が造網性クモ類と飛翔性昆虫を中心とした食物連鎖に及ぼす影響. 島崎 報告．宮城県金華山島と近隣の牡鹿半島・網地島を比較した．植生（被度）は金華山島では著しく低かった．羽化する飛翔性昆虫量が少ないこと，クモ（カラフトオニグモとユノハマサラグモ）の体サイズが小さいことなどが連関している可能性がある．円網及び皿網の造網可能な足場密度は金華山島でもあるし足場の飽和度は高くないので，造網空間の不足からクモの個対数密度が制限されているのではない．

───────────────────────────────────―――――――――

 　平松毅久,1998.船橋県民の森にオオクマヒメドヨウグモ. 平松報告．東京蜘蛛談話会の船橋県民の森の２月の観察会で５月に続き，オオクマヒメドヨウグモが発見された．橙褐色の小形のクモであり，地表すれすれに垂直円網を張る．８頭と多かったので注目される．この時期は下草が繁茂していないので発見されやすいのかもしれない．網についていくつかの知見を得た．直径約5cmの小形円網，開こしき，free zone が広い，縦糸７本，横糸４－６本．［コメント］土壌性の昆虫は多いので，冬でも意外に餌は取れる（宮下）．

───────────────────────────────────

　千田高史,1998. ジョロウグモのミトコンドリアDNA．千田報告． ジョロウグモのミトコンドリアDNAを調べているところである．節足動物でよく判明しているハマダラカ Anopheles gambiae のミトコンドリアDNAと蛋白質をコードするRNAは同じであった．現在さらに環内のCOⅠ遺伝子（蛋白質をコードする遺伝子で最長である）を解析中．

───────────────────────────────────

   加藤一家は４月早々から再びパラグアイへ出発．平松さんは４月から日曜勤務になるという（実際にはならずにすんだ）．ゼミも再び東京大学で行われる予定．しかし, ４月は宮下氏沖縄出張のため開かれず．次回の計画は談話会総会にて．総会にて検討した結果，次回は５月５日に七里ガ浜高校にて行われる．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋  

　４月２６日  東京蜘蛛談話会総会（出席者約28名）における発表

        各講演要旨とコメントは池田博明による．

（１） 安田明雄 「円海山のイソウロウグモ 」．ゼミでも報告された円海山のイソウロウグモ調査．総まとめをグラフ化あるいは表にしての発表だった．配布資料にあったデータをヒストグラムで月別に示したら分かりやすかったのでは．

（２） 林賢太郎・新海明「関東学院構内でのクサグモの成長と密度変化」．クサグモがほとんど親にならずに幼体のままという環境で個体数のピークもサイズのピークも初夏にあるという結果だった．同一個体がどう成長するかを合わせて追跡する必要があろう．

（３） 畑守有紀・金野普「クモタケ完全世代はどんなとき生えるか」．完全世代が観察された翌月は降水量が少なく乾燥する月であるというデータが得られた．

（４） 梅林力「出糸突起の形について」．走査電子顕微鏡を用いた出糸突起の形態研究．多様な形態がある．篩板上の微小出糸管は特異な形態をしており，篩板が分類上重要な形態であるように思えた．

（５） 谷川明男「西表島のクモ１９９８」．西表島の景観の変化と珍しいクモの紹介．小形種もクリアに美しく撮影されていた．ヒメユウレイグモやミヤシタイソウロウグモなどは特に見事だった．

（６） 小野展嗣「キムラグモの発見と岸田久吉の功績」．秋田時代に岸田氏は唱歌の本を編纂，さらに唱歌まで作っていたとは驚き．30歳にして職を辞し，東京帝国大学に入学した．岸田が力を入れた哺乳類の分野では評判が悪い．発表予定の原稿を既刊の如く広言してしまうこだわりのなさが原因か．

（７） 新海栄一「環境指標としてのクモ２」．環境選好性のクモを選定し，種数を考慮して環境を表す試み．まだ論文になっていない．

　
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

  池田博明,, 今井正巳, 大川,秀治 笠原喜久雄, 佐藤幸子, 新海明, 鈴木成生, 谷川明男, 寺中悠有, 安田明雄

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

   ☆新海明, 1998．キンヨウグモの生活史.．Acta投稿予定.．新海報告． 静岡県駿東郡小山町須走にて調査．（１）生活史：７月中旬に幼体が突然発見されるようになり,９月中旬に成体になる年１世代のクモ．産卵場所・卵のう・卵数・出のう時期・越冬態などは不明．（２）網構造：７月中旬には水平円網を張る個体と張らない個体があった．７月下旬から８月になると非円網になった．非円網には｢タテ糸網｣（こしき糸とタテ糸しかなくヨコ糸がない）がある．次第にタテ糸は減少する（７月は７本,８月は４本）．（３）餌の種類と餌捕獲行動：タテ糸網では第１・２脚による｢つかみ取り｣（ガガンボなどの双翅類）,まるでオナガグモのような｢おとり糸による捕獲｣（クモの場合）を観察した．

［コメント］網構造の変化と幼体のサイズとの関連はどうか（池田）．まだ調査していない（新海）．個体群密度と網の変化は関連がないか（今井）．低密度のところでも同様の変化をするので関連はないだろう（新海）．餌のリストを調べる必要があるがまだデータが不十分（新海）．餌捕獲時に出会う機会が少ない（新海）．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 大川,秀治1998.城山町で見つかった珍種． 神奈川県津久井郡城山町にてサカグチトリノフンダマシの幼生（26-IV-1998に採集．一度脱皮したら成体同様の斑紋が現れた）とゲホウグモ成体（3-V-1998に採集．ずいぶん早い時期の成体である）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 池田博明,1998.日本産新記録のハエトリグモ５属５種.．池田報告．（１）Spartaeus 属は Mintonia 属（クチバハエトリグモ属）として記載したアマミクチバハエトリ Mintonia bani Ikeda,1994 を転属する．佐々木健志により徳之島から採集された雌雄を検討した．雄の触肢の構造からMintoniaにしたが,雌の外雌器や脚の長大さなどからはむしろ,Spartaeus属だった．（２）オーストラリア産の種マダラツヤハエトリ（新称） Bianor maculatus (Keyserling,1883) が沖縄本島,,西表島.から得られた．雄は腹部黒色背面に白色のスポットがあり同定しやすい．近似種が多く太平洋群島で記載されている．（３）Thyene orientalis Zabka,1985  アジアミカドハエトリ（新称）は中形のハエトリで,ベトナムから雄のみが記載されていたが（記載の付図は雄の触肢のみで全形図はない）,西表島から雌雄が採集されていた．石垣島でも採集されていた．雌の外雌器に特徴のある種で同定しやすい．日本産とベトナム産ではやや斑紋が異なる．（４）シモンはGedea 属（ツマハエトリグモ属：新称）をPalembang, Java, Indonesiaの標本をもとに立てた．Zabka(1985)はベトナムの雄の標本をもとにGedea　tibiallis を記載した．この属は中国から２種, Gedea unguiformis Xiao et Yin, 1991 とGedea daoxianensis Song et Gong,1992が記載されていた．このうち ツマハエトリ（新称，2010年にカンムリハエトリと改称）Gedea unguiformis類似種 が沖縄本島及び西表島から記録された．日本産の種は斑紋がある点と王冠状の烈歯数が中国産と異なるものの,生殖器は酷似している．属徴が図示されていない点があるので確認が必要．（５）Nungia 属（オオクマハエトリグモ属：新称）は雌の標本によりベトナムでZabka（1985)が立てた属であり（記載の付図は外雌器の図のみ）,これまでに１種 オオクマハエトリ（新称）Nungia epigynalis Zabka,1985しか知られていない．『中国跳蛛』に全形図と雌雄の記載が出ていた．日本産の種は雌の外雌器の一番表面の穴が違うが触肢は同様．石垣島, 西表島で記録,．

[コメント］チリイソウロウグモの近似種の場合,雄では区別できないが,雌では区別できる（谷川）．

───────────────────────────────────

☆ Gray,M.G., and G.J.Anderson,1989.A new Australian species of Argyrodes Simon ( Araneoidea: Theridiidae) which preys on its host. Proc.Linn.Soc.N.S.W.,111(1);25-30. 谷川報告．オーストラリアでクロマルイソウロウグモによく似た種Argyrodes incursus が記載されていた．本種は日本のクロマルイソウロウグモと酷似しており,雄の触肢や雌のゲニタリアなどは同じである．オーストラリア産は腹部背面に橙赤色のスポットがある．習性も似ており,ホストはヒメグモAchaearanea mundula （ 日本のヒメグモの近似種で不規則網の下部にシート網もある）で,子や卵のうも補食する．

［コメント］著者らは日本のクロマルイソウロウグモ  Spheropistha melanosomaのことをまったく念頭に置いていない．クロマルイソウロウグモに近似するミヤシタイソウロウグモ　Argyrodes miyashitai を記載する際に,八木沼によるイソウロウグモ属とマルイソウロウグモ属を区別する特徴を再検討した．八木沼のクロマルイソウロウグモの属徴（腹部が丸い＝食事後の特徴であった, 間尤が大きい＝大差ない, 額が中眼域の長さより短い, 両眼列の中眼が離れている）は説得力がない．

移精針がコイル状,コンダクターの形態などで属徴を再定義できないこともないが, 同様の形態のオーストラリア種がLeviの見解も参考にしてArgyrodes属で記載されていることもあり, クロマルイソウロウウグモもArgyrodes属におくべきと判断した（谷川）．千葉県清澄山ではミヤシタイソウロウはカグヤヒメグモの網内に巻いた葉内にいた（新海）．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆ Land,F.M.,1985. The Morphology and Optics of Spider Eyes. IN Neurophysiology of Spiders. 53-78.

 １章～２章 （３章以降は次回）   池田報告．　ハエトリグモ関連の論文の再読の一環である．

  クモの単眼は無脊椎動物のなかでは頭足類に匹敵するほど優れたカメラ型の眼である．最近の見解はクモの８眼の起原は,１対の主眼は祖先種の単眼から,３対の副眼は祖先種の複眼から由来したと示唆する(Paulus 1979)．クモの眼の解剖学はHomann(1971)の優れた業績がある．彼はクモの眼に広く詳細にふれている．クモの眼の光学の大部分は視覚的な狩猟者Hunterのものである．クモの８眼のうち主眼は（１）発生上,（２）ラブドム（感桿）の向き（副眼のラブドムは後ろを向いておりヒトの網膜同様逆向きである）,（３）タペータムの欠如,（４）可動性, 以上のような観点で側眼とは異なる．６眼のクモは主眼を欠く．副眼は通常タペータムを持つ．Homann(1971)は副眼のタペータムを３型に区別した．（1）原始的な型のタペータム （2）カヌー型のタペータム（3）格子型のタペータム （4）他の型 

   主眼と副眼の機能の差異はハエトリグモで研究されている．副眼は周囲の動きを探索し,主眼は刺激源の性質（餌か配偶者か）を見極める．眼のサイズは視野を反映したものである．眼に入射した光の反射光を利用した方法を用いてタペータム（＝網膜）の範囲を判明させることが可能であった．ハエトリグモの眼はタペータムを欠いているが,網膜は特徴のあるピンク色に反射するのでマッピングできた．徘徊性の４科ともALEの視野が中央で重なっていた．おそらく距離判定が機能のひとつであろう．

[コメント] 副眼にタペータムを持たない科が興味深い．地中性のクモが原始的なタペータムを持っているのだから二次的に退化したのだと思う．カニグモ科が格子型の変化した型なのにエビグモ科にタペータムが無いのは分類上重要だろう．ハエトリグモ科やリセイハエトリグモ科は昼行性に進化したためだが,ウズグモ科やイワガネグモ科,アシナガグモ属はいったんどのような要因が利いてタペータムを退化させたのだろうか（池田）．タペータムの構造も雑多だし,現在のアシナガグモ科 はかなり異なったグループの集まりではないか（谷川）．

   新緑の鎌倉見物にくり出す．江の電で「極楽寺」に行き,極楽寺から御霊神社,長谷観音,鎌倉大仏とまわって,「長谷」から江の電に乗車．大船へ出る．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

 東京クモゼミ報告 第105号　　　1998年６月７日    七里ガ浜高校 

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

池田博明,, 笠原喜久雄, 佐藤幸子, 新海明, 谷川明男, 千田高史，寺中悠有, 平松毅久，安田明雄

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

   ☆池田博明・中山美和・稲葉茂代 1998．神奈川県平塚市の越冬期メガネヤチグモ上吉沢個体群.．Kishidaia(75)予定.池田報告．メガネヤチグモ野外越冬個体群のサイズと齢を調査した（1988年12月8日）．（１）サイズ：サイズから幼体・亜成体・成体に区分された．（２）母親の保育との関係：幼体のサイズのバラつきは母親の世話と関連しているのではないか．（３）交尾期：成体オスが発見されなかったし,雌雄が秋に成熟すること，秋に捕えたメスが受精卵を産卵することから，交尾期は晩秋ではないか．

［コメント］成体オスは晩秋に徘徊した結果，不確定な場所で越冬している可能性がある（谷川）．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 池田博明1998.映画『となりのトトロ』とどんぐり．神奈川県教科研究会理科部会会報，(42):50-53. アニメ映画『となりのトトロ』を生物の授業に応用する試みの紹介．秋に落下したどんぐりを翌年の夏まで発芽・発根させることが可能かどうかをメーリングリストで問い合わせたところ，たくさんの返信が得られた．それによると，コナラのようにどうしても発根してしまう堅果であっても貯蔵方法を研究機関で検討中とか（アルギン酸ナトリウムで保護して，冷蔵するとか）．

[コメント]植物の発芽にはずいぶん多様性がある（笠原）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 谷川明男,1998.チリイソウロウグモの正体.．谷川報告．チリイソウロウグモの学名は Argyrodes fissifrons O.P.Cambridgeとされてきた．熊田憲一はChrythansus(1975)の A.fissifronsの図に依拠して日本のチリイソウロウは別種と判断した．谷川がニューギニアで採集した標本および英国にあったfissifronsのタイプ標本に当たって検討した結果，日本のチリイソウロウグモは別種であることが分かった．Chrythansusがタイプと比較したのはfissifronsのオスだけだった．メスは他の場所で採れた近似種wolfiと似たメス個体をfissifronsの種と判断したが，それは間違いで，fissifronsのメスはまったく別だった（谷川がニューギニアで採った中に本当のfissifronsもあった．ゲニタリアの構造などからChrythansusがfissifronsのメスと判断したものはwolfiのメスだったと判断した．

───────────────────────────────────

☆ 小笠原幸恵,1998.ヤホシサヤヒメグモの体色変化とエサの関係について. Kishidaia,(75);予定. 池田報告．真っ赤なハダニを捕食したヤホシサヤヒメグモ Coleosoma octomaculatum の幼体の腹部は赤くなった（網を張らずに，つかみ取りだった）．腸域にエサの体液が拡散したためであろう．アブラムシ（緑色）では緑色・黄緑色に，双し類では赤になった．成長にしたがい，変色の様子にも個体差が現れた．クモはミカンハダニの天敵として有効ではないか．

［コメント］ヒメグモではアオバハゴロモを捕食すると緑色になる（平松）．野外で特殊な色の個体に出会わないのは捕食後に出会う機会がないからだろう．沖縄のヒメユウレイグモも同様の変化をする（谷川）．錦三郎によると，ヤホシはバルーニングでよく採れる種である．中国の研究結果からは年に複数回出現するようだ（池田）．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆ 宮下和喜,1998. ナカムラオニグモの卵のう産出と幼体発育. Kishidaia,(74).予定． 池田報告．　

千葉県我孫子市で採集したメスの卵のう産出経過を調査した．１雌当たりの卵のう数は平均3.1個で１雌当たりの卵数は平均495個だった．室内飼育によると8月までに出のうした個体は5-6回の脱皮をして年内に成体になったが，9月に出のうした個体は年内には2-4回しか脱皮できず，幼体で越冬し，死亡率が高く，少数しか生残しなかった．

[コメント] 日本産の種はAraneus folium ではないかという意見があるが，現在のところこの学名の種でよい（谷川）．ナカムラオニグモ線が発育０点と一致するかどうか調べても面白いのでは（千田）．

☆ 鶴崎展巨,1996.三好保徳先生の足跡と思い出.. Takakuwaia,(28):23-28. 池田報告．　1995年4月19日に86歳で亡くなられた三好先生の追悼号に寄せられた鶴崎氏の思い出．愛媛県松山市生まれの鶴崎氏は母親の生物の師でもあった三好先生に中学３年のときに先生の自宅で会って以来，高校でザトウムシを調べるようになった．高校３年のときには後輩とともにヤスデの指導を受けに出向いている．大学はザトウムシ研究のため，広島大学を選んだ．三好先生は戦中に事故で右手の指を小指を残して無くされた．その不自由を克服して多足類の見事な記載や原図を書かれた．｢日本の倍足類｣で学位を取得したのは1960年，51歳のときであった．多足類の研究を離れてからは植物学を主にされた．鶴崎氏は三好先生から直接の指導を受けた最後の世代かもしれない．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆ 鶴崎展巨,1998.ヒコナミザトウムシ交雑帯における核型とミトコンドリアDNAの変異パターン.．科学研究費報告書．池田報告．
　ヒコナミザトウムシ Nelima nigricoxa の鳥取県大山付近では2n=20,18a,16の核型の分布を調査した．18と20の交雑帯と16と18の交雑帯を調査したところ，17の個体には負の選択がかかっている可能性があった．減数分裂の際の染色体不分離が関わっているのかもしれない．アロザイム分析（IDH）ではヒコナミとオオナミの双方は集団内多型を示すが，種間の差異は認められなかった．ヒコナミにはA遺伝子に固定していた．核型の異なる集団におけるヒコナミのmtDNAを調査した．ブーツストラップ確率は100％だった（結果は信頼できるという意味）．西日本のヒコナミでは大山集団（鳥取県），船上山集団（鳥取県）と徳仙の滝集団（山口県）は分化していた．これらの集団に比べると清澄山（千葉県）のヒコナミは札幌（北海道）のオオナミよりも系統的に遠かった．徳仙の滝にもオオナミはいて，この集団は千葉のヒコナミより他地域のオオナミに系統が近かった．

[コメント]（Eメールで鶴崎博士本人からコメントをもらいました）染色体数が違っていても同種なのか？というよく聞かれる質問について．染色体数が異なっていても外部形態では区別できないこと，ザトウムシではこの数の差は生殖隔離にほとんど効いていないこと（ヘテロ接合個体の適応度が若干落ちるとみられるが，遺伝子交流のバリアにはなりえません）から，同種とするのが妥当です（鶴崎）．核型の染色体の対応は可能？（千田）．長さの差や動原体位置などで可能ですが，遠く離れた集団では分かり難いものがあります（伊豆箱根～三浦半島，清澄山の22と西日本の20他

の集団の核型との対応はまだ不明）．バンディングも試行中（鶴崎）．これほど遺伝的に遠いのに千葉清澄のヒコナミはどのような形態から鳥取の種と同種と判断されるのだろうか（谷川）．オオナミ系列とヒコナミ系列は♀の受精嚢形態と♂ペニスで分類されます（ただし差は微妙．同所的な２型間での識別には有用）．それ以外の差は乏しい．清澄・三浦半島・伊豆箱根のヒコナミ集団は色斑が異なり，分布も途切れているので別種として扱うのにやぶさかではありません．ただし，伊豆箱根の赤いヒコナミと三浦半島の赤くないヒコナミの関係はよく分かりません．三浦半島のヒコナミが分布をたどると大山や伊豆箱根のオオナミにつながるという可能性は今後の検討課題（鶴崎）．山口徳仙の滝のオオナミはほんとうにオオナミだろうか？（谷川）．山口県・九州北部のオオナミは近畿地方と分布が途切れるし，色斑変異もあるので問題集団です．しかし，色斑・体サイズ・上唇形態などは近畿以東から北海道まで連続分布するオオナミ間でかなり変異し，山口県と九州北部のオオナミ集団がとりわけ目立って外れているわけではありません（鶴崎）．DNAのような分子生物学的観点から核型分析を見直すことを目的に研究を進めているのではないか（池田）．このようなmtDNA結果は半ば予想しないわけではなかったのですが，交雑で異種間のミトコンドリアが浸透することもあるので，どう解釈すべきか難しいところです（鶴崎）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 鶴崎展巨,"And","＆",それとも"et"？：木船氏への返答．タクサ,(2):19-21.　池田報告.　命名者が複数の場合に何を使用すべきか．引用文献と統一するという観点からは＆やandがもっと使用されてもよいだろう．日本ではetを無条件に使用する慣行だが．レーティネン博士は雑誌の編集者の問題であるとコメントしている．
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　　 　池田博明,, 今井正巳，佐藤幸子, 島崎彩，新海明, 谷川明男，千田高史，宮下直

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 宮下直，1998.イソウロウグモの網食いに関する最近の研究．宮下報告．イソウロウグモの行動や生態は次第に注目され，論文も増えている．早い時期にVorlath(1979)がReviewしたが，網食いの報告は少なかった(新海1988)．宮下らは，1998年4月沖縄にてミナミノアカイソウロウグモで，同年6月金華山にてミヤシタイソウロウグモで，網食いを観察した．横糸も縦糸も捕食するが，縦糸捕食では自分で補強糸を出しながら捕食していた．Higgins & Buskirk(1998, Behavioral Ecology,9:384-387.)は放射性同位元素で糸と餌をラベルして，アメリカジョロウグモに寄生するイソウロウグモ Argyrodes  elevatus が糸と虫を捕食する量と頻度を調べた．ある個体は自分の体重の40％の糸を捕食した．台湾のTso & Severinghaus(1998 ,Animal Behavior,56:219-225.)はオオジョロウグモに寄生するイソウロウグモ Argyrodes lanyuensis で調査した．その結果，寄生者が侵入している網では宿主の網が減少していた．寄生者を宿主の網の半分に付加して，付加していない部分とで，網の減少割合を比較した．すると，有意に寄生者を付加した方で網が減少した．このことはこの寄生者が網食いを恒常的に行なっていることを示す．また，網の減少率をみると，体長の小さな宿主ほど寄生者のダメージを受ける．糸の直径を調べると，体長の大きい宿主ほど糸が太かった．つまり捕食される網量は一定でも，体長の小さい宿主にとっては捕食される網率は大きくなる．餌の大きさをみると，宿主は大きな餌を，寄生者は小さな餌を捕食していた．したがって，宿主に対しての餌捕食の影響はあまりないと考えられる．

[コメント]Higginsらがクモに限らず，Reviewしているが，節足動物では，他の種が作った構造物を食べる例は少ない（宮下）．餌条件によって網食いの割合も変わるかもしれない(新海)．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 板倉泰弘1998.ハヤテグモの婚姻給餌の発見．Acta投稿予定．池田報告．クモの婚姻給餌はキシダグモPisaura属でしか知られていなかったが，ハヤテグモPerenthis属も同様の求愛をすることを発見した．アズマキシダグモのオスはメスの有無にかかわらず，ギフトを用意してメスを探すが，ハヤテグモでは，メスの体に接触してから，ギフトを探すなどやや異なる点があった．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ Gillespie,R.G.,1992..Impaled prey. Nature,355:212.千田報告．ハワイのカウアイ島に生息するアシナガグモの一種，Doryonychus　raptorは網を張らずに，脚先の爪で虫をつきさして，捕獲する．休息時の姿勢を見ると第2脚が最も長く，第3脚を前へ向けている．Gillespie,R.G., 1991. Psyche,98(4):337-350.では生息地や，形態と捕獲行動の関連を調査した．この種はカウアイ島の標高390ｍのきわめて限定された地域に生息する．第１脚先端に尖った大きな爪がある．観察時の87％は網を張らずに糸にぶら下がっていた．あとの13％は周囲の植生を徘徊していた．主にDipteraを捕食．Gillespie,R.G.ほか,1994.Proc.Natl.Acad.Sci.,91:2290-2294.で，ミトコンドリアDNAによる系統分析の結果と形態分析の結果を比較した．分布および形態分析からは，この種はハワイ島のTetragnatha属の種類はもちろんのこと，他の地域のTetragnatha属のクモよりも，先に分岐したと推定されていた．分子分析からは，同様の結果が得られた．

───────────────────────────────────

☆ArachnologyML1998からJocelyn　Craneの消息.．池田報告．ハエトリグモの求愛誇示行動で著名なクレインは，コウモリの研究で著名なドナルド・グリフィンと結婚した．彼女は，シオマネキの求愛行動も研究した．両名とも現在も健在で，彼女は92歳になるという．蜘蛛学会NewsＬetterの｢遊糸｣に紹介予定．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 池田博明，1998.私設ホームページの反響．池田報告．1998年8月30日に｢SPIDER　DATA｣というホームページを開設し，そこに『クモ生理生態事典』（改訂版）をアップした．MLの｢クモネット｣で流してほぼ2日くらいでクモネットの人々がアクセスに来たようだ．谷川明男さんが３誌（Acta，Atypus，Kishidaia）会誌の目次を90％完成していたので，それも仕上げてアップした．県別クモ目録の状況なども分かるようにした．ただ個人のHPの容量上限がinfowebは５MBなので，写真や図などは盛り込めない．間違いなどを修正して9月13日現在のアクセス数は271．この東京クモゼミ報告もアップしたが，101号以下は内容や公開の有無を勘案して時々更新掲載する．

[コメント]伴満氏が作成したクモのCD-ROMと併用または融合して作成すれば，アリのCD-ROMに近いものが出来る．『クモ生理生態事典』を携帯可能なNewton　Bookというパッケージにしてみた（千田）．

───────────────────────────────────

☆ 成田和子，1998.大師河原クモ調査．川崎市民調査団ボランティア通信10．　池田報告．川崎大師河川敷のアシ原に生息するフクログモ類に，コフクログモやマダラフクログモ（共に神奈川県新記録）が発見された．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆ 宮下直・カルタン和美ほか,1998. 造網性クモ類の糸粘性.．宮下報告．昨1997年夏，トリノフンダマシは夜間急激に粘性が落ちることに気がついた．今年は時間の経過とともに変化する様子を把握するべく，Opellの測定方法を改良して，粘性を調査した．その結果，シロオビトリノフンダマシはもっとも急速に粘性が落ち，夜12時ころには粘性が落ち始める個体があることがわかった．総じてトリノフンダマシ類の粘性低下は他の造網性のクモと比べると驚異的に早かった．当初は乾燥によって粘性が落ちると推測していたが，高湿度条件でも同様に粘性は低下した．夜間造網性のナカムラオニグモでは１日たっても，粘性が落ちないのに．

[コメント] トリノフンダマシ類は糸の強度も異なるので，物質的にも興味深いし，系統的にも面白い（宮下）．

☆ 新海明，1998.西表島の興味深いクモ．最近，IRIEによって記載されたヒメユウレイグモの不規則網には2-3mm毎にまばらに粘球があった（通常ユウレイグモの網には粘球がない）．一見するとこの形態は，ムナグロヒメグモの矩形の網に似ていた．ヒメグモと共通の特徴があることから，単性域類という分類に問題がある可能性がある．また，本種はほとんど網を張り替えない．

[コメント]Coddingtonの高次分類では，単性域類を評価している（宮下）．

――――――――――――――――──────────────────────────　
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　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

池田博明，今井正巳，笠原喜久雄，佐藤幸子，新海明，谷川明男，宮下直，渡部健

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬渡峻輔，1998.記載分類学のすすめ：会長就任挨拶にかえて．タクサ，(5):1-2.谷川報告．記載は科学ではないという意見がある．分類学者は種を記載し，その上に立って様々な研究が生まれる．したがって，記載は科学の真髄である．分類学的見地からは重要な種と重要でない種の区別はない．分類学者は自信をもって記載を行ってよいのだ．

[コメント]現在は分類の方法が職人芸的で主観的だということが批判されている．分類学者は誰が判断しても同じ結果になるように根拠を明示する必要がある．何が分類のキイになるかはタクソンによって違ってもよい．科学としての記載方法を問題にするべきではないか（宮下）．記載の共通の基準ができるのかが疑問．馬渡氏は分類学の危機を危惧しているのではないか（新海）．この短文中の「種多様性は推測できない」「記載種が10％になると新しい世界が開ける」は奇妙だ．「すべての種が等しい」ことと人間社会のアナロジーは奇怪である．また，保全という立場からは，　種の重要性は異なる．「系図は個々の種が認識された後に来るものである」「OUTの実体が不明であれば，得られた系統関係はナンセンスである」とは言えない．個体群でも可能である．記載に当たっては個体変異の範囲を現す努力が必要ではないか（宮下）．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

池田博明，1998.山北町ジョロウグモ垂直分布調査．10月3日に大野山では連続して生息し，標高555ｍにメス１頭が見られた．その上は風衝草原なので，近くの高松山も調査したところ，ヒノキ林内の645ｍにメス１頭が見られた．高松山では540ｍ付近にはまだ多数の個体がいて，大野山とはずいぶん異なっていた．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

Huber，B．A．，1998．On the "valve" in the genitalia of female pholcids (Pholcidae, Araneae). Bull.Br.arachnol.Soc.,11(2):41-48.池田報告．ユウレイグモの仲間のメスのヴァルヴの構造からは，Old World Groupと New World Groupに大分される．また，体に対するメスのヴァルヴの割合・複雑さをfemale indexとし，オスの触肢の割合を male indexとすると，前者が大きい属は後者も大きい．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

宮下直，1998.イソウロウグモの宿主．沖縄県５個所で，イソウロウグモの個体数と宿主の体長・網面積・個体数などを調査した．網面積はイソウロウグモの生活空間となる．オオジョロウグモやジョロウグモの宿主の網面積は個体数減のため，８月下旬には減るが，アカイソウロウの個体数のピークはやや遅れていた．餌の密度は8月下旬にピークになっていた．また，宿主の選好性があるかどうかを調査した．名護城では，オオジョロウにかなり集中していた．諸志では7月上旬にはオオジョロウに侵入していたのが，8月下旬にはジョロウグモにスイッチした．1月中旬にはチブサトゲグモやシマゴミグモに入った．チュウガタシロカネグモの網には入っていなかったが，シロカネグモは小さな餌をけっこうこまめに採集していたので，その影響と思われる．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

根津および谷中界隈を散策，根津神社見学．芋◇の手作りアイスを購入した．

=======================================================================

11月　池田博明，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，平松毅久，宮下直

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

宮下直　1998.クモ類の化学擬態（ナゲナワグモは３度奇跡を起こした？）．生物科学,50:137-142.　宮下報告．ナゲナワグモの奇妙な餌捕獲は古くHutchinson(1903)によって記述された．既に匂いによるガの誘引の可能性が記述されている．Eberhard(1977)が餌調査からオスのガを誘引することを示唆し，Stoweら(1987)が直鎖の不飽和アルコールの誘導体の一種であることを特定した．性フェロモン起源ではないかもしれない．

[コメント]クモにもこのような事実があることの理解に役立つ．トリノフンダマシ幼体の餌は特定のガではなかった（新海）．フェロモン物質を研究する技術が確立されているならば，多くの種で比較研究できるのではないか（谷川）．トリノフンダマシは日本に多いので，比較することが可能（新海）．『擬態の生物学』（築地書館）に収録される予定（宮下）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

新海明，1998.富士山でのジョロウグモの垂直分布．明神峠では500mで16匹,600mで１匹．富士霊園では均一な環境で650ｍに2匹，660ｍに１匹，670ｍに１匹，745ｍで１匹．シネプロの宿舎800ｍで１匹．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

新海明，1998.ヤマトカナエグモの配偶行動の一部を観察．Kishidaia予定．６月に交尾中の雌雄を発見．求愛行動などは未観察．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

新海明，1998.夢．Ｋishidaia予定．Ｋishidaiaの30周年に際して，今後は(1)日本産真正クモ類全種のリストの作成　(2)クモ目録の県別著作リスト　(3)県別リストの作成といった目標を立てた．実現に向けて努力したい．[コメント]すでに(1)はほぼ出来ている（谷川）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

谷川明男・佐々木健志，1999.沖縄県産クモ類目録．Kishidaia，(76).予定．谷川報告．　神奈川県の161資料に対して，沖縄の160資料で365種が報告されていたが，そのなかには疑問種がある．誤同定による種は整理番号を付さなかった．整理して246種を報告した．ヒメグモ科やハエトリグモ科に不明種が多い．

[コメント]昔記載された東南アジアのハエトリグモの研究は着手されていない（池田）．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

Robinson,M.H. and B.Robinson. 1976. Ecology and Behavior of Nephila maculata: A Supplement. Smithonian Contributions to Zoology,No.218, 22p, 9figs, 1tab.池田報告．ニューギニアのオオジョロウグモの生態について1970年と1971年の記録を再整理し，1974年に生活史に関する生物量的研究を行った．メス成体10頭の網場所移動について．このクモを研究してきて，私たちが最も強く印象づけられたことはクモが餌の多い場所からも移動することであった．Argiope　argentataでは網場所を変更することでイソウロウグモの数を減らしていることに注目したので，本種でもその可能性を調査した．イソウロウグモ数は網当り平均5.7匹（1973年のデータ0.92匹は計算ミス）で最大数は30匹だった．オオジョロウ成体メスはかなり長い間同じ場所に造網する．平均すると12日，もっと長くも留まるようである．しかも，落ち着くまでは何度も移動する．これはいい餌場所を発見するための移動だからであろう．しかし，産卵後にクモは再び探検に出て，たいてい同じ網には戻って来ない．このタイプの移動は捕食成功の欠如では説明できない．産卵直前にいた場所の餌量は年平均の餌量を上回っていたし．産卵のために移動したため，前の場所を忘れてしまったのだろうか．16.8％のメスが戻っていることから，そんなことはなさそうだ．捕食者や寄生者に対抗して，産卵場所から遠ざかっているのではないだろうか．なんといっても卵は貴重な栄養源である．網場所移動には前述のように「真のpure」移動と「みせかけ」の移動がある．継続観察できた移動例20のうち，15例ではイソウロウ数が移動後に減少した．網場所を移動した距離はほとんどが1.5ｍ以上だった．多くは3m以上移動した．他に令毎の成長記録あり．

[コメント]オオジョロウグモの移動率の大きさに彼らも驚いていたが，沖縄に比べて移動率が低いように思えた（池田）．沖縄に比べると，移動距離も移動率も小さいが，成体になってからやや時間がたってから調査しているのではないか（宮下）．調査時期に関しては，1973年の論文には記述があると思う（池田）．移動距離が1.5mや3mといった規模では，網ひとつ分もないので，たとえ宿主が網を移動しても，イソウロウグモもそっくり追いついてしまうと思われる．イソウロウグモが宿主に与える影響はそれほど大きくはないのではないか（宮下）．網作りのコストという理論が当時はなかった？（池田）．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

平松毅久，1999.カラカラグモの一種の網．Acta arachnol.,投稿予定．平松報告．西表島のカラカラグモの一種（体長3mm）は鍾乳洞に生息し，開こしきの網で，trap lineは上方の岩から出ていた．上方から来るので，クモは上を向いていた．卵のうや造網過程は既知のカラカラグモとやや異なる（タテ糸・足場糸・ヨコ糸を張った後で，すべてのタテ糸を引き伸ばす行動をする．その結果，網はゆるむ）．

[コメント]網はゆるませることによって，虫がからみ捕獲されやすくなる（新海）．わりと大きいガガンボやアブを捕食していた（平松）．クロカラカラグモと呼ぶ人もいるが，別種である（平松）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

宮下和喜,1999.ハナグモの生活史．Kishidaia，(76),投稿予定．池田報告．自然条件で飼育してハナグモの生活史を調査した．秋の成体は越冬し，メスが翌春産卵するが，たいてい未交尾であった．初春の幼体はメスは1～3回の脱皮をして成体に，オス3回脱皮して成体になった．産卵は1～2回で（2回以上受精卵のうを産出したメスは37.5％），第一卵のうの卵数は平均80個，第二卵のうは平均48卵．出のう幼体を飼育してみると，5月末生まれはほぼひと月で成体になる（♂3～4回，♀4～5回）のに，６月末生まれは2ケ月以上も成長にかかる．脱皮回数も多くなる（♂4～6回，♀6～7回）．8月初めの幼体は１ケ月半くらいである（♂5回，♀6～7回）．

[コメント]オスの個体数調査をすると野外での生活史がクリアになる（宮下）．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

池田博明，1998.『とっておき生物実験』より．遺伝別冊No.10．池田報告．出版されたばかりの生物実験集に拙著「教師消失！盲斑確認実験」「紙で作るタンパク質の二次構造モデル」が採用された．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

① グールド，1998.『暦と数の話』．早川書房．千田報告．2000年と2001年の問題を扱ったグールドの本．ラストが感動的なので一読を．② 鷲田小弥太，1998.『自分で考える技術』．PHP文庫．宮下報告．技術の独創性はマニュアル化できる．簡潔に考えるためには書いてみること，マニュアル化＝ステレオタイプではない．論理をきたえるには極論化してみるとよい．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　宮下直，1998.ジョロウグモ垂直分布調査．秩父には550Ｍ下にはいるが，それ以上はいない（10月９日）．筑波山では，350mまで（２雌，10月11日）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　藤沢庸助，1998.長野県ジョロウグモ垂直分布報告．宮下報告．10月上旬に調査．真田町真田750mに０匹，真田町戸沢700mに１匹／100ｍ幅．真田町四日市役場670ｍに６匹／750ｍ幅．真田町大畑650ｍに12匹／100m幅．小海町東馬流846mに１匹（人家の庭園），870mでは０匹（ブドウ園）．八千穂村770ｍでは８匹／2.7ｍ2（メス．網のみ２）．　
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   池田博明,石島力，今井正巳，  新海明，谷川明男， 千田高史，寺中悠有， 平松毅久

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

   ☆谷川明男，1999.冬のヒメユウレイグモ.．Kishidaia(77)予定.．谷川報告．1999年1月1日，西表島大富で卵のうを持つヒメユウレイグモは8／147だった．雄は24頭だった．また，レース付の完全な網を持つのは8／42，垂糸のみは29／42だった．新海が網を破壊すると，造網しないという結果を出しているので，1月3日から実験してみた．祖内で10頭のクモを記録し，網は壊したところ，翌日は6頭が消失，ゲーダ橋で無処理の13雌を追跡すると，消失は1で，前日と比べて造網が進行したのは2頭だった（他は同じ）．3日の夜が悪天候で，6頭は糸のみか何も無くなった．

［コメント］本種はやはり網を無理に壊すと，その後しばらく造網しないようだ（谷川）．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 新海明，1999．あっちこっちのクモ．目録DRAGLINESの創設について．KISHIDAIA,(77)予定. 各地の数種のクモの記録が埋もれている．会誌に目録DRAGLINESを創設して，会員手持ちの記録を積極的に収集しよう．

[コメント]不完全な原稿に朱書きする形態で原稿を作成する予定（新海）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 新海明,1999.DRAGLINES草稿など.．新海報告．KISHIDAIA,しのびぐも．｢ゲホウグモの円網の記録｣ゲホウグモの網は｢レコード盤｣のようだと表現される．クモの体長・網の縦径・横径・糸数・こしきまでの高さを測定した．1cm当たり5-7本の横糸があった．例えば30cmの網で横糸166本．｢セアカゴケグモの網構造｣1996年6月15日大阪府高石市高石斎場で調査，シート網の縦径25cm×横径25cm×高さ25cm，迷網と隠れ家を持ち，地面から10cmに造網していた．｢日盛りの中のクモ（オオシロカネグモの体温調節）｣水平円網から１・２脚をだらりと下げているのは太陽直射を避けているのだ．野帳を用いて日陰を作ってやると，普通の姿勢に戻る．日向のクモは37／56が，日陰のクモは0／37で，｢体温調節体位｣だった．

[コメント]セアカゴケグモの網：網構造は図が必要（池田）．なぜセアカの網はコンクリート壁面の所に限られるのか．沖縄でハイイロゴケグモが以前たくさんいた所を昨年調査したら，すべてイエオニグモに置換されていた（谷川）．琉球大学の牛小屋付近にはネッタイユウレイグモとミナミウズグモが多産する（谷川）．体温調節：Humphryはモデルを用いて温度測定していた（平松）．スポット測温のセンサーがある（石島）．ジョロウも同様の姿勢をとる．昼行性のクモも考えられる（新海）． 

───────────────────────────────────

☆ 平松毅久,1999.ハグモ一種の体温調節姿勢．. Kishidaia,(77);予定. 平松報告．本種は暑いと頭胸部背面を腕で被って直射光を防御する．晴れの日，日向のクモの92％が，日陰のクモの29％がこの姿勢だった．光をさえぎる実験をすると，正常な姿勢に戻る．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆ 平田慎一郎,1999. カマキリモドキ幼虫の生活. インセクタリウム,(1月):4－10．今井報告．　

奈良県吉野郡の和佐又山で調査し，ヒメカマキリモドキ幼虫は葉上徘徊性のクモ（フクログモ類，アサヒエビグモ，ワカバグモ，アマギエビスグモ，ムツバハエトリ）の腹柄に，キカマキリモドキ幼虫は地表徘徊性のクモ（ヤチグモ類，カチドキナミハグモ，コアシダカグモ）の腹背・胸背に外部寄生することが分かった．卵のうに移行して，卵のう内で成長し繭化して，蛹で出のうし，外で羽化する．

[コメント] 在来種のナメクジと外来種のコウラナメクジの分布も調査中．現在のナメクジは色々な種が収斂進化した結果である（今井）．

☆Huber,B.A.,1998.Spider reproductive behaviour:a review of Gerhardt's work from 1911-1933, with implications for　sexual selection. Bull.Br.arachnol.Soc.,11(3):81－91.　池田報告．

1911年から1933年までに，ドイツのゲルハルトは38科102属151種のクモの繁殖行動のデータを残した．クモの現代名でリストを作り（Table１），交尾および精子導入の18形質に関する情報をまとめた（Table2，3）．さらに現代的な観点から考察した．サンプル・サイズが小さいし，雌がバージンかどうかがはっきりしないことが多い．しかし，彼のデータは繁殖行動や性選択の比較研究に有用である．(1)最近，｢Cryptic female choice｣仮説に対して，Alexanderほか(1997)が｢conflict of interest hypothesis｣が呈示したが，彼のデータには積極的な雌の共同作用10型が挙げられているし，151種中75種で起こっている．明らかに雄は高圧的な押付者（seizers）ではなく，むしろ信号手（signalers）である．高圧的な配偶活動とゲニタリアの急速な進化とが一般的に関連したと考えるのには無理がある．(2)雄の交尾パターンは３つある．①リズム運動が無く，片方のパルプで１回の短時間の挿入をする，②リズム運動をして，片方で１回の長時間挿入をする，③リズム運動ありの長時間またはリズム運動無しの短時間の挿入で，挿入を数回行う．(3)flubという用語は｢失敗注入｣のことである．彼のデータはflubsがクモには広範な共通の事実であることを示している．また，151種のうち32％が明らかに求愛交尾を行った．実際にはもっと多くの種で求愛交尾があるだろう．結論として，彼のデータは，昆虫同様，求愛交尾がクモでも共通であることや，隠されたメスの選択による性選択がクモの進化における重要な要因であるというアイデアを支持している．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆ 池田博明，1999．環境指標としてのクモ．川崎市青少年科学館ボランティア学習会．池田報告．

　クモの生息環境（多様な環境に生息し，環境別にクモの種類も異なっている），新海栄一の生活型分類（地中性種，造網性種，徘徊性種），食性（クモの種類と餌の種類），餌量と成長（意外に少食），天敵としての利用（害虫を激減させるほどではないが，害虫の密度を低く保っておく効果はじゅうぶんにあると思われる），競争（造網性種については，まだニッチは空いていて，個体間の競争は起こっていないと考察されている（宮下，1996））などの観点から，環境指標種として，クモを利用するとき，健全な自然や生態系を見きわめる｢健全環境の指標｣として利用できる（新海栄一,1998）．

　新海栄一（1998）は｢クモ類による環境の評価｣で，これまでの各地の記録を検討して｢自然環境指標種｣Ａ・Ｂ・Ｃの各ランクの種類と｢都市環境指標種｣を選定した．次のような式で環境指数を算出することを提案した．

　環境指数＝　{（自然環境指標種合計＋１）×　採集種類数合計　}／（都市環境指標種合計＋１）

　山地型・里山型・都市型の環境を評価する場合に違った規準を設定した．ただし，この環境評価法を調査地で試みるにはかなりの同定力が必要である．別の観点の環境評価も試みられているが，それらはすべて相対的な環境評価である．(1)大和市の調査からは，その地点での成体種数はシンプソンの多様度指数とアナロジーであった．(2)環境が都市化するほど，クモ食い（ムナボシヒメグモ）やクモに寄生するクモ（フタオイソウロウグモ）の数が増加する，ヒメグモ科は粘球糸を投げつける採餌法で，都市化が進行しても個体数はあまり減少していない．それに対して，萱嶋によれば府中市ではコガネグモなどは壊滅的に減少した．大形・中形の飛翔昆虫が減り，広い枝間も消失してしまったためと思われた．上記評価法も，クモ同定能力が必要であった．簡便な方法はないものだろうか．『指標生物』（平凡社）に大野正男はジョロウグモをあげているが，都市化しても小形餌に適応したジョロウグモは数が減らず，指標としてはあまり適当でない．宮下直のジョロウグモの研究を参考に，クモの生活史を利用した評価法を考案してみた.例えば8月のジョロウグモでは，メスの網に同居するオスの数が多い・サイズが大きいほど良好，9月には成体メス数が多いほど，10月には抱卵メス数が多いほど良好と判断できる．4月のネコハエトリでは成体オスのサイズ，7月のヒメグモでは産卵メス数などを指標にできるのではないか．

[コメント]数を数える方法以外は一般的でない（新海）．なんのための環境指標か，ヒトが快適でも，クモにとってはどうか，つまり他の生物の立場にたってみるために必要であろう（池田）．他の動物群で適用すると，ヤンバルの原生林などは指数が低下，開発してもいい自然と判断されてしまう危険がある．指数自体が本州の二次林用ではないか（新海・谷川）．

☆成田和子,1999.ワスレナグモの仔は天をめざす．Kishidaia予定．池田報告．8月～9月に三度分散を観察した．
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　池田博明,伊藤絢子，石島力，笠原喜久雄，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，寺中悠有，平松毅久，宮下直，安田明雄

   ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆谷川明男，1999.沖縄島産のクモの新属新種.谷川報告．沖縄本島でシロカネグモ属の未記載種と思われるクモを採集した．ところが，シロカネグモ属やハラダカグモ属にあるⅣ脚の聴毛列がない．新属ではないかと思われたので，19の形質で分岐分析を行った．それらの形質はⅣ脚の聴毛列の有無，中窩の深さ，雌の外堤歯，書肺の溝の有無，銀色色素の有無，貯精嚢のキチン化，雄上顎奥に大歯の有無，雄上顎前面に突起の有無，雄触肢（キンビウムに突起の有無，テグラム膨大，テグラムの細管の形状，コンダクターのキチン化，エンボルスは包まれる，パラキンビウムの形状，転節に小さい歯，膝節の剛毛，蹠節の長さ，附節背面前方に突出），雌エピジナムのキチン化である．PAUP3.1.1で解析した．探索法はbranch＆bound法，形質の最適化にはACCTRAN（変換促進）を採用

した．

 その結果，本種はハラダカグモ属とMesida属を合わせたグループの姉妹群であり，一方Metabus属はシロカネグモ属と姉妹群であることが示された．問題の種を既知のいずれの属に所属させてもその単系統群ではなくなってしまう．そこで新属として記載すべきであるとの結論に達した．

［コメント］全形もモルフォメトリーで記述できる方法が開発されている．クモの場合は腹部を展開してランドマークを取ることで出来る可能性があるという（宮下）．

───────────────────────────────────――――――――

☆谷川明男，1999．ジョロウグモ雄成体の成熟過程の観察．谷川報告．マークした雄亜成体が最終脱皮をした時日と個体の第１脚脛節長と背甲幅を測定した．その結果，ピークは8月下旬から9月上旬にあった．鎌倉市七里ガ浜で11月21日まで調査した．8月のオスは大きく，次第に小形になっていく．脚長と背甲長の相関は高かった（相関係数は0.97）．

[コメント]メスの脱皮未調査は残念．ジョロウグモの精子は先オス優先なので，9月20日以前にピークがあるのは，合理的である．しかし，オスの成熟がこれだけ後ろにズレて（バラつきが大きくて），メスの成熟時期に包含されているのは珍しい．最終脱皮を遅らせたオス（競争相手のオスが減る利益がある）がいる積極的な可能性もある．オスの代替戦略だろうか．また，夏に小さくて成熟してしまう雄がいるのも興味深い（宮下）．夏に小さいオスは早く成熟する戦略で，メスを獲得する個体ではないか（新海）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆Eberhard,W.G., and B.A.Huber,1998.　Courtship, copulation and sperm transfer in

 Leucauge mariana (Araneae,Tetragnathidae)  with implications for higher classification.

 J.Arachnology.,26:342－368.　池田報告．

　コスタ・リカでマリアナシロカネグモの一種の交尾行動を観察した．挿入前のオスの求愛行動（Jerk, Rocking, Abdomen bobbing, Palp rubbing, Twanging, Line tapping, Tapping the female）には変異が多かったので，求愛行動は種の認知に役立つというよりは，メスの攻撃性を抑制する刺激になるという働きがあるものと思われる．メスの反応(雄の方に定位,開顎,交尾体勢をとる)を経て,顎つかみ行動，交尾行動，交尾求愛行動，精子導入と進行する．交尾行動前半には｢長い挿入 long insertion｣があり，後半には｢短い挿入 short insertion｣がある．この２者は外雌器に対するオスの触肢の位置で区別される．長い挿入により，メスの受精嚢第１室に精子が押し込まれる．精子はカプセル化しているが，第１室の腺から分泌される物質でカプセルは溶かされる．そして精子は第２室・第３室へと移送される．｢短い挿入｣で雄はプラグを作る物質を分泌する．注入失敗もある．交尾求愛行動も見られた．顎つかみ行動はシロカネグモ属・アシナガグモ属・アゴブトグモ属に見られ，オスの触肢の長いtrochanterと関係しているが，ジョロウグモ属・ドヨウグモ属では見られない．

[コメント]オスのconductorのhookは外雌器のhoodに引っ掛けられるというが，コシロカネグモ

にはhoodがない．Conductorのhookの有無は未確認（谷川）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 新海明,1999.ヒメユウレイグモSpermophora junkoae IRIE,1997の網構造をめぐる問題点と

所属の検討．新海報告．ヒメユウレイグモの網には粘球がある．ユウレイグモは雌の生殖器の

内部構造から単性域類に属し，オニグモやヒメグモなどのコガネグモ上科とは遠縁だが，

Coddington & Levi(1991)はコガネグモ上科の｢共有派生形質は極めて伸縮性に富む粘糸を作り

出す行動と形態的な特徴｣としているので，ユウレイグモ科の所属が問題となる．餌捕獲行動

ではヒメグモに見られる粘球糸の投げかけ行動は無かった．網構造が似ているSynotaxidaeとは

形態的に異なり，アケボノユウレイグモに近い．

[コメント]Huberがユウレイグモをヴァルヴァの内部構造で旧世界群と新世界群に分けたこと

を考えると生殖器の内部構造が収斂したとは考えにくい（池田）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 平松毅久999. テレビに出演したクモ．平松報告．1999年1月18日放送｢生き物地球紀行｣でイチゴヤドクガエルの生態が紹介された．アメリカジョロウグモの網にカエルがかかる映像があった．毒ガエルに触れたクモは弾かれたようにこしきへ戻り，脚を口でクリーニングした．

[コメント]毒成分がアルカロイドだから神経毒だが，クモに効果はある？（池田・谷川）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 平松毅久,1999.クモの網にかかった有翅アブラムシ．メガネドヨウグモの網に雪虫（黒須

詩子博士によると，ワタムシの一種Prociphius　sp.）が捕獲されていた．冬の間の重要な餌

資源と思われる．

───────────────────────────────────――――――――

☆ Averof,M.,1998.Origin of the spider's head. Nature,395:436-437.千田報告．

　どこから頭なのかが問題になっていたクモについて，遺伝子（ホメオボックス）の観点から，クモとダニの頭の起源が判明した．次の２論文が重要である． Damen,W.G.M., Hausdorf,M., Seyfarth,E.A. &  D.Tautz. 1998. Expression of homeobox genes shows chelicerae arthropods retain their deutocerebral segment. Proc.Natl.Acad.Sci.USA 95:10665-10670.そして，Telford,M.J.,  &  R.H.Thomas. 1998. A conserved mode of head segmentation in arthropods revealed by the expression pattern of Hox genes in a spider. Proc.Natl.Acad.Sci.USA 95:10671-10675.  昆虫とクモの相同の遺伝子を比較すると，例えば（昆虫の）第１アンテナ－（クモの）鋏角，第２アンテナ－触肢，Mandible－leg1，Maxirae－leg2，Labium－leg3，thorax１－leg4，

thorax2－opisthosoma1となる．[コメント]節足動物の足の由来の違いも遺伝子によって判明した（池田）．

――――――――――――――――──────────────────────────

☆Cartan,K.,1999.Ecological and evolutionary significance of the diversity of orb-web structure in spiders. 修論.宮下報告．　円網構造の多様性にはどんな意味があるのか．23種のクモの網形質（10－15種）を比較検討した．系統的制約の効果を除去する必要もある．

網のどのような形質がセットになって変化するのか．網の粘着物質がどう捕獲に関係するか．網の直径・縦糸密度・横糸密度・高さ・角度や，糸の伸縮性・粘着性・強度などを多変量解析（そのうちのひとつである主成分分析）した．図3からジョロウグモとトリノフンダマシが外れた形質である．その２種を除いて図4からアシナガグモはひとつのグループ．オニグモ族はバラついている．個々の係数を見ると主成分分析に対する貢献度が分かる（図5と6）．集合している点は同じセットになって変化する形質であることが分かる．強度・粘性・直径・長さはセットになっていた．

「糸の粘性と強度」はセット，「横糸数・縦糸数」はセットで，この両者は直交しているので独立だった．横糸数が多くて縦糸が少ない，横糸が少なく縦糸が多い網では捕獲効率が悪い．なぜ粘性と強度はセットなのか．網のデザインを考慮した場合，「運動エネルギーの吸収力＝１本の強さ×縦糸数」と「餌の保持力＝１本の粘性×横糸数」であろうから，この式の各２者は連動するだろう．網への投資量と餌捕獲について分析した．Ｔable4から粘球のデータ・糸のデータを測定した．基礎代謝量は体重の３分の２乗になることが知られている．トリノフンダマシやジョロウグモは網と糸に投資している．造網場所によりメニューは影響を受けているが，餌サイズにはあまり影響を受けていない．アシナガグモはいわばLOW　RISK／LOW　RETURNで，トリノフンダマシは，HIGH　RISK／HIGH　RETURNである．網のデザインには法則性がある．なぜオニグモ類は網が多様化したのに，アシナガグモ類は網が多様化しなかったのか．Eberhardの研究から水平円網の餌メニューには限りがあり，垂直円網は餌が多様で網も多様化した．推測でしかないが，現在は水平円網のトリノフンダマシ類の網は垂直だったのではないか．　

[コメント]アシナガグモ類はLOW　RISK/LOW　RETURNなので，網を捨ててしまった種があるのではないか（新海）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　池田博明,石島力，笠原喜久雄，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，平松毅久，宮下直，吉田真

   ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆吉田真，1999.ヒメグモ科の糸腺と出糸管.吉田報告．コガネグモ科では属レベルで出糸管の形態が識別できる．ところが，ヒメグモ科では問題が起こった．後疣で比較したところ，オオヒメグモとコンピラヒメグモは前後に分かれた（2個の）集合腺（粘球を作る）を持つのに，ヒメグモは分かれておらず，1個だった．鞭状腺の位置も異なる．ヒメグモがシート網を持つこと，網に粘球のある糸を持たないことからして，オオヒメグモと同属でいいかどうか，疑われる．バラギヒメグモは前が大きく，後ろが小さい2個の集合腺だが,同属のムナボシヒメグモは1個．ゴケグモ属は大小だが，一列ではない．鞭状腺が退化したイソウロウグモ属ではヤリグモに鞭状腺らしきものがあった．属の検討が必要ではないだろうか．

［コメント］オオヒメグモのtrap threadは粘球があるから円網の横糸に相当するものか，桝元氏はしおり糸に相当するものという可能性も考えている（吉田）．ヒシガタグモ属の造網行動からtrap threadは縦糸に相当するものだと思っていた（池田）．ゴケグモ属の小集合腺と大集合腺では小集合腺からはヒメグモ類とは異なる物質が分泌されるという（吉田）．つつき回すと出す物質がそれかもしれない（谷川）．体内の糸腺と出糸突起の対応は結局解剖学・組織学的アプローチが欠かせないのではないか（宮下）．先行研究を見ると，組織学的にホモロジーをすることは思ったより困難．鞭状腺の発見は1952粘とわりに最近だし，現在信じられている腺と機能の関係は確定的なものか疑問がある（吉田）．粘球は独立に進化したものなのか（新海）．

───────────────────────────────────――――――――

☆吉田真，1999．Pholcusとヒメユウレイグモの出糸管．吉田報告．沖縄のヒメユウレイグモがレース網を張ることから，ユウレイグモとヒメグモの関係に焦点があたってきた（新海明による）．しかし，ヒメユウレイグモの糸疣はユウレイグモ科のものであり，コガネグモ上科の糸疣とは異なっていた．

[コメント]Apstein(1889)は，ユウレイグモの糸腺は円網種のそれらとは対応できないという．

Hopfmann(1935)の図は管状腺が中疣に，集合腺が前疣に開口するように記してあり，間違っていると思われる（吉田）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆谷川明男,1999.近似種同定術. 谷川報告．沖縄クモ写真図鑑の解説部に近似種の見分け方を示す予定である．例えばオオヒメグモと沖縄オオヒメグモ・カグヤヒメグモ・オオツリガネヒメグモの雄の触肢の識別点，アシブトヒメグモ類の触肢・外雌器の識別，サヤヒメグモ・ヤホシサヤヒメグモ・ヨシダサヤヒメグモの雄の触肢の識別点を図で報じた．

[コメント]大変有用である．他の種についても作成してほしい（ALL）．その後，谷川氏の｢クモ情報｣というホームページでも公開されている（池田）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 永井均・新海明,1999.カネコトタテグモの扉づくり．Kishidaia,(77)予定．新海(1990)はカネコトタテグモの住居はカラー（襟）状に作られると推測したが，実際には観察していなかった．永井が夜間にビデオに収録し，解析を行った．左右方向に動くことが多かったが，上下にも糸を付していた．カラー状であることが明快になった

[コメント]カネコトタテグモは音や光に敏感なため撮影は困難だった（新海）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ Wise,D.H.,1993.Natural enemies. IN Spider Web ．桝元敏也氏により，アリグモがアリに擬態することによって天敵からの捕食を逃れているとして，クモの天敵はいったい何かという疑問が出されていたので，ワイズの本を読み始めたがまだ不充分にしか読解していない．石島氏に紹介を一任．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 文部省,1999.高等学校学習指導要領の理科．池田報告．｢理科基礎｣｢理科総合A（物理化学分野）｣｢理科総合B（生物地学分野）｣（このうち１科目必修），そして各１科目選択（｢生物Ⅰ｣など）．

───────────────────────────────────――――――――

☆千田高史・深見理・宮下直，1999.ツケオグモは餌昆虫誘引をするのか？.Acta予定．千田報告．

　カトウツケオグモが匂いによって昆虫を誘引しているかを実験によって調べたが，誘引しているという証拠は得られなかった．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 千田高史，1999.クモとダニの頭の起源について．どこから頭なのかが問題になっていたクモについて，遺伝子（ホメオボックス）の観点から，クモとダニの頭の起源が判明した．次の２論文が重要であった．

 Damen,W.G.M.,Hausdorf,M.,Seyfarth,E.A. &  D.Tautz. 1998. Expression of homeobox genes shows chelicerae arthropods retain their deutocerebral segment. Proc.Natl.Acad.Sci.USA 95:10665-10670.

そして，Telford,M.J., & R.H.Thomas. 1998. A conserved mode of head segmentation in arthropods 

revealed by the expression pattern of Hox genes in a spider. Proc.Natl.Acad.Sci.USA 

95:10671-10675.

　昆虫とクモの相同の遺伝子を比較すると，例えば（昆虫の）第１アンテナは（クモの）鋏角，第２アンテナはクモの触肢，Mandibleはleg1，Maxiraeはleg2，Labiumはleg3，thorax１はleg4，thorax2はopisthosoma1と相同であった．

[コメント]節足動物の足の起源は重要な問題のひとつであったが，脚の由来もホメオボックス遺伝子によって判明した（池田）．

――――――――――――――――──────────────────────────

　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

  東京クモゼミ報告　 第111号　　　1999年6月13日   　東京大学・宮下研究室 

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　池田博明,石島力，佐藤幸子，島崎彩，新海明，谷川明男，千田高史，長崎緑子，宮下直

   ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 谷川明男,1999.近似種同定術（４・５・６）. 谷川報告．沖縄クモ写真図鑑の解説部に近似種の見分け方続報．シロカネグモ属（オオシロカネ・チュウガタシロカネ・コシロカネ・トガリシロカネ）は触肢のコンダクターやショ節長，雌の外雌器の識別．アシナガグモ属の雌の上顎と触肢のコンダクターの先とエンボルスと外雌器の識別．琉球のアシナガグモ属の識別（セイロンとリュウキュウの雌は区別できない．雄のparacymbinmではリュウキュウとセイロンは区別が簡単．アシナガとリュウキュウの雌雄は後眼列で識別できる．後眼列が頭部幅から飛び出しているのはリュウキュウやセイロン）．[コメント]リュウキュウとセイロンは同種の雄の多型という可能性はあるか（宮下）．ふたつの型とするとどこでも混在しているわけではない（リュウキュウは琉球のみ）ので，生息状況からは別種と考えた方が当面よい（谷川）．谷川氏の｢クモ情報｣というホームページでも公開されている（池田）．トガリオニグモのオスは沖縄と本島（静岡型）が同形である．雌の外雌器と外形は見分けられるが，同種と判断した（谷川）．

───────────────────────────────────――――――――

☆ Yoward,P.J.,1998.Sperm competition in Pholcus phalangioides (Fuesslin,1775) (Araneae, Pholcidae) ? shorter second copulation gains a higher paternity reward than first copulations. Proc.17th European Colloq.Arachnology, Edinburgh 1997:167-170. 池田報告．

　クモの精子競争理論で著名なメスの精子貯蔵器官がcul-de-sac型（単性域類に特徴的）とconduit型（完性域類に特徴的）の違いによって，オスの優先度が異なることを検証した．cul-de-sac型の場合は最後に入ったオスの精子が最初に放出されるので，先オスを超えて高いP2（後オスの優先値）になるが，conduit型の場合は出口が分割しているので，先オスの精子がまず受精に使用されやすい（低いP2）．

　野外個体群の単性域類のイエユウレイグモを選び，Austadの仮説の論駁を試みた．

　コスト面からアロザイム電気泳動を用いた．実験の手順は３段階．STAGE1：８virgin female を8 virgin maleとそれぞれ交尾させ，バンドの遺伝特性を調査．３個の遺伝子座が検出され，２個は２遺伝子で解釈できた．STAGE2:これらのマーカーを用いてヨーロッパ各地から採取したメス16のブルードの父性数の率を調査．複数父性(multiple paternity)の証拠があった．

　STAGE3:60頭のvirgin femaleをvirgin またはmated male と連続して交尾させ，10頭のメスが最大４個の卵のうを産んだ（28個，833頭）．これらの結果からP2を算出した．P2は平均0.62（median=0.72）と高く，有意に0.5（ランダムに精子混合があった場合の価）ではなかったが，変異の幅が大きかった（range=0.0-1.0，SD=0.35）．大多数の例では（28中の20例）大半の父性は第２オスに生じたにもかかわらず，処女メスは交尾メスに比べて交尾時間が長かった（処女mean= 4450秒，range＝1152－7740秒，交尾メスmean= 1517秒，range＝85－6348）．この結果は交尾求愛(copulatory　courtship,Eberhard1996)に大きな適価がないにもかかわらず，最初のオスの交尾が長引くことを示している．オスの交尾履歴は配偶時間とは関係が無かった（W=759,P>0.05）．

　もし父性を決定するのにSSO内の精子階層があるならば，２頭のオスを交尾させた同じメスが産んだブルードでは次第にP2が下がる傾向が期待されるが，Table1の結果はそれが事実でないことを示している．このことは本種の父性決定には別の機構があることを示している．イエユウレイグモのSSOが特殊化していないことや，典型的なcul-de-sac型でない，あるいは典型的な単性域類ではないことがその理由であるのかもしれない．

　もっとも不可解な結果は短い交尾時間にもかかわらず，第２オスの利益が大きいことである．また父性が低いのに第１オスの交尾が大変に長いのかも謎である．可能な理由は３点ある．(1)実験的なアーティファクトである；最初の交尾から近い時期にセットされた第２の交尾は野外では普通でないかもしれない．(2)受精のうが優先度に影響していないかもしれない．(3)最初の交尾オスはメスによって過剰な交尾を｢期待する｣可能性がある，そしてZeh & Zeh(1994)が他の種で示したように，メスが２頭以上のオスと交尾した場合には，最後のオスの精子優先が効力を失うのかもしれない．

　クモの精子研究が蓄積するにつれ，Austadの優雅なモデルが支持できなくなるということが明らかになってきた．この研究でも高いP2にもかかわらず，複数のブルードの傾向や変異の大きいことが彼の予想とはくいい違う．しかし，メスの受精管が，そこが精子競争が起こっている環境であるが，overridingではないにしても，優先システムの結果になんらかの影響をしていることだろうし，オスの影響はその中の相互作用の結果であろう．

[コメント]受精率のデータが無いと検証実験としては不十分であろう．先オスは，交尾に長い時間をかけることでP1　valueを低いながらも確保しているのかもしれない（宮下）．なぜ階層化すると考えられるのか（谷川）．Leucauge marianaではオスは精子を包んで渡し，受精のうのAccesory　glandから出る酵素で溶かしている．したがって，ある程度階層化しているし，mixingもあると考えられるのでは（池田）．メスがオス間競争を操作できない種類とすれば，mixingしても子孫の遺伝的多様性を確保したほうがいいのかもしれない（宮下）．同誌ProceedingにBartosのイエユウレイグモの交尾行動の記述論文もあり（池田）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 長崎緑子,1999.Costs and benefits of maternal care in the spider Chrysso venusta.長崎報告．卒論研究計画．母親による子の世話の適応的意義を明らかにする．コガネヒメグモを用いて世話をさせた場合とさせない場合の子の生存率を比較する．生活史を調査する，母親の吐き戻し給餌のコストとベネフィットの評価をする．

[コメント]親の除去実験では，餌をかけておびき出した後でないと，網を壊してしまう．子供を除去された親は第２卵のうを作成する（新海）．吐き戻し給餌の時期と集団捕獲の時期は幼体の体色が異なる．また，子の分散は一気に起こるわけではない（新海）．親の除去をすると，吐き戻しの効果とガードの効果が一挙に無くなる（島崎）．出のう直後のように，あまり早く親を除去すると，明らかに子の生存率は０になってしまうので，次の齢になってからの方がよい（宮下）．交換実験をすると，コガネヒメグモは卵のうが子に変わっても，逆に変わっても許容してしまう．アシブトヒメグモは交換すると，母親は捕食・放置してしまう（新海）．自然界でアシブトヒメグモは密集度が高く，他人の子が混じる可能性があるのに，コガネヒメグモは可能性がないのでは（島崎）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 新海明，1991.コガネヒメグモとアシブトヒメグモの子育ての比較．新海報告．

1991年8月30日，日本クモ学会大会での発表の再報．

[コメント]東京クモゼミ報告既報（47号＋51号）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ Wise,D.H.,1993.Natural enemies. IN Ecological　Spider Web．石島報告．クモの天敵としてのクモ類：センショウグモ，イソウロウグモ，ケアシハエトリ,コモリグモなどで記録がある．寄生者および無脊椎動物捕食者：ササグモの一種では母親の卵のう保護を除去するとアリに捕食される（Fink,1987）．鳥：冬季は鳥のかなりの餌がクモである．トウヒ上の越冬クモの25％が捕食される（Askenmo他,1977）．熱帯・亜熱帯地域の造網性のクモが夜行性になったのは鳥・サル・トンボなどの捕食を減らすためであろう（Rypstra,1984）．クサグモの一種Agelenopsis apertaでは鳥の捕食から逃れる遺伝的な行動（逃げ込んだRetreatに潜む時間）の違いが見られた（Richert & Hedrick,1990）．

[コメント]水田でのクモ個体群がムクドリに捕食されるようだ（石島）．防鳥ネットをかけた場合と比べて結果を出すべき（宮下）．自分の研究としては，耕起の有無により，コモリグモ個体群の変化を調査する（石島）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆池田博明，1999.実用クモ検定．遊びで，野外のクモ識別能力の検定問題を作成してみた．ホームページで公開している．４級は難しくないが，２級は結構難しいし，１級はかなり難しい．　

[コメント]自然環境研究センターが主催して，生物分類技能検定も出来た（宮下）．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 池田博明,1999.講義形式の授業は無くなる．全国理科教育大会・茨城大会.実習中心で授業を実施している．将来的には講義形式の授業は無くなるだろう．

───────────────────────────────────――――――――

☆ 島崎彩，1999.スギ林床に造網するクモと食物連鎖の実験計画．島崎報告．８月にスギ林に一様に造網するクモの影響を評価する計画である．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ報告　　112号　　1999年７月４日　　宮下研

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

池田博明，石島力，今井正巳，佐藤幸子，新海明，杉村素樹，谷川明男，千田高史，長崎緑子，宮下直

――――――――――――――――――――――――――――――

池田博明・山北高校自然科学部，1999．ジョロウグモは平地のクモか？　池田報告．

　気温がジョロウグモの垂直分布を制限する要因として重要であるとして，いったい気温はジョロウグモの生活史のどの時期に効いているのだろうか．1999年7月までのべ17日ほどの調査を実施した．(1)神奈川県山北町の高松山での微気象調査の結果，分布の｢上限地点｣（標高645m）とそこから標高50m上の｢非分布域L｣（標高695m）で同時刻に気温を測定，2月を除いて，｢非分布域L｣は｢上限地点｣よりも0.3～2.5℃ほど低温であった．2月20日は降雪後で｢上限地点｣では融雪が始まっていて融解熱により気温が下がったものと判断された．(2)卵のう移植実験：12月23日に｢第六天｣で越冬卵のうを探し，アオキの葉裏の１個を｢非分布域L｣の潅木の間に移した．この卵のうからは1999年6月23日に幼体413頭が出のうした．｢非分布域L｣の低温は越冬卵に生理的な障害を起こすものではない．(2)幼体移植実験：1999年6月6日に標高290m地点から幼体10頭を｢非分布域L｣に移植した．6日後の12日に観察したところ，｢非分布域L｣では3頭が造網していた．｢非分布域L｣の3頭はその後15日までは確認したが，20日には1頭になり，23日には消失した．6月12日に｢第六天｣のやや上で発見したまどい幼体60頭強を｢非分布域L｣に移植したが，15日には消失していた．(3)自然移動の程度：第六天で枯れ草に造網していた．10頭は6頭（6/15）→2頭(6/20)→3頭(6/23)→1頭(6/26)→1頭(7/1)と変化した．足場のいい1本の樹木の枝先に造網していた13頭は11頭（6/15）→11頭(6/20)→11頭(6/23)→9頭(6/26)→10頭(7/1)と変化した．(4)昆虫数の調査：｢非分布域L｣の方が｢第六天｣より少ない．しかし，｢非分布域H｣は｢非分布域L｣より多かった．(5)他のクモ：ジョロウグモとほぼ同様な分布をするクモにヨツデゴミグモ．ゴミグモはジョロウグモの上限より50m程度下がる．

　[コメント]気温の効果は平均的なものではなく，寒波のような一撃でクモは産卵せずに死亡してしまうのではないか．餌昆虫数の評価は同じ場所に小さなトラップをたくさんかける方がいい．餌量が上で少なく，それが制限要因なら標高の高いところに住むクモはもっとやせていていいはず．実際にはクモ自体は結構太っている．寒波による一撃説を検証するには，平地との生残率の比較と下から移植する成体の消失率を比べてみてはどうか（宮下）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

杉村素樹，1999．山地渓畔域に生息する造網性クモの食物としての水生昆虫（水生昆虫の成虫とドヨウグモの関係）．修士課程の計画．秩父演習林久渡沢にて，昆虫の調査（粘着トラップ）・クモ相調査を行った．来年は操作的な実験を行う．ドヨウグモ幼体が200匹（河にそって70m）ほど生息．河から離れるとメガネドヨウグモやタニマノドヨウグモはいなくなる．

[コメント]目的が河川の水生昆虫数と捕食者数の関係なら種まで識別する必要はない．マクロなスケールでやる方が現実的ではないか（宮下）．ドヨウグモは移動距離は大きいか？（長崎）．河方向には移動するはず（宮下）．クモは集中分布している（杉村）．枠糸の共有はあるか？（千田）．若干あるが，それほど多くはない（杉村）．餌と足場の関係が河沿いなら把握しやすいが，河から離れると餌と足場の関係が密接で，両者の要因の分離が難しい（宮下）．瀬と淵で昆虫の羽化数はどちらが多いのか（宮下）．工夫した羽化トラップをかける方がいいかもしれない（杉村）．羽化した数のうち，網に捕獲された割合が分かるか（宮下）．淵の上を被うような操作的実験ができないか（宮下）．タニマノドヨウとメガネドヨウが識別できるか（宮下）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　

石島力，1999．不耕起水稲栽培と慣行水稲栽培におけるクモ相の違いと，異なる栽培体系によるクモ類の餌動物に対する捕食圧の違い．石島報告．省力化で不耕起栽培によるクモ群集の撹乱の回避をコモリグモ群集を調査することで把握する．圃場は不耕起・殺虫剤なし，耕起・殺虫剤あり，不耕起・殺虫剤あり，耕起・殺虫剤なしの４種類を設定．代表的な害虫イチモンジセセリに対する捕食圧も調査する（コモリグモ除去区を作る，侵入阻害処理区を作る）．ELISA法（免疫による）によってクモがセセリを捕食していることを確認する．

[コメント]クモの侵入阻害除去区でセセリ幼虫を接種するのではなく，不耕起の利点を示すならば，不耕起の圃場に接種してもよい．Apparent competition（とばっちり効果．被食者の虫が捕食者に食われることによって，捕食者が増加して，別の害虫が減少するという例）の観点を持ったらどうか．理論的には捕食者が被食者の増加に追いつかないから，害虫が増える場合も考えうる（宮下）．虫の抗原バンクもあるのか（谷川）．かなりあると思われる（長崎）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　谷川明男，1999．谷川流近似種同定術７．アシナガグモ属３：オオアシナガグモ（沖縄県のみ）・ヒカリアシナガグモ（愛知県まで生息）．雌雄の上顎で識別できる．沖縄出版が不渡りで沖縄クモ図鑑の出版が暗礁に乗り上げた．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

新海明，1999．分岐分類におけるクモ類の系統推定（クモ学会大会シンポジウム予定）．宮下報告．

分類学者個人レベルの研究の時代から，対話が必要．系統学（歴史を探る）と分類学（違いを認識する）は別もの．種は離散的集合と把握できる．科や目のような高次分類を考察するには系統的知識が必要．分岐分類学（変化回数が少ない樹形を採択する．最節約原理）が提出されて以降，系統学は変化した．ここ数年でクモは少しずつ出てきた（分子的には桝元・千田，形態的には谷川）ことを認識する．安倍弘（分岐分類とは何か），谷川明男（ゴミグモ属の系統樹，分子と形態の一致．ササキグモとトガリオニグモの例），千田高史（篩板類と無篩板類のDNAによる系統．ウズグモ，ガケジグモ，ハグモ，コモリグモ）．篩板類が単系統ではないかもしれない．質疑応答も設定．

[コメント]進化速度が異なるのは機能的制約による場合が多い（千田）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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　池田博明,石島力，今井正巳，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，長崎緑子，平松毅久，宮下直，安田明雄

   ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 池田博明・山北高校自然科学部,1999.なぜジョロウグモは平地のクモか.池田報告．

山北高校付近の高松山で低温がジョロウグモのどの時期に効いて，垂直分布の制限要因となるのかを調べた．しかし，非分布域に移植した越冬卵のうからも出のうしたし，移植した幼体にも特別の減少は見られなかった．成体メスは10月16日以降減り始め，11月6日に非分布域で移植個体は消失したが，上限ではまだ数匹生残していた．最高最低温度計の記録によると，まだ秋の寒波は到来していなかった．餌となる昆虫数を調べたが，標高の高い方で多く記録された．植生が影響すると思われる．標高が高くてもクモの体長は決して小さくはなかった．気温に制限要因を特定することは出来なかった．複雑な気象条件が影響しているようだ．　〔コメント〕産卵メスは早く死ぬが非産卵メスは生残するのかも〔池田〕．卵や幼体は比較的低温に強いといった消去法で考察すると，気温は成体期に効いている．移植数は40頭位は必要だった（宮下）．

───────────────────────────────────――――――――

☆ Vollrath,F.,1998.Sex-linked differences in the growth of Nephila clavupes. Proc.17th European Colloq.Arachnology, Edinburgh 1997:162-166. 池田報告．

　同一卵のうのアメリカジョロウグモを一定の条件で飼育し，雌雄の成長を比較した．雄は有意に雌よりも成長が遅かったが，成熟までの脱皮回数が少ないので，雌より早く成熟する．餌条件が良いと早く成長し，悪いと成長は遅かった．他のアシナガグモ科の各種と比べて，雄が矮小化したのか，雌が巨大化したのか，進化の方向を考察した．

　[コメント]Vollrath & Parker(1992)が性的ニ型が大きいNephila属では雄の矮小化が進化したと考えたのに対し，Coddington & Hormiga(1997)はNatureに「Giant female or dwarf male spiders?」を寄稿して，むしろ雌の巨大化が進化したのだと主張した．その後，論争があったが，この問題にはアシナガグモ科のなかでどのような生活史が起源であったかも絡んでいる．Metellina segmentata型（雄の出のう後脱皮数4-6回，雌は4-5回）が起源ならば，雌の巨大化（雄の脱皮数は5-6回だが，雌の脱皮数が8-9回）が進化したのだろうし，Tetragnatha montana型（雄7-8回，雌6-8回）が起源ならば，雄の矮小化と雌の巨大化が共に進化したといえよう．Vollrathはこの論文でいくぶん意見を修正し，共に進化したという立場を取っている．雌のサイズにバラつきがある理由は不明である．またオオジョロウグモの場合，体長が3cm以上になると狩ることの出きるハチがいなくなるという．このような天敵のことも雌の巨大化への選択圧のひとつかもしれない（宮下）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ Hausdorf,B.,1999.Molecular phylogeny of araneomorph spiders. J.Evol.Biol.,12:980-985.谷川報告．円網の起源は単一なのか，それともオニグモの網とウズグモの網は別の起源を持つのか．形態形質からはクモの系統に関する矛盾する証拠も挙がっている．28s r-RNA遺伝子のデータを用いて解析した．9種のクモを分析した結果，完性域類の単系統性は明瞭であった．この結果からはヘモシアニン構造から完性域類の起源は二つあるとしたMarklの結論は誤りである．ヘモシアニンの構造は気管の進化と関連したものと考察される．つまり，書肺よりも気管が進化すればヘモシアニンの構造は退化するのである．28s r-RNA の厳密合意樹の系統は次のようである．（タランチュラ，（カヤシマグモ，イノシシグモ，（（（オチバカニグモ，ヤチグモ）（ドヨウグモ（ナガコガネグモ，サラグモ））），ウズグモ）））　[コメント]著者は慎重に述べているが，円網単一起源ではなく，ウズグモの網とコガネグモの網は異なる起源を持つという結果になっているし，Coddingtonらの系統樹とも異なる．例えばこの論文では（ドヨウグモ（コガネグモ，サラグモ））となっているが，従来は（サラグモ（ドヨウグモ，コガネグモ））となっていた．分類群を変えたり，異なる分子を用いると，樹形が変わることはある（谷川）．解析に有効な塩基数が152しかないが，これはあまり多い数ではない（宮下）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 谷川明男,1999.トリノフンダマシとオオトリノフンダマシの雑種？.谷川報告．広徳寺で新海明が採集した頭胸部はトリフンのように黒褐色で腹背模様はオオトリフンのようなクモの外雌器を調べたところ，両種のどちらにも一致しないが，左右対称でないなど，奇形とも思われた．種間雑種か？沖縄で採集された個体なら，すぐに新種と思い込んでしまう危険を感じた．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　☆長崎緑子,1999.Costs and benefits of maternal care in the spider Chrysso venusta.長崎報告．秩父演習林でコガネヒメグモの子育てを調査．子育てをする母親の体長は子供が成長するにつれ，減少し，子供を除去した母親の体長はあまり変化しなかった．一方，母親を除去するとふ化から2週間ほどで子供は消失した．キンヨウグモが来て捕食する現場も目撃した．赤黒い斑点がはっきりする時期（第3期とした．ふ化後15日目くらい）に母親を除去すると，やはり子供は急速に（2週間後に）消失した．子供の体長を調べてみると，第3期母親除去群と通常子育て群では，第3期以降にあまり差は無かった．ふ化日からの子供の体長をまとめてみると興味深い結果が得られた．まず通常子育て群で，15日目までは増加してきた体長が突然0.7mmほども減少することである．もともと3mmくらいしかない子供なのでこの減少割合は大きい．その後は漸増するが，回復するのに2週間かかる．もうひとつは母親除去群でも子供は次第に成長していくことである（ただし，数は少なくなる）．吐き戻しを与えられなくとも共食いで成長するのだろうか．　[コメント]ふ化後2週間目の体長の落ち込みの原因は何か．測定ミス？母親の給餌法のスイッチングに伴う餌不足？大きい子グモは出ていくのか？（長崎）．吐き戻しから集団餌捕獲への給餌法の変換に伴うギャップはありそう（ALL）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ Dacke,M., D.-E.Nilsson, E.J.Warrant, A.D.Blest, M.F.Land & D.C.O'Carroll.1999.Built-in polarizers form part of a compass organ in spiders．Nature,401,470-473.千田報告．

ワシグモの後中眼は偏光感受器であった．Drassodes　cupreusで研究した．偏光を利用した太陽コンパスで，ワシグモは巣に戻ることが出きる．　[コメント]ワシグモの後中眼はキラリと光るし，配列も特異的．そこに隠された意味があったことが興味深い（谷川）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆ 安田明雄・横浜高校生物部，1999.シロカネイソウロウグモの生活史からみたジョロウグモのホストとしての適性．安田報告．　1999年4月から10月まで2週間に一度,円海山でシロカネイソウロウグモの体長変化とホストのクモ，特にジョロウグモの成長との関係を調査した．主たる円網種は，4月－5月はヨツデゴミグモ，5月-6月はシロカネグモ，それ以降はジョロウグモであった．シロカネイソウロウ個体数は，ジョロウグモの網面積の増加と同調していた．シロカネイソウロウの体長は6月と8月に二山を持つニ化性のパターンを示した．6月のメス成体は8月20日までの間に4回産卵した．産卵から出のうまでは20日間（9月19日～10月8日）．卵のう当たりの出のう数は12頭と18頭だった． [コメント]重要なデータである．どのような飼育方法か（宮下）．30cmのケースにホストとして，6-7月はアオオニ，8月はヤマシロオニとイエオニを入れ，網は不規則に張らせた．餌はミールワームを与えた（安田）．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

☆Blackledge,T.A. and J.W.Wenzel,1999. Do stabilimenta in orb webs attract prey or defend spiders. Behav.Ecol.,10(4):372-376.

☆Todd A. Blackledge,1998. Stabilimentum variation and foraging success in Argiope aurantia and Argiope trifasciata (Araneae:Araneidae). J.Zool.Lond.,246:21-27.宮下報告．

　かくれ帯の機能に関してはCraigの餌昆虫誘引仮説が決定的と思われた．しかし，それを否定する検証がされた．第2論文では，コガネグモの一種でかくれ帯の長さを満腹なクモと空腹なクモで比較し，満腹なクモの方が有意に長い帯を作ることを実証した．A.trifasciataでは，帯を付ける頻度も満腹なクモで高い．これは餌昆虫誘引仮説にとっては不利である．空腹なクモが帯を付けて餌を誘引すべきであるからだ．

　第１論文では野外で帯付きの円網と帯を除去した円網とで，虫のかかり具合を比較している．その結果，8区のうち7区で，帯除去網で虫がよくかかっているのだ．満腹なクモが帯を付けるとすると，帯の機能はいったい何だろうか．餌台に鳥を誘引して，網を張らせて調査したところ，帯が無いと鳥に網を破壊されやすいことが分かった．つまりかくれ帯は鳥に対する広告だったのである．

　〔コメント〕なぜCraigは誤った結論を導いたのか．実際は虫がよくかかる場所で満腹なクモが帯を付けた，一方，餌の少ない場所で空腹なクモが帯を付けなかった．この原因と結果を取り違えた（帯を付けて虫がよくかかったという解釈をした）のであろう（宮下）．ArachnologyのMLでも論争があった（池田）．

*****

昆虫：クモのハイテク羅針盤   BioNews 1999年10月6日  灰色と茶色をした北部ヨーロッパにいるクモDrassodes cupreusは，ありふれたクモのようだが，間近で見ると，頭部に青く輝く強力なハイテク装置を持っていることが分かる．これは，このクモの大切な羅針盤だ．この一対の「二番目の目」で，空からの光の偏光を分析するのだ．  この発見をした，スウェーデン・ルンド大学のMarie Dackeらは，「いくつかの科のクモに同様の二番目の目の機構が見られ，単発的な現象ではないかもしれない」と考えている．   Dackeらがネイチャー１９９９年９月３０日号に報告した論文によると，このクモは卵形の一対の「目」を持つ．目は互いに近接して頭部の上側の表面にあり，互いに直角になっている．これらの目は像を結ばない．そのかわりに，入ってくる光の偏光方向を正確に計算できるフィルターになっている．いったいどうやっているのだろうか？　

  二つの目に入る光の振動面の食い違いを比べているのだ．このため，これらの目はよく光を反射し，青く輝く． 一つの目は，二つの細長い鏡のような面がＶ字形になっており，全体としてカヌーのような形をしている．光は，Ｖ字形の開いた方から入る．一つの目の長い軸の方向に偏光した光は，短い軸の方向に偏光した光よりも４倍もよく反射する．二つの鏡のような面は，底の部分でくっついてはいなくて，狭いすき間がある．このすき間から，光を受ける神経繊維が出てきている．

これらの神経繊維は，偏光方向と偏光の程度が異なる光のコントラストを大きくするように並んでいる．

　この羅針盤器官は像を作るレンズを持たない．昆虫の複眼などとくらべると，きわめて粗雑なものだ．研究者たちは，この器官が夕暮れや夜明けにもっともよく働くことを見いだした．このような時間帯には，空はただ一つの方向に偏光し，日中のように偏光しない日光が直に届いて混乱することがないためらしい．これは，Drassodes cupreusの行動パターンにあっている．このクモは日没後により活動的になり，エサ探しの後に巣に帰る道を見つけるのに偏光を使っているようだ．実際，５つの巣のなかから自分の巣を見つける実験をしたところ，「羅針盤」を覆われたり，偏光していない光の下では，クモの航行能力は鈍った． Dackeらは今，このとてもおもしろい器官の背後にある神経系の処理を調べたいと考えている． 
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今井正己，加藤輝代子，新海明，谷川明男，千田高史，平松毅久，宮下直，安田明雄

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男報告，”種名が販売される時代になった”．メーリングリストEVOLVEから，「ビジネス」の対象としての「種名」の情報．1月21日づけの Science 誌に下記のような記事が載っています：Researchers Cash In on Personalized Species Names．

　上の記事について，もう少し詳しい情報をば．まだこの号が届いていない機関があると聞きましたので．この「ビジネス」をはじめた BIOPAT という非営利組織は，【種】を下記のレート：個人向け価格はUS$ 2,800（DM 5,000），団体向け価格はもっと高く（委細面談ということか...）で個人または団体に販売する．売られた【種】にはその購入者（寄付者 Spendengelder）にちなむ【種名】がラテン語で付けられる．つまり5000マルク出せば，だれでも【種】の名付け親（Pate /Patin）になれるということ．【種】の販売によって得られた収益金の半分は，その【種】を研究する機関に，残り半分は生物多様性研究の基金にあてるとのこと．すでに何件かの注文が届いているとか．この【種ビジネス】もしくは【種名ビジネス】の詳細を知りたい人は BIOPAT のWWWサイトに直行するように：http://www.biopat.de/．このWWWサイトには，まだ【種名】のついていない「いきもの」のリスト（Artenkatalog）が載っており，「名付け親募集中！」（Patenschaft vergeben）という札が貼られています！　もちろん，気に入った【種】があれば，その場でオンライン注文（Antrag）も可能です．なんかスゴイことになってきたなぁ．（三中信宏 ）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

小川道彦・奥野由記・小澤宏之・篠塚祐介・安田明雄，シロカネイソウロウグモ（以下シロカネ）の生活史．報告・安田明雄．シロカネイソウロウグモの生活史を明らかにする目的で，1999年４月から12月まで横浜市磯子区の円海山（氷取沢市民の森）でシロカネの個体数・体長・卵のうを野外調査し，卵のうを採集し，飼育した（ホストはアオオニグモやヤマシロオニグモ）．野外でシロカネの個体数は9月以降急増し，10月中旬にピークがあった．11月20日でも31頭が見られた．また，主たるホスト・ジョロウグモの網面積と同調して増加していた．サイズは7月6-22日と8月16日-9月4日の二山型であった（年２世代）．6月に採集した雌は6月16日から8月16日の間に４回産卵し，8月20日に死亡した．産卵から出のうまでは第一世代が20日，第二世代が25日．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，西表島クモ観察記（１）．報告・新海明．1998年8月と1999年4月の２回，西表島を訪れたが，島は決してクモ数が多いわけではなかった．(1)４月，リュウキュウツクネグモの条網は水平（25cm長で粘球部は18cm）であった．(2)8月，平松氏が観察した橙色のカラカラグモの一種の網構造は無こしき網でなく，通常の円網だった．4月に観察した種の網は本州産と同様だった．(3)4月，古見の森でヘリジロツケオグモを採集した．(4)4月，シロゴミグモ♀成体（卵のうを6個）を採集した．(7)4月，ナガイボグモの一種♀成体は樹皮上にまとめて2～3個の卵のうを作り，その上に占座していた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2000．Zilla（カラフトオニグモ）属のRevision．谷川報告．日本産Zilla属のサガオニグモ，カラフトオニグモ，キンカタハリオニグモ，沖縄産の種，Zilla属のタイプ（Zilla diodia）で雄触肢を中心にCladistic分析を行った．その結果，（（（Eriophora，サガ，キンカタハリ），カラフト），沖縄）となり，日本産のZilla属はむしろEriophora属に所属させるべきであった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

平松毅久・新海明，西表島Drag lines．平松報告．1999年8月に西表島を調査した．(1)

マツガエウズグモがスズミグモの迷網部やハラビロスズミグモの迷網部に造網していた．マツガエは単独性，commensal（他のクモ網で生活），集合性の三様式が知られている．(2)ハナナガイソウロウグモがオオジョロウグモの網を食っていた．(3)ヒゲナガハシリグモの幼体が葉上に造網．(4)サキエダオニグモ♀成体の網データ２例（長径26.0×短径20.5cm，縦糸数36，横糸数57），(長径22.0×短径18.0cm，縦糸数33，横糸数43)．(4)キオヒキグモ♀成体（褐色型）の網のデータ．縦径12.8×横径11.4cm，縦糸数27，横糸数27．キジロオヒキグモの方がややメッシュが粗い．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

2000年1月14日は加藤宏保氏の命日であった．今回は，いわばその追悼会であった．

次回はクモゼミ１５周年記念で，3月11日（土）に記念祝賀会を行う．

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++（捕捉です）

　池田博明，どうぶつ奇想天外（TBS，2月5日）にハエトリグモが登場．

　1999年度アメリカクモ学会大会報告がAmerican Arachnology（ニュースレター）の60号に出たが，これにニュージーランドのカンタベリー大学のSimon　D．Pollardが｢Eyes Wide Open｣（見開かれた目）と題してBBCのハエトリグモ取材報告をしていた．

　ときは1998年．アッテンボローがナレーターをつとめるBBCの｢Wildlife on One｣シリーズの一篇としてハエトリグモの行動の番組の科学的助言を同大学のRobert　Jacksonと共に行ったという．彼の発表要旨によれば，オーストラリア，シンガポール，スリランカで撮影した．取材のテーマは小さな脳をもつ捕食者の鋭い視覚がどのように進化してきたのか，その行動の複雑さや可塑性が進化してきた道筋を探るというもの．ポルティアPortiaの場面ではハエトリグモや他のクモを捕獲するための行動的擬態を用いる様子や円網種を捕獲するのに遠回りする様子が撮影された．また，別のテーマはオスのハエトリでの二次性徴の進化である：台の上で視覚に基づく求愛行動や雄間威嚇行動の場面がある．擬態の場面では，性選択で誇張された上顎を持つアリに擬態した雄のアリグモMyrmarachneが小さな｢サムライ｣剣士のような決闘をする．

　２月５日放送のTBSどうぶつ奇想天外のハエトリグモはやはりPollardやJacsonがBBCに協力した映像でしたね．見当ですが分かった種は，ケアシハエトリ＝ Portia fimbriata　マミジロハエトリの仲間（字幕の誤記でタテスジハエトリの仲間となるはずだったそうです・・・新海栄一氏より）＝　Mopsus mormon　オーストラリアでは大きなハエトリで｢green jumping spider｣といわれているそうです．

　オビハエトリの仲間．これらも多分オーストラリアの種類です．沖縄にもいるSiler　collingwoodii にそっくりの種と，オレンジ色のオビハエトリはCosmophasis bitaeniataという種でした．アリグモの仲間＝Myrmarachne pataleoides

　参考文献は｢The　Silken　Web｣と｢The　Natural　History　of　Spiders｣

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ報告　　2000年3月12日（日）　＊15周年＊　１１5号　　加藤家

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

浅間茂，池田博明，石島力，今井正己，笠原喜久雄，加藤輝代子，新海明，谷川明男，長崎緑子，宮下直，安田明雄，（加藤倫之，千田高史，五十嵐　，千石正一）

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，パラグアイに故加藤宏保技師の記念碑建設計画が．　故加藤氏がチャコの自然保全に力を尽くしたことに関連して，セロ・レオンにモノリスと記念碑を建立し，加藤宏保技師道路を命名する計画がパラグアイ政府で進行している．日本のJICA職員がわで募金計画もある．呼びかけ人の代表名義人は高橋辰夫，口座はさくら銀行の新宿西口支店・普通預金口座5361315である．一口５万円．３月末まで受付．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

浅間茂，2000．公園とジョロウグモ．Kishidaia予定．浅間報告．　千葉県柏市内の公園内のジョロウグモの網数を9月第４週から10月第１週の間に調査した．調査は柏市自然環境調査員が1997年（77ケ所）と1998年（88ケ所）に行った．その結果，千平方ｍ当りの網密度はそれぞれ3.5，10.9であった．同じ公園の比較ではそれぞれ4.0，8.7で，1998年は２倍以上の網密度だった．網密度の高低は翌年もほぼ維持されていた．高密度の公園は植栽がある，餌となる昆虫の生息環境が公園内または周辺にあるといった自然度が高い特徴があった．

[コメント]公園の自然度のデータが示されていない．植生面積や樹木量を表現することはできないのか（新海）．クモの網数だけのデータでは足場の条件も無視できない，せめて体長のデータがあると餌量を反映できる（宮下）．網が多いような公園を普及していくべきと考えた（浅間）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

長崎緑子，2000．コガネヒメグモの子育てのBENEFITとCOST．生態学会関東地区卒業研究発表会．

長崎報告．　コガネヒメグモの子育ての評価を子の除去実験（母親のCOSTを評価）と母親の除去実験（子のBENEFITを評価）を通して明らかにした．出のう直後に母親を除去した個体群の子グモの平均体長は対照群より明らかに小さかった．出のう後３段階たってからの除去では子グモの体長にそれほどの遅れは出なかった．出の直後の世話の影響が大きいことが分かった．また，除去区では子グモの数も急速に減っていった．

　子グモを世話した母グモのサイズはどんどん減小していくが，子グモ除去群では母親のサイズはさほど変化しなかった．また，子グモを除去すると２個目の卵のうを作成した例があった．

　子の世話のBENEFITは｢子の生存率の上昇（保護しないと子の生残率0%，自然状態74%）｣｢子の成

長率の上昇（成長初期において子の世話が不可欠）｣，一方COSTは｢母親の体重減少（29日で27%減少）｣｢母の産卵回数の減少｣．

　コガネヒメグモは少ない子供を大きく育てる戦略なのか．他のクモと産卵回数やクラッチ，全卵数を比べてみた．するとコガネヒメグモのクラッチサイズや全卵数は低い．

[コメント]結論が明瞭なデータ（浅間･加藤）．吐き戻し給餌をするギボシヒメグモは産卵回数が２回でなく，第一世代と第二世代の間隔が近いために判断を誤った可能性がある（新海）．過去のデータは必ずしも当てにならない（宮下）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石島力，2000．不耕起水田におけるコモリグモ類の害虫個体群に対する影響．石島報告．

　不耕起と耕起，薬散（ダイアジノンを６月2回）と非薬散の水田でキクヅキコモリグモと害虫（ウンカ・ヨコバイ）個体群の動態を調査した．不耕起・非薬散区のクモ密度が高かった．しかし，耕起・薬散区では8月下旬から急激に上昇し，9月中旬には不耕起・非薬散区と同等になった．その理由としては，農薬の残効が少ないこと，1999年はウンカ・ヨコバイの発生が少なく，不耕起・非薬散区のクモが他の区に移動してしまったためと考えた．不耕起区ではクモ個体群は撹乱されないと考えられた．セセリ４齢幼虫を接種したが幼虫がクモに対して大きすぎて，調査区間での違いが見られなかった．

[コメント]米の収量にどのくらいヨコバイやセセリが影響しているのか（宮下）．セセリは１株に１匹で10%の減収と推定，現在もっとも重要な害虫はトビイロウンカだが，関東にはあまり影響していない(石島)．パラグアイでは10年間，不耕起で大豆を栽培してきたが，そろそろ減収になっている（加藤）．不耕起水田には鳥がたくさん飛来している（浅間）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

小川道彦・奥野由記・小澤宏之・篠塚祐介・安田明雄，シロカネイソウロウグモの生活史．Kishidaia予定．報告・安田明雄．シロカネイソウロウグモの体長の分布の図とグラフの網面積の図を書き換えた．シロカネイソウロウグモは越冬世代と夏世代の年ニ世代のクモであった．

[コメント]沖縄のイソウロウグモもこのパターン（初春にホストがいるのに居候は多くない，夏に急に夏世代の親が出現）（新海）．９月以降，ジョロウはいるのにシロカネは成長しないのが不思議(宮下)．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Li and Jackson,1998. How temperature affects development and reproduction in spiders: a review.　J.therm.Biol., 21:245-274. 報告・池田博明．恒温条件での飼育の報告が中国ではかなりあるのに，それらはあまり知られていないのでレビューした．温度と生活史の関係などが理解できる．

[コメント]詳しい紹介は次回に（池田）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

今井正己，本の紹介．偕成社から｢網をはるクモ　観察事典｣（小田英智＋難波由紀雄）が出版された．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ報告　　2000年4月9日（日）＆　5月7日　　１１6号　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

4月9日　浅間茂，池田博明，石島力，笠原喜久雄，加藤輝代子，島崎彩，新海明，谷川明男，

長崎緑子，宮下直，桝元敏也，安田明雄，

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　上山謙一郎，1972．ドクグモの研究．日本学生科学賞作品集より．池田報告．

　著者は当時，防府市立佐波中学校生徒．個人の部文部大臣賞に輝いた作品である．（１）ウズキドクグモの産卵を観察（1971年5月4日夜）した．敷布作り（21分），産卵（５分），かけ布作り（24分），持ち上げ（3分），液をかける→緑色になる（14分）．（２）発生について観察．産卵からふ化まで13日間，卵のうは緑色から淡黄色へ変色する．子グモは出のう後，すぐに親の背中に乗り，7日目に離れていった．子グモは粘土の親の背には乗らなかったが，死んだ親の背中には乗った．．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2000.　ハエトリグモの生活.　インセクタリウム2000年4月号．ハエトリグモの特徴，求愛交尾行動，分類上の問題などについて紹介した．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　浅間茂，2000．千葉県レッドデータブックに選定したクモ類．浅間報告．

　減少して危機状態にあることを選定基準とした．生息場所が限られており開発等の環境の変化で絶滅の危険がある種（＊）と，県内での分布地域が狭まり減少が続いている種（＊＊）が選定された．Ａ（最重要保護生物）として，カネコトタテグモ（＊）・ワスレナグモ（＊）・コケオニグモ（＊佐倉市）を，Ｂ（重要保護生物）として，キシノウエトタテグモ（＊）・キノボリトタテグモ（＊）を，Ｃ（要保護生物）として，コガネグモ（＊＊）・キヌアシナガグモ（＊清澄山・内浦山）を，Ｄ（一般保護生物）として，ナカムラオニグモ（＊＊県北）・オニグモ（＊＊）を選定した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　桝元敏也，2000．クモの雄の出現タイミングとＥＳＳモデル．桝元報告．

　巌佐（1983）の式をクモに適用してみる．A） 集団中の処女雌の時間的分布を近似する．ｓ日目に脱皮してくる雌の数をf(s)とする．このf(s)はβ分布によって近似できる．β分布で近似したf(s)をもとに，雌の日当り死亡率をμとし，処女雌の消失率をλとすると，ｔ日の処女雌の総数をF(t)で示すことができる．近似式はF(t)＝∫f(s)・em・ｅnds．係数mは－μ（ｔ－ｓ）で，nは－λ（ｔ－ｓ）で，ｅのべき乗．1988年と1989年のクサグモのデータから，雌の日当り死亡率μは0.031（88年），0.039（89年）．処女雌の日当り消失率λは0.14135（88年），0.13584（89年）．

Ｂ）集団中の処女雌分布から雄の出現パターンを予測する．雄は獲得できる雌数を最大にするように雄の出現日がいつでも雌獲得の期待値は等しくなるようになる．ところが，ある日tsを境にして，これ以前の雌獲得数を確保できなくなる．そこで，ESSのもとでは雄はすべて，ある日ts以前に出現してこなければならない．予測される雄の出現パターンをｇ(t)とすると，以下のように示すことが出来る．

　出現パターンg(t)＝Cｅp・d/dt（F(t）・eｑ)　．係数ｐは－μａtで，qは（μa－μｂ）tのべき乗．ここでμaは雄の最終脱皮後の日当り死亡率，μbは雄の最終脱皮前の日当り死亡率を示す．クサグモの場合は1988年はμa＝0.096，μb＝0.042，1989年はμa＝0.085，μb＝0.020．雄は最終脱皮後に雌を探索して徘徊するため，最終脱皮後の死亡率は倍以上に高くなる．雄の出現パターンとモデルによる予測を比較すると，ほぼ一致した．

C) どのパラメータが重要か？．シミュレーションをしてみると，雄の出現タイミングがESSになるには，雌の処女喪失率と雄の脱皮後死亡率の両方が強く影響することが分かる．

動物の繁殖開始タイミングに関するESSモデルの検証はこれまで鱗翅目を用いて行われてきた．鱗翅目の場合，雌は羽化当日に交尾をすませるという仮定であった．しかし，クモ類の場合はむしろ，多くの種の雌が最終脱皮後，数日してから交尾を行うこと，一般に成体雄の死亡率は亜成体雄の死亡率よりも大きいことなどから，処女喪失率がジョロウグモやサラグモなどの早い雄の脱皮タイミングにとって重要な要因と考えられる．この脱皮－初交尾までの時間は，雌の生理，雌雄の出会いの頻度，雌の日齢と雄受容との関係などが影響する．

[コメント]ジョロウはこのモデルに合わない．雄の方が脱皮が長引くし，雄の寿命も短い．このモデルでは雄の競争能力が等しいという仮定をしている．しかし，ジョロウグモでは雄間の競争でのアシンメトリーが重要なのであろう．雄間のサイズのバラつきが大きいことが影響している可能性がある（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

5月7日　　新井浩司，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，二見恭子，池田博明

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2000.ハエトリグモの学名の解説(1)．Kishidaia予定．谷川報告．　Kishidaia(79)の谷川『日本産クモ類目録（2000年版）』ではクモの学名が変更されているところがあるが，とりわけハエトリグモ科では変更が多い．特に馴染みの深いオオハエトリやオスクロハエトリなどが大きく変更されている．なぜこれほど短期間に変わってしまったのだろうか．その学名の来歴をできるだけ追跡してみた．とりあえず取り上げた学名は75くらい．文章はまだ検討中．

[コメント]学名とクモが一致しないし，ふだん学名を意識していないので，理解しにくい．地名の読み方が難（ALL）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


　谷川明男，2000.沖縄のクモ解説．谷川報告．　ヤンバルキムラグモ（生きている化石，横穴式住居），オオジョロウグモ（日本最大のクモ，小さいオス，クモ団地，引越し好き），アオグロハシリグモ（光る目，網は張らない，前足が白い）について種ごとに解説をした．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　石島力，2000.研究計画．　不耕起と耕起，殺虫剤撒布と無撒布を組み合わせた４処理区を設定する．それぞれの処理区につき３反復取る（計12区画）．昨年度同様の調査に加えて，コモリグモ餌のユスリカ調査，ヨコバイ調査を行う．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　二見恭子，2000.アマギエビズグモの卵のう保護の意義．卵のう保護区と非保護区を作って調査したところ，保護区では有意に卵のう生き残り率が高かった．また，母親の体重減少が卵のう保護区では高かった．したがって，保護には相応のコストがかかっているはずである．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ報告　　第１１７号　2000年9月3日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　参加者：安藤昭久，池田博明，石島力，加藤輝代子，草原美樹，佐藤幸子，新海明，千田高史，長崎緑子，長島充，宮下直，安田明雄，Daiquin Li　（加藤倫之，宮下恵美子，宮下由美子）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

パラグアイのマテ茶で乾杯して開会．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Painter，1913．染色体によるハエトリグモ　Maevia　vittataの雄の二型．池田報告．Savoryの“Biology of Spiders”(1928)に紹介されていたペインターのMaevia　vittataのオスの二型を性染色体の構成で説明した例．メスの性染色体構成はXXC（Cは染色体様物質）で卵子にはXかXCができる．オスの方はグレー雄がXC，タフト雄がXなので，精細胞は前者から無し（0）が半分，4分の1がX，4分の1がXC，後者からはXが半分，残りが無し（0）となる．これが接合して雌雄が半々，２型の雄も同数できる．

[コメント]雄と同様の分離が雌の配偶子形成で起こるとすれば，雌の配偶子は2分の1がXになり（雄では0に相当），残りの２分の１のうち半分がX，最後の4分の1がXCになる．すると，雌の配偶子はX：XC＝1：１ではなく，3：1ではないか．もしそうならば２型の雄の表現型比は1：1にはならない（宮下）．接合子に素直に組み合わせればできるはずのXXやXXCCが無いのはなぜか（安田）．原著論文発注中（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Savory,1952."Spider's web"(F.Warne & Co Ltd.)の篩板に関する意見紹介．池田報告．

　Savoryは篩板の有無が系統進化を反映していることは考えにくいと論じていた．その理由を３つ挙げていた．(1)一対の短い糸管が糸板に変化するのは変化としては小さくて，重要度が低いかもしれないということ，(2)篩板類の中に無篩板類と似た科があること，例えばヒラタグモとチリグモの例など，(3)篩板は第4腹節の内肢からできたものだが，間疣と相同形質とされる．無篩板類を分類するときに間疣の有無で分類しようとする考えは提案されたことがないのに，相同の篩板の有無で系統を分けようというのは矛盾である．

[コメント]篩板が系統進化を反映しているとは考えにくいものの，複数回出現したとは考えくい（安藤）．多系統はひとつに分類しておくのはまずいというのは共通の認識だが，側系統を認めるかどうかは問題になる（宮下）．現在の知識からは，ある人が提唱しているジョロウグモ科は最も分岐の端に位置するので可能としても，トリノフンダマシ科を立てると他のコガネグモでも科に分けなければならなくなってしまい，科の分類が不統一な恣意的なものになってしまう（宮下）．理由の(3)が説得的だと思った．この古い本は大変面白い（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2000，繁殖戦略を明らかにするための種間比較：サイズの効果をどう除去するか．宮下報告．例えば，コガネヒメグモの産卵数をヒメグモ科の他の種と比較しようとしたときに，真の適応戦略が何かが明らかになってこない．それは，形質の種間差が適応と制約の両方の結果になっているからである．制約には，サイズの制約と系統的制約が考えられる．クモのサイズには「体格」の要素と「太り」（＝栄養条件）の要素が反映している．種間比較をする場合，太りの効果を除去しなければならないとき（寿命や糸の太さ）と除去しないとき（産卵数や卵重量）がある．実際のデータをもとにして，体重で標準化しても，体格で標準化しても，限度がある．体格と太りの効果の両方を除去する方法を考案した．体重を縦軸に体格を横軸にとり，回帰直線からの偏差Ｘｉを取る．卵数を縦軸に体格を横軸にとり，回帰直線からの偏差Yｉを取る．このＸｉとＹｉで回帰する．そして直線からの偏差Ｚｉをとると，この大小が体格にも太りにも依存しない「真の」卵数についての戦略となる．体格の指標を何にするか．体重は太りの効果を含むので使用できない．頭胸幅が一般的だが，頭胸部のプロポーションが種間で明らかに異なる場合は，幅×長さがよりよいのではないか．Ｘ軸にＸｉを，縦軸にZiを取ると，餌条件に対して，その種の産卵数を変えているかが分かる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，加藤宏保氏の記念碑を建立の様子を見る（ビデオ）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久氏の情報：1997年7月19日に八王子市の高槻病院にスズミグモ１メスを記録．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石島力，2000．キクヅキコモリグモの生活史．修士論文．石島報告．

不耕起栽培の水田でコモリグモ動態の調査をしている．不耕起水田では４月に除草剤を散布するが，代掻きをしないので，撹乱が少なく，わらなどが腐敗してDipteraが発生するため，コモリグモが多いのではないか．キクヅキの越冬世代は5月に成体，次世代は8月に成体となることが知られている．コモリグモの餌は6月以降に発生する水稲害虫だけでなく，4―5月ころは代替餌としてユスリカやハエが利用されているのではないか．8月5日以降，キクヅキ密度は高まった．見取りで，クモの餌メニューを調査したところ，捕食目撃個体数は少ないが，6月には捕食クモのうちハエ類の捕食の割合が30％だった．クモはアメンボも捕食している．アメンボがクモを捕食している場合もある．他に，耕起水田の方が稲量が豊富で，その影響があると考察される．

[コメント]捕食頻度を調査する必要がある．また，耕起と不耕起を比較するならばそのデータが欲しい．ユスリカやハエが重要性や腐食連鎖に関心が移っているなら，不耕起水田だけでよいのでは．餌の評価には，餌昆虫の除去実験や腐食量を人工的に調節しては如何．ハエは外から飛来侵入してくるので要注意．囲い込む？（宮下）．アメンボが害虫の天敵としての効果は？（千田）．ヨコバイには効果があるらしい（石島）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安田明雄，2000．シロカネイソウロウグモの生活史，Acta投稿予定．

円海山で調査の素稿．シロカネの生活史は年２世代（成体の出現は5月下旬－7月と8月－9月），ジョロウグモ個体の網面積が増加する（10月）のを追いかけるようにシロカネイソウロウの個体数も増加している．

[コメント]結果と考察を分離する．ジョロウグモ１匹当りの網面積のデータを出す．J.arachnologyにArgyrodesの論文があるので参照（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

李代芹（Daiquin Li）博士がシンガポール国立大学から来日．7時ころ到着し，歓待する．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ報告　　第118号　　　2000年10月1日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，長崎緑子，宮下直，

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2000.スズミグモの分布拡大の記録．Kishidaia,予定．新海報告．＆　池田博明，2000．足柄高等学校生物部活動報告（大井町のスズミグモ）．ホームページ上．池田報告．

　新海：スズミグモは分布調査に適当な種で，見落としの可能性も少ない．1970年代以前には北限は岐阜県，東限は静岡県大井川であった．1980年以降，神奈川県以東に分布してきた．池田：神奈川県大井町で4頭のメスを発見した．その後，１頭＋卵のう（909匹出のう）．スズミグモは丹沢山地の南縁から八王子市・埼玉県に北上している．新海栄一のいう風の影響か．

[コメント]分布は都市と丘陵の間に広がっているが，目が多いことも関連（新海）．分布地の特徴は標高の低い丘陵地ではないか（安藤）．いない場所の情報も重要．埼玉県では小川町から寄居にかけて歩いて調査したが，いなかった．千葉県も鴨川（チュウガタシロカネグモは多い）と天津小湊を調査したがいなかった（宮下）．ジョロウグモと異なり，都市部に入れないのはじゅうぶんに餌が採れないせいか．網に粘着性がない（宮下）．スズミグモが三浦半島にいないのは，風が影響している可能性がない（谷川）．オオモンシロチョウ，カラフトキマダラセセリ，チョセンシロチョウなど北海道から南下している種もある（宮下）．北側の陣取りゲームと南側の陣取りゲームがあるのではないか（新海）．モンシロチョウはキャベツと一緒に南下して，西表島にも分布（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2000．トリノフンダマシ類の幼体の捕食行動．Kishidaia，予定．新海報告．

静岡県湯ヶ島・市山で熊田・加藤（輝）・萩本の観察で，1984年に撮影された写真を解説する．トリフンの幼体は葉先に１脚・２脚を開いて，つかまえて脚をはなしてぶら下がる．ため食いをする．餌は双し類やヒメヨコバイの類か．

[コメント]ツシマトリノフンダマシ幼体もつかみ取りをやる（谷川）．参考文献にあるYearganは，この後，ナゲナワグモの幼体はチョウバエを誘引しているという実験をしている（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Glazier,D.S.,2000.Smaller amphipod mothers show stronger trade-offs beteween offspring size and number. Ecology Letters, 3:142-149. 長崎報告．

ヨコエビの種内個体群比較において，サイズの効果を除去した例を紹介する

表１では10個の池ごとに子供の体重と数が相関しているか，子供の体重と母親の体重が相関しているかどうかを検出した．相関係数ｒが正であれば正の相関，負なら負の相関である．子供の体重と数には負の相関，つまり子供の数が増えれば体重は減る．母親の体重と子供の体重には正の相関，つまり母親が重ければ子供も重い傾向があった．表２では相関の相関を検出した．すると，親の卵数と卵の大きさはその太りではなく，むしろ体格に関係が強いことが検出された．また，体格が小さいほど卵数とサイズの関係は効果があり，体格が大きい場合はその関係があまり検出されてこなかった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2000．１回に１個しか産まないクモ，ハタケグモの一種．安藤報告．

　1979年7月～1980年7月に，茨城県水戸市スギ林で採集したハタケグモの一種の生活史を報告する．この種はオス体長の平均は1.42mm，メス体長の平均は1.28mm．１齢幼体の体長は0.74mm．背甲幅ではオスは幼体の1.4倍程度．一見イギリスのHahnia pusillaに似ている．初冬（12月上旬）のメスの精子保有率が23％，真冬には90％なので，初冬から冬の間に交尾すると推察された．4月に産卵された卵のうから出のうするのが７月．最短でも42日間の卵のう期間．脱皮回数は２回-３回程度と推測し，10月に成熟する．

[コメント]イマダテテングヌカグモは複数卵を産む．餌はトビムシの一種（安藤）．ユアギグモでも4個ぐらい産む（宮下）．ハタケグモ類はサラグモ類に比べて大卵少産の傾向がある（安藤）．ハビタットには天敵は少ないと推定される（宮下）．生活史が長くて，小形化少産の例は珍しい（宮下）．クラッチサイズ１個はGertchのAmerican Spiderには記載があるが，種名は記載がない（安藤）．野外の幼体のサイズのバラつきは飼育下の幼体に比較して大きいところに重要な意味があるかもしれない（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2000．オオジョロウグモは腹部で太陽を指し示す．Kishidaia,予定．

　オオジョロウグモは午前中，腹部を太陽の方向に曲げて直射日光を避ける姿勢が観察された．帽子で日陰を作ってやると真っ直ぐに向き直った．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2000．アシブトヒメグモのメス成体は殺虫剤に負けない．Kishidaia予定．

5月12日に殺虫剤が散布されたが，他のクモは消失したが，アシブトヒメグモは個体数が減らなかった．網場所にマーキングしてカウントしたところ，オス成体の空白期間が6月下旬―７月下旬にあった．本種は二化性の可能性がある．産卵のピークが6月上旬，9月上旬．

[コメント]ギボシヒメグモも二化，あるいは三化かも（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　伊藤千都子，1985．飼育条件下でのヒメグモの子育て行動の観察．Acta arachnol.,34:23-30.池田報告．伊藤の飼育例は冬にかかっていて，ヒメグモとしては遅すぎたし，例数があまりにも少ない．最初に出た幼体と一週間後に出た幼体の間では，競争が生じないと記してあるが，それは正しいのかどうか疑問を持っている．母親が死亡した後に捕食されたと記しているが，池田の観察例（２例）では死亡した母親は幼体に食われなかった．

[コメント]考察は粗雑な点がある（宮下）．当時，指導教官から親と子供の間の信号は振動なのか，化学物質なのか至近要因を明らかにしなさいという指導があった（新海）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ報告　第１１９号 　2000年11月5日  　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者．新井浩司，安藤昭久，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，長崎緑子，安田明雄，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，スズミグモ全国一斉調査2001年度アンケート用紙．2001年6月1日から9月30日に設定．いないという情報も必要である．蜘蛛学会や同好会に呼びかけて調査する予定．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司，山梨県増穂町などでクモの餌捕獲行動などをデジタルVTR撮影．センショウグモがジョロウ幼体を捕獲する瞬間を撮影（7月27日）．餌を取って油断したジョロウに接近して，さらに２時間後，再び餌を捕獲したジョロウにattack（頭胸部をかむ），少しラップして網の端で捕食．ヒキガエル幼体やツマグロヨコバイを水槽飼育のイオウイロハシリグモが水面を捕獲．キシノウエトタテグモがダンゴムシを捕獲．8月5日神奈川県津久井町でスズミグモ雌．ムツトゲイセキグモの投げ縄を回収，投げ縄行動を撮影．アダンソンハエトリのハエ捕獲，ヒラタグモの捕獲．ユカタヤマシログモが蚊を捕獲．オナガグモのヒケグモ捕獲．シロタマヒメグモの卵嚢作り．スジブトハシリグモの円居とアマガエル捕食．ワキグロサツマノミダマシの造網行動．コクサグモの餌捕獲．コクサグモの交尾行動．ナガコガネグモの餌捕獲．ジグモのハムシ捕獲．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

長崎緑子，2000．ヒメグモ十種の餌頻度と体重の関係．体重mgの対数と頭胸部幅mmの対数は直線回帰できた．餌頻度は見取り調査で調べた．餌頻度の割合とresidual（残差）は負の関係（ユノハマやコガネヒメは左上，ムナボシやアシブトは右下）．しかし，カグヤヒメグモは餌頻度が高い割りに太りが小さかった（餌頻度は49/205）．産卵数と太りと餌頻度の相関を見たかった．種や発育齢による影響があるかどうかが気にかかった．卵量の種間比較やトレード・オフの効果を検証しようと模索している．

［コメント］種の事情以前に餌頻度の調査が精度不十分ではないか．ただし，餌頻度と太りの傾向は出ているようだ．幼体時期の餌頻度は発育には影響しても，成体時期の太りには影響しない．カレハヒメグモは徘徊性の昆虫，コガネヒメグモは飛翔性の昆虫といった餌の質に注目するのも面白い（宮下）．コガネヒメグモは卵への投資と保護への投資に分散しているのではないか，それを検証したほうがよいのではないか（新海）．多回産卵の種と一回産卵の種を比較する方法を模索中（長崎）．産卵後一週間で卵のうを開いても子供は大丈夫（ALL）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Miyashita,T.2000．ミナミノアカイソウロウグモの糸食いの意味．宮下報告．

1998年にミナミノアカイソウロウで糸食いを発見した．放射線でラベルしてイソウロウの効果を調査した論文が出た（Higginsら）．蘭島での報告があった．どの程度かを連続観察で調査した．夜間はイソウロウは活動していなかった．11月は餌密度が高く，餌盗み（時間当たり分）が見られ，糸盗み（時間当たりmm）は無い．餌が少ない時期（4月，6月）は糸盗みが見られた．餌の方は摂食速度を求めカロリーに変換．CraigがDはWの0.4乗に7.8をかける式を提唱していて，これは正しい（Dは糸のDiameterで，Wはクモの体重）．オオジョロウは２本の糸がよりあわせてある．糸の密度と体積からその重量を算出し，カロリー変換する．クモの代謝量はクモの体重を基にしたアロメトリーが既に提唱されている．横軸は一時間当りの基礎代謝量，縦軸は摂食量（カロリー）を取ってみると，4月は餌盗みのバラつきを糸盗みで保証している（ホストはチュウガタシロカネグモやミナミノシマゴミグモ，チブサトゲグモ）．6月も同様だった（ホストはオオジョロウグモ）．餌があっても，糸を食べてもいいのに，11月はなぜ食べないのか．糸食いの速度はイソウロウの大小に無関係だが（一分当り1.2×10のマイナス3乗カロリー），餌食いの速度は大きいイソウロウほど早いので，餌が多くあるときは餌を食べた方が効率的だった．エネルギーを比較してみると，造網性のクモとしては考えられないくらい，イソウロウグモは効率のよいエネルギー獲得量である．

［コメント］パラグアイの集団性オニグモParawixia bistriataは，毎晩網をしまい，糸を食べるが，他のクモの網糸を食べている．特に幼体が糸食いを激しくしている（加藤）．まどい中のヒメグモの幼体がヒメグモの母親の糸いぼに接近している例があるが，糸食いか（池田）．糸食いが他のイソウロウグモでどれほど普遍的なのか，シロカネイソウロウグモは意外に糸食いは少ないようだが，その違いはなぜだろうか（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2000．日本クモ地図ソフトの作成法について．

CSVファイルで県別の種データを入力し，そのファイルから取り込んで日本地図上に表示するソフトを作成したので紹介する．目録ごとに入力していくことによって，日本産のクモ全種から和名でも学名でも選択した種の分布をマルチウインドウに表示できる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Peckham, G.W. and E.G.Peckham, 1889. Observations on Sexual Selection in Spiders of the Family Attidae. Natural History of Wisconsin, 1:3-60.　池田報告．｢遊糸｣の原稿．

ペッカム夫妻はハエトリグモの分類学で成果をあげていたが，それだけではなく，1889年と1890年に｢ハエトリグモ科のクモの性的二型の観察｣という論文をまとめて，形態に限らず，行動特性も報じていた．この1889年の論文（全58頁）の再読．ウォレスはハチドリやハトで典型的に見られるように，雌の地味な色彩は保護色としての自然選択の結果であり，雄の派手な色彩は生命力の強さの表現であると考察していた．しかし，ペッカム夫妻は「脱皮習性」や「二型の例の分類」，「第二次性徴」を論じて，ウォレスの性的二型に関する仮説をクモに関しては当てはまらないと指摘していた．1888年に，夫妻は上面をガラスにした交尾観察用の箱を大小たくさん作製して，研究に臨んだ．精力的に15種で求愛誇示行動や威嚇誇示行動の観察を行なった．当時，鳥やチョウで求愛誇示行動の観察がほとんど無かった時代に，先駆的な研究であった． 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ報告　　第1２０号　　2001年1月14日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者．新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，草原美樹，新海明，

谷川明男，千田高史，長崎緑子，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Li and Jackson, 1996. How temparature affects development and reproduction in spiders: a review. J.therm.Biol.,21(4):245-274.　報告・池田

　クモの温度環境への適応についての中国語での研究を中心に紹介した．発生に適する温度範囲に関しては四つの型があった．J字型（低温耐性高温死亡型），逆J字型（低温死亡型），U字型（低温高温死亡型），どの温度でも死亡率は50%以下で温度変化に強い型（温度耐性型）である．同種であっても，卵と幼体では好適な範囲が異なった．野外では温度変動が当然なので，恒温条件で飼育された研究結果には注意する必要がある．好適な温度範囲では，どの発育段階でも温度が上がれば発育期間は短縮し，種間で大きな変異があった．

暖地性のクモは寒地性の種よりも高温に耐え，寒地性の種は暖地性の種よりも低温に寛容で，高温で生育が遅れる．早い低温発育は冷涼な季節への適応の指標であり，遅い低温発育と，早い高温発育は暖かい季節への適応の指標である．発育率は温度と相関している．レンジⅡでは相関はほぼ直線的だが，レンジⅠとレンジⅢでは直線的ではなく，急に低下している．熱帯種の下閾値は温帯種よりかなり高い傾向がある．四つの非線形モデルが工夫されてきた．ロジスチック式，J型方程式（｢指数関係｣），Logan等(1976)による経験的なモデル，上限下限をもつ漸近式である．Li(1989b)はハナグモの温度と発生率を使って，

これらモデルの有効性を研究した．直線モデルは中間的な温度範囲（レンジⅡ）で有効だったが，クモでも昆虫でも低温や高温域では適用できなかった．ロジスチック式およびその修正式は中間温度域と高温域でよく合い，Logan等の経験式は低温域でよく合った．ハネグモの発生率のデータについて，Wanの漸近モデルは低温域と高温域で（レンジⅠとレンジⅢ），非対称的な非線形関係を描き，中間温域では（レンジⅡ）線形関係を描く．このモデルの変数を算出した．温度による脱皮回数の変異は昆虫よりクモのほうが大きい．５つの傾向があった．1）オスはメスより，脱皮回数が少なく，体長が小さく，成熟までが短期間．2）高恒温では雌雄を問わず，脱皮回数が減る，温かい地方では早く成熟する．3）個体の脱皮回数は最適温度範囲ではよりバラつく，4）脱皮回数は変異の多い種と温度効果がほとんどない種がある，5）成熟までの発生間隔への温度の影響は，温度依存脱皮によってコントロールされているようだ．高温では成体はより短命で，メスの方が長生き．ハナグモでは交尾・産卵メスが長生きだった．オスはメスより小さいサイズで成熟に達する．成体のサイズはハナグモでは飼育温度が上がれば上がる．産卵メスの割合には最適温度があり，種特異的であった．産卵までの平均時間は高温では短くなる傾向にあった．処女でも産卵する．高温ほど産卵間隔が短くなる．高温で飼育すると成体寿命が短縮する．ボディ・サイズとクラッチ・サイズには正の相関があった．

[コメント]温度で生活史を量的に予測できるという鳴り物入りだったので，読んでみた（池田）．1960年代には害虫の発生予測で有効積算温量との関係を考察されていた．ある地域でどう発生するかを予測するためでもある．温暖化による分布などに応用できるかもしれない（加藤）．植食性昆虫なら温度依存だけを考えても論議できたが，肉食性捕食者の生育を温度影響だけに還元するのには無理がある．特にポイント予測は無理である．クモの場合は発生・生育の見当をつけるぐらいではないか．中国語の論文をまとめただけで，温度で生育予測できるというのは過大評価である（宮下）．表のデータにみどころがある（池田）．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石島力，2001．不耕起栽培水田のコモリグモとウンカ類の個体群変動．修士論文．

不耕起栽培は除草剤の普及とともに雑草防除の必要がなくなったことや，省力化の観点から研究されてた．日高（1993）は不耕起水田ではセジロウンカが減り，コモリグモが増えたと報告していた．処理区の圃場を設定して調査した．Saxonキャッチャー（バキューム吸引）法と見取り法で個体数調査を行った．ウンカ・ヨコバイ数は7月中旬に耕起水田に多い（イネの分けつ数が耕起栽培で多いことが分かった）．二種の空間分布指標としてのω指数（巌俊一）は不耕起水田でやや正になり，両者に関係がありそうだ（耕起水田ではω＝０で，独立である）．見取りでもコモリグモがウンカなどを捕食．不耕起水田で６－７月にウンカ等が少ないのに，コモリグモ数が維持されているのは，なぜか．見取りで調査すると（毎月の餌メニュー表を作成），不耕起水田でのこの時期の餌はDiptera（ハエやユスリカ）だった．Sweepingで調査して見ると，不耕起の方が耕起よりも，わらなどの有機物からハエが発生してくる．

[コメント]永年の不耕起水田の収穫量は悪い（石島）．８月以降のDipteraは？（宮下）．少なくなる（石島）．真夏は虫数は落ちるのではないか（宮下）．Toftで，クモは有毒なトビムシを捕食しないという論文があった（宮下）．徘徊性のクモの捕食頻度は10％程度（石島）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新井浩司，2001．屋久島のクモ.のビデオ映像．11月29日．ヤクシマキムラグモ，コガネグモの一種，ナガコガネグモと卵のう（１個），スズミグモと卵のう（１個），ミナミノシマゴメグモ，ヘリジロオニグモ，ホシスジオニグモの造網とこしき開など．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Cartan,C.K. and T.Miyashita, 2000. Extraordinary web and silk properties of Cyrtarachne (Araneae, Araneidae): a possible link between orb-webs and bolas. Biological Journal of the　Linnean Society, 71:219-235. 宮下報告．トリノフンダマシの糸の特性を評価した．レフェリーからkinetic energyの算出を薦められた．トリノフンダマシの粘球は急激に粘性が落ちるのが特異的だった．

[コメント]なぜ粘性を落とすか（新海）．それ自身に適応的意味はない．粘性を強くしたことのトレード・オフか（宮下）．７月下旬に張らなくなるのは交尾行動の時期なのかもしれない（新海）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　第１２１号　　2001年2月4日　　　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　参加者．池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，谷川明男，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Clark,R.J. and Jackson,R.R., 2000. Chemical cues from ants influence predatory behavior in　Habrocestum pulex, an ant-eating jumping spider (Araneae, Salticidae). 

J.Arachnology.28:309-318.　池田報告．アリ食のハエトリグモでアリの分泌する化学物質に反応する例を実験的に証明した．アリ処理（2時間）したろ紙と，無処理のろ紙で選択を調べたところ，有意な差が無かった．100匹のアリで30日間の土壌の場合には，処理土壌を有意に選択した．オルファクトメータで実験すると，フェロモンよりもアリそのものから出される化学物質に早く反応する（反応を始めるまでの時間が短い）．

[コメント]カニグモの一種でアリの警報フェロモンに反応する例が知られている（宮下）．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Herberstein,M.E., Gaskett,A.C., Glencross,D.,Hart, S.., Jaensch, S. and M.A.Elgar. 2000.　Does the presence of potential prey affect web design in Argiope keyserlingi (Araneae,　Araneidae)?. J.Arachnol.,28:346-350.　池田報告．仮説「餌が豊富になると，網面積が小形化し，大型餌でメッシュ高が大きくなる」を豪州ムシバミコガネグモで検証した．アオバエ（8mm大型餌）とショウジョウバエ（2.5mm小型餌）の羽音で網デザインの変化を調べたところ，網面積やメッシュ高に有意な差は無かった．しかし，餌が豊富だと造網頻度がやや高まった．

[コメント]ブラジルのニャンドウティグモParawixia bistriataではSundovalの研究（1994）でシロアリの群飛前にはメッシュ高が大きくなることが明らかになった．気象の変化（湿度）を手がかりとしている（宮下）．パラグアイのParawixiaでは羽蟻の群飛の時刻は微気象でヒトにも分かる．クモ（幼体）よりも大きな餌なのでその時期をきっかけに大きくなる（加藤）．ヤマキレアミグモで羽音で網のデザインを変えた例がある（Pasket et al.,,1994）（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤倫之，2001．トウキョウサンショウウオの観察．　加藤（倫）報告．

千葉県清澄の井ノ川林道で，継続観察している．1月は雪で観察できなかった．幼生の変態時期が7月～10月と幅広い．水涸れが早い場所は早く変態するようだ．誕生後3～4年で生殖可能となるといわれている．観察例数が必要である．幼生期は共食いが多い．

[コメント]体重を増加させていくにつれて産卵数が上がるはずだが，生存率が低下するので，適当な時期に繁殖するようになっている．涸れを感知できるとしたら，なんらかの手がかりがあるのでは（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

次回は3月8日（日），加藤家にて．池田は欠席．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　第1２２号　　2001年4月8日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者．池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，新海明，谷川明男，千田高史，長崎緑子，安田明雄，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2001, 国際クモ学会に参加して.　宮下報告．南アフリカで行われた国際クモ学会ではイソウロウグモのシンポジウムが開かれ，講演した．イソウロウグモのシンポはMary  Whitehouseが企画したもの．Social　Spidersに関する発表は多く（LubinのStegodyphasやRiechert，Avilesら），14-15題はあったのではないか．標高が高いほど社会性が発達するのは発育日数が短縮することと関連するという考察ふがあった．Codington

らは分子系統解析をヒメグモ科やサラグモ科に拡充していた．解析のために形態形質を百種もとり，さらにDNAも調べるという念の入れようであった．Whitehouseらは社会性のイソウロウグモ（共同網で共同餌捕獲をする）の発表をし，長崎緑子のギボシヒメグモの形態（イソウロウに似ている）と習性に注目していた．

　こういう種がいたという発表は少なく，進化的観点などなにか一味を盛っていた．Vorllathの弟子で，Zillaの一種で網の途中まで縦糸が二重になっているという発表が目を引いた．周辺部に張力がかかるので，補強しているのだと考察．

　南アフリカは治安が悪く，ヨハネスバーグ近郊のリゾート地で開催されたのだが，自由な外出などは無理．Nephilynges　sp.（網の近くにリトリートがある．ハブが上方にある．バリヤーはない．ニ分枝はあったが，二分割はなかった）やNephila　senegarensisiなどは見た．ゴミグモは多数いたが，ハエトリは少なかった．大形のフンコロガシを見た（ちなみに，ゾウの糞は巨大）．

　[コメント]ツノナガイソウロウの幼体は一緒にいるので親の残した餌を捕獲する（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Logunov, D.V., and Yu.M.Marusik, 2000. Catalogue of the jumpimg spiders of northern Asia (Arachnida, Araneae, Salticidae). KMK Scientific Press. 299p. 池田報告．北方アジアのハエトリグモのカタログである．北方アジアとは動物地理区の旧北区にほぼ相当する．ウラル地域から韓国，北海道を含み，アリューシャン列島まで．かなり学名が整理されている．日本に関係する学名だけを拾うと，マダラスジハエトリはAsianellusに転属，ツヤハエトリ，キレワハエトリなどの属は“　”内に入れられている（暫定的な学名）．チクニハエトリは記載時，Pseudicius属だったが，Helicius属にしている（これは間違いなのだが，もともとHelicius属の記載が無いのが悪い），アリグモ属では韓国から沿海州にかけてM. lugubrisが生息しているが，日本のアリグモは本種とされている．コガタネオンハエトリNeon minutus のシノニムにNeon rostratusをしてしまっているが，これは誤り（2010年時点でこの判断は早計だった）．Phintella arenicolorとP.castriesianaの生息分布は完全に一致している（これはマガネアサヒハエトリの色彩変異種らしい）．千国の図鑑のコゲチャハエトリの一種はSitticus distinguendus Simmon 1868で，Sitticus avocatorはこの種のシノニム．日本のヒメスジハエトリは新種だった．

疑問種（Nomia　dubia）として幼体雄で記載されたアリグモMyrmarachne japonicaが挙げられている．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2001.　クモリストをもっと作ろう.　遊糸予定.　新海報告．

　近年下火になった各地のリスト作りを積極的に支援しようという提言．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　石島力，2001.　ドクタ-論文研究計画.石島報告．不耕起水田では地表に多くの有機物が堆積している．この腐食から生じるハエやユスリカなどの双し目昆虫が，6月頃のコモリグモの餌資源として重要であることが示唆された．直接観察によるコモリグモの餌メニュー調査からも，6-7月の餌の30-40％が双し目昆虫だった．博士課程では，これら双し目昆虫がコモリグモの密度に及ぼす影響およびクモが捕食するウンカやヨコバイの個体群動態に及ぼす間接効果を検証する．実験水田にハエ・ユスリカ除去区と対照区を設定する．ユスリカは殺虫剤で，ハエはネットに追い詰め吸引して除去する（6月中旬に２回，7月上旬に１回）．クモ密度・双し目個体数調査・クモ餌メニュー調査を行う．
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2001.　イソウロウグモの生態的・行動的特徴とその進化的意義.国際クモ学会シンポジウム発表．宮下報告．日本産12種のArgyrodes属は北海道に少なく，南下するにつれ多種となる．また，関東以南から盗み寄生専門の種が出て来る．これはジョロウグモの個体数が増加するのと関連していよう．宿主を捕食するクモ食いの種は集合腺を持ち，餌盗みと糸食いをする種は円網寄生である．主成分分析から，餌盗みをする種の第I脚は有意に長かった．この属は多様化が進んでいる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

千田高史，2001.　MtCOI遺伝子の塩基配列による日本産ゴミグモ属の分子系統解析再論.千田報告．チトクローム・オキシダーゼ・サブユニット１をコードするDNAを調査した．

　ギンメッキゴミグモには個体変異が見られた．ヨツデゴミグモには変異が多く，進化速度が早いと推定された．ゴミグモ属はイソウロウグモ属と比べると変異が早い．

　[コメント]ヨツデゴミグモは形態では，もしCcclosa属を細分すると，別属になる（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Coddingtonら，2001.　ヒメグモ科の分子系統樹解析.　長崎報告.　ヒメグモ科29属65種で，232の形態・行動形質，2種のMtDNA，2種の核DNAの形質を出きる限り用いて，分岐分析で系統解析を行った．ホラヒメグモ科とヒメグモ科は単系統群であった．この根拠は鞭毛状の糸を餌に投げつけるという行動であろう．ツクネグモ属とミジングモ属の一種がSpintharinaeとLinyphioidaeとグループを作った．Hadrotarsinae+Spintharinae群とイソロウグモ群とアシブトヒメグモ群とoolunus欠失群になった．
　

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　　第123号　　2001年6月3日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者．新井浩司，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，長崎緑子，宮下直，安田明雄．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
 　宮下直．2001．糸が創りだしたクモの多様性と特殊性 UP.2001年6月号　宮下報告．

　小見出しは｢糸の秘密｣（網の特性），｢究極の一本釣り｣（ナゲナワグモ），｢新たな棲み場所の創造｣（イソウロウグモ），｢現代に生きるナチュラルヒストリー｣（特殊な観察から一般化へ）．生物自身が新たな棲み場所を創る．所与のニッチがあるのではない．イソウロウグモはクモの網というニッチがなければ進化しなかった．

[コメント]UPは東大出版会のＰＲ雑誌である．現在，教科書『群集生態学』（東京大学出版会）を執筆中（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

アメリカ蜘蛛学会誌　Journal of Arachnologyの29巻1号の内容の一部を紹介．池田報告．

  （１）Akio Tanikawa, 2001. Okileukauge sasakii, a new genus and species of spider from Okinawa Island, southwest Japan (Araneae, Tetragnathidae).16-20頁.谷川はササキグモ属を新記載した．この属はTylorida属及びMesida属と単系統群を構成する姉妹属であり，第Ⅳ脚に聴毛列を欠くのが特徴．

　（２）Maria E. Galiano, 2001. Revision de las especies de Freya del grupo decorata (Araneae, Salticidae).21-41頁.2000年10月30日に事故により死亡したガリアーノの論文．中米から南米にかけて分布するハエトリグモのFreya属の８種の再記載と整理． 

　（３）Marilyn Bodasing, Rob Slotow and Tanza Crouch, 2001. The influence of group size on dispersal in the social spider Stegodyphus mimosarum (Araneae, Eresidae). 56-63頁.

資源に対する競争は集団サイズの増大により大きくなる．社会性のイワガネグモ，Stegodyphus mimosarum では，コロニーが大きくなるほど個体のサイズは小さくなり，生存率は下がる．

４通りのコロニー・サイズ（8，16，32，64）で，私たちは集団内の競争によりコロニーが大きいほど多くのクモが集団を離れることを期待したが，集団サイズが増大しても離反分散するクモ数の有意な増大は無かった．

　（４）Gary H.P. Lang, 2001. Sexual size dimorphism and juvenile growth rate in 

Linyphia triangularis (Linyphiidae, Araneae).64-71頁.シート網のシロブチサラグモの成長期の四個体群を三期に分けてサンプルした，ふたつは幼体でひとつは成体であった．幼体標本は，五つの線的なサイズ特性（頭胸部の長さと幅，第I脚のtibia長，腹部の長さと高さ）を実験室内で測定し，生重と比べた．重量の最良の指数は腹部長，次いで頭胸部幅だった．捕食しない成体オスでは腹部幅は短縮するので，頭胸部幅は幼体サイズと成熟期の成体サイズとの比較に用いられた．平均頭胸幅は幼体・成体メスのそれよりもオスの方が大きかった．差異は最初期の幼体個体群から成体個体群まで増大した．頭胸部幅と腹部長の相関は直線的で，幼体サンプル全体にわたって両性の間でも等しかった．

これはメスの生産力（fecundity）にとって重要な体部（つまり腹部）とオスの闘争力にとって重要な体部（頭胸部）に対する資源配分に差異がないことを意味する．本造網性種では，オスの方が成長率が早いために，大形オスに対する選択は大形メスに対する選択よりも大きい．本種は明らかに雄性先熟であるにもかかわらず，オスはメスより10％以上大きくなる．

  （５）Divina M. Amalin, Jonathan Reiskind, Jorge E. Pena and Robert McSorley. 2001. Predatory behaviour of thee species of sac spiders attacking citrus leafminer．72-81頁. 柑橘類の葉に潜行する捕食者Phyllocnistis citrellaに対するフクログモ類（コマチグモ，Hibana属，ネコグモ），Chiracanthium inclusum，Hibana velox，Trachelas volutusの捕食行動を調査した．観察の結果によれば，三種とも夜行性だった．幼虫や蛹の動きが足場の葉を振動させ，クモの定位の手がかりとなる．餌を攻撃するのに二つの方法が取られた．ひとつはクモは虫を刺し，幼虫を動けなくしてから，かみ，幼虫の体液を吸引する．ニ番目の行動パターンはクモは孔に裂け目を入れ，前脚で孔の外に幼虫または蛹を引き出し，餌を保持してからかみつき，消化液をはきかけて液化した組織を吸飲するもの．三種のフクログモは虫のニ齢幼虫から食べ始めることが分かった．後齢になるほど消費は増大する．どの種でも消費の最大値は四齢で記録された．コマチグモとネコグモはキトレラ虫だけで生活史をまっとうできたが，Hibanaは成体になれなかった．

（６）Linden E. Higgins, Mark A.Townly, Edward K.Tillinghast and Mary A.Rankin, 2001. 

Variation in the chemical composition of orb webs built by the spider Nephila clavipes (Araneae, Tetragnathidae). J.Arachnology. 82-94頁.コガネグモ類の円網の粘球は低分子の有機化合物の水溶液を含んでいる．私たちは野外の三集団のアメリカジョロウグモ幼体の円網と飼育条件下の円網を採取し分析した．その結果，低分子の有機化合物溶液の成分は固定されなかったが，個体間，集団間，クモを飼育室に移したときに有意な差異を発見した．このような差異が起こる原因と結果を考察した．

（７）Barbara Graf and Wolfgang Nentwig, 2001. Ontogenic change in coloration and web-building behavior in the tropical spider Eriophora fuliginea (Araneae, Araneidae). 29:104-110.パナマのオニグモの一種の円網種 Eriophora fuliginea は個体発生の途上で劇的な色彩変化をする．最初の齢はこはく色の後体部であるが，やがて明るい黄色になり，後には緑色になる．亜成体はオリーブ色に変化し，成体は白い中央帯をもつ暗褐色である．この色彩変化と連動して行動も変化する．主要な活動時間が昼から夜にシフトし，網型もこしきにクモがいる葉の上面に張られたシンメトリーな水平円網から，巻かれた葉内にクモが潜み，潅木の間に張られるシンメトリーでない水平円網になる（色彩変化はこのような行動様式の変化に対応した隠蔽色として機能している）

[コメント]葉の上面に網をはるオオジョロウグモ幼体を連想した．葉の上面は特定の餌場になっているのかもしれない（新海）．昼から夜にシフトするクモの例は無かった（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司，2001．ヤクシマキムラグモの生息状況．Kishidaia投稿予定．新井報告．

屋久町の五地点の戸蓋で成長方程式を作成するとY＝0.850X＋0.095となった．尾之間に多かった．上屋久町のデータは一地点だけだったので除く．ヤクシマキムラグモは頭胸部と上顎が黒く，脚が赤茶色だった．キシノウエと違って，戸蓋を内から引っ張る行動が無かった．ヤクシマキムラグモは一定の縦横比を保って成長していく．

[コメント]ビデオ図鑑を作成する計画がある．予告編とプレゼンテーション・ビデオ完成（新井）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2001.沖縄県のクモ類相．学会シンポジウム草稿．谷川報告．

｢クモ類研究史｣1967年までは内地産の種に同定している例が多かった．1970年代後半から沖縄産クモ類の分類学的研究は続く．｢クモ相についての考察｣：ハラフシグモ・ヤチグモ・ワシグモでは固有種の割合は高いが，アシナガグモ・コガネグモでは固有種の割合は低い．北海道と各県のクモ相を比較すると（PAUPや類似度指数），北から南へ類似度が低下していく．

[コメント]似ているが異なる種が面白い（新海）．クモ科毎にクラスター分析は（宮下）．南方系の科や組成の違いに注目しては？（宮下・新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安田明雄，2001.円海山のクモ．安田報告．5月13日には73種を記録．参加者15名．北限の「マルゴミグモ」が採集された．

[コメント]やや断定不能な種と誤同定と思われる種があった（谷川・池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2001．トリノフンダマシ類の造網開始時期と造網時刻についての記録．Kishidaia投稿予定．新海報告．東京都あきるの市五日市の広徳寺にて，トリノフンダマシとオオトリノフンダマシで調査．７月上旬は20時に網があったのに，7月25日には20時には三分の一しか網を張っていなかった．この日は21時40分になっても造網個体は増えなかった．7月29日及び31日にはずべてが造網しなかった（この間は交接期間なのか？）．8月6日には22時20分にほぼ半数が造網した．

22時50分には三分の二が造網した．23時40分には15/17が造網した．秋になると造網開始時刻が遅くなる．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

　　　　　東京クモゼミ報告　　　第124号　　2001年7月1日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


参加者．浅間茂，新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，谷川明男，長崎緑子，宮下直，安田明雄．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

浅間茂．2001．校庭のクモ.農文協．浅間報告．｢校庭の｣シリーズ『校庭のクモ・ダニ・アブラムシ』の校訂．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2001．ＴＢＳの｢どうぶつ奇想天外｣ディレクターから，ヤマシログモとメダマグモの質問あり．写真入り普及書を紹介した．

　Adrienne Mason, 1999. The World of the Spider.  A Sierra Club Book.


　D.V.Logunov & Y.Yu.Marusik, 2000. Catalogue of the jumping spiders of northern Asia

 (Arachnida, Araneae, Salticidae). KMK Science Press. Ltd.299pp. Moscow.の書評  

　この『北方アジアのハエトリグモのカタログ』（2000年）である．本カタログは1861年から2000年10月までの原資料と印刷資料を基にしている．北方アジアとは，シベリアとロシア極東地域，モンゴル，中国北部，朝鮮半島，日本の北海道と定めている．記録と地域の新旧の標本を検討して取捨選択された有効な41属216種が挙げられている．主要な種については分布図も作成されている．ログノフは種を認識する際に分布を重視する姿勢で一貫している．ログノフが学位論文の草稿のために準備したもので，種の検討などはほとんどログノフが行っている．日本産の種の扱いを中心に紹介した．（１）新たに同定できた種はコゲチャハエトリの一種 Sitticus distinguendus (Simon,1868)は日本でも千国の図鑑に掲載されている．（２）別の種であることが判明した種　ヒメスジハエトリ Talavera sp.4 はこれまでTalavera trivittata (1963)と同定されてきた非常に小さなハエトリである．韓国及び日本産の標本を検討して，別の新種であるとログノフは指摘して，分けて記述している．（３）学名を変更した種　アリグモ Myrmarachne lugbris (Kulczynski,1895) はこれまでMyrnarachne japonica (Karsch,1879)と同定されてきたが，カルシュの記載したタイプ標本は亜成体雄で記載されているため，ログノフらは本種であるかどうかは疑問であるとして，ヤポニカを疑問名と判断し，アリグモにはラグブリスを採用している．タイプは絶対に成体でなければならないという訳ではないので，この扱いが適当かどうかは重要である．ログノフらの扱いに同意せず，ヤポニカを使用することは可能である．（４）転属された種３種　ヤマジハエトリAsianellus festivusは，1996年に立てられたAsianellus属に移されていた．アシブトハエトリPancorius crassipes (Karsch,1881)はカルシュの原記載ではスジハエトリグモ属（Plexxipus属）で，その後プルシンスキーによりマミジロハエトリグモ属（Evarcha属）に置かれたが，Evarcha属では無理があった．ログノフらはPancorius属に転属した．チクニハエトリ（和名新称）Helicius chikunii　(Logunov & Marusik,1999)はロシア産の雌標本によりログノフらが記載した種であるが，記載時はPseudicius属であった．この属は仮のものだったのだが，2000年に彼らは本種をジャバラハエトリグモ属（Helicius属）に転属した．私見では雄の触肢の構造および眼の大きさと配列が若干Helicius属と異なる．（５）同物異名となった学名１種　韓国から記載されたNeon rostratus Seo,1995を原記載の図から判断して，コガタネオンハエトリNeon minutus　Zabka,1985の同物異名と判断しているが，これはNeon rostratusの実物を見ていないことから来る誤りである（2010年付記．この判断自体が早合点であった）．（６）疑問名（Nomia　dubia）とされている5種のうち，日本産は次の3種で，前述のアリグモ　Myrnarachne japonica (Karsch,1879)は亜成体雄で記載されているためである．モトメハエトリPhidippus procus Karsch 1879 とSitticus basalis (Karsch,1879)は幼体で記載されたため．（７）疑わしい記録10種　誤まった記録または疑わしい記録とされている24種には，正体不明種と分布から考察して疑わしい種が混在するが，日本産では次の10種が挙げられている．北海道から記載されたが，タイプが失われていて不明種となっているキタノハエトリAerurillus subfestives Saito,1934，エゾトビハエトリIcius daisetsuzanus Saito,1934，トンビハエトリIcius nigra Peelle & Saito,1933，日本産は別種であることが判明したためウデブトハエトリに当てられていた東南アジア産のウデブトハエトリHarmochirus brachiatus (Thorell,1877)の記録，アダンソンハエトリの北海道からの記録 Hasarius adansoni (Audouin,1827)，ヨーロッパ産であるチビクロハエトリの日本からの記録 Heliophanus aeneus (Hahn,1831)，ウラル地方や中国からの記録は誤同定だった種ホクオウハエトリの日本からの記録Pellenes nigrociliatus Simon　in L.Koch,1875，ウススジハエトリかその近縁種に同定されるPlexxipus incognitus  Donitz & Strand in Bodenberg & Strand,1906，ミカドハエトリ Thyne omperialis (Rossi,1847)の北海道からの記録，斉藤三郎らが千島列島から報告したWala sp. ．松田まゆみはエゾトビハエトリはヤスダコゲチャハエトリSitticus lineolatus (Grube,1861)ではないかと推定しており，ログノフらもこれに同意している．ログノフらはチビクロハエトリはウスリーハエトリ Heliophanus ussuricus の誤同定ではないか，Wala属の一種はヤマトハエトリグモ属（Phintella属）のどれかであろうと推定している．私見では日本のチビクロハエトリはウスリーハエトリではない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Miyashita,T.2001, Competition for a limited space in kleptoparasitic Argyrodes spiders revealed by field experiments.Popul.Ecol.,43:97-103.宮下報告.東京クモゼミ報告/第97号で報告した調査の論文．クモは捕食者とはいえ，餌をめぐる競争が激しいと思われてきたが，Wiseらによって，造網性の場合は特に一般的ではないことが実験的に明らかにされた．競争が起こるほど高密度になり得ないのである．しかし，種間競争も知られていた．例えばイソウロウグモでは限られた網面上での競争があった．宿主の網上は天敵からも安全だし，宿主が残した餌も利用できる．高密度になると，競争が起こる．網上のミナミノアカイソウロウグモを除くと，一日後に他個体が侵入して来るし，さらに二日後にも侵入は続く．網上のクモを除かない対照では個体数が変化しないことからすると，競争により網外に待機している個体が居ると推定できる．侵入者と先住者を比べると侵入者の方がサイズが小さい．種内競争があることが実験的に証明された．また，シロカネイソウロウグモと同居する網でミナミノアカを除去するとシロカネの個体数が増加する．これは種間競争の存在も示唆する．

[コメント]沖縄のシロカネイソウロウグモの発生のピークは本州より前にシフトする．これは沖縄にはアカイソウロウグモがいるためではないだろうか（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2001.沖縄県のクモ類相．学会シンポジウム．谷川報告．学会大会シンポジウムの予行演習．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司，センショウグモの捕食，Kishidaia予定．新井報告．2000年7月27日，14時40分からジョロウグモの網に侵入したセンショウグモ雌が17時02分に捕獲．宿主の網に虫がかかって宿主が餌に気を取られた隙にセンショウグモは攻撃する．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第125号　　2001年10月7日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，長崎緑子，宮下直，安田明雄，吉井光．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

長崎緑子,2001．ヒメグモ類における保護行動別の産卵形質．長崎報告．

　ヒメグモ類27種の体長・生重・卵のう重・クラッチサイズ・卵直径，ときには産んだ卵のう数を計測した．体サイズの効果を除去するためのデータ処理をした後，これらの産卵形質と保護との関係を調べた．その結果，種によって卵サイズが異なっていた，種内で大きいメスが必ずしも大きい卵を産むとは言えなかった，体が大きいほど卵数が増えていた，種ごとにクラッチサイズは決まっていた．体サイズ（背甲長×背甲幅）が大きいほど体重も大きかった．種内では同じ体サイズでも体重は異なっていた（太り具合が異なるため）．種によって卵のう重は異なっていた．

［コメント］保護形質のカテゴリーで｢卵のうを体に付けて運ぶ｣と｢卵のうのそばにいるだけ｣という判断は適切になされているだろうか．例えばバラギヒメグモは｢そばにいるだけ(Stay)｣ではなく｢運ぶ（Carry）｣のでは(池田)．一回産卵に見えても実は複数回産卵であったという懸念をどうクリアしているのか説明が必要（宮下）．データが多いうえに整理されて提示されていないので分かりにくい（全員）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

新井浩司，2001．クモの映像CD＝ROM化．新たにクモの映像を編集し直して２枚組のCDに収録した．盛りだくさんの内容を紹介．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

Nyffeler,M. 1999. Prey selection of spiders in the field. J.Arachnology, 27(1):石島報告．農耕地でのクモの役割を評価するのに，クモの餌メニューを文献によって調べたところ，造網性と徘徊性では餌メニューの幅が異なることが明らかとなった．徘徊性種のほうが餌メニューに多様性があった，シンプソンの多様度指数の逆数をDiet breadth 値とすると，B値は造網性では3.4以下なのに（偏った餌メニューである），徘徊性ではほぼ4.0以上であった（餌メニューが幅広い）．

［コメント］科の代表として挙げられている種の選定の根拠はなに？（長崎）．調査区の優占種と思われる（石島）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

宮下直，2001，クモと腐食連鎖を操作実験する．宮下報告．90cm高×150cmの金網を30cmおきに三枚置いてクモの造網足場とする．周囲を布で覆って（天は開放）土壌からの羽化飛翔昆虫が侵入しない処理区と覆わない対照区を設定する．この開放された造網足場に同数のクモを導入し，その増減を調査するとともに，羽化飛翔昆虫もサンプリングする．

　実験の結果，クモ（コシロカネグモ，ウズグモ）は羽化遮断区では有意に少なかった．総個体数とクモ種数も処理区で少なかった．飛翔昆虫数はクモ導入前は対照区で多かったが，導入後はほぼ同数だった．クモ除去後はまた対照区で多くなった．対照区と処理区の昆虫数の差はクモの捕食圧の差と考察される．

　今後の展開は？(1)陸上生物の生食連鎖と地中の土壌生物（この場合，土壌からの羽化飛翔昆虫）からの腐食連鎖との相関関係を把握する．地上の捕食者が土壌生物に影響している可能性も検討する．(2)造網性クモにとって腐食連鎖の重要性は普遍的だろうが，鳥類ではどうだろうか．(3)生活史や行動の進化との関連を探る．例えば造網性クモで暗い環境や湿った環境に造網するウズグモやアシナガグモではハエやカ（腐食連鎖）に依存する割合が大きいが，明るい乾燥した環境に造網するジョロウグモやコガネグモ類ではハチや甲虫などに依存する割合が大きい．これは大形化，急速な成長，網や糸といった形質の変化（進化）と関連している．森林性の鳥類では藪に住むウグイスやソウシチョウなど腐食連鎖依存割合が大きい鳥は繁殖期が長いのに対して，シジュウカラなど生食連鎖依存の鳥は繁殖期が短いと期待され，それに応じてクラッチサイズや繁殖成功，トレードオフの進化が考えられる．

［コメント］この理論の枠組みは熱帯・亜熱帯・温帯という緯度の違いによる土壌からの羽化昆虫の重要度の違いにも摘要できる．例えば熱帯の土壌は薄く，羽化昆虫は少ない．熱帯雨林にクモが少ない理由は鳥などの天敵が多いからと単純に判断されているが，土壌昆虫の少なさも重要ではないか．保全生物学の観点からも土壌から供給される羽化昆虫の重要性と土壌の重要性にもっと焦点が当てられるべきだろう（宮下）．熱帯のクモの場合，昼はリトリートに隠れたり，昼行性のクモは刺があったりと，天敵に対する防衛機能が発達している点も無視できない（谷川）．小型化して成長の遅いコガネグモ類もいる理由が理解できる（新海）．土壌生物研究者は分解者としての役割を重視してきたが，食物連鎖の一環に組み入れる観点も必要だ（新海）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

Berry, J.W. and  J.Proszynski, 2001. Description of Hakka, a new genus of jumping spiders (Araneae,Salticidae) from Hawai and east Asia. J.Arachnologu, 29(2):201-204.

Logunov,D. 2000. A redefinition of the genera Bianor Peckham & Peckham, 1885 and 


Harmochirus Simon, 1885, with the establishment of a new genus Sibianor gen.n. (Aranei: Salticidae). Arthropoda Selecta, 9(4):221-286.　池田報告．

　前論文で，イソハエトリが新属Hakkaとなり，後論文で，キレワハエトリは新属Sibianorとなった．Sibianor属の日本産の種は他にSibianor japonicus (Logunov, Ikeda and Ono, 1997)　ヤマトツヤハエトリ，Sibianor nigriculus (Logunov & Wesolowska, 1992)  クロツヤハエトリ，Sibianor kochiensis (Bodanowicz & Prosznski, 1987)  ナカヒラハエトリ．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　Hwang, U.W. et al., 2001. Mitochondrial protein phylogeny joins myriapods with chelicerates.　Nature, 413:154.

  Giribet, G. et al. 2001. Arthropod phylogeny based on eight molecular loci and morphology.　Nature, 413:157. 池田報告．

　9月13日号のNatureに載ったニ論文で多足類の系統関係が異なっていた．Hwang論文では多足類は鋏角類と姉妹群になり，甲殻類と昆虫類は別の系統となるのに，Giribet論文では海蜘蛛類を最も遠縁に，鋏角類，多足類，昆虫類，甲殻類と進化したという結果になった．

［コメント］後論文では，ショウジョウバエが甲殻類の系統に入ってしまい，昆虫類が多系統になってしまっているが（宮下）．著者らも｢不運なことに｣と記している（池田）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　前回9月2日は池田欠席．その際の内容は池田｢エクアドル報告｣，安藤｢日本クモ分布地図プログラム，ヴァージョンアップ｣など．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ報告　　第126号　2001年11月4日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，新海栄一，谷川明男，長崎緑子，宮下直，吉井光．


　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2001．糸がつむぎだした世界．UP,(347):20-25．宮下報告．今年の9月号に発表．宿主と寄生者の間に群集理論では片付かない，棲み場所の多様性を生み出す正のフィードバックが見られる．古典的なナチュラルヒストリー的な観察，つまり特殊な事象から一般化へ近づく視点も重要である．

[コメント]以前はイソウロウグモは単に居候生活しているだけという認識，見方しかしていなかった．ようやく居候グモは餌捕獲も糸食いもしている等，生活が多様でヒメグモ内の系統がどうなのかという観点も出てきた（新海）．表面的な類似性で見るだけでなく，進化の観点を入れて幅広く見ていくことが一般化につながる（宮下）．別件であるが，草原美樹の研究では（重回帰分析で気温・湿度・月齢），トリフンの粘性は湿度にのみ依存していることが分かった（約90％以上で張る）．むしろ普通クモ類の粘性自体が強い，強すぎる位ではないか，なんらかのトレード・オフがあるのではないかという仮説も考慮中である（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

T.Miyashita, Y.Sakamaki and A.Shinkai. 2001.Evidence against moth attraction by Cyrtarachne, a genus related to bolas spiders. Acta arachnol., 50(1):1-4.宮下報告．

トリノフンダマシ類は蛾を誘引していない．共著者・坂巻は小蛾類の専門家（北海道大学卒．九州大学助手）．オオトリフン・シロオビ・トリフンの捕えた21種の蛾を同定した．シャクガ1頭のみ，ハマキガ（11％），メイガ（29％），ヤガ（46％）だった．蛾の性比はメスに偏る（0.76）．飛行している蛾を捕獲したところ，性比はややメスに偏り（0.62），クモが捕獲した蛾とはカイ二乗検定では有意な差異はなかった．

[コメント]貞元はKishidiaでシロオビトリフンの網にかかる蛾の飛行ぶりから蛾を誘引していないと推測していた（池田）．明確な証拠はなかった．餌の蛾は分類学者に依頼したが答えが得られなかった（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新井浩司,2001．Spider World I & II CD版　完成．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

吉井光．2001.山形県寒河江市のハンノキ林で採れたアカオニグモ雌成体をスキャナーで取り込む．スキャナー上に置いて白紙で上から押さえる．焦点深度も深い．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Haupt,J. and M.Shimojana. 2001. The spider fauna of soil banks: The genus Latouchia (Arachnida,Araneae,Ctenizidae) in Southern Japan and Taiwan. Mitt. Mus.Nat.kd.Berl.Zool.Reihe, 77(1):95-110.谷川報告．

 キシノウエトタテグモ Latouchia swinhoei typica（本州）は沖縄島のオキナワトタテグモ Latouchia swinhoei swinhoei の亜種だった．他の種はシロヤマトタテグモ L.s. crypta（鹿児島），アマミトタテグモL.s. xena（奄美大島），オキナワトタテグモ L.s. swinhoei（沖縄島），イゼナトタテグモ L.s. izena（伊是名島），シマトタテグモ L. parameleomene（沖縄島中城），ケラマトタテグモ L.s. kerama（慶良間島），トナキトタテグモ L.s. tonaki（渡名喜島），クメトタテグモ L.s.kume（久米島），亜種は雄のの毛が異なるが，雌の内部生殖器の形態はそれほど変化が見られない．ミヤコトタテ触肢グモ L.japonica（宮古島），ヤエヤマトタテグモ L.formosensis hyla（八重山諸島．台湾種 L.formosensis formosensisの亜種）．

[コメント]東京から九州までの間は真に一種かどうかは記載なし（谷川）．クモタケは宮古島のトタテにも同様に寄生していた（新海）．八重山は台湾種だからクモタケが出なかったのかも？（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2001.エクアドルで観察したクモ類．谷川報告．発表会資料．南米のクモについては，役立つ文献はコガネグモ科・アシナガグモ科では，Leviのものしかなかった．

[コメント]Hypognatha　elaborataの額には象の鼻のような小突起があった（谷川）．コオニグモモドキのPronous属は所属の間違い．日本産種はPronoides属（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
石島力，2001．クモの個体群密度と餌昆虫密度の変動．

６月末にユスリカ殺虫剤で除去した区と未処理の対照区で比較した．除去区で７月のユスリカは減った（ユスリカ採取は小形の羽化トラップ）．サクソン・キャッチャーでクモを捕獲した結果，９月には対照区で多かった．８月中旬の雌成体では背甲幅は対照区で大きかった．コモリグモの捕食頻度は常に対照区でやや高かった．ウンカ・ヨコバイの密度（サクソン・キャッチャーで採取）は，大きな差が出なかった．今年は７月に猛暑だったのでユスリカが発生せず，顕著な差が出なかった．

[コメント]対照区と除去区でクモの移出入からはガードしているのか（長崎）．横移動はない．採集を圃場の中央で行った（石島）．７月にクモが少ないが，コモリグモの生活史は？（宮下）．田植え時期に卵のう雌，７月下旬から二度目の卵のう雌．８月は幼体が多い（石島）．８月にはクモの餌として除去区でユスリカはいなくなっても，ヨコバイは減っていないのだから，クモの捕食頻度が下がらないのは当然ではないか（宮下）．今年はユスリカが少なかった．ハエを付加する実験はあった（石島）．クモの餌適性と労力からするとユスリカ採取に粘着トラップでは（宮下）．不耕起の圃場で藻が発生したのでその悪影響が出ていた可能性がある（石島）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
スーパーJチャンネルの『日本列島熱帯化』

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第127号　　　2002年1月14日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，平松毅久，八幡明彦，安田明雄，吉井光

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2002．談話会採集会の計画．千葉県市川市の矢切駅集合で小塚山都市公園周辺の調査．緑地が点在する．外環道路が通るので都市のクモの現況と将来を比較してみたい．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男・加藤倫之，2002．ヤンバル・西表島紀行．谷川報告．年末年始にかけて沖縄本島と西表島を旅行した．今年は寒かった．「加藤君INヤンバル」：ヒメハブを観察．リュウキュウアカガエルを観察＝集団産卵，ハナサキガエルより早く産卵する．イシカワガエル＝雄が女性の叫び声に似る．大きなハシリグモ．ヤンバルキムラグモ．脚の黒いジョロウグモ．北国小学校の景観．「加藤君in西表」：干潟のマヤプシキ，前後に歩くミナミコメツキガニ．イノシシ，ヘリジロハシリグモ（スソグロの白型変異である）とスソグロハシリグモ．ヤエヤマアオガエルとその卵．ヤエヤマの卵内や水田の藁内に棲むヒメアマガエル．ミナミヤモリ？大きなモクズガニ．サキシマキノボリトカゲ．オオハナサキガエル．オオクロケブカジョウゴグモ（以前はホルストと言われていた．成熟期は冬）．ヒル．リュウキュイノシシの頭骨．サキシマスジオ（蛇）．ヤエヤマオオコウモリ．初日．サキシマハブ．テナガエビ．集団のリュウキュウアサギマダラ．オオウナギ．ミナミイシガメの甲羅．チュウサギ．アオタテハモドキ（蝶）．アイフィンガーガエル．マルゴキブリ．クチキコオロギ．コバネコロギス．ホソミアシダカグモ．科も不明なクモ．カエルを吐いたゴイサギ．オヒルギとヤエヤマヒルギ．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　桐谷圭治，2000．昆虫と気象．成山堂書店．池田報告．コサラグモがハスモンヨトウの一齢幼虫を捕食し，攻撃された幼虫は葉から落下して餓死するので，個体群に大きく影響する．ハスモンヨトウは空梅雨の年には発生が多い．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　マイケル・ブライト，1986（原書1984）．動物たちの話し声．どうぶつ社（絶版）．池田報告．BBCで放送した番組Animal Languageの書物版．コモリグモの発する振動で求愛などに利用している．

[コメント]タランチュラが腹部でバウンドして求愛することがある．雌が音で応答する


例も観察した．雌近縁種で交雑可能．オス同士の威嚇音を出す（付属肢をこすり合わせる）種がある（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


  安田明雄，2002．横浜市円海山，秋の採集報告．安田報告．採集名のチェックをした．[コメント]吉田哉によると，ハラダカツクネグモはオスの形態からすると，ヒメグモ科ではなく，コガネグモ科の可能性がある．生きたままにして網を確認する必要がある（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 Toft and Wise,1999.Growth, development and survival of a generalist predator fed single- and mixed-species diets of different quality. Oecologia,19：191－197．石島報告．クモの食性を決める要因は虫のサイズ（クモより小さい）や豊富さであり，栄養的な質は変わらないと考察されてきた．しかし，餌の質を無視していいものだろうか．アブラムシは好まれないという結果や，混ぜ食いによる利益も論文があるようだ．コモリグモの一種で餌を変えて，飼育して実験を行った．与えた餌はトビムシの一種，キイロショウジョウバエ，ブユの一種，アブラムシ，トビムシ，共食いなど．齢期間が短縮するかどうか，脱皮時の体重が大きいかどうかを調べた．アブラムシは忌避されたし，トビムシでも成長に利益する種類（Tomocerus bidentatus）と，絶食よりも成長を害する種類（Folsomia candida，Isotma trispinata）があった．

[コメント]高位・中位・低位の餌は食される同じ量なのか．また，爬虫類の飼育では野外の虫と飼育用の虫は質が異なる場合がある（八幡）．この実験では捕食量はほぼ同じ．ショウジョウバエの培養基を変えて，クモに与えた実験が最近あり，そこでは成長に差が出ている（石島）．ドッグ・フードは栄養素が多いようだ（八幡）．アブラムシは植物の忌避物を含むのかも（石島）．クロウリハムシはヤクシマキムラグモに捕獲後，放り出された．チョウバエをユカタヤマシログモに与えたら次第に痩せて死んでしまった（新井）．ヤスデは有毒な臭いがする（八幡）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第128号　　2002年2月3日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，平松毅久，宮下直，安田明雄，八幡明彦，吉井光


-----------------------------------------------------------------


池田博明，2002．小田原のクモ類．小田原市史・別編自然．市史の編集方針として目録ではなく一般向きの概説を求められた．地中性，森林性，屋内性のクモなどに分けて解説した．

[コメント]記述にある日本のトタテグモ類は「受信糸を持つ」とは言えないのではないか．トタテグモの捕獲の信号は戸蓋周辺を通る虫の振動ではないか．蓋を造る行動では，蓋の外周に行く行動は見られないし（新海明）．

---------------------------------------------------------------------

Yosida,H.2001.The genus Rhomphaea (Aranea:Theridiidae) from Japan, with notes on the subfamily Argyrodinae. Acta arachnologica,50(2):183-192.吉田哉はイソウロウグモ亜科を細分する属徴として，雄の背甲の形態，腹部，栓子，コンダクター，脚の長さの比，網の有無，捕食行動，分布を挙げた．

[コメント]谷川は吉田の挙げた属徴（ただし捕食行動を除く）をコード化して，オオヒメグモを外群にして計算解析したところ，分岐は多分岐になった．クロマル，イソウロウ，ヤリは共通起源で，オナガは別に分岐していた．この結果からはこの論文のなかでの属の分類には大きな問題は無い（谷川）．ただし，捕食行動に関しては，Argyrodes属は多様で，「餌盗み行動」とはくくれない．ツノナガは網を持つ．重要な標徴として集合腺があるが，それが有ると断定できるのはヤリ，オナガ，フタオ，ツノナガ．新海には捕食習性がイソウロウグモ属内で多様化していったという仮説がある（新海）．吉田の表中に誤りがある，ヤリグモ属は餌盗みはしない（宮下）．オナガグモ以外はＩ脚が長いという特徴なのではないか．オナガグモのⅣ脚が長いのは，糸いぼまでの距離が離れているため．Ｉ脚で探る行動が重要だと思う（新海）．オナガグモのⅣ脚の絶対値はそれほど長くないと考えている．たしかある節femur？が長い（宮下）．オナガグモの初期幼体はヤリグモに似た形態をしていることも重要では（新海）．

----------------------------------------------------------------------

Punzo,F. & T.Punzo,2001. Monoamines in the brain of tarantulas (Aphonopelma hentzi) (Araneae, Theraphosdae): Differences associated with male agonistic interactions. J.Arachnology, 29:388-395. 池田報告．タランチュラの雄の食道上神経節（脳）内のモノアミン類含有量を威嚇行動の前後に調べた．60ペアを闘後の時間で３グループに分けてそれぞれ脳を取り出し，闘争後30分ではセロトニンの量とオクトパミンの量が減った，24時間後にはオクトパミンは対照と同じレベルに戻った，セロトニンは48時間後に戻ったことを明らかにした．セロトニンはストレス学説では社会行動で使われるアミン類と言われている．

[コメント]Punzoの勤めるタンパはタランチュラの飼育では有名な地域である（八幡）．これらのモノアミン類の作用はセキツイ動物でのそれと似た働きであるところが面白い（池田）．

--------------------------------------------------------------------

Tanaka,K.2001.Supercooling ability in the house spider, Achaearanea tepidariorum: effect of field-collected and laboratory-reared prey.  Naturwissenschaften, 88:431-433. 池田報告．オオヒメグモの過冷却点は夏が－8℃，冬が－20℃である．ワラジムシとコオロギで，それぞれ野外と，飼育した状態の過冷却点を調べた．さらにそれらを食べさせたオオヒメグモの過冷却点も調べた．すると，過冷却点は野外の昆虫の方が高くなった．野外の昆虫には氷核が多いためである．氷核のもとは葉屑やリター，あるいはそれらに付着する細菌などと考えられる．捕食した餌昆虫の過冷却点とクモの過冷却点との相関は有意ではなかった．

[コメント]1993年の田中論文では餌の種類での差異だった．この論文は野外と飼育下で比べて検証したもの（宮下）．

---------------------------------------------------------------------------

平松毅久，2001．トガリアシナガグモの造網過程．Kishidaia,(81):1-3.トガリアシナガグモは造網に際して，昼間に足場糸を一周しか張らなかった．比較的小さな網だった（縦糸20本，横糸22本）．

[コメント]シロカネグモの造網は夕方が主だが，昼間でも頻繁に網を張ったり，直したりしていることがある（宮下）．


-------------------------------------------------------------------------


倉上悠・柴田勇輝・豊田佳秀・三浦芳経・山内勇洋・横溝炬之,2001.ジョロウグモの網におけるシロカネイソウロウグモの行動と生態について．神奈川県高等学校理科部研究紀要．安田報告．仮説１・宿主の網の捕獲域にいる個体の方が大きい．シロカネはほとんどバリア面にいて（宿主の攻撃の回避か），体長に差は無かった．仮説２・餌を食べている個体が大きい．ｔ検定で有意だった．仮説３＆仮説４・宿主の網数，網の大きさが大きい網ほどシロカネの個体数が多い．これらの仮設は有意で検証された．餌が多いと採餌している頻度は高い傾向が見られた．

[コメント]サイズ調査では同じ網のなかでの捕獲域とバリア域を比較する必要がある（宮下）．

----------------------------------------------------------------------

高岡諒ほか,2001.タランチュラ効傷の２例．中毒研究，14:247-250．八幡報告．

コバルトブルー Haplopelma lividumに指先をかまれ，一時間後に受診．しびれ感．非ステロリド系消炎鎮痛剤と抗生物質の投与．アナフィラシキーも無い．腹部体毛による傷害もありうる．その毛が眼や呼吸器に入ると危険．

[コメント]愛好者でウサンバラ・オレンジにかまれて歩けないほど痛んだ例もある．モルヒネでも痛みが治まらなかったという（八幡）．

--------------------------------------------------------------------

高岡諒・田伏久之，2001．タランチュラ，セアカゴケグモ．救急医学,25巻2号，へるす出版．八幡報告．内容はほぼ前著と同様．[コメント]痛みを抑えるには冷やすこと（八幡）．

--------------------------------------------------------------------

石島力.2002.キクヅキコモリグモの餌メニューの餌種は等価か．石島報告．

Toft(1999)によると餌種は栄養的に等価ではない．これを参考にコモリグモの飼育実験で餌種（ウンカ・ヨコバイ類，ディプテラ類，コモリグモ類，アメンボ類）がどう効いているかを調べる予定．12月に交尾させ，産卵させて出のう幼体を飼育(予定ではヨコバイ区，ユスリカ区，コモリグモ区，アメンボ区，絶食区を設定)．餌の確保が困難なので，夏の時期に行う．[コメント]データを取るのが大変では（ALL）．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第129号　2002年3月6日　　加藤家

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，宮下直，安田明雄，八幡明彦，吉井力


＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝


　南宮峻，2001．韓国蜘蛛図鑑．池田報告


Namkung Joon, 2001. The Spiders of Korea Kyo-Hak Publishing.南宮俊氏の渾身の力作．韓国のKyo-Hak社の写真図鑑シリーズの第17巻．本書では韓国産のクモ43科546種が写真（一部は彩色図）で紹介され，更に７新種の記載文と37種の韓国新記録種の目録が付されている．同定に資するように雌雄の生殖器の図が添えられているので，日本との共通種や近縁種を調べるのに大変に役立つ．接写写真は出来不出来が激しい（なかにはかなりピントの外れた写真もある）し，彩色図もリングストロボで撮影しているように思われ，照明が悪いが同定に支障はない．この図鑑に記録された種のうち，ほぼ四分の三は日本と共通種である．［日本と共通しない種］／［図鑑の記録種］を数えてみた．日本産種が少ない科はマシラグモ科6／6種（全て南宮記載，新種１），ユウレイグモ科7／10種（南宮記載1），ホラヒメグモ科3／4種（南宮記載3，新種1），ナミハグモ科4／5種，ガケジグモ科16／16種，エビグモ科3／4種，ジグモ科3／４種　共通はワスレナグモのみ．日本産種が半数程度を占める科はウエムラグモ科7／10種，フクログモ科15／30種，ワシグモ科15／32種，ネコグモ科2／3種，ハタケグモ科2／3種，タナグモ科3／7種．日本産種が三分の二程度を占める科はコサラグモ亜科7／26種，コモリグモ科10／38種，アシダカグモ科2／5種，ハグモ科3／10種．

日本産種がかなりを占める科はウズグモ科1／8種，ヒメグモ科4／55種，サラグモ科5／36種（新種1）＋コサラグモ亜科7／26種，コガネグモ科4／66種（新種2），キシダグモ科1／6種，カニグモ科6／38種，ハエトリグモ科8／60種．

全種が日本産種と共通の科はアシナガグモ科0／22種，ササグモ科0／3種，センショウグモ科0／4種．ところで，韓国ではいったい何種が記録されているのだろうか．Kim.J.P. 1998. A list of Korean spiders (revised 1998). Korean arachnology,14(1):9-54.によれば，619種（45科，214属）．Namkungの新記録・新種は44種だから，546種／663（619＋44）種（82％）．

 本図鑑で使用されている学名は少し前のものなので，かなり変わっているものがある．

ハエトリグモ科のなかで注目種は，Rhene albigera (C.L.Koch 1848)　韓国新記録　ヒメカラスハエトリ，Bianor aurocinctus (Ohlert 1865)は，LogunovによるとクロツヤハエトリSibianor nigriculus (Logunov & Wesolowska 1992)である．Sitticus aibolineatus (Kulczynski 1895)は，韓国産の写真図鑑で同定すると，日本で河原敷によく生息する種はこれ．日本未記録種だが，分布は大陸・中国・韓国なので生息していても奇妙ではない．

Sitticus avocator (O.P.-Cambridge 1885) （= Sitticus viduus ）は，Logunovによると韓国のSitticus viduus は S.distinguendus (Simon 1868)であり，千国図鑑のコゲチャハエトリの一種であると断定．韓国産の種は千国図鑑と同種である．Heliophanus lineiventris Simon 1868 　千国図鑑のチビクロハエトリの一種である．

 図鑑未収録の韓国産ハエトリグモは，Helicius kimjoopli Kim 1995　金氏記載のジャバラハエトリ一種，Marpissa pomatia ヤバネハエトリ，Myrmarachne lugbris Logunovによればアリグモと同種，Plexxipoides joopili Kim et Yoo 1997　金氏記載のマダラスジハエトリ一種，Pseudicius koreanus Wesolowska 1981　コウライハエトリ，Rhene myunghwani Kim 1996　金氏記載のカラスハエトリ一種，Salticus koreanus Wesolowska 1981　チクニハエトリ，Sitticus pecicilloides Wesolowska 1981 Sitticus sinensis Shenkel 1963 Yllenus coreanus Proszynski 1968である．

気がついた重要な誤認は①図鑑で記載された新種のうち，Araneus fuscocoloratoides Namkung は，オオクマヤミイロオニグモ Araneus acusisetus Zhu & Song 1994である．②南宮氏撮影のキヒメグモ（♀） Achaearanea asiasticaの写真はオオクマヒメドヨウグモDiphya okumae Tanikawa 1995の誤りである（谷川明男の指摘）．キヒメグモの♀は，緒方清人氏の正しい写真（淡色型）も掲載されている．キヒメグモは色彩多型種なので，淡色型だけを掲載するのは好ましくない．③マミクロハエトリ（♂） Evarcha fasciata SEO は，眉間が黒いはずなのに，写真の個体はちゃんと白く写っており，腹背の紋様も異なっていて，誤っているとしか思えない．ホオジロハエトリ（♂）の写真　Evarcha proszynski Marusik et Logunov 1997もホオジロハエトリのようには見えない．

[コメント]センショウグモは韓国ではカイホウグモと呼ばれている．コリアを英語で綴るときに最初はCoreaと綴っていたが，アメリカのマスコミが頭文字がcだとJapanより先に来てしまうので，Koreaにした経緯がある（八幡）．韓国にはトタテグモ類がいないのが不思議．カネコトタテは北米系で，キシノウエは南方系だろうが（新海）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

八幡明彦，2002．子育てヒヒツチグモ Hysterocrates sp.の共同性．八幡報告．

　アフリカ大陸産バブーンタランチュラの大形の一属である．触肢とI脚及びI脚とII脚の基節を摩擦して威嚇音を出す．地中性傾向が強い．他のコソダテヒヒツチグモ属は乾燥地に棲むのに対し，多湿系環境に棲み，水没に強い．カメル－ン，コンゴ，サントメなどに21種が分布している．

　2000年の夏に購入したメスが10月9日に飼育容器内で産卵，8週目に孵化，その一週間後に脱皮．親が地上への出口を開けた数日後に，親の採った餌（コオロギ）を子グモ同士が奪い合う．先に食いついた個体が後から来る個体を脚ではねのけたりする．親が子を捕食したり，子同士が他個体を捕食することはないが，捕獲を補助する行動もない．

[コメント]亜社会性の行動．野外で単独生活の場合と共同の場合の捕獲効率が比較できるとよいのだが（宮下）．パラグアイのParawixiaの集団餌捕獲では異親の子とも一緒に餌に食いつく（加藤）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

 谷川明男，2002．日本産コゲネグモ科の分類学的研究．谷川報告．

３月末の京都大学での博士論文審査時の30分の口頭発表．コガネグモ科の特徴（共有派生形質はparacymbiumが内側，radixがある，カヌー型のタペータム），これまでの分類の問題点（誤同定，近似の別種がある，不明種，属が不明瞭），種の認識，別の既知種であることが明らかになった種，新種と混在していた種，新種となった種，新記録種，新種として記載した種，属を変更した種，シノニムとなった種．現在のところ日本産コガネグモは27属121種．今後の課題は各属の単系統性の検討およびAraneus属の細分の可否．

 [コメント]なぜこの研究が必要なのかというプレゼンテーションが弱い．分類の見直しの観点をきちんと提出するほうがよい（宮下）．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

ＴＢＳどうぶつ奇想天外の取材に協力

屋外でクモの観察．クサグモ，チャイロアサヒハエトリ，ウロコアシナガグモ，キハダエビグモ，アサヒエビグモ，キンイロエビグモ，ムナボシヒメグモ，アリグモ，オオヒメグモ，カレハヒメグモ，イオウイロハシリグモ，シボグモ

屋内で映画『スパイダーマン』予告編のクモ学的見方．クモは斜めのアクリル板面を登れるかの実験．タランチュラは末端毛束が発達しているので登れたが，ネコハエトリはタランチュラほどは登れなかった．イオウイロハシリグモやオニグモ類はまったくダメ．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

安田明雄，円海山のクモ．採集観察会のまとめ．神奈川新聞掲載，がんばれ理科部の紹介（第1回は足柄高校生物部，第２回は久里浜高校科学同好会，第３回は秦野南ガ丘高校天文部，第４回は横浜高校生物部）．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　　第130号　　　2002年4月７日　　加藤宅　

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，馬場友希，安田明雄，八幡明彦，吉井力


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2002．談話会市川合宿の検討．加藤報告．環境の「多様性」を理解するのにクモは適当な生物群である．絶熱危惧種以外に目を向けていく時代が始まった．例えばハツリグモは落葉をそのままにしておかないと，生息しなくなってしまうことなどは，一般の人に理解しやすい生物群である．市川市の予備調査では．大づかみな数の評価でも傾向が出ることが分かった．ある種の生活史を知って点数化する方法（産卵が見られたら何点，成体がいたら何点とか）が外国で広がってきた．実際の調査実績をもとにして，クモと環境のインタープリターとして重要な貢献ができそうである．

[コメント]都市部のクモを具体的に解説していく必要がある．目立つ種だけを量的に理解することも重要であろう（新海）．オオタカがいれば良い環境ということになりやすい．しかし，ドバトを食うことでオオタカは都市に進出してきた，栄養段階が低いはずのサシバは餌（蛙や蛇）の関係で住めない．サシバが住める方が里山環境としては良い．クモは場と結びついていて，身近に観察しやすい（八幡）．数え上げる人によって結果が変わってしまう問題，風によって隠れているので少なく見積もってしまったというような問題は残る．繰り返し観察すればよいが（谷川）．トカゲも都市では少なくなった．指標になるかも（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2002．県別クモリスト作成計画．新海報告．過去の調査実績を調べてみたところ，次の四種類に分類できた．a地域（県別リストがほぼ整備されている県），ｂ地域（まとめに入る可能性がある県），ｃ地域（既存の文献をもとにとりあえず作成してしまう県），ｄ地域（ほとんど報告にない県）．ｄ地域は談話会合宿候補地として考えている（香川県・愛媛県・福岡県・佐賀県・島根県・山口県）．県によって精度の違いはある．引用文献はきちんと明示する．４月から第二土曜11時，七里ヶ浜高校にて入力作業を開始する予定．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　　

池田博明，2002．生物図説／進化論の展開．池田報告．浜島書店の生物図表の《進化》単元にどのような図を盛り込んだら良いか．現在の素稿を示して意見を求めた．

[コメント]図説は見やすさが勝負（新海）．適応放散＝種の拡大と誤解しそうな図がある（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

アメリカ蜘蛛学会大会報告抜粋，2001．American Arachnology, No.64. 池田報告．

（１）Matthias Foellmer(Concordia Univ.)は，コガネグモの一種Argiope aurantia 雄の性的共食いを調査した．最初の挿入で攻撃される雄は75／97で，そのうちの29.3％は殺された．挿入時間が長いほど，雄が小さいほど殺される危険が有意に大きくなる．

（２）Linden Higins(Massachusetts Univ.)によると，アメリカジョロウグモNephila clavipes　雌は成長期に小さいほど遅く成熟するほど繁殖成功が低下する．しかし，早く大きくなるコストがあるという仮説を検証した．幼体の最初の体重の2.5％～23％の餌を毎日与えた．大食いさせるほど，脱皮直前に死亡しやすい．

　[コメント]タランチュラでは食い過ぎによる死亡は知られていないが，サソリやムカデでは食いすぎると死ぬという報告がある（八幡）．タガメにも例がある．捕食者は飢餓条件が普通なので，多食は不自然な場合があるのだろう（宮下）．

（３）Erin Lynam, J.C.Owens and Matthew Persons (Susquehanna Univ.)は，コモリグモの一種Pardosa milvina で触肢の欠損が求愛行動や交尾にどの程度影響するかを調査した．バージンの雌雄で，左触肢除去・右触肢除去・両側除去・完全な雄を用いた．マウント成功率は変わらなかったが，求愛行動の強さは除去した雄で低下し，雌に攻撃されやすくなった．

　[コメント]タランチュラでは第１脚を欠くと求愛の際に雌を支えることが十分に出来なくなって不都合．片方を欠いても体のバランスを欠いてしまい，体を確保できずにうまくいかない（八幡）．

（４）Simon Pollard & Robert Jackson (Canterbury Univ.)によると，Thoreliora　ensiferaは（池田註：沖縄に近縁種がいるハエトリである）雄が前顔に二本の角が出ているが，この角の役割は雄の闘争時に角でロックして，相手の力を評価する働きがあった．

（５）Sam Marshall & Richard Blatchford(Hiram Colledge)はタランチュラの防衛行動を二つのグループに分けた．アメリカ大陸の毛を飛ばすグループと，アジアやアフリカの毛を飛ばさないグループで異なる．飛ばすグループは防衛行動がエスカレートしない（八幡紹介）．

（６）J.Andrew Roberts & George Uetz (Cincinnati Univ.)はコモリグモの一種　Schizocosa　ocreataの雄が同種の雌に対してはもちろんだが，別種のS.rovneriの雌にも求愛してしまうので，種の認識について調べた．雄は雌の糸に反応するが，洗った糸や円網種の糸やろ紙では求愛反応が有意に低下したので，糸に付着する化学的な手がかりが重要と思われた．やはり別種のrovneriのそれでも求愛反応をした．また，成体処女雌の糸に最も強く反応した．

 （７）Stephanie Norton, J.Andrew Roberts, Phil Taylor & George Uetzは Schizocosa ocreata雌の交尾戦略を調べた．雌は多回交尾だが二回目はまれ（6％），脱皮後の時期により雄の受容度は変わる．最初の一週間で90％が交尾した．最初の一週間は次第に攻撃的になり，受容力は低下する．３週間後には有意に受容力が高まった．しかし，その後は低下した．雌は大きい毛束を持つ雄を選好した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

馬場友希，2002．ゴミグモのゴミリボンの視覚的効果（九州大学理学部の卒論である）．馬場報告．ゴミグモのゴミリボンの捕食者からの隠蔽的効果は実証されていない．ウズグモでは餌捕獲と防衛という説がある（渡部健）．餌を捕獲する（利益），餌が網を回避（コスト），捕食者を誘引（コスト），餌誘引（利益）などが考えられる．そこで，九州大学理学部にて朝，ゴミグモに東屋で網を張らせた後で，枠で取り，ゴミリボンの有無による餌の採れ方を比較した（９時から13時の間）．両者の網で有意な差は無かった．また，餌の分類群による差も無かった．照度などの環境要因も差は無かった．ゴミリボンは反射特性が小さい．調査回数が14回と少なかったので偶然の影響も無視できないかもしれない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

石島力，2002．野外のクモに対する双し類による間接効果（D論計画）．石島報告．修士の研究で，ウンカやヨコバイの少ない時期にコモリグモはハエ類を捕食していた．野外でハエ・ユスリカ類の発生動態の調査，クモ密度・サイズ調査，クモの捕食観察，殺虫剤による除去実験，室内実験によるハエ・ユスリカ類の餌質の評価を予定している．不耕起水田では水の抜けがあり，ユスリカの発生が低下した．今年は耕起して水を保つ．

[コメント]セトルラーの課題と似過ぎていないか（宮下）．彼らの実験では腐食性物質が増えたために捕食者が増えたことが検証されていなかった（石島）．フェノロジー，殺虫剤をまいている，ウシの糞をまいている（害虫のレスポンスは無い），肥料を与えることによる植物のボトムアップ効果が無視できない等，セトルラーそそれは結構，粗っぽい実験でしかなかった（宮下）．栄養条件を見るには背甲幅だけでは不足なので，体重などと回帰して肥り具合を見ること（宮下）．不耕起栽培の注目度は？南米ではコストの関係で不耕起が普通である（加藤）．愛媛大学の日鷹氏の許で研究している（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

石島力，2002．ユスリカはコモリグモの餌として有用か．石島報告．12月にキクヅキコモリグモ雌成体と雄成体を交尾させ，二週間後産卵，さらに二週間後子グモがふ化．４齢までショウジョウバエで飼育した．ユスリカ区（３日に一匹），ツマグロヨコバイ区（７日に成虫一匹），給餌なし（水のみ）．ユスリカ区の場合，５齢までの生存率が低下しない，４齢期間が短縮する，５齢の背甲幅が大きいという結果が得られた．今後は給餌を余るほど行う予定．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

八幡明彦・梅林力，2002．ガラス板に張りつくタランチュラの脚先・および他のクモの脚先．八幡報告．先月の｢どうぶつ奇想天外｣の実験で使用したクモの（脱皮殻の）脚先の走査電子顕微鏡写真が梅林によって撮影された．タランチュラはガラス板に張りつくのに脚先のごく一部（末端毛束）を使っている．この毛束の側面に広がるパッド状の部分は樹状性のタランチュラでは使われているかも．SEMでタランチュラ成体・幼体・ネコハエトリ亜成体雌・ナカムラオニグモ亜成体雌，イオウイロハシリグモ幼体の脚先を撮影した．毛１本当りが支える重さはネコハエトリでは0.025mg，タランチュラ成体では2.5mg．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　次回は5月12日，談話会採集会の日．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　　第131号　　　2002年6月2日　　加藤宅

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

新井浩司，池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤直子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，長崎緑子，馬場友希，安田明雄，八幡明彦，吉井力


　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　


足柄高校生物部，2002．クサグモの棚網の補修．池田報告．クサグモの個体数を調査するためにクモの有無を確認する方法として，棚網に穴を開けてみたところ，クモのいる網では翌日100％修復された．

[コメント]最初は糸が細い．夜間は迷網部に出現する．コクサグモがクサグモが終わって空いた網を使うことがある（宮下）．音さでもチェック可能（加藤輝）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

加藤輝代子，2002．市川市小塚山クモ目録．加藤報告．5月12日採集会の記録．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　

池田博明，2002．生物Iに投げ込む進化学習．池田報告．神奈川生物研究会および日本進化学会シンポジウムでの発表予定の講演．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

TBSどうぶつ奇想天外の実験映像.｢スパイダーマン｣特集で放映されなかった，タランチュラの壁のぼりを見る．八幡明彦の知人の説｢常緑広葉樹の葉の表面を歩くための適応が末端毛束である｣．実際にゴマダラカミキリの附節にも毛束がある．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Schafer,M.A. and G.Uhl,2002. Determinants of paternity success in the spider Pholcus phalanngioides (Pholcidae:Araneae) : the role of male and female mating behaviour. Behav.Ecol.Sociobiol.,51:368-377.馬場報告．

イエユウレイグモの交尾行動で精子置換行動と推測される行動（PPM）が第２雄の精子使用率と関連しているかどうかを研究した．雄の触肢のプロカーシが雌のゲニタリア内部を動く行動（PPM）が観察された．続けて交尾させた場合，後オスの方が交尾時間が短いにもかかわらず，P2値（第２雄の精子使用率，アロザイム分析により決定）が高い．雌にとって初回の雄のPPMの回数は雄の年，体重とは関係が無かった．二回目に交尾した雄のPPMは年を取った雄ほど少なかった．どちらの場合もPPMの回数が多いほど受精成功率が上がった．初回の交尾では交尾行動を止める主導権は雄が取っているが，二回目の交尾では雌が交尾行動を止める主導権を取っている．

[コメント]クモでも精子置換と思われる行動がある点に注目したい（馬場）．雌のゲニタリア内に残る精子の父性が分かれば定量的な調査が可能と思われる（八幡）．後オス優先なら交尾後ガードが進化してもよいと思われるが本種では見られないのか（宮下）．本論文中には記述なし（馬場）．第２雄が圧倒的に短い交尾時間で高い父性を獲得しているのに，第１雄がずいぶん長い交尾時間なのはどうしてだろうか，また，雌の交尾受け入れ可能時期はどうか（宮下）．記述がない（馬場）．偽交尾行動があると交尾時間は長引く（池田）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

八幡明彦，2002．韓国クモ図鑑のクモの韓国名について．まずコガネグモ科から韓国名を解説した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

八幡明彦，2002．ボルネオ蜘蛛紀行．4月26日から5月2日までサバ州を中心にボルネオを観光した．既にウェッブ・ページに公開している．アシダカグモ，キヌアミグモ，マラバルジョロウグモモドキ，ミナミノアカイソウロウグモ，オオジョロウグモ，ヒメグモの一種，樹上性のタランチュラ，ハエトリグモ２種，コガネグモの１種，ジャノメグモ，スナガドヨウグモ，ヤリグモの一種などなど．芳香を出すヤスデも見た．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

池田博明，2002．物理のテスト問題を生徒が作る，神奈川県理科部会報．２年の｢物理｣の授業を担当せざるを得なくなった．定期テスト問題を生徒に作らせるという試みは悪くなかったが，斜方投射の問題では２個の条件を設定すると，残りの２個の変数は自動的に決まってしまう．そのことに気づかなかったが生徒の指摘で気が付いた．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第132号　2002年9月8日　＆　10月6日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
9月8日　安藤昭久，新井浩司，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，平松毅久，宮下直，八幡明彦，安田明雄，吉井光


＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

新井浩司・吉井光，2002.各地のクモ相調査．新井・吉井報告．

　福島県郡山市逢瀬町多田野の標高320mの丘陵地でクモ相を調査．田んぼと周辺の水路，草地，畑地，林縁から6月22日に60種を記録．また，他の２箇所，新潟県佐渡郡新穂村田野沢（8月20日調査）と千葉県佐原市掘ノ内周辺にて水田のクモ相（慣行，有機栽培，不耕起栽培）の比較調査中．田んぼのクモ調査票を調査者に配布して調査してもらう．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　安田明雄・豊田佳秀・山内勇洋・酒井俊・宮田尚幸，2002．静岡県下田市でアカイソウロウグモを発見．Kishidaia投稿中．安田報告．8月13日に下田市の海岸沿いの遊歩道でジョロウグモに居候する（16例）アカイソウロウグモを21頭発見．1頭はオニグモの一種に居候していた．また，同居するシロカネイソウロウグモも5例見られた．

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　八幡明彦，2002．千葉県野田市（利根運河）三ケ尾のクモ．八幡報告．2001年9月～2002年9月の調査で27科141種が観察された．ムツトゲイセキグモ（千葉県最北の記録），キタヤハズハエトリ（千葉県新記録），オガタオニグモ（千葉県新記録）など注目種があった．

ビジョオニグモの出現傾向からクモのソースハビタットとしては湿地に隣接する明るい林縁が有効と思われた．環境指標種としての有効性を考察した．新海栄一（1998）の環境指数を求めると160.4となり，里山型環境としての評価は｢悪化｣であった．千葉県の里山は東京都及び神奈川県の里山とは成立過程が違うことと，里山環境を積極的に評価する観点からは，新海の評価は検討を要するのではないか．

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　八幡明彦，2002．加治木クモ・フェスタ2002報告．八幡報告．日本蜘蛛学会大会開催期間中に同時に行われたクモ・フェスタの準備・実行委員であった八幡の記録．フェスタ前日（8月22日），展示会場設定．23日夕刻より親子クモ観察会．24日シンポジウム｢くも好き文化とくも嫌い文化｣．レセプションで｢クモ合戦実演　加治木町対蜘蛛学会｣．熊本県のくも合戦文化を子どもに伝承する会の藤本宏さん，クモ合戦優勝者の谷口信彦さんも会場に駆けつけた．25日，斎藤慎一郎さんの｢ナガコガネは闘うか｣実験．

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　八幡明彦，2002．コガネグモ｢谷口個体群｣の研究計画．八幡報告．2001年のクモ合戦優勝者である出水市の谷口信彦氏から聞いた話をもとに，谷口個体群で強いクモが選抜されてくる仕組みを調べる．

　仮説１：気候・餌・造網足場条件の良いフィールドに周辺地域から採集した幼体を放すことで多数の個体が観察できる場所である．

　仮説２：ここでは秋冬に多くの餌がある．その結果，春先にはクモが他の場所よりも大きくなっている．

　仮説３：高密度のため，生長に伴い造網場所をめぐる闘争が起こり，強い個体が選抜される．仮説を検証するために谷口氏本人への月１回の電話調査，4月と6月には八幡が現地調査（植生，造網位置，生長サイズ，餌メニュー，行動，密度など）を行う．

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　谷川明男・八幡明彦，2002．日本最大のクモ．遊糸次号予定.谷川報告．

　日本最大のクモはオオジョロウグモ，徘徊性ではアシダカグモとされてきた．しかし，実際に大きさ感に影響を与えるレッグ・スパンや体重も加味した大きさ指数を考案して，比較すると，大きさ指数の最大種は徘徊性では奄美大島産オキナワアオグロ，造網性では鳩間島産オオジョロウグモであった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

10月6日　安藤和久，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2002．クモの糸について．「NHK科学大好き土曜塾」で子供の質問に答えるコーナーでクモの糸をとりあげる予定．質問「クモの糸はどうして出るのか」，解説予稿を報告．糸腺から出る糸の用途や糸の強さなどを文献で調べた．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Opell，2002．How spider anatomy and thread configuration shape the stickiness of cribellar prey capture threads．J.Arachnol.,30:10-19.池田報告．篩板には単一篩板と分割篩板がある（単一篩板が原始的）．ハグモMallos属には単一と分割があり，吐糸管数と篩板幅が比例し，粘着力は吐糸管数に関連することが知られていた（Opellによる）．本研究では篩板糸（cribellar threads，「そ糸」と呼ぶ表現は現在では表記には難点がある）がループ状で太いものと，線状で細いものを比べた．カヤシマグモ科のKukulcania hibernalis （体重はワイトケラの37倍）とハグモ科の Mexitlia trivittata は，ウズグモ科の2種 Waitkera waitakerensis とUloborus glomosusよりも太くて粘性もあった．篩板幅と吐糸管数は関連し，篩板糸の太いものほど粘性は増した．粘性を調べる接着板はサンドペーパーを使用（ハエの羽と同様という）．

［コメント］粘性の測定法はOpellが考案した方法で，両天秤形式で一方をまず定速で糸に押し付け，もう片方に荷重をかけて離れるときの力を測定する．グラフに表れた統計的な誤差がこれだけ小さいということはかなり精度の高い測定をしている．平均値が大きくなるとバラつきは大きくなる．個体発生に伴う粘着力の発展の種間差異および適応という未知の課題は興味深い．Opellは他誌で篩板糸の粘性が静電気によることを報告している（宮下）．ハグモは尻を上に上げてすき出してから付ける行動をする．ウズグモは連続的に付けていく．造網行動からもこのループ状構造は納得できる（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤和久，2002.生物分布図表示ソフト改造計画．安藤報告．HTMLに吐き出すようなプログラムを作成した．表示機能，検索機能を改善した．

［コメント］勤務先でGIS評価を進める計画あり（加藤）．キシノウエトタテグモの分布は地史的な条件が関係するのでは．過去・現在の海抜0ｍ地帯には生息していないのではないか（八幡）．千葉県は分布的に興味深い，「島」的（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明,2002.ツノナガイソウロウグモの卵のうとクラッチ・サイズ．Kishidaia,（83）.池田報告．神奈川県秦野市採のツノナガの２個の卵のう中に11個，9個の卵があった．

［コメント］ツノナガは意外に多い（谷川）．フタオは円網に入る．見分け方は『遊糸』に書いた（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明,日本の教科書とアメリカの教科書・遺伝の内容.遺伝2003年１月号予定．池田報告．高校および中学教科書の生物内容とくに遺伝学の変遷を詳述した．

［コメント］新聞を読めない高校生でいいのかという観点はないのか（安藤）．普通のひとが数式を使うことで抽象的なことが理解できる（宮下）．教育観や生徒を取り巻く状況がアメリカとは異なる（八幡）．自然多様性について教える前に基本を高校で学習していないことに驚いた（加藤）．塾の議論が中学１年までは盛りあがる（新海）．高校数学で数学がもっとどう使えるか，ツールとしての利用を教えて欲しい（宮下）．分からないことが分かったことによってどうなるのか（宮下）．ドーナツの体積が積分で判ることを中学で知って，数学に興味を持った（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Miyashita,T.,2002. Population dynamics of two species of kleptoparasitic spiders under different host availabilities. J.Arachnology.,30:31-38.　宮下報告．

 異なった地域でホスト構成が異なる場合のミナミノアカイソウロウグモとシロカネイソウロウグモの個体群動態を調査した，記載的な論文．

　沖縄県の各地でジョロウグモが生息する場所では両者は同じような動態を示す．ジョロウが生息していない伊平屋島ではミナミノアカは少ない．ジョロウの網上では11月にミナミノアカは増える．シロカネイソウロウは多分イナミノアカに抑えられて（排除されて）減っている．本州ではシロカネイソウロウは夏にピークが来ている．それぞれのイソウロウのホスト選択を評価すると，網面積のわりにジョロウグモ，オオジョロウグモが好まれ，チュウガタシロカネは避けられている（チュウガタシロカネは攻撃的）．餌昆虫（ヒメヨコバイ）は11月に多い．

［コメント］両種はどのような競争か（谷川）．ミナミが捕獲域にいるとシロカネはそれ以上侵入して来ない（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2002．オオトリノフンダマシとトリノフンダマシには雑種ができる？

広島県神石郡神石町で，お盆にオオトリノフンダマシ雄の全身を震わせる求愛行動が撮影された．そして別の場所でトリフン♀に求愛しているオオトリフン雌を採集した．

［コメント］アカイロトリノフンダマシの求愛も同様に全身を震わす．東京都あきるの市の広徳寺で卵のうがオオトリフンとトリフンの中間型で，雌親は模様も中間型で外雌器が奇形（左右対称でない）だった例があった（新海）． 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第133号　2002年11月10日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
新井浩司，安藤昭久，池田博明，井出和美，加藤輝代子，斎藤祐二，佐藤幸子，新海明，宮下直，八幡明彦，吉井光.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明,2002.スズミグモの全国分布調査・千葉県や山陰地方（滋賀県，島根県）からは発見できなかった．東京都新宿区新宿御苑に雌（5成体）雄（1成体）が生息している（安藤，2002）ので,「新宿でスズミグモを見る会」を企画する予定．都市部（東京23区）の公園のクモ調査の一環と考えている．初心者にも親切な観察会を兼ねている,6月と9月か．轟緑地とか，井の頭公園，飛鳥山公園，金太郎緑地．臨海部にも興味がある．

［コメント］ときには公園の管理者に話をしておく必要もある（八幡）．都市が管理しているときは基本的には採集禁止（斎藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明・新海明・谷川明男，2002．「クモの巣と網の観察事典」企画,文葉社予定．クモの網中心の本の企画．新海栄一「日本産造網性クモ類の網型の分類」（1989,八木沼還暦記念論文誌）を網の名称の参考にする．ただし，絹糸帯円網という名称ではなく篩板糸円網の方がいいのではなないか．［コメント］網の形態分類をこまかくするのではなく，造網行動や進化的なトレンドを重視して欲しい（新海）．網の標本の作成法などの実践写真を入れてわかり易く（八幡）．クモの識別もしっかりできる必要があるし，並列的に羅列するより強調点を明確に（宮下）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

神奈川県侯等学校理科部研究発表大会（11月9日）より教育長賞の紹介．池田報告．

弥栄東・西高校環境生態部,2002.チョウを中心とした市街地緑地の種の保存と供給．

山麓から連続した緑地によりチョウが供給される．春と秋にチョウのピークが見られたが，特に春のチョウが都市化によって影響を受けた．都市の緑地の公園では採集種数はそれほど違いはなかった．都市の点在する緑地がチョウの供給源となる．［コメント］秋のクモは渡りのクモ．春のクモはその環境のクモだから都市化により影響を受ける．種毎の公園の違いによる再捕獲数の差が重要．種のバックグラウンドに注意（宮下）．

足柄高校生物部，2002．足柄地域の水田のウキクサ.池田報告．アオウキクサとウキクサの２種が分布しているが，上流部にはウキクサは無かった．光合成量は等しい（23.2℃,6000ルクス）．浮き草があると水温はやや高くなった．この効果を「マット効果」と名づけた．実際の水田では測定できなかった．［コメント］水草は局所的にはザリガニなどの捕食効果で減ることがある．水温（10度，15℃）×栄養塩類（上流の水，下流の水）でマトリックスを作って調査すると効果がわかる．水草は関西では水質汚染が原因で減る（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦,2002．オガタオニグモの生態.ビデオ映像.2001年秋に理科大の理窓公園にて発見．スギの葉先に10ｃｍ～15ｃｍの垂直の呼糸円網でリトリートに生息（昼にも網が見られる）．カラオニグモに似た腹部で赤いクモという印象．撹乱地のスギ林で見つかる．オスは未記載．希少種かもしれない．［コメント］イシサワオニグモ幼体と思っていた可能性がある（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　斎藤祐二，2002.江戸時代の貝原益軒著（推定），倭爾雅（わじが）巻之六にクモの記述がある．蜘蛛（クモ）＝「網で虫を取る」，絡新婦（マタラグモ）＝「赤班者名絡新婦」，ツチグモ，壁銭（ヒラグモ），蝿虎（ハエトリ），虫篇に喜の字に子（アシタカグモ），花蜘蛛（ジョラウグモ），蛛糸（クモノイ），蛛網（クモノス）の記述がある．木版本である．

　書写本の『詩経虫図説』に「サカリグモ」あり，小さな図からはクモを特定できないが，網を張らずに屋内で着衣につくから，アシダカグモか．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ報告　　　　第134号　　　2003年1月12日　　　加藤家


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


安藤昭久，池田博明，井出和美，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，安田明雄，八幡明彦，吉井光，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


安藤昭久，2003．小塚山採集のテングヌカグモの一種は関東（東京・茨城）でときどき採集されている．しかし，似た別種がいることが分っている（前種の雌と同居させると共食いされる）．千国の図鑑のテングヌカグモ（原記載の図と同じ）は採集したことがない．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


八幡明彦，2003．ALIEN　SECIESを規制する法律が検討されている．クモについて例示はゴケグモが書かれているが，生物多様性の観点だけでなく，日本では価値観の異なる人の健康への観点が入っている．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Opell,B.P.,2002. Estimating the stickiness of individual adhesive capture threads in spider orb webs. J.Arachnology, 30:494-502.　（円網性クモ個体の粘着糸の粘性の計算）　池田報告．５種（シロカネグモの一種，コガネグモの一種，トゲグモの一種，ゴミグモの一種，オニグモの一種）の成体個体が生産した円網の粘球の分析と２種（コガネグモの一種とトゲグモの一種）の個体発生的な研究によって，糸の粘球量（粘球の幅と長さ，1mmあたりの数から算出）が直接粘性に相関していることがわかった．

[コメント]粘球に質的差異がないならば粘球量と粘着力の相関をとったfig.6（あるいはfig.5）でよい．系統差を除去するにはfig.3が必要である（この研究は物性的な観点が強いのでこの分析が必ずしも必要不可欠ではないと思うが）．この解析法は両種間の結果の差をとって比較するものでフェルゼシュタインがAmerican　Naturalistに投稿した．講義後に解析のアイデアを提供した女子学生がいたのだという．系統に制約されていないことがfig.3でわかる（宮下）．粘球力を予測するのに一致率の高い３種のモデルを検討したとあるが，このモデルとは？（池田）．モデル１は種の成体の測定値を用いたが，モデル２は個体発生に応じての種内の値，モデル３は全体のデータから（宮下）．要約に約11％の誤差率だったということが書かれていたのはモデル3の結果だった（池田）．サイズの制約などでは種間と種内の相関が一致しないことがある（宮下）．個体発生に応じて粘球量が小さいと粘着力も小さいことを表したfig.4が興味深い．ここで検討されているゴミグモはほぼ均等に粘球が大きくなっているが，コガネグモのデータは初期は相関の直線の下にあるのが後期には上にくる．この種の差異が要検討ではないか．つまりコガネグモは餌選択を変えているのだが，それに応じた形質変換があるという意味ではないか．腐食連鎖から生食連鎖への変換に応じた適応形質のスィッチ切り換えではないか（宮下）．　　

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Uetz,G.W., Papke,R. and B.Kilinc, 2002. Influence of feeding regime on body size, body condition and a male secondary sexual character in Schizocosa ocreata wolf spiders (Araneae, Lycosidae): condition-dependence in a visual signaling trait. J.Arachnology. 30:461-469.  コモリグモの一種で体のサイズ・体調とオスの二次性徴における捕食レジームの影響：視覚的な信号形質における体調依存．　池田報告．コモリグモの一種のオスは，前脚のパテラとティビアに長く黒い剛毛からなるタフト（毛束）を持つ．｢この毛束が体調依存形質である｣という仮説を検証するために，多食と低食条件を用意して，実験室内飼育をしたクモのオスを調べた．捕食歴によって性的成熟に達するエージと幾つかの体のサイズは有為に変異した．多食したクモはより生存し，早く成熟し，有意に大きく，より体調（体調インデックスを測定）も良かった．さらに多食したクモは体に比べて毛束も大きかった．これらのデータは，体のサイズと体調と明白なオスの視覚的な形質が捕食歴によって変異し，これらが配偶者選択におけるオスの質の｢正しい指標｣として使われている可能性があるということである．

［コメント］fig.７が面白い．餌が多い（条件がいい）と相対成長以上にタフトに投資することが分る．つまり，悪条件のときにはタフトに投資できない．タフトはウソのつけない信号（honest　signal）であるからこそ性選択の意味がある．ただし，餌条件がいいことが遺伝的に決まっているかどうかが問題．餌が取れないことが偶然性に関与するならメスが選ぶ意味がない．この場合は体調に対してオネストであると言っている．遺伝子に対する選択が働いているかどうかは検証するのは難しい（宮下）．経験上遺伝的に餌取りが下手な個体はいる可能性がある（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Clark,D.L. and B.Biesiadecki, 2002. Mating success and alternative reproductive strategies of the dimorphic jumping spider, Maevia inclemens (Araneae, Salticidae). J.Arachnology, 30:511-518.　（ニ型のハエトリグモ，マェヴィア・インクレメンスの配偶成功と代替繁殖戦略）　池田報告．オスにニ型をもつハエトリの配偶成功度を比較した．交尾成功，配偶行動と時間，受容の信号，生産子孫数においては，型による有意な変異はなかった．しかし，メスからの距離の関数としての視覚的な定位の潜伏時間に関しては異なっていた．メスに近いほど，グレイ雄がタフト雄よりもメスの注意をひきつけたので，潜伏時間が短かった．逆にいえば，雌から遠いほどタフト雄が雌の注意をひきつけたので求愛時間は短かった．雄は配偶成功が等しいレベルに達していたこと，ニ型雄は雌からの異なった距離での求愛に関する代替繁殖戦略として進化したことを示唆している．

[コメント]この種はマエヴィア・ヴィッタータと言われていた．『クモのはなし１』にも取り上げている．タフト型は暗色型，グレイ型が明色型といわれていた（池田）．このハエトリの亜成体の形質には二型があるのだろうか．二型が維持されるためには分断選択が起こるはず．つまり，中間形質が選択されるということになる．捕食者が中間形質を選択するのだろうか（宮下）．論文には幼体の色彩の記述はなかった．ハエトリでは最終脱皮で大きく変化する例がある（池田）．シロオビアゲハのメスにはニ型がある．このチョウは捕食者に対する適応である．アズマヤドリやカエルには雄の二型の例があるが稀（宮下）．この種では色彩が異なる点がある．グレイ型雄にはオレンジ色の触肢と前中眼上縁に白帯がある（池田）．ビデオ撮影の例をTVで見たことがある．動作と色彩を組み合わせて，CGで検討していたと思う．タフト型雄は離れた距離から上半身を持ち上げるのに対し，グレイ型雄は匍匐しながら横に動く．つまり，動作も異なる（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2003．黄金郷プロジェクト．八幡報告．加治木町ではクモ保全が積極的には行なわれてはいない．町で保全区を作ったほうがいいと提案している．その裏づけとなるデータを収集する．「クモ合戦」での優勝者である谷口信彦氏のデータを併せて利用する．良い場所とは，冬でもアメリカミズアブが多発生する「養鶏場」の付近で，「壁」になっている環境，枯れ草が作る「籠の中」にいる．午前中に「日照のある」ところ，幼体の「造網に有利な」場所．成長段階でどの要素がはたらいているかを異なった環境の比較で調べる．体長を調査したところ，九州内の薩南と加治木，九州と伊勢原（神奈川県）の間で有意差があった．良さにはスケールの違いがある．地理的，地形的，立地的なスケールで「良さ」を把握する．コガネグモはもともとは河川敷で繁殖・進化した種ではないか．6月の第３日曜が「クモ合戦」．

［コメント］地区レベルではクモはむしろ広く薄く生息しているのではないか．養鶏場といっても関東と九州では異なるだろうし（宮下）．養鶏場から畑へ巻かれる堆肥も含めての環境まで考える（八幡）．養鶏場の規模や形態も問題となるということですね（宮下）．草刈りの影響はあるのか（新海）．草刈りの影響はあるし，台風の影響も大きい．谷口氏の最終野外飼育場は樹木中心であった（八幡）．最終野外飼育場には幼体を放しても翌年はあまり大きな個体が出ない．良い場所では地温が高い（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安田明雄ほか，2003.アカイソウロウグモの卵のうの観察．Kishidaia,84：予定．安田報告．

　静岡県下田市で2002年8月13日に採集したアカイソウロウグモ雌が産卵した数はA雌が8月19日22卵，B雌が8月27日3卵，C雌が9月18日14卵＋10月１日22卵（C雌はナガコガネグモの網に同居させた）．卵のうの形態はシロカネイソウロウグモに似る．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明より諸連絡：東京クモ談話会合宿について．2003年8月20日（水）～22日（金）：北海道－糠平にて．４月30日まで〆切，世話人は新海明・甲野涼．ちなみに日本蜘蛛学会　8月23～24日．航空各社の誕生日割引が使える人は格安．萱嶋泉氏が，軽い脳梗塞で，荻窪北口から教会通り沿いの衛生病院に入院でリハビリ中（面会時間3時から5時，6時以降）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　東京クモゼミ報告　　　　第135号　　　2003年2月2日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
安藤昭久，新井浩司，池田博明，石島力，井出和美，加藤輝代子，加藤倫之，斎藤洋一，新海明，高田まゆら，谷川明男，平松毅久，宮下直，八幡明彦，安田明雄，吉井力

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子,2003．レッド・リスト中のクモ.ウェッブ上に出ている予定の種に選定されていない種で重要種がある．選定の経緯を明瞭にする必要がある．千葉県市川市小塚山の採リストをまとめている．

［コメント］リター層と一概に言われるが，コサラグモは層ごとに住み分けしている．イマダテテングヌカグモは1cm四方の網でしかない．アリマネグモは林床の上層に造網する（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明,2003.クモの網の本の冒頭紹介.文葉社で予定している網の本の冒頭．A5判で予定．「クモの巣という誤解」「クモは網を張るという誤解」など．

［コメント］網に関して，英語ではトビケラなどではnetを使っている．糸はsilkとthreadを使い分けている．化学的物質としてはsilkという語感．糸食いのときはsilkではなく，threadまたはweb  materialと言う（宮下）．コガネグモの体色が警戒色であるという証拠は（多分そうだろうが）出されていない．Craigなどが誘引色であるという仮説を出してい．最近ではトゲグモで誘引効果があるという証拠が出ている．Tsoはオオジョロウの黄色と黒色のタイプで黄色のタイプに餌が多い．オーストラリアのアズチグモ類似種は白いクモだが，花の上にいると蜜標と間違えてハチが誘引される．鳥にとって隠蔽的擬態でハチにとって攻撃的擬態でもある（宮下）．昆虫写真家の佐藤有恒氏はアズチグモが周囲の条件によって紫外線の反射率を変えているという報告をしていて，フェーリクスの本に記述されている（池田）．捕食時間と虫の大きさの違いに興味がある（斎藤）．梅林力によると，ワスレナグモの巣内には餌の残骸がない．これはゆっくりカスも食べているせいではないかと言う（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Vollarth and Knight,2001. Liquid crystalline spinning of spider silk. Nature,410:541-548. 池田報告．　クモの糸のレヴューの一部を紹介．クモの糸腺のタンパク質的研究はアメリカジョロウグモで行われている．梨状腺・葡萄状線の糸液は多様なアミノ酸で構成されているが，管状線，瓶状腺，鞭状腺の順にアラニンやグリシンに特殊化していく．大瓶状腺のタンパク質はアメリカジョウロウグモで分析された．分子量は275ｋDaと320ｋDaで，２本のポリペプチド鎖から成る．スピドロインI（クモ糸タンパク質の一種である）を含む部分と含まない部分がある．s-s結合は３～５個．他にしおり糸のサブユニットとしてスピドロインIとスピドロインIIが発見されている．

もっとも進化した横糸を作る鞭状腺からは別のタンパク質が発見されていて，３モティーフ（同じオーダーで繰り返し構造となる）をもつ．このうち，最大のモテｨ－フは（GlyーPro－Gly－Gly－X）ｎの形でこれが横糸の構造特性（弾性力が大きい）を作る．* 弾性力が大きい

　スピドロインは親水性のポリアラニン・ドメインと疎水性のグリシン・リッチ・ドメインから成るこん棒状の分子で，糸腺には高濃度で貯蔵されており，引き出されて繊維となる．引きだされていないスピドロインの分子構造は最終的な繊維の構造と異なる．その構造変化はシルクワームのシルク１と似た構造で，繊維にあるβプリーツ構造を欠く．30％がαらせん構造，40％がランダムコイル構造，30％がβターン構造（ルースとダイナミックが混在）であった．ちなみにしおり糸はポリアラニン・セグメントはらせん構造，グリシン・リッチ・セグメントはβシート構造であった．

[コメント]スピドロインは｢スパイドロイン｣の方がよいかも（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

  長崎緑子，2002.千葉先生の生物リポートの“葉隠れ”のクモ（毎日新聞あきたワイド）

の間違い．宮下報告．図中にオナガグモの尾先から糸が出ていて，第２脚で糸を使っているなど間違いが見られる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Okuyama,T., 2002. The role of antipredator behaviour in an experimental community　　of jumping spiders with intraguild predation. Popul.Ecol.,44:121-125.池田報告．

　ギルド内捕食について直接・間接的な効果を実験室内で研究した．2種のハエトリ，大きなハエトリ Phidippus audax （トップの捕食者PA）と中形のハエトリ Phidippus octopunctatus （中間捕食者PO）とキイロショウジョウバエ（餌）20頭を，各ハエトリ数を変えて（0頭，１頭，3頭，5頭），狭い管内に入れてハエの生存数との関係を調べた．PAの口器を糊付けした存在の危険ありギルド「risk-IGP」ではPAが増えるとハエの生存数が上がった．これはPOの対捕食者行動のためである．PAがPOとハエの双方を捕食できる完全ギルド「 full-IGP」ではPAが増えるにつれハエの生存率は下がっていく．POが4頭ではハエの生存数はPA数に関わらず等しい値になっていた．

 ［コメント］捕食者が餌に与える影響には直接の捕食量だけでなく，トップの捕食者が中間捕食者の行動を変えるという観点が注目されてきた．トップの捕食者がいることで危険性だけがあるという効果を分けて考える．この例ではriskが影響している状態を考慮してfullの効果を考察する必要がある．この論文には独立に危険率を数値で出した方法論的に評価できる面がある．クモが害虫を防ぐ効果としては直接捕食するだけではなく，間接的に害虫を撹乱する効果も知られている（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2003.タランチュラは月の満ち欠けを感じているのか．八幡報告．　室温26℃，ほぼ主に12L12Dだが不規則という条件で飼育している．新月の夜に産卵することが多い印象があった．実際にはどうだろうか．21例をまとめると，43％は新月だったが，産卵タイミングは必ずしも新月ではなかった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　石島力，2003.異なる餌条件下におけるキクヅキコモリグモの生存と発育．石島報告．

　セスジユスリカ，ツマグロヨコバイ，ユスリカとヨコバイを交互（混合餌区），ショウジョウバエ，絶食の５種の条件下で，10月上旬の卵のうから孵化した個体を３齢（平均体重1.7～1.8mg）から処理区での飼育を行い（２齢ではショウジュバエ），餌としての質を比較した．生存率からすると餌の質は良い方から混合，ユスリカ，ツマグロ，ショウジョウバエ，絶食．成長からすると，混合餌区が良い．ヨコバイに対する忌避はヨコバイ区では最初はないが，給餌回数が増えるにつれ見られた．混合餌区では忌避は見られなかった．　今後の課題はユスリカはなぜ良質な餌なのか．なぜヨコバイを忌避するのか．なぜ混合餌にすると忌避しないのか．ヨコバイ害虫としての捕食者クモの効果はどの程度か．

［コメント］セスジユスリカ区の結果は混合餌区の結果と等しいから，餌の質はユスリカで決まっており，ユスリカの飼育餌であるコイの餌という栄養が影響しているかもしれない（宮下）．捕食者としての役割は殺すだけでも可（宮下）．混合餌区ではほとんど食べた（石島）．他の餌は忌避するのか（高田）．他の餌は忌避しなかった（石島）．宮下和喜のキクヅキコモリグモの論文があるが，野外個体より大きくなったという結論だったのでは？

（宮下）．長日条件下の飼育になっているがその影響があるかもしれない（加藤）．Toftは長日条件で飼育しているし，野外個体より小さい（石島）．餌が動かないと捕獲しないのか（高田）．また，徘徊性の種は餌の振動がなくても捕獲する（石島）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　平松毅久，2003.1990年代以降の埼玉県のコガネグモの記録．平松報告．これまでに18地点で確認しただけ．10頭以上の雌成体を確認しているのは飯能市宮沢・東松山市岩殿・北本市荒井．山麓の谷津田に隣接する草地（休耕田）や河川敷の草地や湿地に多く見られた．八幡明彦は越冬前の餌確保が重要と指摘している．

[コメント]周辺の場所に関わらず，供給源であるメタ個体群の変化が重要（宮下）．小塚山では幼体は見られた（八幡）．分布の限界では環境要求がきびしいので，幼体の餌の有無が重要であるという仮説がありうる（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ報告　　　　第136号　　　2003年4月6日　　　加藤家


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


安藤昭久，池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，島崎彩，谷川明男，馬場友希，宮下直．　先月3月2日のゼミは池田欠席


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


池田博明・新海明・谷川明男，2003．クモの網の不思議．出版予定草稿．池田・新海報告

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

島崎彩,2003.雑食性捕食者における２つの食物連鎖への依存度の変異性：そのプロセスと帰結．生態学会関東地区大会発表．島崎報告．地上捕食者（ここではクモ）にとって生食連鎖のほかに腐食連鎖も重要な資源供給源である．それぞれの資源は量的・質的に異なる特徴をもつ．これらの資源がクモの成長や体サイズにもたらす帰結を明らかにしようと本研究は計画した．

　方法は2001年5-11月と2002年4月に千葉県鴨川市のスギ森林と草地でそれぞれ近縁の２種（森林のコシロカネグモと草地のチュウガタシロカネグモ，森林のコガタコガネグモと草地のナガコガネグモ，両環境のジョロウグモ）に注目し，餌資源はマレーズトラップで捕獲して，比較を行った．

　夏から秋にかけて草地では生食連鎖に依存していた．生食・腐食連鎖ともに小さい餌に偏っていたが，草地では８月にバッタを餌にしていたように大きな餌が存在する．餌資源とクモ類の体サイズには相関は認められなかった．取れる餌の最大サイズはクモの体サイズに依存することを考慮して補正してみたとき，シロカネグモだけで正の相関が見られた．

［コメント］腐食連鎖の重要性は明らかになったのか（安藤）．5月頃は腐食が重要である（島崎）．腐食の重要性を提示するには取り上げたクモのサイズが大きすぎるのではないか（加藤）．コガネグモの場合は幼体時は小さい餌をとっているが，大きくなると大きな餌をとる．餌資源量はどのようにして記録したのか（八幡）．45分毎に回ってデータを集めた．ハエ目も生食・腐食で分けたので膨大なデータとなった（島崎）．腐食連鎖の重要性は当然のこと．生食連鎖で大型餌を取れるようになったのは白亜紀以降ではないか（宮下）．夜間に活動するオニグモなどの生食連鎖由来の餌は何かが不明である（宮下）．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　第137号　　2003年5月4日　　加藤家　　　　　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
安藤昭久，池田博明，石島力，井出和美，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，吉井光


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


新海明・谷川明男，2003．県別クモリストの現況．新海報告．西日本の県がまだ不十分．いくつかの県，たとえば島根県（井原庸）・香川県・福岡県・佐賀県がリストが無い．2006年にベーゼンルグとシュトランの論文100周年に合わせて企画を考慮する．ActaとAtypusの記載文のデータも入力中．クモの旧名もほぼ判明した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

梅林力氏の電子顕微鏡写真の紹介．池田報告．クモの網の本に使用予定の写真の紹介をした．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


池田博明，2003．ジャバラハエトリについて．池田報告．４月の東京蜘蛛談話会例会にて発表したもの．Helicius属を整理した．現在，Helicius属とされている種のうち，真のHelicius属はコジャバラハエトリ（平地性）とジャバラハエトリ（山地性）だけである．他にネパールで記載されたヒラリージャバラハエトリがある．千国図鑑のジャバラハエトリの一種（A）チクニハエトリHelicius chikunii （Logunov & Marusik,1999）はHeliciusではないし，千国図鑑のジャバラハエトリの一種（B）は韓国で記載されたHelicius kimjoopili KIM,1995もHelciusではない．他にHeliiusの未記載種が数種あり，本州でもジャバラハエトリに似た種がいるので要注意．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男2003．20年目の沖縄．谷川報告．本島でアカマタやヒメハブ，オキナワアオアガエルを撮影．ヤンバルユウレイグモの網は粘性のない不規則網だった．タニカワアシナガグモの網は小さい．リュウキュウアシナガグモの網の中央に枝をつける．沖縄本島のオオハシリグモ（新種）はアオグロハシリグモに似るが，大形で，雄の触肢も雌の受精嚢も異なる（成体は夏）．オオジョロウグモ幼体の葉上網．西表島にて．ヒメユウレイグモの粘球網．後黒前白山城鬼蜘蛛．ムツボシハエトリと台湾産オオハラダカグモ雌雄を撮影．ヤマシロオニグモやホシスジオニグモ，ヘリジロオニグモ，ゲホウグモの円網．コゲチャオニグモ幼体は葉上網を張るときがある．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2003．クモ　１００　これがクモだ．高校生に50分でクモの説明をするためのプレゼンテーション．写真例は沖縄のクモ中心．

［コメント］多様な餌捕獲法があるとよい(加藤)．『沖縄クモ図鑑』（文葉社）に使用した写真もあり（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，ヒトツブハタケグモの生息環境．安藤報告．１卵だけを産卵したハタケグモは中国で雌で記載されたクモに同定した．生息は微小環境に影響されている．分布は局所的，拡散速度は非常に遅いと推定している．(2000年10月．東京ゼミ報告118号より．安藤昭久｢１回に１個しか産まないクモ，ハタケグモの一種｣　1979年7月～1980年7月に，茨城県水戸市スギ林で採集したハタケグモの一種の生活史を報告する．この種はオス体長の平均は1.42mm，メス体長の平均は1.28mm．１齢幼体の体長は0.74mm．背甲幅ではオスは幼体の1.4倍程度．一見イギリスのHahnia pusillaに似ている．初冬（12月上旬）のメスの精子保有率が23％，真冬には90％なので，初冬から冬の間に交尾すると推察された．4月に産卵された卵のうから出のうするのが７月．最短でも42日間の卵のう期間．脱皮回数は２回-３回程度と推測し，10月に成熟する．

[その当時のコメント]イマダテテングヌカグモは複数卵を産む．餌はトビムシの一種（安藤）．ユアギグモでも4個ぐらい産む（宮下）．ハタケグモ類はサラグモ類に比べて大卵少産の傾向がある（安藤）．ハビタットには天敵は少ないと推定される（宮下）．生活史が長くて，小形化少産の例は珍しい（宮下）．クラッチサイズ１個はGertchのAmerican Spiderには記載があるが，種名は記載がない（安藤）．野外の幼体のサイズのバラつきは飼育下の幼体に比較して大きいところに重要な意味があるかもしれない（宮下））

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2003．第26回アメリカ蜘蛛学会大会（2002年6月25-29日，カリフォルニア大学）の発表要旨の紹介．池田報告．

（１）｢ヒメグモの社会性に関する系統的な観かた（by Ingi Agnarsson）｣形態学的データを基に，分岐学的なヒメグモの相互関係の再構成を行った結果，社会性のヒメグモの多くの社会性は複数（四つの）起源であった．社会性はキイ・イノヴェーション（重要な新機軸）というよりはむしろ多様化の袋小路である．網の共有という社会性が単に母親の世話の拡張であるということを示唆していた．

（２）｢新熱帯区のハエトリグモの属SidusaとCobanusのEuophryinaeとの系統関係

（by Gitanjali Bodner）CobanusとSidusaの両属は検討が行われてこなかった．両属の共有派生形質を示し，新種を追加して，24種の新種と12種の再記載を行い，3種をシノニムに，2種を他属へ転属した他，数種は誤りだった．

（３）｢ガム・フット糸：クロゴケグモの網のスプリング・アクションによる餌

捕獲（by Crystal Botham, Yurixa Lopez and Anne Moore）｣クロゴケグモ Latrodectus ｈ

esperus の垂直なガムフット（粘着）糸は糸の分子が張力に抵抗することによって有意に変化することを示していた．

（４）｢シマゴミグモのゴミ・リボンの機能は捕食や隠蔽の改良ではなさそうだ（by I-Chia Chou and I-Min Tso）｣私たちはリボンの有無とクモの死亡率を比較して検証した．ゴミリボンが虫をひきつける可能性も検討した．かえってゴミリボンはコストになっており死亡率を高める結果になるゴミリボンをなぜ作るのかは今後の研究に委ねられる．

（５）｢ハエトリグモ科Habronattus　amicus種群の種間遺伝子流入の証拠（by Michael Lowder and Marshal Hedin）｣一緒に見つかる数ケ所で一方向の遺伝子流入が見つかった．H.amicus遺伝子がH.cf.signatusに見つかったもので，逆はない．この両者には明らかに形態的，サイズ的な差異があり，住み場所の微細な差異もあるにもかかわらず，遺伝子流入が起こったことは興味深い．

（６）｢ハエトリグモ科Habronattus　pugillisの性選択下の個体群分散（by Wayne Maddison, 

Eileen Hebets and Susan Masta）｣アタスコサのメスは強い選好性を示さないが，サンタ・リタのメスは｢本来の｣オスよりも｢外来の｣アタスコサのオスをより多く受け入れた．これは性選択における，フィッシャーのラン・アウェイ・モデルではなく，対立する共進化という予測モデル（メスの感覚バイアスを開発するオスと，抵抗力を進化させるメス）に一致する．

（７）｢Habronattus求愛の例（by Peter Midford and Wayen Maddison）｣最良の方法は｢ontologies｣マシーンで構成されたもの．オントロジーを基本にして表現することは従来のエソグラム以上に利益がある．

（８）｢２種のゴケグモのITS2　ｒDNA変異（by　Daiyuan Zhang, Bill Cook and Norman　Homer）｣非常に近縁な2種L.mactansとL.hespersの分類は何年間も論議．形態的特徴やゲニタリアからは，ある研究者は共に有効学名である，別の研究者は亜種であると判断していた．本研究はｒDNAのITS2を用いてこれらの観点を明らかにする研究である．６個体群の２種の形態的特徴と９個体のITS２のデータから示唆されたことは，1)ITS2配列は微小な差異だった．2)ITS2の配列比較からは２種を分ける結果は支持されなかった．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第138号　　2003年6月1日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：池田博明，石島力，井出和美，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，馬場友希，宮下直，安田明雄，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤輝代子，ホシミドリヒメグモの体色．2003年5月29日に山梨県南巨摩郡増穂町にて採集したホシミドリヒメグモの腹部背面は淡白色で白い縁であったが，本日見ると淡緑色になっていた．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


　“Drug”　Webについて．池田報告．フジテレビのディレクターから｢コーヒーをクモに飲ませると奇妙な網を張る｣という情報の真偽を訊ねられた．Foelixの｢Biology of Spiders｣に記述があった．ドイツの動物学者ペーテルスの友人で薬理学者ウィットがニワオニグモで造網時刻が早まらないかを実験，アンフェタミンを与えたクモが網形が異常になったので，種々のドラッグ（カフェイン，メスカリン，ＬＳＤなど）を試した．それぞれ薬品に特異的な網を張った．カフェイン・ウェッブは１頭当り100μgを投与すると網形が異常になった．取り込ませる方法は砂糖水に溶かしてクモの口元にマイクロシリンジで持っていき，吸飲させる．応用薬学への貢献が期待されたが，それは無理だった．その後20年ほどの間，継続研究は無かったが，最近は殺虫剤などの副作用の生物検定として使用された例がある．

Witt,P.N., Reed & Peakall. 1968. A spider's web. Springer Verlag, Berlin.


Witt,P.N., 1971. Drugs alter web-building of spiders: a review and evaluation. Behav. Sci. 16:98.


[コメント]無重力で造網させた例もあった（加藤）．研究の意義が不明（宮下）．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

クモの神経伝達物質について．池田報告．Foelixの｢Biology of Spiders｣に記述があった．中枢の神経伝達物質としてはアセチルコリン，約10種のアミノ酸（グルタミン，グリシン，GABA，タウリン等），生物アミン（ヒスタミン，セロトニン，ドーパミン，ノルエピネフリン）などが報告されていた．昆虫の中枢神経同様，興奮性（アスパラギン酸，グルタミン酸）や抑制性（グリシン，GABA）などがある．カテコラミンもある．ヒスタミンは視細胞の主物質である．

Meyer et.al., 1984. Comparative quantitative aspects of putative neurotransmitters in the central nervous system of spiders (Arachnida: Araneida).  Comp. Biochem. Physiol., 78c:357. 

Schmit et.al., 1992. Quantitative determination of neuroactive substances in the CNS of the spider Cupiennius salei Keys. Comp.Biochem.Physiol.,102:447.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

クモの機械受容・振動受容器について．池田報告．Foelixの｢Biology of Spiders｣に記述があった．脚や関節に多くの機械受容器がある．触毛tactile hair，聴毛tricobothria，細隙器官 slit sensilia などがある．触毛は神経支配を受けている．聴毛は触毛より少ないが，分類のキイとしても用いられている．ブラジルドクシボグモ Cupiennius saleiには各脚に100本，各触肢に50本もある．エビグモ属やオオアシコモリグモ属には各脚に20-40本があるが，造網性クモ類には少ない．その代わり，造網性クモ類には細隙器官がある．ブラジルドクシボグモには3000個もある．ゆがみが適刺激となって神経を興奮させる．この分野ではドイツのバース教授が有名で，ブラジルドクシボグモの感覚と行動のすべてを記述した本を出した．

Barth,F.,2002. A Spider's World. Sense and Behavior. Springer.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2003．クモ合戦直前のコガネグモの成長．八幡報告．体長を測定してきたが，体長だけでは十分な考察ができないので，背甲幅・前２脚太さ・第１脚腿節長も測定した．

5月16日南薩で体長25.6mm背甲幅8.4mmの亜成体，5月24日千葉県館山の亜成体体長12.5mmの個体を記録．南薩で5月17日に野外で成体24.7mm背甲幅9.5mmを記録．5月24日千葉県館山の亜成体は12.5mmと小さかった．一時的な餌の多さを反映して腹厚・腹幅・体長はバラつく．腹幅／背甲幅（太り指数）とみなしてはどうか．累積的な成長度は背甲幅・脚太さ・脚長さに現れるという仮説を検討してみたい．加治木のクモ合戦は今年は6月15日．

[コメント]里山の管理という観点では面白いが，とにかく大型個体がいればいいといのは不自然である．本来のコガネグモに適した自然を考慮してそれを復元する方向も大切であろう（宮下）．野外のコガネグモ飼育場は｢牧場｣の様相である．ここにはミズアブは多いが産卵地としては適していないらしい（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　石島力，2003．不耕起水田におけるクモの成長と腐食連鎖，研究計画．6・7月の不耕起水田のクモの餌はその30～40％がユスリカやハエなどの双し目昆虫であった．そこで，この双し目昆虫を除去する野外操作実験を行い，コモリグモの個体群に与える影響を評価する．実験区は塩ビ板で囲う．ユスリカは殺虫剤Btiを用いる．ハエはサクソン・キャッチャーで吸引除去する．放飼実験に使用するのはキバラコモリグモ．

[コメント]放飼したコモリグモが逃走したりする危険性は（宮下）．キバラコモリグモは稲株に造網するし，塩ビ板を上ることができない（石島）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡氏が本日持参したクモは鹿児島産のコガネグモ（5月17日成熟），徳之島の日本最大のクモ・オオハシリグモDolomedes orion （体長4cm）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　東京クモゼミ報告　　第139号　　2003年7月5日　　加藤家　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，（馬場友希），宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


　安藤昭久，2003.ヒトツブハタケグモの観察．中国で記載された種に同定．卵のう中には1個の卵．約40日後に孵化した．ヒノキ林などの植林地や地表に直射日光が当らない森林に生息．ハタケグモのクラッチ・サイズは6，5，3個．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Logunov and Marusik,2003. A revision of the genus Yllenus Simon, 1868 (Arachnida, Araneae, Salticidae). KMK Scientific Press. Moscow, 167pp.池田報告．日本未記録属だが，旧北区に広く分布するハエトリグモの一属 Yllenus の検討を行った．体長3-7mm程度の小形のクモ．オスの触肢に末端把子器が見られる（コガネグモ科のそれとは相同ではない）．65種の有効学名を３つの種グループ（albocinctus群，arenarius群，hamifer群）に分けて検討した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Stollewerk,A., M.Schoppmeier and W.G.M. Damen, 2003. Involvement of　Notch and Delta genes in spider segmentation. Nature, 423:863. 池田報告．ブラジルドクシボグモを用いて体節形成に重要な遺伝子であるNotchとDeltaを特定した．RNA干渉実験と組み合わせて解明された．なお，Notchの関連する系はセキツイ動物の体節形成では重要だが，ショウジョウバエでは区画化とは無関係である．昆虫ではこれらの遺伝子プログラムの一部が失われてしまったのだろう．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明・市川恵三・両毛明史，2003．一本の割り箸から森林環境問題への導入．生物教育学雑誌，14：37-40．同，教材生物としての水田のウキクサ．生物教育学雑誌，14：33-36．

　足柄高校１年生の夏季宿題として，割り箸の採集と水田のウキクサの採集調査を行った．その結果，割り箸は中国産が多かった（元禄箸が最も使用されていた）．竹の中国産箸には防カビ剤の危険があるという．水田のウキクサは良い指標生物になりそうだ．上流部にウキクサが分布しない原因が不明である．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2003．沖縄県産キシダグモ科のクモ．谷川報告．これまで沖縄県から記録されていたキシダグモ科のクモのうち，生息が確認できたクモはヒゲナガハシリグモ，ミナミハヤテグモ，イシガキアオグロハシリグモ．さらに，新種のオオハシリグモ D.orion，ササキハシリグモ D.zatsun を記載，台湾で記載されたヘリジロハシリグモ D.horishams KISHIDA,1936，サイホウハシリグモ D.bicornis ZHANG & SONG, 1992（馬場友希の採集品）を確認した．しかし，ハヤテグモ（ミナミハヤテグモを誤認），アオグロハシリグモ（別種を誤認），イオウイロハシリグモ・スジアカハシリグモ・オキナワハシリグモは確認されなかった．ススグロハシリグモという和名で記載された種はヘリの白くないヘリジロハシリグモだった．

[コメント]イシガキアオグロのオスのサイズは？（宮下）．天然のイシガキアオグロのオスは採集されていない．飼育個体オスの例はたった２個体（谷川）．ジョロウグモの性的ニ型はメスの大型化の結果だが，オオハシリはオスの大型化によるものではないか．だとするとその機構は何か（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

八幡明彦，2003．コガネグモくも合戦参戦記．八幡報告．別途ウェッブで報告．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　　第140号　　　2003年9月7日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　安藤昭久，池田博明，石島力，井出和美，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，永井亜紀，宮下直，安田明雄，八幡明彦，吉井光

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2003．談話会合宿・北海道上士幌町合宿クモ目録．通信およびKISHIDAIA予定．八幡報告．8月20日から22日まで行われた談話会合宿にて，観察記録されたクモをとりあえず87種を記録．標本で確認が必要な種がある．

［コメント］イソウロウグモはいなかった（新海）．タイリクサラグモの網に下面からザトウムシが侵入していた（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2003．「トリビアの泉」（フジテレビ）のカフェイン網．　コガネグモの網は典型的な円網である．「クモはコーヒーを飲むとでたらめな巣を作る」番組のビデオを見る．吉田真氏「カフェインが中枢神経系に作用して麻痺する」と解説．こしきを作りながら縦糸を増やしていくのは普通の行動だが，足場糸と横糸が張られない．後でカフェインから覚めると正常な円網を張ったという解説があった．

［コメント］アニマル・プラネット（ケーブルTV）でもドラッグ網をやっていた．Wittの論文の検証で終わっていた（井出）．こしき作りで終わっている．縦糸のバランスが悪い．足場糸と横糸が張られていない．途中で打ち切った網．造網中に第１脚で粘糸を確認する（新海）．飼育下では足場糸まで張って止める例はあるので，この実験には不備がある（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2003．ニューギニアのクモ類観察記．谷川報告．円錐形の円網をもつ篩板類など，珍しい種類が見られた．色彩の派手なクモ，形態が特異なクモなどを観察した．昆虫や発光キノコなど．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明・高橋孝洋・谷川明男，2003．パプアニューギニアの面白いクモの生態．KISHIDAIA予定．夜間観察によって調査できた｢はしご網｣，ツノトリノフンダマシの造網行動，ケハイグモの｢すだれ網｣（新称），トリフングモの餌捕獲行動などを報告．ロビンソンの報告に報じられている例だが，同定は誤り．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

西野真由子，2003．６種類のクモの生存戦略．KISHIDAIA予定．コガネグモ・ナガコガネグモ・スズミグモ・ゴミグモ・オオジョロウグモ・ジョロウグモなど６種のクモの産卵や出のう，網構造などを比較した．

[コメント]筆者は現在，大阪の高校２年生，小学校２年のときからクモの観察を続けている（池田）．貴重な事実と憶測が記述で入りまじっている．事実と推測をもっと分割した方がいい（宮下）．コガネグモも糸いぼを外へ出して赤くなる（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石本舞・金田愛美（西湘高校生物部），2003．ヒメグモの生活史の謎を解く．池田報告．オスの分布は7月下旬に集中分布があった．メスは卵のうを頻繁に移動するし，母親と同居していなかった子グモは母親の方に移動することがある．餌をあげない子グモのサイズは変動しない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

田代真理（西湘高校生物部），2003．イワシの食性転換．池田報告．動物プランクトン食から植物プランクトン食に転換する時期を決定する．市販の魚でサイズの異なるカタクチイワシの腸内を調査し，眼の占める割合を比較する．

［コメント］眼の割合や形態では，食性が変化がしない魚を比較する必要がある（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2003．コガネグモのけんか　強さを決めるのは何か．八幡報告．

　口伝の信憑性を問う．背甲幅が鹿児島産は大きいのが特徴．館山産は飼育すれば体長は大きくなるが，背甲幅は追いつかない．勝ち抜き戦なので，太った個体（腹幅が大）が勝つ傾向がある．勝ち抜き数を統計量に複数の体格変数を多変量解析すると，はっきり出てこない．要因が独立変数でないためであろう．主成分分析を行い，重回帰分析をしたが，体格変数から要因の検出はできなかった．口伝によれば「持久力」が関係するという．

　試合データをプロットして分析．腹幅の要因が大きい．勝ち方の違いはどうだろうか．糸切り技で勝った場合は腹幅が大．直接対決の場合は噛み・巻き勝ちでは背甲幅の大きい方が優位に勝つ．ただし，噛み・巻きのサンプル数が小さい．

　勝ち続く傾向はあるのか．勝ち経験のある個体が勝ったのは16／21だった．体格的に強い経験者が勝っているだけかもしれない．分析したところ，勝ち癖の効果は小さいことが分った．勝負には，体格変数だけではなく，行動変数（闘争性・持久力・技の洗練度）も影響するし，環境変数（気温など）も影響する可能性がある．

［コメント］消耗度は関係しているかもしれない（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石島力，水稲栽培初期におけるＤiptera類の発生コモリグモ個体群に与える影響．石島報
告．仮説「（不耕起にすると）ユスリカ中心にDipteraが増えるためコモリグモが増える」．
実験区にキバラコモリグモを放し，ユスリカ除去区（6月16日と26日にB.t.i.薬剤散布）
も作った．7月2日は例年個体数ピークになる．コモリグモの体サイズ（クラッチ・サイズと相関）への影響を調査した．コモリグモの個体数（見取り法による）はユスリカ除去区では半減したが，メスの体サイズ（8月8日に測定），ウンカ・ヨコバイ類の個体数（粘着トラップによる）は両区には差は見られなかった．

［コメント］卵のう所持期間と個体数の増減は合致するのか疑問（安藤）．生活史と個体数パターンが一致していないのではないか（宮下）．統計的差があっても生物学的差はない場合はあるし，その逆もあるので，体長の差から考えて個体数の差は説明できない．移入を考える必要はないのか（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　吉井力，2003．東北の水田には造網性クモが見られる．吉井報告．

　宮城県栗駒ではアゴブトグモ・ナカムラオニグモ・トガリアシナガグモがイネ葉に造網し岩手県平泉の水田ではワキグロサツマノミダマシ・オオトリノフンダマシが造網．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第141号　　2003年10月4日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，駒野英昭，新海明，高津素夢，谷川明男，平松毅久，安田明雄，山野井貴浩

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2003．キジロオヒキグモ幼体を2頭八王子市上川にて9月28日採集．ヒノキ林にキレ網で横糸が粗い（横糸18本，縦糸22本）網を張っていた．網の中央にヒノキの切れ端を吊っていた．

［コメント］腹部先端が器用に動くが機能は不明（安藤）．エビオス溶液を霧吹きであげるとキジロのオス（出のう時成体）は飼育できると誰かに聞いたが，飼育した結果はダメだった（谷川）．野外で突然増えたり減ったりすることがクモには普通にある．ジョロウグモの変動の継続調査でサイズは測定していなかったが，数が増えると個体が小さくなるような気がする．生活場所の選択はどうなっているのか（新海）．アオオニグモがいた同じ葉に，異なる季節にビジョオニグモがいることがあった（加藤）．アオオニグモとビジョオニグモは生殖器からみると全く異なる系統である（谷川）．両種ともリトリートにいる状態で，上から見ると（腹面が）黒く，下から見ると（背面が）白い．これは環境のなかでの擬態で収斂と考えられる（新海）．山梨県増穂町での実習調査で，生活場所に関してアシナガサラグモは移動するが，ツリサラグモは移動しないという明確な調査結果が出た（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2003．高校生のクモ研究の紹介．池田報告．西湘高校・大阪府立大学付属高校の生徒の研究の紹介．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　南部敏明，2003．コウライクモカリバチの習性(1)．埼玉県動物通信．44．平松報告．

自宅（埼玉県大里郡寄居町）の木製の引き出しの鍵穴に造巣（7月下旬）．狩られたクモはネコハグモ幼体だった．１室に47頭．貯蔵クモの１頭に産卵．近所でクモや泥をくわえて調達する．8月30日に新しい壷を観察．２化性か．

［コメント］岩田の記録はフノジグモとあるが干からびた腹部でネコハグモの誤同定（平松）．ネコハグモは6月に分散し，多く生息する（新海）．餌が多いと通常ハチはメスを産み付ける例は多い（宮下）．以前観察したPisonはヒメベッコウだったかもしれない（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2003．写真による話題．谷川報告．立て札と玩具グモの考察など．クモについての話題としては，北海道では，エゾアシナガグモの幼体がタイリクサラグモの糸を食していた．トゲザトウムシがタイリクサラグモの網に侵入して網にかかった小さな餌を採っていた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

池田博明・高橋孝洋・谷川明男，2003．ニューギニアのツノトリノフンダマシの造網（ビデオ）．池田報告．2003年7月30日に観察．造網行動からはトリノフンダマシと同じ行動だった．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　東京クモゼミ報告　　　第142号　　　　2003年11月2日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者　加藤輝代子，加藤倫之，駒野英昭，佐藤幸子，新海明，高津素夢，谷川明男

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2003．環境工科専門学校での「クモ調査実習」．加藤輝代子報告．　山梨県増穂町の実習地でクモの調査実習をした．参加者をグループ分けしてクモの種類数・徘徊性か造網性か・雌雄が区別できたかなどを得点化して競わせた．ツユグモなど思わぬ採集品もあり，予想以上に生徒は盛り上がって実習に参加していた．今後さまざまな場所でも応用して利用できそうだ．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2003．スズミグモの全国分布調査結果．新海明報告．Kishidaia 85号投稿．　2001年と2002年の6月から9月に日本全国でスズミグモの分布状況をアンケートと実地調査で調べた．北限は埼玉県だった．山陰地方と北陸地方からは確認できなかった．これらに基づき最新のスズミグモの分布前線を描いた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2003．オオジョロウグモの幼体の不思議な迷網．新海明報告．和歌山クモの会投稿．　オオジョロウグモの幼体はジョロウグモの迷網とは異なり，タテ糸とヨコ糸が規則的に配置された幾何学的な迷網を作る．これは成長するにつれて消失する．写真とスライドで紹介した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2003．ムレサラグモに網はあるのか．新海明報告．遊絲１３号投稿．　北海道に生息するムレサラグモの網を観察した．この網はシラカバなどの樹皮面に作成されるが，注意深く見ないと認識できない．アリなどに出会うと一時占座点から逃亡するが，数分後には必ず同一の占座点へと戻った．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2003．オペレッタ「夜叉蜘蛛」観覧記．新海明報告．遊絲１３号投稿．　中島はる（中島晴子）作のオペラ「夜叉蜘蛛」を観覧した．開発によって失われようとする森を守ることをテーマとしているが，浄蓮の滝のクモ伝説がそこに織り込まれ，ＣＧなどでクモや網などが写し出された．意欲的な創作であった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2003．無斑のヒラタグモを発見．新海明報告．Kishidaia 85号投稿．　2003年2月16日に千葉県市川市小塚山公園で実施された東京クモ談話会の採集会で腹部の白いヒラタグモが採集された．きちんとした報告がなされたことがなく，貴重な記録である．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男・新海明，2003．昔の名前で出ています（クモの古今の和名）．谷川明男・新海明報告．Kishidaia85号投稿．　県別のクモリスト作成中に古い文献に出てくる旧和名を現在の和名と照合した．これをまとめて，初級・中級・上級・超ド級の和名に分けて紹介した．初級：キララグモ（キララシロカネグモ），キヌアミゴミグモ（キヌアミグモ）など，中級：アズミグモ（キンヨウグモ），コガネマル（ハンゲツオスナキグモ）など，上級：カキネタナグモ（ヤマヤチグモ），カヤクグリグモ（イオウイロハシリグモ），超ド級：タンバグモ（ガザミグモ），ヨシダグモ（ヨツボシワシグモ）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第143号　　　2004年1月11日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，井出和美，加藤輝代子，斎藤洋一，佐藤幸子，新海明，高田まゆら，谷川明男，永井亜紀，馬場友希，宮下直，安田明雄，八幡明彦，

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2004．八王子城址でスズミグモ幼体を確認．Kishidaia予定．新海報告．

2004年1月10日，ウメ林のツバキ葉陰に百頭幼体が卵のう(網の中央部)の表面にまどいをしていた．　［コメント］スズミグモの幼体は分散しないで卵のうの上にいるのか？大阪の記録（西野真由子）ではまどいで越冬だという（池田）．沖縄では2-3月には幼体が独立生活をしている（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

杉山時雄・大原満枝，2003．カトウツケオグモの捕食行動の観察．「蜘蛛」36号，749-751．新海報告．野外で葉の上にマットを作ったメスの成体で捕食している途中で後ろに近づいてきたハエが腹部に寄ってきてなめている．これはハエを誘引しているのではないか．


［コメント］既に宮下・千田の研究で匂いで誘引説は否定されている．腹部の様子を視覚的に認識して誘引している可能性もある（新海）．人工的なモデルを作って置いて観察してみるとか（新海）．ハエの種類による違いの可能性がある（安藤）．南部敏明さんの報告にエサのメニューがあったが（八幡）．Kishidaiaを見返すと，南部敏明さんのエサは与えたものであった．ヒラタアブ，ミバエ，フンバエ，イエバエ，クロバエなどを捕食（谷川）．イエバエやキンバエで実験したが，この写真のキモグリバエのようなハエには反応する可能性がある（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，1991．キヌアシナガグモの造網行動．清澄．『クモの巣と網の不思議』（文葉社）には水平円網の造網行動の観察例は無いとしてしまったが，夕方から開始したキヌアシナガグモの水平円網の造網過程をすべて記録してあったことに気が付いた．このクモはワク糸を作らず，タテ糸が４本しかない，足場糸を作らないが，水平円網の全過程の記録はほとんどない．試行錯誤しながらタテ糸を作っていく．50分中の35分間もタテ糸張りに費やしていた．　［コメント］通常は造網過程の初期を観察することは困難である．糸はビデオ撮影してもよく写らないし，観察しても見えないことが多い（新海）．アシナガグモの造網過程には共通してT構造が無いのかもしれない（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2004．ヨロイヒメグモの網構造．安藤報告．箱庭を作成して，落葉の下にヨリメグモと共通の構造の網を張らせた．［コメント］ヨリメグモの網と基本は共通である（新海）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2004．ヒトツブハタケグモの採集記録．Acta　arachnol.予定．安藤報告．ヒトツブハタケグモは中国産の種（日本新記録種）であることが分った．ヒノキの林に局地分布している．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，コガネグモの楽園（地形と密生環境の関連を探る）．八幡報告．

コガネグモの生息環境を個体レベル，地域レベルなどで考慮できるが，景観の重要性はデータ化されていない．関東でのコガネグモの減少は地域レベル・藪レベルの変化と思われた．調査は３ヶ所（鹿児島県２箇所，千葉県１箇所）．５月には成体・亜成体・幼体が混生．個体群レベルで比較して，川が蛇行している元氾濫原で「藪」が重要であることが分ってきた．藪のタイプをどう記述するかが課題．今後は，千葉県館山市で調査をしていく．地図フリーソフト「カシミール」を利用すると，例えばキシノウエトタテグモの分布をマッピングして，人為的に標高9m以下を水没させて見て，クモが台地の縁にそって分布している（それ以下の地域には出現しない）ことが判明する．

［コメント］餌量だけでなく餌サイズの比較も必要では（新海）．とても小さい餌は評価していない（八幡）．コガネグモの消失の主因には開発と農薬使用の影響があるのではないか（新海）．農薬を散布する下にクモを置いてみたが，死ななかったので，急性毒性では効いていないと思う（八幡）．ナガコガネグモのデータを調べてみては（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，なぜジョロウグモはアシナガグモ科に入れられているのか．谷川報告．

　コディントンは87の形質を使って分岐群を調査した（1990）．さらに，Hormiga Eberhard ＆Coddington（1995）は分析して，アシナガグモ科の共有派生形質は端部突起はパルプの先端にあり，中部把持器がない，移精針はコンダクターに包まれるの３点とした．これらはジョロウグモの形質にある．彼らの分類からはジョロウグモはコガネグモ科に所属させるのは無理であった．Scharff ＆ Coddington（1997）が示したコガネグモ科の共有派生形質はジョロウグモにはない．さらに，ジョロウグモ科の姉妹群にコガネグモでないカラカラグモ科（派生した科）があるので，ジョロウグモの位置づけは，アシナガグモとコガネグモの境目の問題ではない．ジョロウグモ科として独立させることはできるが．

［コメント］Simonは眼の配列でコガネグモに入れたが，測定してみるとコガネグモの範囲に入らない（谷川）．なぜジョロウグモはもっといろいろな地域で繁栄していないのか（ALL）．クレイグは体が大きくなったクモはニッチを分割しにくいと言っていた（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Fritz Vollrath, 2003. Web masters. Nature, 426(6963): 121-122.池田報告．ヴォラスによるクレイグの本の書評．クレイグがクモの糸の本を書いた．Catherine L. Craig, 2003. Spiderwebs and silks; Tracing Evolution from Molecules to Genes to Phenotypes. Oxford University Press, 256pp. $59.95.　Natureに出た書評を紹介した．

　［コメント］本の内容をみると，タンパク質の分子生物学的な内容である（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Sandidge, Jamel.S., 2003. Scavenging by Brown Recluse Spiders. Nature, 426(6962):30　池田報告．ドクイトグモ　Loxoceles　reclusaは死骸食であった．生きた餌と死んだ餌を与えて選択させる実験で，ドクイトグモは全試験中の84.4％で死んだ餌を選んだ．カンザス州で一軒に2000匹もいるような大集団を維持している理由が死骸食である．

[コメント]イトグモは原始的なクモではないか(宮下)．タランチュラも生肉を拾って食べる（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2004.丸山工作先生のこと．生徒へ配布する資料で，昨年亡くなられた丸山工作先生が最期に気にしておられたことを紹介した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　BBCの「Wild　Life　Oｎ　One」のハエトリグモ映像．池田報告．

　｢火星から来たクモ｣という名称の番組で，オーストラリアのハエトリグモの生態．JacksonとPolardが協力して作成した．Portiaやミドリハエトリの捕食行動のほか，ハエトリグモの花粉食が見られる．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　144号　　　　2004年2月8日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，駒野英昭，新海明，高津素夢，谷川明男，馬場友希，平松毅久，安田明雄，八幡明彦．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　　　

　八幡明彦，2004．2003年北海道上士幌町合宿報告．谷川・初芝・松田のチェックをしてもらった．イワマヒメグモ，ムネグロヒメグモ（←セアカヒメグモ），ヤマトコノハグモ（←カレハヒメグモ），キンヨウグモは誤認かも．チシマカニグモ（←シギカニグモ）の他，標本で確認をするなど取り扱い注意を要する種がある．目録に載せないまでも記述しておく．

　［コメント］目録に名前を記録したオクチサラグモは大阪府と北海道で記録されていた（谷川）．池田所蔵のカレハヒメグモの一種は確認が必要（池田）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2004. 低地のキシノウエトタテグモ分布．鈴木成生（1992）は山手線内で「きわめて少ない」とされた東京東部地域は，台地上で起伏がある武蔵国の領域だが，開発により減少したと考察される．縄文時代に海の底だった東京東部低地や埼玉県東部低地（武蔵国の大地を下り荒川から下総国）はどうか．経験上の印象では，関東のおいては丘陵地に多く，台地縁では集中する群落がある．低地にはほとんど分布していない．植木の移植による人為分布がありうる（笹岡より）．キシノウエは移入種なのか，開発による分断された種なのか．準絶滅危惧種だし．荒川・台東・墨田・足立・葛飾区の低地の寺社調査の結果は，各地に数は少なく，小規模だが生息．環境的には生息していそうだがいない所もあった．低地では分布がまだらで都市化による生息場所の消滅で回復できないダメージをこうむったと考察できた．

［コメント］低地にはいないと思ったが意外に生息していて人為分布だけでは説明できない気がする（新海）．房総南部で寺院のドウダンツツジの植え込みの下に局地分布の例などから移植の可能性を考察したことがある（新海）．江東区に生息すれば移入種傾向が強い（安藤）．指標種としては保全の観点からすると有用（加藤）．里山的環境で保全したい種を指定する（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男，2004．冬の沖縄のクモ．本島では，ヒシガタグモ（逆Y字型），ガケジグモ雌雄（冬成体），沖縄型のジョロウグモ，ヤセゴミグモ，オオハシリグモは水中に逃げる，オオカワリアシダカグモの交尾，ケアシハエトリの網（Portia　quei），ホシズナワカバグモの前脚を上げる，トリフングモ？幼体（１・２脚の先の爪が長い）などを観察．西表島では，ツツゲホウグモ，ゲホウグモ（網も），キオヒキグモ，Pancorius sp.（夜間にハエトリは吊り下がって蛾を捕獲していた），アシナガヒメグモ卵のう，オオクロケブカジョウゴグモ，スズミグモ卵のう，Phitellaの一種，オウギグモの網（縦糸にも粘糸），オニグモ一種の雄．

［コメント］島民を使わない開発は進めてほしくない．開発は島民の働き口になっている（谷川）．


　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　


　松田まゆみ，2004．伊豆諸島式根島で採集したクモとヤマトウシオグモ，タニカワヤリ


グモの記録．Kishidaia,（86）予定．池田報告．2001年8月30日と31日に式根島で採集し，6科23種のクモを採集できた．その中にヤマトウシオグモ雄，タニカワヤリグモ雌があった．伊豆諸島初記録として，チリイソウロウグモ，シモフリミジングモ，シラホシコゲチャハエトリがあった．

［コメント］タニカワヤリグモは西表島で記載された．卵のうはコンペイ糖型．


　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


西野真由子，2004．子グモはなぜまどいを作るのか．Kishidaia,(86)予定．池田報告．


　ジョロウグモ２齢幼体はまどいないで頭の向きに方向性が無かったが，３齢では下向き
になることをカイ二乗検定で確認．コガネグモのまどいでは，出のう当日に分離及び２日
目に分離した幼体は，まどい最終日に分離した幼体と比べてU検定で有意に寿命が短かった．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　　　

平松毅久，2004．パラボラ網を張るカラカラグモの一種．平松報告．本州西南部（三重県，徳島県，高知県）には別種のカラカラグモ（メスはやや小さい．カラカラグモは黒い剣菱模様がある）が生息．成熟期は8月．雑木の斜面林の林床に生息し，傘状の網面を上に向けている．網の基本構造はカラカラグモと同様．網径は4×3cm，平均値でタテ糸は10本，熊野産のヨコ糸数は15本，高知の日和佐町産は26本だった．
［コメント］ヨコ糸数の変異はありうる（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

平松毅久，2004．西表島産洞窟性カラカラグモspの正体は？(1)．平松報告．とりあえず，Wendilgarda属（ナルコグモ属）にされているW.assamensisの近縁種であった．W.assamensisはインドのアッサム地方の洞窟産の標本で記載され，中国でも記録されていた．西表島産の種は鳴子網でなく円網（こしきが存在する）だし，卵のうはボンボリ型でなく壷型であるので，別属である．
［コメント］ウェンデルガルダ属のタイプ種は，鳴子網を張る種で記載されているので，鳴子網を張るクモがこの属であることは疑いない（谷川）．網性からすると西表島産はこしきのある円網だから，無こしき網に進化する前段階のカラカラグモと考えられる（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明・新海栄一，2002．ムツトゲイセキグモの生活史および「投げ縄」作成と餌捕獲

行動．Acta arachnologica, 51(2):149-154. 新海報告．トリノフンダマシ類はナゲナワグモ類への進化の過程は網糸の減少で説明される．より正確に表現すると，ヨコ糸の減少よりもタテ糸の消滅が先行し，その結果としてツキジグモ属やナゲナワグモ属が出現した．つまり，網の作成過程を見ると，造網行動の基本単位があって，その単位の脱落や付加があって，多様な網構造が説明できるのではないか．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，1996．誰も知らなかった！？円網の張り方．Kishidaia,(70):13-20.　造網行動の基本単位を，Pr(基礎タテ糸)，T（T構造），R（タテ糸），Y（Y構造），H（こしき糸），Ts（足場糸），S（ヨコ糸），Ct（足場糸の切断），Mh（こしき部の修正）で示した．

［コメント］Monographic Research in Araneoid Spider Systematics にはHormiga and 

Coddington の論文に使われた形質が公開されている（谷川）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第143号　　　2004年3月7日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

池田博明，加藤輝代子，高津素夢，谷川明男，馬場友希，平松毅久，宮下直，安田明雄，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2004．丹沢大山学術総合調査の計画．


［コメント］調査の際に生息地環境の分類（ランドカバーを草地・林縁・林内・崖地及びリター層・裸地及び河原，湿性度を乾性・湿潤・湿性・水面および水中）をしてほしい（加藤）．里山型の環境の多様性に注目することが必要（八幡）．　


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2004．中・近世の絵画に登場した蜘蛛等の虫類画（仏涅槃図を中心に）．江戸時代の虫類画以前に釈迦の命日（2月15日）前後に涅槃図を絵解きしていた．この涅槃図には釈迦の死を悼んで集まってきた動物たちが描かれている．この図に蜘蛛が描かれている例が数点あった．それを紹介する．公開日が限られている，写真を撮影するのに許可が必要である等，研究上の困難がある．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2004．マングースによる生物相の変化の調査．奄美大島の調査（宮下・加藤），与那国島の調査（馬場）などで新しいクモ（タナグモ科，ガケジグモ科）を採集できた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
　池田博明，2004．高校生物Iでの進化の学習．雑誌「遺伝」の特集「進化教育」に寄稿．

　高校の「生物I」に導入できる進化学習を工夫してみた．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第146号　　　2004年4月4日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

池田博明，石島力，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，高津素夢，谷川明男，馬場友希，平松毅久，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

大崎茂芳，2004．クモはなぜ糸から落ちないのか，自然から学ぶ「安全」と「信頼」の法則．ＰＨＰ新書．池田・新海報告．紫外線を照射することによって牽引糸が劣化する．網の張替え周期が２日なのは劣化の程度と関連していた．荷重に対する伸びが比例する領域（線形領域）を超える点が弾性限界強度，そこから非線形領域となる．その後，糸は破断するが，牽引糸は２本のフィラメントから成るため，切れるのはその先．安全率は２であるが，幼体では３であった（池田）．クモの糸の研究を通じて社会を論じることを試みた本だが，社会を論じた章はそう思えばそう思えるなという程度であった．すべてを一面的な価値観で説くのは，宗教的確信を説く人に多い．著者のクモに関する誤解は「足場糸を伝って歩く行動」（足場糸を歩くのではない），「ナゲナワグモのフェロモンが糸から」（フェロモンは体から），「網の張替えが２日周期」（ジョロウグモの場合には，幼体では全面張替えや張替えせずときがある）（新海）．　

［コメント］「弾性限界　→　（恋愛中の）男性限界」とか「破断強度　→　（縁談の）破談強度」と言い換えてもいい位では？

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

ワトソン＆ベリー，2003．ＤＮＡ（講談社）の書評．「理科教室」2004年4月．池田報告．

　二重らせん構造の発見50周年企画で出版されたワトソンの回顧録だが，遺伝子研究の歴史をたどることができ，たいへん面白い．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2004．市川市のクモ類．市川市・市川市自然環境調査会．加藤報告．

目録だけではなく，種ごとに生息地タイプ（ランドカバー，湿性度）と生活型に分類して報告した．成体がたくさんいた生息地を報じた．新海栄一（1995）の分類基準については，人為的な家屋環境という設定には無理があると思う．湿性（c）の該当種はイオウロハシリグモ１種だった．これまで私たちが，勘で判断している部分を報告していく必要があると思えた．

［コメント］generalityを考えていくなら，生息地タイプの定義がしっかりしていることが重要．種の所属を判断するとき，数も考えてどこにでもいるクモとかいう分類が必要だったかもしれないし，少いデータは判断不能とすべき．生態学でも生息地の環境を時空間レベルでは考察して来なかったが，ただ記録しても特定の場所の環境データにさえなっていない場合が多い．方法論をもっと議論する必要があった（宮下）．頭数も含めてクラスター分析で考察したいと思っている（八幡）．今後いろいろな場所でのデータが増えていくといい（谷川）．採集会のとき，サンプル毎に採集ビンを分けておくとか（八幡）．クモを知らない人が利用できるためにはきちんとしていないと難しい（宮下）．確認地点の生息地分けの生データの方が重要ではなかったか（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2004．流山市の環境別クモ相の調査比較について．八幡報告．

　毎回の調査によりデータを取って，予備的に階層的クラスター分析を試みた．

　［コメント］ordinationの際に主成分分析などがある．成体と幼体が同じ重みづけになってしまう危険性を回避すること，レアな種に引きずられるのでレアな種ははずすこと（宮下）．宮下教科書のフィッシャーの多様度指数Dγは式が誤植．生物群により空間スケールが異なることが考慮されていない（宮下）．小さな環境を見るには草花とクモという方針が出た調査地域がある（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2004．積雪上で採集されたクモ．Kishidaia予定．薄葉重と金野晋の採集による雪上のクモ13科29種309頭を整理した．サラグモ科のヤガスリサラグモ雌雄（95頭），ヤマヤチグモなどが見られた．成体が占める割合が45％と意外に多かったし，造網性が85.4％だった．

　［コメント］錦三郎が雪送りのクモについて書いていた（八幡）．ヤガスリサラグモのハビタットは林床（八幡・佐藤）．越冬地点から風などで落下した可能性はないか（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2004．アシブトヒメグモの生活史に関する一考察．谷川報告．七里ガ浜高校内で朝7～8時に調査．主にトベラに造網するメス網の位置をマーク．吹き付け色素によるマーキングは失敗．化性はメス成体はふた山（5-6月と10月）．殺虫剤による撹乱は5月．オス成体はふた山（４-5月と8月）．オスがやや早く出現する．年二世代である．

１回産卵すると造網場所を移動する．１匹のクモが産む卵のうは，卵のう保持メスの数の変動から2個（多くても3個）と推測．

［コメント］データに育成中のメスのデータがあれば重ねてみると生活史のズレが分る（宮下）．夜間は観察していないが，エサ捕獲率は小さかった（谷川）．クモのいるトベラといないトベラでアブラムシの数を調査すると間接的証拠が得られるかもしれない．また，アブラムシのいない環境では１世代という可能性があるのでは．可塑性がある可能性はないか（宮下）．カグヤヒメグモが南欧で２世代，北欧で１世代という例がある（佐藤）．清澄ではテンナンショウ（虫を誘引している花）の花の中にアシブトヒメグモが生息しているので，虫の集まるパッチに生息しているのではないか（宮下）．関東では海岸近くに限定的に生息しているのに，北から南まで広く分布しているのは，生活型に何か鍵がある（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石島力ほか，2004．餌のちがいによるキクヅキコモリグモの成長の違い．石島報告．

野外でユスリカが増えるとコモリグモが増える．餌の違いによる影響に興味があった．キクヅキコモリグモは冷凍しても捕食することが分ったので，飼育した（給餌量は2-3日に一度十分量，16L8D，25℃，30mL容器）成体を用いて次世代の卵数を調査した．学部四年生との共同研究である．体重に差はほとんど無かったが，産卵回数はユスリカ（2回）＞ショウジョウバエ（1.5回）＞ヨコバイ（1回）だった．一度目の卵数ではヨコバイの卵数はユスリカの半分だった．孵化率も考察して１メスあたりの孵化個体数を比べるとユスリカ100余＞ショウジョウバエ70＞ヨコバイ40となった．

［コメント］捕食量は同じか（新海）．バイオマスを比べているが，差異は無かった（石島）．材料として用いたのが環境研由来のユスリカだとすると，高栄養のユスリカかもしれない．栄養分析が必要である．窒素分なのか，阻害物質（タンニンやフェノール等）なのか．ところで，ユスリカとヨコバイを与えるとどんな結果になったのだろうか（宮下）．ショウジョウバエ程度になった（石島）．ヨコバイには栄養素が不足しているのか（新海）．未調査（石島）．基礎的研究なのか，応用的研究なのか，実験の意義が明確でない（宮下）．冷凍エサでもコサラグモやチリイソウロウグモでも食べた（佐藤・平松）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤倫之，2004．パラグアイの生物．３月にパラグアイの道で徘徊していたタランチュラのオス成体３頭を見た．アワセグモの一種，ヒメグモの一種なども見た．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ　　第147号　　2004年5月2日　　　　加藤家

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，高津素夢，谷川明男，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2004．ジョロウグモを数えて．谷川報告．

新海明や徳本洋によりジョロウグモの個体数には経年変動が報じられている．しかし，ジョロウグモの数は日によっても異なるのではないか．毎日の観察により，カウント数の振れを検討した．調査場所は神奈川県立七里ガ浜高等学校の生垣で，毎朝7から8時の間に網にいる雌の数をカウントした．2000年から2003年の4年間で6～7月の幼体期には日による変動が大きく，8月下旬以降はカウント数は安定することが分った．成体になってからは場所移動が少ないことが影響している．

[コメント]清澄での調査時期は安定期だったことが判明しホっとした（新海）．調査区のとり方による影響はないだろうか（八幡）．新海の清澄地域と徳本の金沢地域は面積的には似ているが，清澄では地点により多い少ないの結果はバラつくのに，金沢ではどの地点でも同調している．原因は不明（新海）．谷川の調査区が周囲から分断された場所であるとすれば変動の要因を考察しやすいのではないか（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，箱庭飼育のサラグモ．ほぼ20種のサラグモの網形が判明した．意外なことにセスジアカムネグモなどはちっとも網を張らない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2004．ジョロウグモの網の張替え周期．Kishidaia投稿予定．新海報告．

　1981年に行ったジョロウグモの網の張替えのデータをまとめた．夜になるとジョロウグモは決まった時刻に網の張替え行動をする．毎日観察して記録した結果，張り替えは52.4％の日で行われ，全面張替えをすることが多かった．一部を張り替えた割合は全調査日の10％で成体になるにつれ部分補修の頻度は増していった．大崎茂芳（2004）は｢紫外線による網の劣化｣が2日周期の網の更新を招くという仮説を展開しているが，更新の周期は確かに平均すると2日なのだが，個体による差異が大きく，毎日更新するものから5日間も放置しているものまで様々なのだ．円網種の多くが毎日張り替える事実を大崎はどう説明するのだろうか．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Craig，2003.Spiderwebs　and　Silk.　Oxfored　Univ.　Press.　拾い読み．池田報告．

クレイグによる第１章は｢糸タンパク質｣の解説で，タンパク質の構造は条件に応じて変化するが，クモでは梨状腺・集合腺由来の｢ランダムコイル｣と瓶状・鞭状・管状・偽鞭状・副篩板腺由来の｢平行βシート状｣しか知られていない．Riekelとの共著である第３章では｢糸の工学的機能と関連する構造｣を論じている．新蛛亜目を網型によって分類すると，不規則網は二度，進化したが円網の進化は一度だけだったのだろう．餌捕獲の糸に篩板糸と粘球糸があるが，鞭状腺と粘球糸の進化は関連している．

捕獲糸に篩板糸と粘球糸の２種があるが，それで分岐すると，捕獲糸の無い群から篩板糸群が分岐し，その群にはコモリグモやハエトリグモも入るはずと推定される．そして更に粘球糸をもつ群が進化した．

大瓶状腺の糸と鞭状腺の横糸とは２種の性質の異なった糸である．吸収エネルギー量は同じだが，大瓶状腺の糸は抵抗力が大きいのに対し，鞭状腺の糸は伸長性に優れている．

Ｘ線回折で糸の特性を調べて系統樹を描いてみると，ハラフシグモなどの葡萄状腺だけの群から，葡萄状腺と管状腺のジョウゴグモなどが，そして大瓶状腺と管状腺のカヤシマグモ・イワガネグモ群，徘徊性となったコモリグモ・ハエトリグモ群，偽鞭状腺をもつウズグモ・メダマグモ群，最後に鞭状腺をもつコガネグモ・ヒメグモ・アシナガグモ・カラカラグモ群が分岐した．

[コメント]参考図をみると，糸は完全に元には戻らないようだが，弾性限界内でかけた荷重を無くすと戻る糸の分子特性は変化するのだろうか（八幡）．捕獲に一度使った横糸はそのままでは次に使えないのだから，別に糸の可塑性は無くてもいいのではないか（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2004．チュウガタコガネグモとコガネグモでの幼体の識別は可能か．八幡報告．

腹部背面にある前黄帯が黒い条で分断されればチュウガタコガネグモ，前黄帯の後縁に一対の小さな突起があればコガネグモ．ただし，6mmに達しない幼体では判然としないため，チュウガタ幼体とみなして飼育した個体がコガネグモになってしまった例もあった．

[コメント]コガネグモは海のクモ，チュウガタは山のクモと称されるが，コガネグモはゆったり流下する川沿いに生息するクモである（八幡）．栃木県にはコガネグモは生息するがチュウガタは稀．単純に暖帯のクモ，温帯のクモというわけではない．チュウガタには北に行けない何かがあるのではないか（宮下）．丹沢調査の結果（金目川流域，中津川流域）も報告した（八幡）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　東京クモゼミ　　第148号　　2004年6月6日　　　　加藤家

＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，谷川明男，馬場友希，村上香

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2004．最近採れたクモの珍種．谷川報告．ワクドツキジグモが沖縄県恩名村で杉本氏により2004年2月に採集された．森林内（大学院大学建設予定地）の河川敷のゲットウの葉裏に付いていたという．その後一度脱皮した．コオロギ幼体をつぶして瀕死にし糸にかけておくと食べている．ツシマトリノフンダマシ幼体も同人により捕獲されていた．振動を感じると前脚を広げて待ち伏せ姿勢をとる．

[コメント]その後6月日に，谷川は自分でワクドツキジグモを採集．オスは不明．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2004．大崎茂芳『クモはなぜ糸から落ちないのか』書評．Acta　arachnologica予定．前著『クモの糸のミステリー』から補足されたことは少ししかない．後半は，しおり糸の２本構造が工学的な安全性に叶っていることを力説する内容であり，前著の第６章｢安全性の科学｣の安全性と信頼性の原則を全ての社会事象に敷衍する論旨展開となっていた．一歩間違えば荒唐無稽となってしまう．社会的な現象を｢線形｣｢非線形｣という工学の用語で整理し直してみたアナロジー（比喩）である．線形＝予測可能＝信頼できる領域，非線形＝予測困難＝信頼できない領域という分類は常識の範囲内であり，物事を単純化しているだけに危険な論説になっている．本書の後半にいくつも上げられているグラフは大崎氏の結論から作成したイメージ図である．子グモがしおり糸の下から２番目のクモが最後尾の１匹を必ず助けるという行動を発見した大崎氏は子グモには｢助け合い｣の精神が働いていると解釈しているが，このような行動は助け合いという社会学的な用語で説明するのではなく，糸の荷重と関連するといった工学用語で説明すべきものであろう．

[コメント]クモの行動には個体によるバラつきがあり，擬人的な感想や感情移入しやすい側面がある（加藤）．そのようなバラつきは捕食戦略が影響している．待ち伏せ型の狩猟で，予測不能な餌昆虫に対する応答が異なってくるので，個性を見やすい（安藤）．ジョロウグモの一生では網を張る場所が悪いと成長に差が出る．行動には遺伝子だけでなく，初期段階の成長の遅れが個体に大きく影響する（加藤）．待ち伏せ型捕食者といってもクモによってだいぶ異なっていよう．筋肉の性質も違うところがあるのではないか．徘徊性の種類は動き回らせて疲労させてから撮影するのだが，コモリグモはすぐ疲れて動かなくなるのに対して，ハエトリグモはなかなか疲労しない.つまりコモリグモは待ち伏せ型のハンターだが，ハエトリはそうではない（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

高田まゆ子・宮下直，2004．チビサラグモの個体群の研究．谷川報告．

　上総亀山でチビサラグモ個体群に影響する要因を野外実験区を作って調査中だが，低密度区と高密度区で餌個体群に差が無かった．除去区を作り出して実験中だが，除去するのはとても大変．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須賀瑛文・緒方『レッドデータブック名古屋2004年6月19日』．池田報告．

名古屋市域という限定された地域でレッドデータブックを作成した試み．クモ篇にはかなり多くの種があげられている．

[コメント]環境が特殊でない種類を絶滅危惧と指定することは難しい（安藤）.地域限定で種の生息を知ることは将来を見通したうえで大変に重要な仕事だと思う（加藤）．環境が特定できる種類は地中性しかない？

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2004．クモ類生息環境一覧表．池田報告．環境アセス関係でクモの種ごとに生息環境を求められることがある．一応作成してみた．今後とも意見を集約して改善していきたい．一部の種類に関してゼミ報告のページからエクセル表で参照できる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2004．高校生物Ⅰでも進化を教えよう．｢遺伝｣7月号予定．池田報告．

　雑誌『遺伝』で，｢進化｣をどのように教えるかという特集がされ（嶋田正和企画），寄稿した．『生物Ⅰ』の分野でも工夫して進化を教えようという主旨である．目下校正中.

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

松下祐介・山崎将人，2004.アマガエルの生態（中間報告）.池田報告．

西湘高校生物部で神奈川県西地域のカエルの生態を調査中である．カエルの生態はあまりはっきりしていないようだ．

[コメント]6月下旬にハッチしているのを見かける．卵塊には泥がかぶっていることもあり，発見しにくい．卵を｢数回に分けて産む｣という記述があるが，オスの戦略とメスの戦略がどう関係するのか不明である（加藤倫之）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Finke,D.J. and R.F.Denno，2004．Predatory diversity dampens trophic cascades. Nature，429:408-410．池田報告．メリーランド大学のフィンケのコモリグモに注目した研究である．塩拓地（海岸に沿った湿地）の食物連鎖に上位の捕食者がもたらす影響について実験的研究を行った．草（Spartina）を食べるウンカ（Prokelisia）がいて，そのウンカはオオアシコモリグモ（Paedosa）やサラグモ（Grammonota），カスミカメムシ（Tytthus）に捕食される.これらの捕食者はさらにコモリグモ（Hogna）に捕食される．捕食者の多様性を高めることで，草食動物に及ぼす天敵の影響が軽減され，栄養カスケードが減衰されることが分った．

　[コメント]室内と野外で比較したことが重要．捕食者のギルド内捕食で捕食の影響が弱まることを実証（馬場）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　第149号　　2004年9月5日　　　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，石島力，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，永井亜紀，馬場友希，平松毅久，山野井？？，宮下直，村上香，八幡明彦

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2004．環境とクモ．日本蜘蛛学会豊橋大会シンポジウム．あまり提起した問題点や議論が掘り下げられなかった．単に異なる動物群での環境指標生物を紹介した程度で終わってしまった．

[コメント]クモのレッドデータリストが，日本蜘蛛学会自然保護委員会で取り上げられていたが，クモで選定された種は環境を表わす種類ではないところに問題がある．どうしても稀産種が指定される．単に感覚で指定されているのでは科学的ではない．保全したい環境に住むクモを指定するという八幡の主張には一理ある（谷川）．目的がなくてリストを作成しても意味がないはずである．何のためにリストを作成するのか．アクションにつながらないと意味がない．国レベルの判断に意見を具申するならもっと明確な基準が必要であるし，その基準を公開して討論していくべき（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　8月8日放映の，所さんの目がテン　クモの糸の科学を鑑賞する

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2004．アリグモ物語．Kishidaia，（87）予定．池田報告．

　標本を精査して，日本のアリグモ類は7種となった．アリグモ M. japonica，ヤサアリグモ，タイリクアリグモ，クワガタアリグモの既知4種のほか，ヤガタアリグモ M. elongata，マガネアリグモ M.legon，オオアリグモ M. magnaを追加したほか，アリグモに酷似したシャラクアリグモ M. lugubrisを別種として紹介した．

　［コメント］アリグモの分類は難しい（全員）．本州では既知４種にヤガタアリグモが加わる（池田）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　石本舞・金田愛美（西湘高校生物部），2004．ヒメグモの成長と母親の保護．池田報告．

　昨年に引き続き，ヒメグモの生態調査を行っている．幼体のサイズから成長曲線を描くことで，ヒメグモの成長抑制の実態を明らかにすること，幼体の集団をサイズで小・中・大に区分し，初春に小サイズ個体群に淘汰が働くことを実証すること，7月初旬のオスの分布を調査すること，メスの成熟と生態を関連づけること，出のう後の脱皮の有無を調べることなどでほぼ予想とおりの結果がそろい始めた．

［コメント］ヒメグモのサイズの小さい幼体は出のう遅れ，出のう時期の遅速が効果があるのではないか（宮下）．ヒメグモの幼体は冬は葉の下にいるのか（宮下）．落葉層にはいないで木についた常緑の葉の下にいることが調査ずみ（池田）．コガネヒメグモは数回脱皮するし，母親がいないと全滅するが，ヒメグモは母親がいなくとも出のうし，生残するようだ（新海）．コガネヒメグモは母子ごと，葉と共に採って紙コップに入れ，ミールワームを与えると飼育できる（八幡）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　ハエトリグモの目．5年の科学10月号．池田報告．10月10日は目の日なので，学研の『５年の科学』では８つ目の怪物ハエトリグモの目のしくみを取り上げている．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　西野真由子，2004．マネキグモの日周活動．Kishidaia，87号に予定．

　マネキグモは日没後に端から網の中央へ向かって「出動」し，日の出前に「帰着」する．この行動は照度によって影響されている．小学４年生から中学２年生までの間の研究の報告．

［コメント］冬でも出動しているので，その間どんな餌を採っているのかが興味深い．サイズを測定していないようだが冬期間もエサを取っているとすれば，冬でも成長しているような成長曲線になるはずで面白いのではないか（宮下）．　

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，トリノフナダマシ類の異種間の交尾の可能性について．八幡報告．2004年8月13-14間の両日夜間，広島県神石町でメスと同居していたオスを採取して同定した．トリフン5頭のオスはトリフンに同居，オオトリのオス2頭のうち１頭だけトリフンのメス網にいた．別種の網へのオスの導入の実験はしていない．

［コメント］種間交雑では関連する二種間の片方だけにフェロモン効果があるという例がある（宮下）．トリフンやアカイロではメスの方が受け入れ態勢になったところへオスが来る（新海・安藤）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2004．アシダカグモへの関心；クモ嫌いを利用する．クモ嫌悪への対処の三つの方法として，「クモ駆除」「クモ防除」「嫌悪症治療」がある．クモ嫌悪の人にも調査に参加してもらうために『アシダカ・ギネスに挑戦』のページを開設した．コアシダカグモ（Sinopoda）属は2002年以降，分類に問題があるので調査が必要である．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

松下祐介・山崎将人（西湘高校生物部），2004．アマガエルの繁殖期は短い．池田報告．　

アマガエルは長期繁殖型のカエルと言われてきたが，神奈川県西部地方ではオスの鳴き声は主に６月まで．メスの卵巣成熟時期は5月中旬から６月中旬までの約１ケ月間だった．

もともとアマガエルの繁殖期は長かったが，水田耕作によって限定されてきた可能性があるのではないか（八幡）．鳴き声の定量化がわかりにくい（新海）．声の多少は円グラフが直感的にわかりやすいのでは（安藤）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第150号　　　2004年10月10日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，新海明，高津素夢，谷川明男，永井亜紀，

平松毅久，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2004．ジョロウグモが消えた－2004年秋．遊糸．新海報告．

この夏，ジョロウグモが少ない．これは単なる印象ではない．房総半島・清澄山で30年間続けているジョロウグモ個体数調査でも100m当り0.24頭で，この値は過去最低の記録1.0頭（1995年）を更新した．他の場所ではどうだろうか．数年前に継続調査を行っていた鎌倉市の七里ガ浜高校では43～139頭だった地点に今年は3頭だったという．なにか原因があるに違いない．

［コメント］山梨県の増穂町では林道には少ない．しかし，いつも多い池の周囲は同じだった．他の種類のクモも少ないようだ（加藤輝）．豚舎の傍のような人為的な影響を受けている地点を対照として設定して調査し，比較する必要があるのではないか（安藤）．ヒメグモの成長もちょうど一週間遅れている．宮下直氏がジョロウグモは梅雨期の雨が不十分だと夏眠する昆虫が増えて成長期のえさが不十分で成長不良といったデータを出していたのでは（池田）．宮下の結果は個体のサイズに関係する要因で個体数ではない（新海）．大和市調査の印象からはクモ食いのクモは減らないのではないか（池田）．クモ食いのクモはライフサイクルが短いので起床の影響が小さいのではないか（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

梅谷献二，2004．クモを食べる習俗．IN　『虫を食べる文化誌』（創森社，320ｐ），223-229．池田・八幡・加藤輝報告．クモを食べる世界の習俗についての記述がある．記述が豊富で面白く読める．ルブロンオオツチグモの写真を八幡氏が提供する他，情報を提供している．加藤輝代子氏に対する謝辞もある．

［コメント］表紙にもカンボジアのクモ売りの少女の写真が出ていて，虫を食べるという本なのにクモが主役級の扱いを受けている（池田）．梅谷さん本人はクモは嫌いだとか．しかし，虫関係のグッズやフィギュア，食料に関する資料は50年来収集していた（加藤）．記述に「トリクイグモがオオツチグモに改正された」とあるが改正というほどのことはしていないと思う．タランチュラの和名について，｢農業共済新聞｣に連載中はゴライアストリクイグモとしていたクモが，本ではルブロンオオツチグモとなってしまったのが残念だ．学名がテラホッサ・ルブロンディなのだが，実はこの種小名，仏人ブロン氏なのに命名者が誤ってル・ブロンとしてしまったのだ．私見では和名ならダイダラボッチオオツチグモがいいと思う．また写真の説明に体重10ｇとあるが秤の針を見れば分る通り100gの間違い．本文で｢食用グモ｣というのが出てくるが，これはヨーロッパ人がタイランド・エディブルと名づけたことから来たもので，現在タイ政府は食用を禁じている．もう食べる場面も撮影できないし市場でも売っていない．八幡が食べたのはアフリカのクモで刺激毛を持たない種類です．ゴライアスには刺激毛がある．カンボジアではポルポト政権のとき，食料事情が悪化し，クモ食いの風習が広まってしまった（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2004．ネコハエトリが，網内のネコグモを襲って捕食．写真．加藤報告．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

平松毅久，2004．カラオビハエトリがアリを捕獲する（実験）．アリのうしろから襲って腹部をかむ．クモゼミでは八幡氏のタランチュラやコガネグモに続く実験．ただし飢えさせたカラオビハエトリだったがアリを襲う場面は再現されなかった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

佐藤幸子，1976．オオトリノフンダマシの観察日記．池田報告．佐藤幸子氏が会長を務めた「クモの会」の会誌１号に掲載された観察日記．8月5日から17日までの継続観察記録．この間，クモは4回網を張ったのを観察した（24時以降だった）．たいてい午前2時ごろに観察を打ち切ったのでそれ以降の造網は不明．網をたたむのを１回観察した．

［コメント］たたむときには引っ張ってロウ・シア・ジョイント側が切れるのだろう（新海）．今晩は造網しないだろうという午前2時以降に造網するときがあった．湿度が低い日である．早朝に朝露など湿度が高まると造網する．7月～８月までほぼ毎日造網した（宮下）．クモの会の会報には他にも興味深い記事があるのでKishidaiaに再掲載していきたい（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

西野真由子，2000．マネキグモの卵のう作り．Kishidaia87号予定．池田報告．

西野さんが中学２年生で日本学生科学賞総理大臣賞を受賞したときの作品の一部．マネキグモは明け方に産卵する．産卵時期は5-6月で２個めの卵のうを作ることがある．３個めも稀にある．次第に出のう率が低下する．最低気温や最高気温が上がると産卵から孵化までの期間も短縮される．

［コメント］網の部分の呼び方の名称は図があった方がいい．篩板糸は横糸のような付けかたをする（新海）．熱耐性を調べているがマネキグモは他のウズグモと異なり高い（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Hong-Chun, Kai-Ya, Da-Xiang,S. and Q. Yang, 2004. Phylogenetic placement of the spider genus Nephila (Araneae: Araneoidae) inferred from rRNA and MaSp1 gene sequences. Zool.Sci., 21:343-352. 谷川明男報告．ジョロウグモ属はコガネグモ科かアシナガグモ科かを分子系統で研究した結果が出た．研究した遺伝子は12Sと18SのｒRNAとスピドロイン（大瓶状腺の糸タンパク質の一種）・タンパク質の遺伝子およびタンパク質のアミノ酸配列．いずれの場合もジョロウグモはコガネグモ科と単系統を作った．

［コメント］ブース・ストラップ確率が50台はあまり高くない．しかし分子系統の研究として貴重な一篇．アシナガグモ科からはアシナガグモ，コガネグモ科からはトゲグモなど典型的な種が選択されているが，これがドヨウグモとか微妙な種類を入れると系統関係も変わってくるかもしれない（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2004．佐賀合宿に行こう！　パワーポイントによるPR．谷川報告．来年度の7月30日31日，8月1日に東京蜘蛛談話会佐賀合宿を企画中で先日下見をしてきた．たいへん良い場所である．ヤパニッシュ・シュピーネン１００周年となる来年の合宿を盛り上げよう．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　平松毅久，2004．赤いハグモの体温調節姿勢．Kishidaia87号予定．平松報告．日向で頭胸部を脚で覆い隠すようにしているクモは行動的体温調節をしていると思われた．人為的に日陰にするとクモは脚を普通に伸ばした．

［コメント］体温自体を測定するのは困難．クモがオープンな場所に進出したとき，乾燥に対する適応が必要だった．低湿度および高湿度の致死温度を調査している（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

平松毅久，2004．クサグモの廃巣で越冬するムラサキシジミ．寄せ蛾記，（113）:1-3．平松報告．2003年１月に北本市でクサグモの廃巣のなかで越冬しているムラサキシジミを発見した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2004．ナショナル・ジオグラフィック誌と外国のテレビ局が作成していた日本のクモ合戦の紹介作品『サムライ・スパイダーズ』が完成しました．こんなに早く完成したのは前代未聞とか．

[コメント]最初にメールで問い合わせが来たとき，八幡氏を紹介して良かった．多様な観点で描かれたのは，八幡氏の適切なアドヴァイスのおかげであろう．放映は来年の夏以降スカイパーフェクトTVらしい（池田）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第151号　　　2004年11月7日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，新海明，谷川明男，馬場友希，平松毅久，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

菊地正憲，2004．都市伝説探偵団73　夜グモは生かしておけ．AERA，17巻50号（892号）:82.池田報告．｢夜グモは生かしておけ｣という伝説はクモが夜行性で夜に目立つこと，農民は益虫であることを知っていたことからできた諺ではないかと池田は推測した．土蜘蛛伝説に代表されるように｢悪者｣として描かれた例も目立つが．

［コメント］飲み屋の主人は夜になると網で虫をキャッチすることから｢蜘蛛｣は夜の客をキャッチする，あり難い生き物として珍重していた（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

｢名探偵コナン｣《クモ殺人事件》，八幡報告．タイトル不詳．クモに関する考証がよくできていた．被害者の教授はクモ学者だがクロゴケグモに耳を噛まれて死亡する．事故か，殺人か．ゴケグモの毒はヒトを死亡させるほど強くないことから，コナンは謎を解く．電話器に仕掛けられた画鋲で耳を刺した結果のショック死だった．犯人は殺害するつもりは無かったのだ．

　[コメント]コナンがクモを検索すると画面に現われるのはタランチュラのメキシカン・ブロンド，これはみるかし姫のホームページを参照したなと思われた（八幡）．11月下旬，日本テレビ系列で映画『スパイダーマン』放映にあわせて特別番組を組む予定（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

石本舞・金田愛美，2004．ヒメグモ母親の世話の意義．池田報告．西湘高校生物部の継続研究．幼体サイズの測定から，卵のう内の出のう直前の幼体はかなり大きく，世話をされた幼体が大きくなるサイズくらいあること，出のう後は脱皮をしないこと，出のう直後の幼体はかなりサイズがバラついていること，世話をされると大きくなるがその場合は小さいクモも大きいクモも大きくなることが分った．

[コメント]サラグモは安定な環境で何度も成熟するのかと思ったが，実際に調査してみると安定な環境でゆっくり成長して年にせいぜい２回（安藤）．ズグロオニグモ幼体の成長はヒメグモのように抑制がかけられておらず，ダラダラ系である（加藤）．コガネグモではたくさん捕食した幼体は脱皮が早まる．しかし最終的に有利かどうかは不明である．クモ合戦の上手，谷口さんは小さくて頑張っている個体が翌年急に大きくなると言っている．よく成長したやつが２月に小さく成熟してしまった例があった（八幡）．吐き戻し給餌をするコガネヒメグモは幼体のサイズが比較的そろっているような印象がある（新海）．ジョロウグモの休眠の深さは地域的な違いがある（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

甲野涼・初芝伸吾，2004．都市公園における野鳥巣箱：クモの住み心地を考える．Kishidaia予定．池田報告．2001年11月23日に実施された都立代々木公園の野鳥巣箱15個内のクモの記録．13個でクモが住んでいた．ハエトリグモ（特にアリグモ属とネコハエトリ），フクログモが多かった．92.1％が幼体だった．南向きの巣箱やゴキブリの糞が見られた巣箱にはクモは少なかった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

国際ヒトゲノムシークエンシングコンソーシアム，2004．高精度ヒトゲノムに関する学術論文の発表．理化学研究所ホームページ，池田報告．分析を続けたところ，ヒトの確定されたタンパク質をコードする遺伝子は約2.2万個となり，概要版の3.5万個よりもさらに少なくなった．まだ未確定なギャップが残っている．

［コメント］ヒトの遺伝子数は，シロイヌナズナよりも少ない．概要版のときにワトソンが言っていたようにひとつの遺伝子が細胞が異なる場合には異なる機能を果たしているのだろう（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Hong-Chun　and　Akio　Tanikawa，2004. トリノフンダマシ類の系統解析．谷川明男報告．不明だったオスのクモの正体とトリフン類の系統解析をCO1領域で行った．不明のオスはワクドツキジグモのオスのようだという結果が出た．シロオビトリノフンダマシがトリノフンダマシと離れてしまい，トリノフンダマシ属が単系統にまとまらない結果になった．Blackledgeが別のCO1領域や他の領域も使って系統解析をしていた．まだ安定していないが，これまでの系統解析と異なる結果を出している点もあり興味深い．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

渡，2004．オオジョロウグモの産卵行動．谷川報告．今年の10月22日，奄美大島でオオジョログモの産卵行動を携帯電話の動画で撮影全4ファイル12分．森林内の地面を掘り下げて，産座を作り，そこに卵のうを作る．落ち葉で完全に覆い，糸でかがる．


[コメント]新海栄一『フィールド図鑑クモ』に産卵中の写真がある．｢沖縄クモ観察記｣に卵のう作りは書いたことがある（新海明）．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


　関根幹夫，2004．ジョロウグモの虫かみつき行動は理にかなっている．八幡報告．

　ジョロウグモが最初に虫のどの部位にかみつくかを調査した．32頭のジョロウグモの網の下面にフタホシコオロギを投げ込んで記録したところ，コオロギは下向きになるためか，羽や肢にかみついた例10，腹部9に対して頭部4，胸部8だった．頭部や胸部にかみついたときはその後，糸を巻く行動に移ったが，腹部では9例中1例，羽や肢では10例中4例だった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2004．ジョロウグモの個体数密度の年変化（1940年～2003年の記録）および，その他のクモ類での個体数密度の変化傾向，Kishidaia87号予定．新海報告．2003年までの10年間で，清澄山のジョロウグモは100ｍ当り21.5頭から1.0頭で変動した．郷台宿舎のオオヒメグモは1988年～1999年の12年間に86頭～2頭の変動をしたし，アカイロトリノフンダマシは1980年～1985年の6年間，22頭～0頭の変動をした．このような変動はクモには普遍的に見られる現象ではないかと考えはじめている．

［コメント］環境の撹乱は無かったのか（馬場・八幡）．年による成長の差はあるのか（八幡）．アカイロトリノフンダマシは湿度による造網行動への影響があるのではないか（馬場）．調査日が一日だけならその日だけの現象という可能性もあるのではないか（八幡）．こにょうな調査をするときの留意点は何か（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，1995．｢毒グモ｣騒動の謎．某誌投稿．八幡報告．

ゴケグモに対する対応には日本人の反移民・反外国人感情が露呈している．古代にも天皇族は先住民を賎称するとき，土蜘蛛よばわりしたのだった．この件に関する記述は各地の風土記に見られる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須藤寿恵，1991．土蜘蛛と呼ばれた民のもの悲しい痕跡を辿る．　AERA,8月27日号．八幡報告．大分県・佐賀県に相当する『肥前国風土記』には女性の土蜘蛛が数多く出て来る．中でも大山田女（おほやまだめ）・狭山田女（さやまだめ）は荒ぶる神を鎮めた賢女ぶりが｢賢女（さかしめ）の郡（こほり）｣，後に訛って佐嘉（さか）の郡となったと佐賀の地名の一つの起原をなしている．

[コメント]みるかし姫のホームページにはみるかしのさとを訪れた記録が掲載されている（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西準子，2004．環境リスク学．日本評論社．池田報告．

『都市の再生と下水道』（日本評論社）という名著を書いた中西さんの横浜国大定年退官時の最終講義が収録された本．公害の時代はハザード物質が焦点を当てられていたのでその危険ははっきりしていたが，その後の環境汚染物質はリスクが曖昧な物質が多く，単純な二元論では割り切れなくなっている．そこでリスク評価をする必要がある．リスクをゼロにするコストがあまりにも大きい場合には，軽いコストでリスク低減する方法を選択するのが現実的な対応である．ただしリスク論は現実政策追随の理論的基盤を与えるものではない．リスク評価と生物の絶滅評価に巌佐庸・松田裕之・田中嘉成といった人たちの協力も得て環境リスク学は世界の先頭を走っているようだ．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　152号　　2004年12月5日　　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：池田博明，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，宮下直，八幡明彦．

低気圧で早朝の強風により電車の運休や遅れが生じた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


新海明，2004．シノビグモの分布に思う，クモの探し方．Kishidaia，(87)予定．


最近，山梨県と神奈川県でシノビグモが初記録となり，『県別クモ類分布図CD』で確認すると，全国的に山地渓流に分布している種（ただし，これまでは九州は空白地域）と予想される．


［コメント］クラークコモリグモは同じ生息地にいるが，逃げ方がクラークは早い（谷川）．ユアギグモやコウライササグモも広く分布すると思われる種で要注意（谷川）．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2004．冬でも活動するクモ．Kishidaia，予定．1月にクスミサラグモは造網・捕食，ユノハマサラグモは造網，オニグモ属の一種は造網．

［コメント］冬にサラグモは成体がいる（谷川・佐藤）．ヤチグモやナミハグモも冬に成体（新海）．「幼体で同定はできない」が，まず基本．ワラ巻きのクモ全部は同定できないと思う（谷川）．同定の困難なクモを指摘してほしい（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2004．飼育下でオオジョロウグモの超能力を見た！タテ糸に粘球をつけた網．Kishidaia，予定．最初は沖縄から空輸してもらったクモ5頭は部屋で造網したが，テレビ朝日の収録後に局に連れていかなかった個体も造網しなくなった．その中の１頭が飼育下で不完全な網のタテ糸に粘球を付けた（7月6日）．甲虫をつけたら捕獲した．

［コメント］縦糸と横糸の構造の本質的な差異は何か（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2004．日本産ハラダカグモ属の再検討．ベーゼンベルグらはハラダカグモとキイロハラダカグモを新種として記載．ハラダカグモは正体不明種であったが，ゼンケンベルグ博物館のタイプ標本を検討した結果，ハラダカグモはキイロハラダカグモの幼体だった．この属は第２脚が短いのが特徴のひとつ．他にオオハラダカグモ（Tylorida ventralis）を西表島の船浦で記録．

［コメント］オオハラダカグモ，トガリアシナガグモ，チヨコアシナガグモも偶産だったかもしれない（谷川）．現在はクサグモを検討している（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2004．コガネグモ上科の多様化と特殊化をもたらした生態的背景＝自然史連合シンポジウム（12月5日）．クモの４分の１はコガネグモ上科である．コガネグモ上科が多様化と特殊化を生み出した機構を考察する．①糸の性質の進化が多様化をもたらした，鞭状腺と集合腺の発達が大きい，クモが餌を捕らえるまでのプロセスはintercept・absorb　kinetic　energy・retention・attackの４段階に分けて分析する，例えばコガネグモ上科はメダマグモ上科（ウズグモ，メダマグモ）より伸縮性にすぐれ，運動エネルギー吸収能が大きい．②明環境への進出が更なる多様化をもたらした．糸の見えにくさが重要．コガネグモ上科では糸の紫外線反射特性が低下している．仮説「明環境は生食連鎖が卓越している」を検証（Shimazaki and Miyashita），仮説「生食連鎖への依存度は体サイズの大形かをもたらすか」を検証，③糸の更なる進化が究極の進化をもたらした．ナガナワグモ，トリノフンダマシの横糸は強度・粘性ともに異常に強い・粘性は低湿度で低下する・高湿度条件下でのみ網を張る，④新たなニッチ創出が新たな特殊化をもたらした，例えばイソウロウグモの採食方法と寄主のクモへの選好，環境への適応．　

［糸→網］←→［餌資源の拡大］←→［すみ場所の拡大］のシステムがコガネグモ上科の「多様化と特殊化」をもたらした．自然史学は現段階でもっとも妥当性のある物語を提供する，単なる記載に終わらずに．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2004．学問は何の役にたつのか．長野県立飯田高校での講話の第２部．

映画『たそがれ清兵衛』で父が娘に語る言葉がある．「学問すれば自分の頭でものを考えることができるようになる．考える力がつく．この先，世の中がどう変わっても考える力をもっていればなんとかして生きていくことができる」．では自分の頭で考える大切さを例示してみよう．①大盛りの寿司は「お得」とは限らない（先入観は禁物・自分の頭で考えましょう），②コインの裏表（試行回数を増やすと1111も珍しくない．全体を見れば単なる偶然），③「雪だるま式」「ねずみ算式」の根拠（一定の利子で借金の場合，100回折りたたむと・・・一見ささいなことでも積み重なると膨大になる），④物事は徐々には変化するとは限らない（水の密度変化，動物はどのように絶滅するか＝絶滅確率は非線形である），⑤歴史は人生や社会の究極のシミュレーション（人間の行き方・考え方・つきあい方から学ぶ，社会の進むべき道＝明治維新から原爆までの過程から学ぶ）．

［コメント］飯田高校は母校．絶滅確率は決まった数ではなく，自然界には稀な種もあるので，種ごとの事情がある（宮下）．絶滅危惧では個体数の変動が把握できているかどうかが問題．現在の個体数が多い少ないという問題ではない（八幡）．レッドデータは予防原理だから，絶滅しなくてよかったと判断すべきでは．レッドリストは社会の要請である．選定の基準とプロセスがはっきりしないまま，進んでいるのは，構造的な問題の方が大きい．学会で討論しても各意見はevenではない（宮下）．キシノウエトタテグモ問題は生物学的・科学的に検討すべきこと（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，山口県岩国基地でのクロゴケグモの報告．2004年11月26日の朝日新聞社・山口支局の木村記者からの情報によると，岩国基地のクロゴケグモは相変わらず減っていないとのこと．米軍の発表によると2000年には成体が1090頭，01年1085頭，02年974頭，03年422頭，04年7月195頭．幼体数は01年4200頭，02年3960頭，03年1536頭，04年7月754頭．成体・幼体ともども同じように減少している．飛行機発着所・ゴルフ場など３ケ所で発見されている．基地外には発見されず，被害届けもない．しかし，この状況からは定着したといってよいだろう．行政側の対応として，基地のフェンスの外側に幅2ｍ，高さ50cmのプラスティック・プレート（防護柵）を設置．柵と柵の間には殺虫剤をしかけるが，市民感覚として柵の効果には疑問がある．

[コメント]政府で移入種について検討している段階（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

 Zhang, Cook and Horner, 2004. ITS2 rDNA variation of two black widow species, Latrodectus mactans and Latrodectus Hesperus (Araneae, Theridiidae). J.Arachnology, 33:349-352. 池田報告．クロゴケグモの2種，つまりマクタンスとその近縁種ヘスペルスの関係をｒDNAのITS２領域を使って調査したところ，その差は小さく有意ではなかった．

［コメント］毒の強さが取りざたされるときに，分類上の問題から明言を避ける傾向があるが，この２種の違いを問題とする必要はないということになりそうだ（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

 Lee and Mackinnon, 2004. A membrane-access mechanism of ion channel inhibition by voltage sensor toxins from spider venum. Nature, 430:232-234. クモ毒が神経科学のツールとして使われる傾向の一端として最近の研究例を紹介する．要約によるとこの論文の内容は次の通り．

　毒液を出す動物は高い親和性でイオン・チャンネルを阻害する低分子のタンパク質毒素を生産する．詳しく研究された例でみると，この種の阻害性タンパク質は水溶性で，チャンネルの水側に露出している細胞外表面に結合する．本論文では，チリアン・ローズ・タランチュラ（Grammostola spatulata）の電位センサー毒素（VSTX1=voltage sensor toxin）が，分配によって脂質膜内部へと入り込んで標的へと到達することを明らかにする．脂質膜での分配は２つの意味合いがある．１つは，電位センサーがある膜内部に毒素を局在させることで，もう１つは分配による自由エネルギーを使って見かけ上親和性の高い阻害能を獲得することである．VSTX1，低分子の疎水性毒素や麻酔薬脂質膜を介して電位センサーに接近し，阻害するという共通の機構をもっている．このような膜を介する接近が必要なことは，電位依存性Ｋ+チャンネルの電位センサーが膜とチャンネル・タンパク質の境界面に存在するという最近の報告によく符合する．

[コメント]サソリやヘビやハチのタンパク質毒素は孔を攻撃してK+チャンネルを阻害する．これらの毒素は細胞外の水露出面と高い親和性をもって結合する．タランチュラの毒素は電位依存性のイオン・チャンネルの電位センサーと結合してチャンネル・ゲートを変化させる．この実験から得られた重要な結論は，自然がタンパク質毒素の膜分割を利用することで，高い親和性の実現とその電位センサー標的からの毒素の解放の方法が分ったということである．小さな有機分子（アミノ酸30～41個）が脂質膜を通した電位依存性のゲーティングを換えることは毒矢のバトラコトキシン，アルカロイド神経毒，DDTのような殺虫剤，ある種の麻酔分子でよく知られていた（池田）．例示されたクモ毒素の例は一種はアシダカグモ類で他はタランチュラ（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　K. Maruyama, 1948．Habits of a Diptera-Hunter, Mellinus obscurus tristis Perez (Hymenoptera). Mushi, 19(2):7-11.　池田報告．故・丸山工作氏が武蔵高校生時代にMushiに寄稿した英文論文を鶴崎展巨氏が複写して下さった．昆虫の専門用語も使われた狩り蜂の生態（巣域，狩り行動の時刻，餌の種類，巣穴の形態，卵と蛹）に関する短報である．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2004．インターネットで見つけたクモのサイト．韓国のKim氏が造った生態園（アラクノピア）は基礎科学を体験する施設（JooPil蜘蛛博物館，蜘蛛研究所，生物学実習室，飼育室など）である．最近まで輸入が禁止されていたタランチュラの販売もしている．中国の上海科技館での「蜘蛛展」（アメリカでの展覧会を輸入）．クモの生態や欠点があげてある．Blackledgeのwaspに対する防衛という三次元の網の理論の紹介展示がある．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第153号　　　2005年1月9日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，高田まゆら，谷川明男，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子，2005．アルゼンチンの自然．加藤報告．昨年の11月から12月に専門学校の引率でアルゼンチン・ミシオネス州の自然研修と野生公園の企画に行った．緑色のオニグモ，突起のあるアズチグモ，派手なハエトリなど，いろいろなクモも見た．採集や標本の持ち出しは絶対禁止．ブエノス・アイレスのラプラタ博物館も見学してきたが，内部展示はかなり傷んでいた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2005・2004年の沖縄・西表．谷川報告．カエル，ハブ，キバウミニナ（マングローブの落葉を食べる貝），サキシマスオウの実などを写真により報告．ナガマルコガネグモは隠れ帯の形から英語グモと呼ばれる．コセアカアメンボを捕食するオオハシリグモ，ガケジグモsp，オオケブカジョウゴグモ，コミオニグモ，リュウキュウヒメグモの不規則網の垂糸網の部分粘球，ホソミアシダカグモがコバネコロギス，アゴグロハエトリ雄，ケナガサラグモ雌雄，ジョウゴグモの網に同居するヒメグモsp雌雄，チヨコアシナガグモ（絶滅したと思っていたが１頭を発見）．　

［コメント］アイフィンガーガエルの母は幼生に未受精卵をあげる（加藤倫）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Zhang, J., Zhu, M. and Da-Xiang Song, 2004. A review of the　Chinese nursery-web spiders (Araneae, Pisauridae). J.Arachnology,32:353-417．谷川報告．

中国産32種のキシダグモ科のクモのレビューが出た．谷川の意見として，ススグロハシリグモD.mizuhoanus　は　ヘリジロハシリグモ D.horishanusとシノニムで，ヘリジロの方が前に出ているからヘリジロを生かすべきではないか．スジブトハシリグモ D.pallistus が，スジアカハシリグモD.saganusのジュニア・シノニムになっているが，これは間違い．キクメハシリグモが同定されている．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Eberhard, W.G., 2004. Why study spider sex: Special traits of spiders facilitate studies of sperm competiton and cryptic female choice. J.Arachnology, 32:545-556. 前半部を池田報告．精子競争（sperm competition）と隠れたメスの選択（cryptic female choice）を研究するのにクモは好都合な特性を持っている．クモの雌雄の生殖器は形態が明確である，交尾時に触肢の動きが外から観察できる等．

［コメント］生殖前隔離があれば交尾器での隔離は必要がない（宮下）．クモの精子はメスに渡される前は鞭毛が伸びていなくて，ある意味では顆粒状である．交尾後にメスのなかで展開して運動性をもつようになる（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　中西準子ほか，『演習　環境リスクを計算する』（岩波書店，2003年）と『環境リスクマネジメントハンドブック』（朝倉書店，2003年）の中での「生態絶滅リスク」の項目．池田報告．個体数ｘの変化は，⊿ｘ＝［決定論的個体数変動］＋［環境変動］＋［人口学的確率性］に依る．理論とコンピュータ・シミュレーションで絶滅リスクを評価できるようになっている．

［コメント］クモの場合，IUCNの判定基準に基づいて，きちんと進める必要があったが，日本蜘蛛学会の自然保護委員会はそれを放置してきた．矢原氏が植物で集めたデータでこれだけの評価ができたのだから，徳本洋氏が調査していたイソコモリグモなら，クモでもきちんとできるのではないか（宮下）．具体的な種でモデル作りが必要ではないか．例えばイソコモリグモやキシノウエトタテグモで示そうではないか（新海）．昆虫でもチョウとトンボ以外のリスク評価はクモ同様のレベルであった．植物のRDBアンケートは簡単に誰でもが協力出来るように出来ていた（加藤）．相当，稀な種は指定するのは，あまり意味がない．環境の象徴になるような種が必要（宮下）．環境評価に使えるような種を見直す（加藤）．調査方法が一定していれば評価できる（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

平松毅久，2005．Wanted!!このクモを探せ（仮題）．平松報告．RDBに挙げられた種のなかで生息環境が明確でない種がある．あまり認知されていない種（コケオニグモ，シノビグモ，アケボノユウレイグモ，アシナガカニグモ等）について，生息環境情報のフォーマットを決めて，Kishidaiaに投稿して発信していったらどうかと考えている．

［コメント］生息地（habitat）の記載は地図上のデータに正確に落とすほうが後でも役に立つ（宮下）．2002年4月からGPSの国際基準の方で緯度経度が変わった．国土地理院のウェッブサイトにアクセスして地図上でポイントをクリックするとその地点の緯度経度が分る（安藤）．図鑑には初心者にとっては「分らない」「不明」とか，「色彩は変異がありすぎて不明」とはっきり書いてほしい（安藤）．CD図鑑なら種ごとに枚数がちがってもいい（谷川）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第154号　　　2005年2月6日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，平松毅久

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子ほか，2005．山梨県増穂のクモ目録．加藤報告．Kishidaia，予定．山梨県新記録が多かった．次号の会誌に掲載．

［コメント］次号の会誌は157頁（80号）を超える173頁くらい（谷川）．市川市のキシノウエトタテグモは新しい土地には生息していないので，指標生物として注目している（加藤）．「外来生物法」による指定対象種にセアカゴケグモ等が入った．選定する委員には小野展嗣氏．1月31日には特定外来種として規制第一陣リストが出た．無脊椎動物クモ綱では，ゴケグモ属の4種，イトグモ属のうち3種，ジョウゴグモ科の2属全種，キョクトウサソリ科全種が入った．タランチュラは当然入っていない（谷川・加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2005．クモ類レッドリスト作成のための私案．新海報告．自然保護委員会の発足と活動をふり返ってみた．「日本の重要なクモ類Ｉ」が発表されている．

私案として，委員会の活動を見える形にする．県別の目録の公開には学会会員の希望を重視する．RDB種について選定の根拠をあきらかにする．選定の具体案と方法を挙げる．キシノウエトタテグモ（鈴木成生・八幡明彦の調査，今年の追加調査），イソコモリグモ（福本伸男，徳本洋，金野晋）では，数値データで絶滅率を出すことが可能．稀産種の取り扱いを検討し，成果の発表をする．2006年の学会大会でシンポジウムを企画する．

［コメント］定量的なデータをきちんと示す（ALL）．分類学者ではなく生態学者が専門委員になった方がいい（谷川）．アセス会社の調査でもクモは注目されて来始めたので，データをきちんと示す必要がある（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明ほか，2005．丹沢大山総合調査結果概要書．池田報告．2004年の調査で，東丹沢モニタリングサイトでは132種のクモを記録（新海栄一・初芝伸吾による）．西丹沢モニタリングサイトは目下，整理中．神奈川県初記録はカントウケシグモ（記載されたのは最近だが，普通種である．安藤による），シノビグモ，カワラメキリグモ，ナカヒラハエトリなど．

［コメント］県別クモ目録ＣＤは分布などの考察に有用だった（池田）．山梨県増穂町では700m以上だが，ヨツデゴミグモやジョロウグモは生息している（加藤）．コウライササグモはササグモと同形だが外雌器が黒色なので要注意（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　吉田嗣郎（撮影）・谷川明男（編集），2005．ザ・ワクドツキジグモ（DVシンフォムービーによる動画）．葉裏のワクド（メス成体）にカを与えて捕食する映像（5分間）．ラッピングせずに噛み続けて2分間で肉団子状になった．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2005．クモの形態形成異常．谷川報告．ハナグモ肢の膨大部，ハエトリ・アマミアズチグモ・オキナワカワリアシダカグモの片側の触肢異常，ヤチグモの一種で過剰眼．4個は，検鏡した標本の4250分の1の割合だった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　石島力，2005．便利な餌・ヒラタコクヌストモドキ．石島報告．食品総合研究所に勤務，４月からは金谷の野菜茶業試験場（後で削除する）．小麦粉（強力粉）に粉末のエビオスを5％重量で増やし飼育する．小麦全粒粉が一番いい．手間がかからないし（半年放置しても平気），様々なサイズの餌がそろう．飛ばないので扱いやすい．成虫は7mm弱．30℃，湿度70％が増殖の最良の条件．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

次回は３月5日（土）に屋形船にて二十周年．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第155号　　　2005年3月5日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，石島力，井出，金野晋，佐藤幸子，新海明，高津素夢，谷川明男，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2005．サラグモの疑問種．安藤報告．アリマネグモの雌は大井良次の図からは同定できないが，外雌器を外して見る方向を変えると大井が描いた向きによるものと思えなくもない．アリマネグモ属に別種がいると考えるよりもよいかもしれない．斎藤博が記載したカワグチコヌカグモの雌の外雌器は原記載の図とHeptathelaに斎藤が描いた図とは異なっている．後者はタイリクコヌカグモのそれと思われる．

［コメント］サラグモの記載者は雄の触肢を腹面から描かない習慣があるが納得できない（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Schneider, J.M., L. Fromhage and G. Uhl, 2005. Copulation patterns in the golden orb-web spider Nephila madagascariensis. J.Ethol., 23:51-55.　池田報告．

マダガスカルジョロウグモで雄の交尾時間を調査したところ，精子が既に注入された方の交尾管に触肢が挿入された場合よりも，未使用の方に挿入された方が有意に長かった（平均50秒と150秒）．雌の交尾器に雄の触肢の移精針が外れて突き刺さった例と受精嚢内に針の先端が折れて入った例が観察された．精子競争の例である．

［コメント］昆虫では雌の開口部がひとつで交尾管も1個，雄の交尾器も１個という例が多い．受精嚢が3個というハエ類の例もある（金野）．雄の触肢が2本あるのは動物界では異例に属する方だった（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Taylor, P.W., J.A.Roberts and G.W. Uetz., 2005. Flexibility in the multi-modal courtship of a wolf spider, Schizocosa ocreata. J.Ethol., 23:71-75. 池田報告．

コモリグモの一種オクレアータでは視覚的な求愛とseismicな求愛行動を同時に行う．明条件と暗条件で，行動要素の差異を調査した．明条件のみで見られた要素に｢アーチング｣，暗条件のみで見られた要素に｢垂直に脚を伸ばす｣があった．

［コメント］研究の目的は何だろうか（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

金野晋，2005．イソコモリグモの分布．金野報告．1991年から1998年に全国を実地調査した．その結果，北海道には全周生息，日本海側の砂浜のところどころに生息（青森県から山口県）．青森を除くと，太平洋側の砂浜では確認できなかった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2005．キシノウエトタテグモ

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2005．明環境への進出．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

４時から浦安の相馬屋・屋形船にて二十周年記念の宴会．宮下さんの家族，馬場浩希，安田明雄，加藤輝代子，加藤倫之が加わる．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京ゼミ報告　　　第156号　　　2005年4月3日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，谷川明男，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明・谷川明男，2005．神奈川県レッドデータリスト，クモ篇．池田報告．

昨年予定したリストのヒメハナグモは絶滅種の予定から絶滅危惧Ⅰ類にランクを落とす．絶滅危惧Ⅰ類は北方系種で（シロタマヒメグモ，タカネヒメグモ，イナズマクサグモ，ヒメハナグモ）南限となっている，絶滅危惧Ⅱ類（ワスレナグモ，ドウシグモ）は生息地が限定されている．準絶滅危惧（コガネグモ，スズミグモ，シノビグモ）は減少種と注目種，神奈川県のみの記録種は情報不足（クマダフクログモ，コトヒザグモ）．

［コメント］神奈川クモ図鑑の構想があるが，写真だけでなく，識別ポイントを図示する．神奈川クモかるたも作れます（池田・谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2005．奄美大島クモ紀行2005年2月．谷川報告．２月の奄美は寒い．今回，観察・撮影した種は，オオハシリグモ幼体，ナセヤチグモ，アカキナヤチグモ，ガケジグモの一種，フクログモの一種，アマミジョウゴグモと網，オキナワナガイボグモ，アマミカワリアシダカグモ，ナミハグモの一種，アマミトタテグモ，タテスジハリゲコモリグモ，アマミクチバハエトリ幼，アマミキムラグモ，アマミコアシダカグモ幼．アマミヤマシギ，ナメクジ，オオジョロウグモまどい．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2005．日本産クサグモ属の検討．これまではクサグモ・コクサグモ・イナズマクサグモの3種だった．ヤパニッシュ・シュピーネンの不明種を確定したレーチネンの扱いは正当だった．伊豆沼産の新コクサグモは，韓国でKimによって記載されたクモであった．奄美大島からのクサグモの別種は新種．八重山のクサグモは本州産とはやや異なる点もあるが，中間的な個体があるのでクサグモとみなすことにした．

［コメント］遺伝子レベルの検討もし始めている．伊豆沼産は生殖器を見れば判別は容易（谷川）．卵や発生の生理学的性質を研究してみたい（加藤）．クサグモは変異をもって広い分布をもつ種ということが認識できた（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2005．キシノウエトタテグモの生息調査の方法．八幡報告．

キシノウエトタテグモの歴史を調べるのではなく，絶滅危惧種として適当なのか，どうかを調べる．移動性が小さいクモだから環境との関連が言える．東京都東部と千葉県253箇所を予備調査した結果，生息率（発見地点数／調査地点数）と緑被率は相関が明快でないし，墨田区（緑被率は低いが生息率は高い）は逆だった．大きめの個体郡を集中調査しつつ，各地点とその周辺の環境を考慮する必要がある．巣穴の有無（調査時間あたり確認個数など），環境（樹木の多少，透水地率，急斜面概面積）．回帰からの残渣は外部環境や過去の履歴の寄与分であろう．

［コメント］縄文海進の後に侵入した地点に限って調査したらどうか．分散能力の低い種だし（加藤）．古くは海底だった低地の環境を無視するのはRDBの観点からは問題がある（八幡）．地史的な時間をかけて分布を拡大してきたという見方の方が理解できるのでは（安藤）．人為的な圧力が低い場所でないと困難（八幡）．筑波山神社の裏や川崎市の生田緑地にはトタテグモが３種が混生している．相模原市の河岸段丘には生息していない（谷川）．野田地域は里山環境なのに予想より生息が低い．初めから偶然が作用してパッチ状に分布していると言われても考慮できない（八幡）．ヒトが開発して都会にしたい環境に住むクモだと言えれば絶滅危惧だと言えるのでは．ヒトと競合しているのだから（谷川）．本来，このクモが好む環境は沖積平野と洪積台地の間では（安藤）．山間部・増穂町にはいない（加藤）．相模川にそって斜面林が続いている場所がある（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2005．理数コースの理科教育．池田報告．今年度の西湘高校１クラスが理数コースとして出発する．学校の理科教育の存在意義は，実験・考察・事実に係っている．いろいろな形態の実験実習を充実させて，生徒の解説能力を高めることが学力を充実させることにつながる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2005．イソコモリグモ分布の地形的要因の考察．安藤報告．２０万分の１のCD・ROMのデータをもとに，イソコモリグモの分布と遠浅の海岸との関連を調査した．水深２０～５０ｍの間を，水深差を距離で割って平均勾配を出す．金野晋の調査地の地点ごとの発見・未発見のデータをプロットすると，平均勾配1.7％あたりを境に，それより勾配が緩い地点にイソコモリグモの発見地が多くある，勾配がきつくなると発見できなくなることがわかった．１％または1.4％以下の海底勾配をマップ化するとイソコモリグモの潜在生息地点をシミュレートできた．

［コメント］縄文海進のときは，砂浜も拡大したが，現在は人間が住んでいるために海進しても砂浜が内陸に拡大できない．イソコモリグモ保護の観点から，時代の変化によっても変わらない地点を保全したほうがいいのでは（安藤）．北海道のイソコモリと本州の種について，石狩産を比較した小野・新海は外雌器の差異について結論を保留している（谷川）．安藤の試みは，発見地点を理論的に予想できたという点が大きい（八幡）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　東京クモゼミ報告　　第157号　2005年5月1日　　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，牧孝匡，八幡明彦，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2005．クモの踊り（動画）．日本女子体育大学舞踊科の舞踊原論で紹介のあったオーストラリアの原住民の踊りで，横に歩くところに特徴がある．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2005．西表島日記2005年4月．谷川報告．タクシーの運転手から｢ヤマンギ＝クヌギカレハの幼虫｣に注意と忠告された．ヤエヤマボタル観察会の人と出会った．林道で多くの人と出会うのは珍しい．野外でホソミアシナガグモがゴキブリを捕食するのを撮影．セイロンアシナガグモの交尾をたくさん観察した．オスはその上顎でメスの上顎と共に第一脚をおさえこんでいた．脚まで押さえ込むアシナガグモの交尾の観察は初めてである．ツツゲホウグモ雌が蛾を捕食していた（蛾を捕食することを確認）．ほかにツツゲホウグモの網には小さな双し類が付着していた．ヘリジロツケオグモが葉上にいた．また，シロオビトリノフンダマシに出会うのは西表島では５頭め．

[コメント]スズミグモには数種が混在．台湾の研究者から依頼があり，台湾の色彩変異型（黄色型，緑色型，オレンジ色型）は，ミトコンドリアDNAでも20％以上が異なり別種であった．本州のスズミグモはC.ikomaensisとすべきであった（谷川）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，クモの図の書き方．形態はフリーハンドではなく，メッシュを使って正確に描くこと．生殖器は正面か側面から描く．斜めからだと傾ける程度が恣意的になってわからない．原図のサイズは，論文の図の1.5倍くらいが原図と思えばいい．毛のすべてを描く必要はなく，同定に際して必要なことが描いてあればよい．聴毛は基部に環がある．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　牧孝匡，2005．キシノウエトタテグモの生活史（２）．KISHIDAIA予定．牧報告．キシノウエトタテグモの生活史は，16年前にAtypus94号に報じた．1984年5月から始めたクモの飼育下における寿命は，雌は10～12年（幼体期間は2年），雄は成体期間4ケ月（幼体期間は2年）．成体後の雌の脱皮回数は４～７回．産卵は毎年の例がある．成熟直後（母親腹部サイズ10ｍｍ．幼体数56または59頭）よりも，成体後に脱皮して大形化する（母親腹部サイズ20～25mm）ので，幼体数（120頭以上）が多くなる．交尾しなくとも，翌年（1993年）産卵・幼体出のうした例があることから，１年以上精子保持力があると考えられる．

[コメント]資料には個体ごとの脱皮の期日も入れてほしい（新海）．脱皮すると貯精嚢も抜けるのが普通（谷川）．フタを開いてペンライトで観察している（牧）．飼育下のタランチュラでは，交尾後半年で産卵の例はあった（八幡）．カネコトタテグモは交尾後，雄の触肢が基節から失われる．雌の外雌器には残っていない（牧）．クモが死ぬと巣内でカビてしまうし，巣も破壊してしまう（牧）．　

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2005．ナショナル・ジオグラフィックの映画の表彰式Show　Real　Asia２でシンガポールへ渡航した．｢Samurai Spiders｣の監督Kalina Holdenは｢Kiss of Death｣（キングコブラを扱う部族のドキュメンタリー）でベスト監督賞を受賞した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2005．キシノウエトタテグモの絶滅調査．GISを活用したデータを利用して環境の評価をする．

[コメント]キシノウエトタテグモは緑地環境というよりも里山環境に適応しているため，環境評価に難しい点があるのではないか．単に緑地面積だけが重要なのではなく，フラクタルな形態が重要だと言う認識が最近，注目されてきている（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　東京クモゼミ報告　　第158号　2005年6月5日　　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，八幡明彦，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2005．丹沢モニタリングサイトのクモ.安藤報告．

5月下旬に東丹沢と西丹沢でクモ調査．シカの食害により明るい森林で中低木が無く，下草もリター層も無い，シカの糞だらけという場所がある．コガネウラシマグモは広島県のみの記録だった．

［コメント］｢アトラス丹沢第一集｣を配布した（池田）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

植松いのり，2005．伊豆諸島新島のクモ．植松報告．同定のコツを教えて欲しい．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　西野真由子，2005．マネキグモの産卵・出のう．Kishidaia予定．池田報告．

　1995年６月から2000年8月までマネキグモ雌45頭を野外で採取し，大阪府堺市内の自宅で飼育して観察した．庭に放して観察したクモが26頭，飼育箱に入れて観察したクモが19頭だった．クモには餌としてカ，ハエ，ガガンボなどを1～2日に1匹与えた．

マネキグモは5月から8月にかけて飼育下で１頭当たり1.4±0.61個，最大3個の卵のうを作り，１個の卵のう当たり10-80頭，59.8±17.1頭の幼体が出のうした．野外ではマネキグモは深夜から明け方にかけて産卵した．

マネキグモはまどい中に脱皮をせず2齢のままでまどいを解消した．幼体は産卵から19.2±2.95日で出のうしたが，気温が高いと出のうまでの日数が短くなった．2000年の22個の卵のうについて出のうまでの日数は有効積算温度の法則があてはまり，発育零点は11.2℃，有効積算温度は259.0度日と推定された．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2005．『飛行蜘蛛』書評．山形新聞予定．故・錦三郎氏の名著『飛行蜘蛛』は丸ノ内出版で絶版状態であったが，笠間書院から新装発売されることになった．息子の錦仁氏の依頼により｢郷土の本｣に書評をすることになった．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明・西湘高校生物部，2005．繁殖期に向けてカエルの体長・体重と幼生の成長．池田報告．ニホンアマガエルの成長を追っている．５月下旬から繁殖期に入るという仮説はほぼ正しいようである．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2005．オオジョロウグモの造網行動．新海報告．沖縄で採取され八王子の自宅で飼育していたメスが2004年6月19日早朝，午前6時30分から8時30分に造網した．

ジョロウグモで観察できた｢分枝｣が存在したが，｢二分割糸｣の作成行動は欠落していた．初期の造網過程を観察できたが，その結果，オニグモ類が張る｢T構造｣が存在することが分った．

[コメント]今回の調査で｢ワク糸と基礎タテ糸を張る過程｣と｢分枝にあたるタテ糸セットを張る過程｣を区別した．同じタテ糸でもワク糸の作成と同時に張られるタテ糸（これを基礎タテ糸と呼ぶ）と，足場糸の作成と同時に張られるタテ糸（タテ糸セット，すなわち｢分枝｣）が存在することが判明した（新海）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2005．シンカイ風｢一例観察｣の和え方．談話会通信予定．新海報告．

　野外に出かけて散歩しながらクモを観察する，そして，｢すぐに採集する｣ことは禁止して，行動を観察する．どんな些細な観察でも意味がある．これまでにどの位の観察がなされているかは『クモ生理生態事典』を見ましょう．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2005．与那国島日記．谷川報告．2005年5月18日から網を張るコモリグモのオスを発見するのが目的だったが，オスは取れなかった．クロヤマシログモ（仮）やキスジハエトリ（仮），ヘリジロハシリグモ，アリグモの一種，ミヤグモの一種，アシブトハエトリグモPancorius属の一種など．クサグモの網にチリイソウロウはいなかった．ツツゲホウグモが蛾を捕食していた例を再び見た．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2005．脱皮について．谷川報告．イオウイロハシリグモとタランチュラは脱皮の姿勢が異なるので脱皮には異なる型があると思っていたが，中間型のイシガキアオグロハシリグモの脱皮を見て，脱皮の基本パターンはさほど違うものではないと思えた．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2005．調査地とフラクタル．八幡報告．鎌倉などのキシノウエトタテグモを調査するに当って土地利用図から緑地面積などをフラクタル解析して求める．

［コメント］調査方法が詳細すぎるとみんなで出来ない懸念がある（新海）．後で調査項目を付け加えることはできないので，初めから粗く設定してはならない（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第159号　2005年7月3日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，宮下直，八幡明彦

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

話題提供：加藤輝代子：学生と一緒にヤリグモがエゾアシナガグモを捕獲する映像が撮影できた．オナガグモはくり返し粘球糸を投げつけると，糸に粘球が少なくなっていく．

新海明：梅林力さんの走査電子顕微鏡写真でみたところ，ウズグモの捕帯は，マネキグモの捕帯とはまったく異なるものだった．オナガグモは粘球がなくなると，糸を食べることをまず最優先とする．

池田博明：錦三郎著『飛行蜘蛛』が笠間書院から復刻された．価格は2100円で版型が115％

に拡大した．南陽市では雪迎え現象は見られなくなっているという．

谷川明男：６月下旬にコガネグモのオスで傷ついていないクモを見つけるのは難しかった（千葉県南房総）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

David George Gordon，Uncover Tarantula （立体モデル大図鑑・タランチュラのからだ）．

Silver Dolphin （講談社）．八幡報告．「こどもライブラリー」の一巻．来年の発売になる予定．外骨格・毒のしくみ・循環系・消化系・神経系・生殖系・糸のしくみ・筋系などに分かれている．翻訳中．価格は2800円の予定．

［コメント］面白く素晴らしい内容で，発売が楽しみ（全員）．既に翻訳では「恐竜」と「人体」が出版されている（八幡）．Samurai Spiders は8月の放映（八幡）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2005．沖縄島・大東島日記．谷川報告．6月10日～12日．沖縄本島にて，ヤマシロオニグモ雌雄，スズミグモ幼体，ケアシハエトリ幼体，ツツゲホウグモ卵のう，ノグチゲラはトタテグモやキムラグモを掘って捕食している，ユノハマサラグモ雌？，オオシロカネグモ，リュウキュウコアシダカグモ，オオウナギ．6月12日～19日大東島へ．畑の虫を取るために輸入したオオヒキガエル，アフリカマイマイ，発光菌，アシダカグモ，オオジョロウグモ，ナガマルコガネグモ，マルガタワカバグモ，コマチグモの一種，ダイトウサワダムシなど．島が平地なので全島がサトウキビ畑に開発されており，河川もなく，動物は外来種が多い．

［コメント］ハワイ島では5％の固有種に95％の外来種だという．似たような状況（谷川）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

Kerr, A.M., 2005. Behvior of web-invading spiders Argyrodes argentatus (Theriididae) in Argiope appensa (Araneidae) host webs in Guam. J.Arachnology, 33:1-6.　池田報告．　グアム島のコガネグモの一種の網上でイソウロウグモの一種の行動時間の割合を1989年8月に3週間調査したところ，「Quiescence（ぶら下がり行動）」「Foraging（餌捕獲行動）」「Forward movement（前進行動）」「Stationary activity（静止活動）」「Feeding（捕食行動）」「Agonism（対向行動）」のうち，ぶら下がり行動の割合が55％と大きかった．雌雄で有意に異なるのは｢捕食行動｣で雌が多かった．また，網上の居候蜘蛛の密度が高まると，捕食行動時間の割合が低まった（図2）．その分，個体間相互作用が増えたと思われるが，データには現れていなかった（図3）．

［コメント］図2のデータは新しい（宮下）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Houser, J.D., D.J.Jennings and E.M.Jakob., 2005. Predation by Argyrodes trigonum on Linyphia triangularis, an invasive sheet-web weaver in coastal maine. J.Arachnology, 33:193-195.　池田報告．イソウロウグモがサラグモを捕食している行動を観察した例．

［コメント］このサラグモは移入種である．この両者はWiseの本に取り上げられている有名な例（宮下）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2005．伊豆諸島新島のアリグモ．池田報告．植松いのり氏から預かった新島のアリグモは新記録種かもしれない．小形ながらも成体で腹部背面に横白線をもつ．タイリクアリグモに似ているが小さい．オスは未採集．（その後，植松がＤＮＡで調査した結果はアリグモだった）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

八幡明彦，2005．カラスハエトリによるヤマシロオニグモの捕食．Kishidaia予定．2005年6月27日昼にリトリートの網のヤマシロ幼体（体長9.8mm）をカラスハエトリ成体（体長11.5mm）が背面からかみつき，捕食した．体重比にすると３倍のクモを取った．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，1987．こしき（hub）について．Atypus，（90）：18－21．新海報告．

こしきを｢閉こしき　closed hub｣，｢開こしき　open hub｣｢無こしき　no hub｣と分ける提案をした．無こしき網のカラカラグモでは唐傘型になることとこしきの有無が関連があると考察していたが，西表島の新カラカラグモはこしきを持っていた．こしきの作成を系統解析を入れていくともっと充実する．

［コメント］系統解析に入れる形質として，どの種（または属）でも観察可能でないと困難さが増すだけである（宮下）．小さいグループの検討でないと比較ができない（谷川）．無修正の閉こしき（ａ）［ゴミグモ等］と修正した閉こしき（ｂ）［オニグモ等］の識別は形態では難しいので，新海氏の解説が必要であろう（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直．2006．放送大学講義｢大学院／生命環境科学II：第14回生物集団の個体数変動｣．

ビデオで鑑賞．宮下報告．生物学における階層性（個体・個体群・群集・生態系），第14回では個体群生態学，第15回では集団生態学を扱う．個体群生態学では，個体数変動の要因解析を目標とする．数式モデルを使う（指数型成長とS字型成長）．環境収容力と密度効果（ショウジョウバエとヤナギ）．アリー効果（正の密度効果）の例；チャドクガ，スズメ，メダカ，エランドの群れ．昆虫に見られる羽多型．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　第160号　2005年9月4日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲條竜太，中田兼介，平松毅久，八幡明彦

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明・八幡明彦，2005．クモ生息環境の類型化．保全の観点から環境との関連づけをしたクモ・データベースを作成していきたい．例えばイソコモリは自然植生の残る砂浜とか．種ごとに記述するのがよいが，コガネグモなどは複雑で分りにくい．とりあえず種ごとに記述していくという試みが大切．どう環境を区分するかが問題なので，チェックリストが必要，ドイツのビオトープの類型化やイギリスの自然植生の類型が使えないか検討している．多くの人の目でやってもうらうためには誰にでもできるやり方が必要だ．談話会の観察会や合宿で使えるようなことを考慮したい．

［コメント］微環境を問題にしたら研究者の一生のテーマとなる．いったい誰のためにやるのか（安藤）．絶滅危惧種とからんでクモから見た環境という観点には社会的な要請がある（新海）．環境の類型化は図で示さないと客観的でないし，分りにくいのではないか（安藤）．観察会などではこんな種類が出現するはずという指名手配方式もいいのではないか（谷川）．調査地ごとに環境類型で区分し，調査地ごとにファウナを確認していく（新海）．

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

仲條竜太，2005．伊豆諸島新島の調査より，ミナミノシマゴミグモの向き．2004年8月幼体の時期，頭の向きは80％が上向きだった．小さい個体に下向きが多かった．2004年9月中旬，造網の位置を測定すると，地上130～200cmの間に網が無かった．造網は120cm以下に集中していたが，高標高地では220～240cmにも見られた．なお200cm区域にはジョロウグモも造網していなかった．

［コメント］長野県では視線の高さに生息（中田）．一日じゅう網を張るクモなので風の強い場所には造網しない（中田）．頭の向きは一日のうちでも変化する．ギンメッキでは20～30％の個体が，ミナミノシマゴミグモでは15％，ゴミグモでは1％の個体が一日のうちに向きを変えた（中田）．

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

望月紫帆，2004．くもの巣のなぞを調べる　Part2．池田報告．昨年度の静岡県の日本学生科学賞県知事賞受賞作品．望月さんは小学校４年生．池田が網糸の調査方法を手紙で指導した．ジョロウグモの様子と網の変化，卵のうと成長の記録に加えて，えさの認識が振動であることを電動ハブラシを使った振動で実証した．数種のクモで網の縦糸や横糸の数を調査した．網が多角形である理由を模型を作ってその強度を比較実験した．三角形や四角形より六角形のほうが丈夫だった．枠糸や縦糸の強さを調べるのに紙のおもりを何枚糸にかけられるかで比較した．古い糸と新しい糸，乾燥した糸と水分を含んだ糸でも比較した．新しい糸はよく伸びるか強度はなく，少し時間がたった糸のほうが強かった．しかし，乾燥すると強度は衰えた．

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

新聞記事より，8月17日高崎市内のある住宅の庭からセアカゴケグモが発見された．5頭．その後9月3日にも，この家からは複数頭発見されている報道があった．

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

八幡明彦，2005．GISを活用してクモと環境の関係を探る．八幡報告．日本蜘蛛学会大会でのシンポジウムでの講演内容を修正．キシノウエトタテグモの絶滅要因をモデル化した．提案は今後の発表に向けて準備中．

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++

谷川明男，2005．相模原市でのクモの講演内容素案．谷川報告．市内の環境調査実習としてジョロウグモが取り上げられた．調査前にジョウロウグモの紹介をして，調査後にいろいろなクモのはなしをする予定．今回は｢ジョロウグモ｣の講演内容．

［コメント］クモの一生は一年ということを強調したい（加藤）．オス成体を触肢によって識別する話はあったので，メスの幼体と成体の識別にもふれる必要があるのではないか（池田）．

2005年11月6日　クモゼミは池田欠席のため記録欠

 　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　東京クモゼミ　第161号　　２００５年１２月１１日　　加藤家

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，中田章，平松毅久，宮下直，八幡明彦．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海栄一，2005．新しいクモ図鑑で使用した学名と和名．560種余の写真を備えてクモ図鑑を準備中．ヤチグモ科・ナゲナワグモ科・ジョロウグモ科を亜科から昇格．東京蜘蛛談話会例会発表資料．

［コメント］科を変える場合には解説が必要ではないか．科の判断は正しいとしても（加藤）．新海栄一氏のナゲナワグモ科は多系統をひとつにまとめることになってしまい，適切でない（谷川）．谷川目録は谷川の分類ではない．世界の標準を採用したもの（新海）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2005．丹沢の清川村のスギ・アセビ・ホオノキ混交林（標高630m）でヤマトヤギヌマグモ．サラグモの場合は，大井良次の記載で雌雄のどちらかだけだと同定できないが，標高の高い地点から採取された種では同定できないものが多い．

［コメント］ヤマトヤギヌマグモは神奈川県からは熊田氏が初記録（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2005．ワスレナグモに関する覚え書き．前回１１月の続き．生活史・住居・餌・分布・生息環境をまとめた．北海道以外でも過去の記録がない県が16県ある．ワスレナグモ一斉調査を計画している．

［コメント］梅林力氏の観察記録が発表されていない（新海）．１１月の談話会例会での桑田による船橋市の日本大学の調査では客土した場所には生息していなかった（加藤）．日大では小さい幼体の巣はあまり発見されていないようだ（新海）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2005．クモ生理生態事典に地方誌を入力．県別クモ類分布図に事典をリンクさせる計画をしている．

［コメント］同好会誌をpdfファイルにする計画を立ち上げられないだろうか（谷川）．英訳することはできないか（池田）．日本語部分を図として表示すれば外国人の利用も可能（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　デビッド・ジョージ・ゴードン著・八幡明彦訳，2005．タランチュラのからだ．講談社．八幡報告．12月に日本語版が発売されました．小学生中級以上としているが，大人にとってもよく出来ている．在庫僅少とか．

［コメント］八幡氏に翻訳苦労話を談話会通信に書いてもらう（池田）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2005．大腸菌のなかにカニグモ？．安藤報告．大阪大学のサイトで日本構造蛋白質データとしてネット上に公開されている図で，大腸菌のもつタンパク質アミノペプチダーゼPをある向きから見るとカニグモそっくり．PDB　IDは１A16．

［コメント］見る向きを変えると，ワクドツキジグモに似た図もあり（谷川）．折り紙のしかたからみると構造の必然性が出てくる（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2005．沖縄島日記0511．谷川報告．11月11日から調査．リュウキュウセンショウグモがオナガグモを捕獲．リュウキュウヒメグモは造網場所によって網の粘球の位置が変わる．オキナワキムラグモとヤンバルキムラグモを調査．ヤンバルのオス成体を１匹捕獲．幼体はオスの幼体だった．北部でオキナワキムラグモを採取した直後，側溝に落ちて歩行できなくなった．その後11月19日までは歩けなかった．

　オキナワキムラグモ（大きい）とヤンバルキムラグモ（小さい）の識別は腹面のgetital　foldの形で可能．ハウプトが1983年に示した境界線では，両者は分かれていなかった．北部で両種が生息する崖もあったので，中部や南部でヤンバルが生息しているかどうかが今後の課題．

　谷川の沖縄クモ図鑑ホームページのヤンバルキムラグモはオキナワキムラグモであったので修正．与那覇岳の標本でDNAから２種に分かれたのは正しかった．

［コメント］今年キムラグモの幼体飼育で成体にできた個体はいなかった（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2005．都市マションを徘徊するキシノウエトタテグモ雄．八幡報告．

　東京荒川区のマンションG棟で毎年雄が出現するので個体数をマーキング等によって調査し100余頭のオスが生息．オスの移動距離は小さかった．最大でも160ｍ程度．植栽によって侵入したものだろうか．

［コメント］東大で調査したときに医学部前のサツキに集中していたし，清澄でもやはりサツキのところだったという結果から，植栽で広がったと推測した（新海）．９月ころ自宅マンションでオスを２頭見たことがある（加藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　仲条竜太，2005．文献による徳島県産クモ類目録．Kishidaia予定．仲条報告．

33篇の文献があった．阿波学会で21市町村の調査，貝類・蜘蛛類班（坂東治男氏・真鍋佳資氏）がある．43科320種の記録があった．坂東氏の関心から洞窟性のクモ類がよく記録されている．

［コメント］ニワオニグモはキザハシオニグモの誤同定と思われる（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　仲条竜太ほか，2005．徳島県伊島のクモ類（第一報）．Kishidaia予定．仲条報告．

　長谷川雅美の指導する東邦大学理学部生物学科の野外実習による調査の副産物．伊島は徳島の北東に位置する小さな島である．2005年6月と9月に調査．ジョロウ・コガネグモ類はルートセンサスも行った．ジグモやワシグモ類が記録されなかった．コガネグモ類ではコガタコガネグモが全域に多く，コガネグモは一地点のみ．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　平松毅久，2005．夏季におけるクモの網にとまる双し類の個体数の推移．埼玉県北川市で1997年5月から8月までユウレイグモ等４種の網にとまる双し類（タマバエ）の個体数を数えた．ユウレイグモ・ナンブコツブグモ・オオヒメグモ？・アシナガサラグモ？の糸の利用率としてはユウレイグモが高かった．

［コメント］網の大きさが違うので，網の利用面積といってもお互いの関係が明瞭ではない（新海）．ユウレイグモと双し類の個体数変動のアナロジーは種間関係ではなく，双し類のフェノロジーに影響されているのではないか．双し類が一種ではないかもしれない（宮下）．双し類は糸をあえて選好しているのか．人工的な糸には止まるのか（安藤）．クモの存在がどの程度必要なのかが調査できるか，配偶行動に使われていると面白いが（宮下）．太めの糸に止まるのか（八幡）．島崎彩のクモの糸からのサンプルでは，タマバエよりクロバネキノコバエが多かった（宮下）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　１６２号　　　　2005年１月15日　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，長谷川雅美，宮下直，安田明雄　　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤宏保，1965．杉の木の上から．海城中高生物部誌，カタツムリ15号．新海明報告．

加藤先生が大学卒業直後の24，25歳で教員になった頃の生物部誌に顧問として書いた文章．生物部員へのメッセージは「自分の手と足と頭をフルに使って，実験や観察をして下さい」．書物だったり活字になったりするものはクセ者．疑問を持ったら，それを解決するために自分の頭を使うこと．

［コメント］６年前の今日が加藤宏保氏の告別式だった（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2006．オオジョロウグモの造網行動．Kishidaia予定．新海明報告．

造網は早朝だった（午前６時半～８時半）．初期過程の基礎ワク糸とタテ糸はセットでできる．図を描いて説明することで，理解しやすくなっただろうか．

［コメント］分枝のタテ糸を切断するとどうなるのだろうか．分枝の構造強度に対する役割を知るために（宮下）．分枝を切断したことはない．足場糸を切断するときには，ハサミで切断するのは難しいので線香で切断した（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Schneider, J.M.  and L. Fromhage, 2005. Extremely short copulations do not affect hatching success in Argiope bruennichi (Araneae, Araneidae). J.Arachnology, 33:663-669.　池田報告．ナガコガネグモのメスには共食い習性があり，常にオスを激しく攻撃することによって交尾を終わらせる．野外からメス亜成体をオス成体を採集し，交尾実験を行った．80パーセントのオスは交尾では生き残らず，平均8秒以下の交尾オスが生き延びただけであった．私たちは，生き残りオスの短い交尾はメスの全卵受精にじゅうぶんではない，受精を完成させるには複数回交尾が必要であると仮定したのだが，驚いたことに，実験的に１回交尾させたメスと２回交尾させたメスで，クラッチの孵化幼生の割合を比較したところ，なんの違いも見出せなかった．10秒に満たない１回交尾のメスでさえ２回交尾のメスとクラッチの孵化率は差が無かった．なぜオスは危険を犯してまで交尾時間を長びかせようとするのかという疑問は残った．実験室の飼育でメスは平均2.1クラッチだった（サンプル数は76）．平均クラッチ・サイズは170.7だった（サンプル数は133）．孵化率は１番目は0.60，２番目は0.73，3番目は0.42だった．孵化率が0.98の卵のうのサイズは271.7卵だった．最初のクラッチ・サイズは有意にメスのボディサイズや交尾時のメスの状態と相関したが，成熟状態とは関連しなかった．

［コメント］論文の図１の交尾時間と孵化成功のばらつきが大きすぎることから，実験の方法そのものに問題があった可能性がある．オスが精子をうまく移送できない場合には交尾を長くしている可能性がある．交尾時間と繁殖成功の相関の有無を見るためには，オスの交尾を途中で中断するといった実験的な操作が必要である．また，オスの違いによって，メスの隠蔽的な性選択がある可能性もある（宮下）．サラグモなどは交尾時間が長いが，それほど長い必要はないように思える（新海）．ナニワナンキングモでは１回交尾したが産卵しない場合がある．別のオスを入れたら交尾して産卵した例もある（佐藤）．未孵化状態であったとしてもいろんな状態の違いがあるのではないか（安藤）．トリノフンダマシなら交尾時間は一瞬である（新海）．ジョロウグモでは偽交尾pseudocopulationがある（宮下）．野外で採集したオスは成体だったとすればオスの状態が最初から違う可能性がある（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Miller, J. and I. Agnarsson, 2005. A redescription of Chrysso nigriceps (Araneae, Theridiidae) with evidence for maternal care. J.Arachnology, 33:711-714.　池田報告．コロンビアからの材料でオスを初記載した．クリッソ属での母親の世話の証拠を初めて報告したとしている．

［コメント］日本ではコガネヒメグモ，ギボシヒメグモ，ホシミドリヒメグモとクリッソ属の母親の世話はよく知られているのに（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2006．謎のクモの正体判明．Acta　arachnologica予定．谷川報告．

　2003年の沖縄の与那覇岳で服に付いていた体長2mmのコガネグモ科の幼体で，第I脚と第Ⅱ脚の先端に長い爪があった（遊糸14号）．自分も1996年に幼体を採集していたし，既に緒方さんがメス成体を採集していたし，2005年に渡利君がメス成体を採集．初春に親になるクモのようだ．Leviがタイプ種をスケッチしていた．スケッチを見せてもらったところ，１属１種のCnodalia属のC.harpax THORELLであることが分かった．1890年にスマトラから記載後，ホロタイプの雌１個体しか知られていない．

［コメント］長い爪は何に使うものなのかが興味あり（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2006．キクメハシリグモがいた．千葉県清澄でキクメハシリグモを発見．アオグロハシリグモより華奢なクモ．色彩変異が多いからハシリグモをよく見ていなかった．


［コメント］ヨーロッパではハシリグモ類は絶滅危惧種では（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2006．丹沢大山総合調査・土壌性クモ類中間集計．安藤報告．

東丹沢・西丹沢で１７ケ所ずつ土壌サンプルを採集して調査．サラグモをねらって秋に調査を集中した．成体75種中，同定できた種は47種．カレハグモ類で不明種があった．５月にコガネウラシマグモ成体が採集．オガタモリヒメグモ，ヤマトオオイヤマケシグモ，ミヤマニッポンケシグモが生息する環境は西丹沢西部のブナ林がある天然林で（植林が進んでいない），限られた特異的な地点で出現する．ケシグモはバルーニング能力は大きくない．タテヤマテナガグモは環境に関係なく生息しているのでバルーニングしている．シカ影響は不明．ササはシカに捕食されて，無くなってしまっている．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１６３号　　　　2005年２月５日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，石島力，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Schutz, D. and M. Taborsky, 2005. Mate choice and sexual conflict in the size dimorphic water spider Argyroneta aquatica (Araneae, Argyronetidae). J.Arachnology, 33:767-775. 池田報告．ミズグモは造網性のクモで見られる性的二型の例と異なり，メスよりオスの方が大きい．このような二型を逆転性的二型reversed sexual dimorphismという．メスは１回交尾すると，６個の活力ある卵のうを産む．小さなオスはメスに積極的に接近するが，メスは自分より大きなオスを好む．しかし，メスは大きなオスからは逃げる割合も高かった．メスは大きなオスを好むと同時に回避するので，両性間の利害の衝突で最適なサイズが決定されていると思われた．

［コメント］性選択であっても，メスが捕食されたら意味がない（加藤）．オスが強い必要性はなんだろうか（安藤）．著者が述べているように，水面下でオスがメスを探索するためには体力が必要なのだろう．メスのサイズは制限されているのだろうか．大きく強くする遺伝子がオスにあるのだろうか（加藤）．造網性クモでは，小さいオスは有利である．オス間競争でオスが小型化した（加藤）．ミズグモで，オスのサイズが大型化したのは捕食者に対抗する戦略ではないか（安藤）．徘徊性のクモはオスの胸と頭と脚が大きい（谷川）．その特徴は移動に関連している形質である（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Huber, Rheims and Brescovit. 2005. Speciation without changes in genital shape: A case study on Brazilian pholtid spiders (Araneae: Pholcidae). Zoologischer Anzeiger, 243;273-279.谷川明男報告．著者はブラジルのユウレイグモで，触肢と外雌器の形態が同じなのに，サイズと斑紋が著しく違うので，この２種を別種にしている．

　［コメント］２種ともホロタイプ１個体だけで結論を出しているのが問題（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Huber and Gonzalez. 2001. Female genital dimorphism in a spider. J. Zool.Lond. 255:301-304. 谷川報告． 同じ卵塊から出てくるクモが外雌器に二型を持つことを確認した．この2種の外雌器のサイズが特に違う．　


［コメント］ジョロウグモで計測してみると，体サイズのバラつきに対して移精針長のバラつきが小さい．移精針長は安定している形質（谷川）．同じ卵塊から出て形態が大きく異なるゲホウグモの例や，カバキコマチグモの側胚葉の形態変異が大きい例がある（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．クモ類レッドリスト作成のための私案．中部クモ談話会総会で発表．新海報告．日本蜘蛛学会の自然保護委員会で選定するというが，科学的検討が必要であろう．自然保護委員会は1994年に発足．1996年に大熊委員長の死去により，新海栄一会長，連絡係は小野展嗣．新レッドリスト（2000年）は出たが，選定の経緯は不明．議論を起こしていくことが必要．

［コメント］昆虫など他の動物群を参考にして選定していく（加藤）．日本蜘蛛学会では，レッドデータ種のモデルを作るワーキング・グループが立ち上がった（谷川）．既産種は客観的判定が困難．増減の状況は判断が難しい（安藤）．標本数を基準として稀産性を定めようとしている（谷川）．候補種のリストアップが必要（安藤）．レッドデータ種は稀産種であると誤解されている．減り方が激しい種という認識がない．沖縄島では渓流に限定的に生息するオオハシリグモを選定する向きがある（谷川）．クモでは保全の方法がわかっていない（谷川）．極端な言い方をすれば，植生と関連の深いレッドデータ環境を指定してしまえばすむ（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海栄一，1965．コガネヒメグモの飼育観察．海城中高生物部誌，カタツムリ15号（表紙にムツトゲイセキグモの図がある）；47-51と附図．新海明報告．新海栄一氏が高校２年生のときに書いた論文．８月からコガネヒメグモを観察・飼育して斑紋をどう変化するかを追い，図を描いている．


［コメント］出のう幼体に斑紋はないこと，母親のエサ取りによる世話，脱皮ごとの斑紋の変化，幼体の色彩変化は親より激しい，脚の輪紋の変化が既に記録してあった．かなり詳細な観察・記録であった（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　CANADIAN ARACHNOLOGIST. 新北区の蜘蛛のサイト．谷川報告．新北区のクモを種ごとに紹介したホームページが立ち上がった．写真・シノニムリストつき．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１６４号　　　　2005年４月２日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，谷川明男，仲条竜太，馬場友希，宮下直，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤輝代子，2006．第53回日本生態学会大会（新潟・朱鷺メッセ3月24～28日）のクモ発表について．馬場友希・宮下直（東大）「宿主利用の変化はチリイソウロウグモの形質分化および交配可能性に影響しうるか」，高田まゆら・寺田佐恵子・柳洋介・宮下直（東大）「房総半島におけるシカの植生構造改変を介した造網性クモ類への影響」，中田兼介（東京経済大）「垂直円網の上下非対称性とクモの体サイズの関係」（サガオニグモ幼体の網では上半分が大きい個体がある），菊池知子ほか（金沢大）「里山の棚田復元に伴う水田の昆虫類・クモ類の変化について」（加藤コメント：サラグモが少ないのが奇妙．ヒメグモ科に含めているのではないか），上原隆司ほか・巌佐庸（九大）「雄の体サイズと雌の好みの進化　共食いするクモでは小さなオスが好まれるのか」．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．ワスレナグモ全国一斉調査の計画．今年2006年の5月1日から10月31日に設定．東京蜘蛛談話会通信で会員に調査を依頼する予定．加藤報告．

[コメント]ワスレナグモは，RDB種にも取り上げられていることを記述．住居を調査すること，掘り取りはしないで調査するように注記．調査場所はポイントが分かるように例示しておく（加藤，谷川，八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　谷川明男，2006．「赤いハグモ」はヒナハグモだった．千国図鑑のヒナハグモは黒い色彩だが，平松毅久氏採集の赤いハグモ雄はヒナハグモ雄と同定できた．ヒナハグモの分布は全国．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2006．GISを活用してクモと環境の関係をさぐる．１部は談話会発表用．

第１部はキシノウエトタテグモの環境選好性のデータを当てはめる．土地利用図（1974年と1996年）を活用する．神奈川県（鎌倉・本郷台・能見台）で調査計画を立てた．人によって発見する能力が異なるので能力係数をあらかじめ測定しておく．

第２部では場所ごとにカウントしたデータと適地の環境データがあれば，比較により適地を検証できる．環境地図があれば個体数推定も可能になる．つまり，未調査区の個体数も推測できる．

[コメント] 数の増減で絶滅危惧を議論するならば数が数えられる種で数えられるうちに調べなければならない．稀産種は環境指標種に使うことは難しいし，保護の対策も困難である（八幡）．野生生物の保全調査で注目する生物として，クモの重要性は高まってきているが，専門家の基準の提示が遅れている（加藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

仲条竜太，2006．スジブトハシリグモの魚捕食（ビデオ）．虫カゴに園芸用のネットを斜めに刺して飼育．3月31日の夜間にメダカに上から飛びついて捕獲．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

3月5日のクモゼミには，池田は欠席でした．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１６５号　　　　2005年5月7日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，中西亜耶，宮下直，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．困ったクモたち．遊糸予定．新海報告．よく採集されるが，種名が決まっていない「困った」クモがある．ジグモの一種，赤いハグモ，ユアギグモ，ナルコグモ，ヒメカラスハエトリなど．最初の発見者か，先取権者がすぐにも記載して発表するという方法しかないかもしれない．

　国際動物命名規約には倫理規定があり，同じタクソンを新種記載している人がいることが分かっている場合には，その人物に連絡をとり，一年間にその人物が学名を設立できなかったときに，初めて新学名が設立できる．

[コメント]ヒメカラスハエトリは新海栄一氏が同定して発表予定（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男ほか，2006．キムラグモの遺伝子解析．谷川報告．日本のキムラグモには２属あることを検証．メスのミトコンドリア遺伝子を吉尾さんが分析した．ＣＯ１のプライマーを使用．結果からは二つのクレード（オキナワキムラグモ属とキムラグモ属）に分類できた．外部形態での分類を支持した．

しかし，オキナワキムラグモでは沖縄島の個体群間で差異がある（外部形態には差がない）のに，キムラグモでは九州の個体間で差が無い（外部形態には差がある）など，興味深い点も見られる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男ほか，2006．ハシリグモの遺伝子分析．谷川報告．イギリスの女性研究者がＤ論でヨーロッパのハシリグモと日本のハシリグモを分析．ヘリジロハシリグモ，アオグロハシリグモ群（水に潜って逃げる種類），イオウイロハシリグモ群（水の上を逃げる種類と水に潜る種類）に分けられた．

[コメント]スジブトハシリグモと同じ環境にババハシリグモ（新種）が生息している（谷川）．キクメハシリグモ（大型である）は中国や韓国では普通種なので，日本では見逃されているかもしれない（谷川）．アオグロハシリグモの起源を示唆する結果となっている（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．クモの生息する環境．図でイメージを作ることと生息環境分類分けの案は以下の通り．談話会観察会で試用してみる．１０ｍ四方を見渡してＡ森林，Ｂ草原・荒地，Ｂ´裸地，Ｃ耕作地（水田），Ｃ´耕作地（畑地・果樹園・竹林など），Ｄ人家周辺・市中公園（問題あり），Ｅ水辺，Ｆ海辺，Ｇ林縁．これらの組み合わせで明示する．１ｍ四方の０構造物，１高木，２低木，３下草，４落葉，５倒木，６石，７地面，８崖．ａ樹上，ｂ樹間，ｃ葉草枝間，ｄ樹皮．たとえばＥ（Ｄ）などと表記する．

[コメント]ルートセンサス等の場合，地図に落とすことをすると他の解析にも使える（宮下）．湿性度が必要（加藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2006．キシノウエトタテの生息と標高の効果．先日の鎌倉の調査から森林地では標高40ｍ高から100ｍ高へいくにつれて生息が低下する．キシノウエの分布は縄文海進の影響で決められた生息適地を中心として高標高地と低標高地へ進出していくと考察できる．全国の分布地も一見不規則に見えるが，標高で塗り分けして大スケールでみると，地形的適地から発見されていて矛盾はない．

[コメント]各地のＤＮＡ調査が可能なのでそれを検証するとよい（宮下）．同じような環境なのにいるところといないところがある．その理由が大スケールできちんと考察される例は大切（宮下）．ジグモやワスレナグモは分散能力が高いのに対し，キシノウエは分散能力が低いので分布が理解しやすい（加藤）．キシノウエトタテはキノコの生息する森林には進出しにくい（「クモタケ仮説」）のではないか（八幡）．ＵＳＡのカネコトタテグモ類では形態変化がないのにＤＮＡはかなり離れているという結果が出ているので，キシノウエの遺伝子も変異している可能性がある（谷川）．Hauptは南西諸島のトタテグモを亜種に分類している（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　井上尚武，1990．茨城県のイソコモリグモの発見．「日本の生物」．安藤報告．茨城県のイソコモリグモの発見の記録．（井上氏は東京蜘蛛談話会４月で報告）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１６６号　　　2005年６月４日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，佐藤幸子，新海明，谷川明男，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．日本蜘蛛学会東京大会シンポジウム（案）．新海報告．テーマは“クモの「絶滅危惧種」の選定とその問題点”．シンポジストは，新海栄一「クモ類ＲＤＢ種の経緯とアセスでの問題点」，宮下直「RDB種の選定とその考え方」，徳本洋「イソコモリグモの場合」，八幡明彦「キシノウエトタテグモの場合」．環境省のＲＤＢ種の選定基準は決められている．

[コメント]過去の個体数の推定をしている例として，徳本は福井県の調査から生息密度をレベル分けをして，石川県の類推をしている．八幡は過去と現在の環境の比較にＧＩＳと航空写真などの景観を使う（新海）．その種の生息環境が分かる種は絶滅が分かりやすい．環境が決定しにくい種は絶滅危惧種にはなり得ない（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．「環境図」によるクモ調査の結果と問題点．新海報告．東京蜘蛛談話会観察会（参加者２０数名）で５月に八王子市片倉城跡で行った．「環境図」を１０名に配布して回収は５名だった．問題点はＡ～Ｇの大環境，１～９の中環境，ａ～dの小環境の定義が曖昧である．採集地点の表記が人によって異なる点，ビーティングでは葉上葉間の生息は不明．個体密度は記入できなかった．参加者の負担になる．

［コメント］公園内を始めにゾーン分けしておくことができるかどうか．採集会で人をグループ分けするのは採集会参加者の意識に差が生じてきて問題がある．意識の高い人だけは別にワーキンググループを作って調査をする方がいい（谷川）．採集する人にとっては，環境を記録する時間がもったいない（谷川）．同定できないと環境もすぐに記録できない（八幡）．コガネグモだけを見ても大変な時間と労力がかかる（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　八幡明彦，2006．腹上死するコガネグモのオス．八幡報告．飼育して，交尾中に死んだコガネグモのオスが２例あった．この例では交尾時間がやや長かった．メスにかまれたわけでもない．メスから逃げるオスもいる．

[コメント]ナガマルコガネグモ以外にオスが交尾中に死亡することが確認された例は少ない（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．「赤いハグモ」の正体．新海報告．埼玉県西吾野産の「赤いハグモ」はヒナハグモだった．谷川氏と標本の再検討を行っている．しかし，「生理生態事典」に交


尾期はヒナハグモは９～１１月，赤いハグモは４～５月だった．また赤いハグモは造網場所も構造物ではなく，葉上だった．体色変異なら生息地で混生しているはずだが，赤いハグモと斑紋のあるヒナハグモは混生していない．

[コメント]オスの原記載があるヒナハグモの触肢と赤いハグモの触肢は一致．斑紋のあるヒナハグモの検討が必要（谷川）．南宮さんが赤いハグモは韓国にも生息していると言っていた（池田）．ちなみにネコハグモとアシハグモはよく似ている（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2006．石垣島と西表島のキムラグモ．谷川報告．先日両島に調査に行った．キムラグモの地域変異とDNAの関係を調査する予定．他にクサイロフクログモ，リュウキュウコモリグモ，野生のアシダカグモ，コアシブトヒメグモ．来週から沖縄の調査．

[コメント]Hauptはオスの触肢重視，Onoはメスの貯精のう重視，Hauptは個体を飼育して脱皮ごとの貯精のうの変化を観察して貯精のうは当てにならないと考察している（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2006．キシノウエ神奈川調査の中間報告．八幡報告．のべ１１日間で１２１箇所につき，生息密度または在不在データを取った．

　仮説として，キシノウエ個体群の分布は不連続である等．斜面と緑地の縁が適地の条件になりそうだ．古い低層住宅は斜面林周縁からの拡散効果を助けている．主な生息地域は大スケール地形の分析から関東平野・濃尾平野・大阪平野などである．

［コメント］キシノウエは「森に入れないクモ」（宮下）という見方があった．カネコトタテは山のクモ（新海）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１６７号　　　　　　2005年9月3日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，仲条竜太，平松毅久，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

同定会の参考に．［コメント］東邦大学理学部生物学科・長谷川先生が「みんなで作る図鑑」を構想中．現在ウェッブページで公開されている５種のうち，コガネグモが掲載されている（仲条）．安藤昭久の「サラグモ屋敷」を見てみると，オスの触肢や体，メスの外雌器のほか，卵・幼生まで掲載されている（池田）．現在はサラグモ40種を掲載（安藤）．ヤガスリサラグモ（高標高地域に生息）とヘリジロサラグモ（平地にも生息）の同定はオスの触肢で確認する必要がある（谷川）．秩父の林床でチビサラグモの分布がふた山になったので，確認したところ，高標高の種はヤガスリサラグモだった（宮下）．

イソコモリグモの絶滅危惧評価について．［コメント］グーグル・アースで検索したところ，海浜植生の残る九十九里浜の地点（成東駅）に行ってみたが，昼にはイソコモリは確認できなかった（安藤）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2006．トカラ日記．2006年7月4日に中乃島に到着．チリイソウロウグモの採集を目的としたが採集できなかった．クサグモはいないし，スズミグモはほとんどいない．宝島と同種のウズグモが採れた．夜間，シマコアシダカグモを見る．7月5日，ギボシヒメグモ母子と雄，オオハシリグモ雌雄が採集できた．屋久島ではアオグロハシリグモの生息だったので，屋久島との間で分布線が引かれる．アマミオニグモも生息していた．台風で4泊の予定が6泊になった．中乃島はクモが少ない．屋久島では，ヨシクラユウレイグモ雌，オオスミコガネグモ雌．

［コメント］薄暗い森林にオオスミコガネグモが生息．網の位置は比較的低い（谷川）．Argiope属とは思えない（宮下）．屋久島にはクサグモ（明環境）とスズミグモが生息するが，チリイソウロウグモはスズミグモに侵入していた（谷川）．

　　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2006．日本のハエトリグモの属の検索（試案）．東海大の図鑑の計画が動き始めたようで，属の検索の概要を試みた．眼列の数でリセイハエトリ亜科を分離し，さらにハエトリ亜科では多歯ハエトリをまず分ける．裂歯・単歯は分離しない．頭胸部の形態・眼域，頭胸部の比などを使って見当をつける．

［コメント］カード式検索のように複数の条件で検索できるといいし，習熟度に応じた検索ができるとよい．検索のあいまいさの判断が難しい（安藤）．二段階式の検索表では無理がある（谷川）．近縁種の識別点のほうが有用である（八幡）．ゲニタリアの図は外面からの推測ができることがいい（安藤）．新海栄一氏の写真図鑑（文一総合出版）が出版されるし，東海大の図鑑には生殖器の図のみで，クモの全形図やクモの写真は掲載できないそうである（谷川）．全形図が無ければ購入者は著しく限られる（ALL）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2006．絶滅リスク評価ワーキンググループの計画．イソコモリグモについて，徳本氏の密度ランク（４段階）により判定し，環境省海辺調査から県別自然海岸区分別延長，自然海岸延長の経年変化などのデータが入手できる．「イソコモリ調査　2006-7」成果を来年2007年8月日本蜘蛛学会大会に報告する．

［コメント］行程表を明確化するほうがよい（新海）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2006．環境別クモ相調査の試み．千葉県野津田市「江川三ケ尾・二ツ塚」地区で調査するつもり．種別の環境解析を行う．アクセスが不便だが，「三ケ尾」は市の保全地区に指定された．

［コメント］市民の環境意識はずっと高まっているのに，クモで環境にとって重要な種は何かという課題に答えられないのは残念（八幡）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2006．キシノウエトタテグモの絶滅危惧度評価；クモの生息適地分析からのアプローチの現状．連続生息（非生息）面積の広がりをとりこんだモデルも検討する必要がある．鎌倉市の情報をもとにして算出すると，生息適地面積が54ブロック（500ｍ四方）から25ブロックに減少した為，20年で54％減少，10年平均で32％減少と推定．東京東部でも10年で同様に減少している．サツキは土壌消毒までするので苗の移植で移入は無い．北部九州にはキシノウエはいなかった．キノボリトタテグモやワスレナグモはいた．

［コメント］個体数の多い関東で生息地の解析や減少の事実が把握できれば十分説得力がある（宮下）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2006．学会印象記：絶滅リスク評価と科学主義．リスク評価は科学的に行うべきである．専門家の見解がデータに拠らない見解の場合も一般の人は科学的根拠に基づいた推論と同等と考える傾向がある．これは専門家本人にとっても学術団体としての組織にとってもマイナスである．しかし，次第に科学的根拠のある推論に対する賛同者も増えているだろうし，科学的方法論に基づいた推論の合理性や面白さを理解してもらえるであろう．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　7月6日のゼミは開催されましたが，池田は欠席しました．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１６８号　　　　　　2005年10月8日　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，谷川明男，千田高史，平松毅久．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2006．イオウイロハシリグモの近似種．イオウイロハシリグモと同定されてきた種のなかに別種が混在している可能性がある．短足が特徴で水辺に生息．触肢と外雌器は同じ形態．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Gorb, Niedergger, Hayashi, Summers, Votsch and Walther, 2006. Silk-like secretion from tarantula feet. Nature, 443;407. 池田報告．コスタ・リカのタランチュラ Aphonopelma seemaniで，脚先から糸状の分泌物が発見された．立てたガラス板の表面に数十本の直径0.2－1.0μｍで長さ100～2500μｍの糸が足跡のように見られた．多くのクモで基盤としおり糸を接着するセメントとして使われている付着糸（梨状腺）と同様である．この分泌物はガラス板を滑落すると四脚すべてから分泌され，落下を防ぐ役目をする．脚先の糸が祖先的か二次的かは分からないが，腹部の糸疣からの糸は後で独立に進化したものであろう．遺伝子を調査すれば遺伝子重複によって進化したなどを考察できる．

［コメント］捕食のために進化したのではないか（加藤）．飼育中のタランチュラにエサをあげるとピンセットに脚先が付着することがあったのでエサ捕獲のために発達したという観点は納得できる（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　植松いのり，2006．新島のアリグモの正体．植松報告．卒業研究で新島で採集した小型のアリグモのオスはDNA配列からは「アリグモ」と同定できた．しかし，既知のアリグモと歯数は異なる．小型化に伴う相対的な変異なのか．アリグモ個体群を新島産と千葉県産で比較し，変異の幅を調査していく計画を立てた．

タイリクアリグモとヤサアリグモとアリグモのDNAは異なっていた．

［コメント］アリグモ間でDNAの個体変異があるかどうか確かなのか調査してみたら（谷川）．生活史をこれから調査するのは無理だろう（谷川）．　

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　平松毅久，2006．カラカラグモの一種Theridiosoma　sp．について．平松報告．13年前に熊野合宿で体長1mmのペアを採集した．徳島県・高知県にも産する．地表面にパラボラ・アンテナ状に網を張る．腹背にカラカラグモに見られる剣菱紋様が無い．リターに生息する．生殖器の構造が既知種と異なるので識別できる．

［コメント］未記載種では西表島産のナルコグモの近似種もある（平松）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　松本充夫，2006．捕食中のカトウツケオグモの採集記録．埼玉動物研通信，(55)：1-2．平松報告．2006年5月29日に秩父市寺尾の秩父ミューズパークで遊歩道わきのアジサイ葉上でメス成体（体長12mm）を発見，マミジロハエトリ雄成体（体長6mm）を捕食中だった．

[コメント]自分の周囲に糸で座布団を作る習性がある（谷川）．捕獲行動は一瞬でつかみ取り（谷川）．エサの記録も大切（加藤）．キシベコモリがミギワバエを捕食，デーニッツサラグモがチャタテムシを捕食を観察（平松）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　千田高史，2006．トゲグモの記録．9月26日にあきるの市でトゲグモを発見した．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　
東京クモゼミ報告　　１６９号　　2006年11月5日　加藤家　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　池田博明，植松いのり，加藤輝代子，酒巻朋子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，仲条竜太

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤輝代子，2006．どうぶつ奇想天外で｢クモはなぜ網の糸に付着しないのか？」というテーマで取り上げる予定．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2006．ジョロウグモ大爆発．Kishidaia予定．新海報告．2006年10月10日の清澄山の郷台林道の個体数は26.4頭／100mだった（谷川・馬場の調査による）．2004年の記録は0.24頭だったのに．

［コメント］屋久島では今年は台風が来なかったので枝が落ちずに，森が暗いままだったという．風の影響はどうだろうか（加藤）．以前，考察したときは風との相関は比較的強かったが，データを再考察する予定（新海）．スズミグモも個体数の増減が見られる．餌量だけの問題ではない．安定した環境でもなんらかの変動がある（新海）．郷台のオオヒメグモでも変動している（新海）．果樹試験場で夜間採集の蛾の個体数は例年それほど大きなふれはなかった（加藤）．今時，網型からも推測してリュウキュウアシナガグモ（幼体）が採れた（谷川）．ちなみに相模川でヒカリアシナガグモが多く採れているので注目（谷川）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男，ヒカリアシナガグモとアシナガグモ，ヤサガタアシナガグモの腹背の識別点．

ヤサガタアシナガグモは対になった黒点がある，アシナガグモは波状紋が大きい，ヒカリアシナガグモの波状紋は小さい（おだやかな波の感じ）．ヒカリアシナガグモの北限は愛知県ではなく神奈川県．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海栄一，1965．クモの飼育観察．カタツムリ（海城高校生物部誌）；15:47-51．Kishidaia再録予定．新海報告．コガネヒメグモの卵のうと出のうした幼体（71頭．卵のう内では脱皮していない）を飼育して腹背の紋様を描図した．８月３０日に出のうした幼体が９月５日に脱皮，９月８日に母グモの取った餌に群れて捕食したのを観察．

［コメント］コガネヒメグモの子育て行動（給餌）の最初の記録で幼体の腹背図もよく描かれている（新海）．ヒメグモの場合は，卵のう内で一度脱皮した後で出のうし，母親と同居している間，脱皮を観察していない．コガネヒメグモのこの記録では出のうから脱皮までの期間が，脱皮が第一回脱皮だとすれば，長いのでは（池田）．母親をオオヒメグモに変えると，幼体は親の行動に反応するが，親は幼体を攻撃する．コガネヒメグモの母親は幼体と卵のうを入れ替えても受け入れる．アシブトヒメグモの母親は卵のうを幼体の集団に変えると幼体を攻撃してしまう（新海）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　花井正実，2006．ジグモの生活史．池田報告．西湘高校内および周辺地区で生態観察の結果，巣幅が中のクモの背甲幅との相関が大きいこと，巣幅が15mm以上が成体と推定された，脱皮殻が巣外に付着することで脱皮時期が推測できた，成体オスが7月7日・8月6日に巣内で発見された，雌雄の同居が7月8日にあった，卵のうは9月3日に採集し，出のうは9月4日だった，

［コメント］宮下和喜氏にActaで包括的なジグモの生活史の論文があった（池田）．青木氏の｢紀州生物｣の論文もある（新海）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加倉井駿也・児島寛之・小関峻徳，2006．クモの幼体の研究．池田報告．西湘高校2年生の理数課題研究でのテーマであった．クモの雌雄の成体の識別点を理解した後でアリグモとヤサアリグモの成体の識別点を検討し，幼体にその差を適用できるかどうかを検討した．腹部の白帯があることでアリグモと判断できそうであった．やせている度合の差では成体オスでは2種の違いは明瞭だったものの，成体メスではアリグモとヤサアリグモを完全に区別することはできなかった．

［コメント］アリグモの腹部には太い白い毛がある．腹部の地の色はかなり変異があるので当てにならない（植松）．ヤサアリグモは黒い光沢がある（谷川・加藤）．やせている度合いは実測値で散布図を作ると差が出るかもしれない（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　仲条竜太，2006．重力は垂直円網クモ類の姿勢を制限しうるか　Does gravity　constraition posture of vertical orb-weaving spiders? （卒業論文）．仲条報告．なぜクモは下向きに占座するのか．下方向への移動に重力を利用するからと言われていた．中かを中心に各脚長と脚にかかる支持力から姿勢の不安定度を定量化するとともに，腹柄への負荷を定量化して検討した．前者の安定指数は占座姿勢との関係は見られなかった．後者の相対腹柄指数は下を向く種（ギンメッキゴミグモ，ミナミノシマゴミグモ）では小さく，腹柄への負担が小さいことが示された．上向きの種の腹柄は太く，重力による負荷に対応したものであると考えられた．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　仲条竜太，2006．｢ハシリグモの餌捕獲行動の映像｣．キクメハシリグモがコオロギとメダカを捕食する映像を撮影した．一瞬の捕獲である．また，｢アオグロハシリグモの捕食行動｣ではメダカを捕食する映像を撮影した．

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　東京クモゼミ報告　　１７０号　　　2007年1月14日　加藤家

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，徳本洋，仲条竜太，平松毅久，宮下直，宮下，安田明雄．　【1月14日は加藤宏保氏の命日，１月１日は佐藤幸子氏の８０歳の誕生日】

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2007．オオトリノフンダマシとトリノフンダマシの雑種．オオトリノフンダマシのオスがトリノフンダマシのメスに交尾してできたと思われる雑種がいる．別種に交尾するオスの観察例があった．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明, 2007. 新図鑑「日本のクモ」について一言．談話会通信予定．新海明報告．新海栄一「日本のクモ」（文一総合出版，2006）で分類体系が変更されて（ジョロウグモ科，ナゲナワグモ科，ヤチグモ科など），新説も提示されている．新説の正否はともかく，日本語の図鑑で新説を公表するという手続きは望ましくないし，新説の証拠もきちんと提示されていない．論文で検証可能な手続きをふむことが求められる．

［コメント］八木沼健夫氏も図鑑を出したときに新種記載をしているという背景がある（新海）．八木沼図鑑は分類記述が主だったから，体系が書いてあって，新種記載があっても違和感はなかった（安藤）．図書館等で利用する中高生に見解をアピールする必要があるのでは（仲条）．石川県で関心のある人が利用しているのは八木沼図鑑なので，新しい新海図鑑の影響は大きい．環境関係の人に利用される点が多い（徳本）．和名は論文できちんと発表されているもの以外は，トウキョウアカムネグモなどの例からすると普及を前提にあまり変えないほうがいい（谷川）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明，2007．ワスレナグモの全国分布調査結果・中間報告．新海明報告．10名50地点から情報が寄せられた．発見有の場所は千葉県船橋市，東京都板橋区，東京都小平市，大島，神奈川県小田原市，名古屋市中央区，三重県鈴鹿市，大阪府富田林市，島根県岩美町，出雲大社，福岡県朝倉市，長崎県諫早市．

［コメント］開発造成によって生息地は無くなると思っていたが，船橋市の日本大学の構内で芝生のところに生息していたのが不思議（谷川）．　

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2007．生物の個体群動態を記述するモデル．宮下報告．データの独立性をどう確保するかが問題になる．大抵の場合は密度依存性がある．ジョロウグモ個体群の個体数の増加率に影響を及ぼす要因を発見するのに，個体数を対数変換したXを目的変数，各環境変数を説明変数とした重回帰分析を行う．あらゆる独立変数の組み合わせについて重回帰分析を行い，そのつどAICを算出する．もっともAICの小さいモデルがもっとも優れたモデルである．Dennis, and Taper, 1994. Density dependence in the time series observations of natural populations: estimation and testing. Ecological Monographs 64:205-224. 

［コメント］産卵期に関わる時期に要因があると予想している（宮下）．.

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 徳本洋・木元久・武藤明，2007．日本国内外のジョロウグモ脚部斑紋型の分布と国内のミトコンドリアのDNAの型分布との対比．徳本報告．沖縄県ではⅠ～Ⅳ脚の腿節基半部が黒色．中国大陸は黒くない．

［コメント］前月のゼミで話した話題（徳本）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

徳本洋，2007．地球史のなかのnephilid spider：Kuntner，2005のゴンドワナ大陸関連属のジョロウグモ属と近縁属（Clitaetraなど）の地理的分布と系統解析をしていた．形態による解析であったが，地球の歴史とクモの進化を関連させて論じていた．

［コメント］クモの化石がきちんと研究されてきた．コガネグモ上科はジュラ紀には出現し，白亜紀に大体の属は出現していたと判明してきた（宮下）．クセジュ文庫の『ヒマラヤ』では，現在もヒマラヤの成因は諸説紛々であった（徳本）．ジョロウグモ属は移動分散が大きいクモと思っていたが，意外に大陸に限定されているものだと思った（安藤）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2007．系統と命名の問題．谷川報告．Reichertらが，アメリカクサグモ属の分子系統を調査した．Speciation history of the North American funnel web spider．分子系統を調べたとき，単系統に同じ種名を付けると考えると矛盾が起こることが分かった．Gilespieらがゴケグモ属Latrodectus spp. の分子系統を調査した（2006）．ハイイロゴケグモ群とクロゴケグモ群に分かれるが，ジュウサンボシゴケグモ群は側系統として別になっていた．Hendrixson and Bondがカネコトタテグモ群Antrodiaetus unicolor complexの分子系統を調査した（2006）．小形の新種が他の側系統と見分けがつくが，他の系統群は見分けがつかない．

［コメント］命名規約は形態差で付けるという原則を持っている．見分けのつかないのに異なる系統には違う種名を付けたほうがいいのだろうか（谷川）．どちらの立場が多数かということで，具体的に命名をどうするかは分類学者自身の問題としてとらえるべき．命名が文化であるならば社会の合意が必要（宮下）．系統が異なる場合には表現型のなにかが異なるのでは（宮下）．分子系統の分析をした結果，分子差があるのに分かれていない個体がある．図鑑で見て分からないものに違う学名が付いていても実際には困るのではないか（仲条）．種以下の分類群があればいいのだろうか（仲条）．昆虫では人気の高い種に亜種が作られる傾向がある（谷川）．チョウでは幼虫で違う点があるとか，こまかい違いが発見される例が増えてきた（徳本，宮下）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　2006年12月11日（日）のゼミは開催されましたが，池田は欠席でした．徳本洋氏が参加されたそうです．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１７１号　　　　　　2007年2月4日　　　加藤家　

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，植松いのり，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史,，仲条竜太，中西亜耶，馬場友希，平松毅久，安田明雄．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2007．メールなどで寄せられた質問のいくつかを紹介．

（１）アッテンボローのBBCのDVD“Life in the Undergrowth”（発売予定）のコガネグモの交接の解説文の質問は，交接の際にオスがメスの体をなでた後で，オスがメスの脚先をかじってその味で処女かどうかを決める行動があるというが，このような行動は確かか．私の答えは「そのような行動は知らなかった」．

（２）映画『シャーロットのおくりもの』のDVDの特典の翻訳でgrey barn spider の和名は何かという質問に対しては，和名は決まっていないので「ハイイロオニグモ」でよいのではと答えた．　

（３）「ののちゃんのDO科学」に“クモの巣はなぜ丈夫”（2月４日号・朝日新聞日曜版）が出ています．

（４）北海道大学大学院生らが「擬態」の解説本を準備中で，アリグモの写真を依頼されたので，愛知県の石田岳史さんを紹介．

（５）談話会通信119号で荻野康則さんが紹介している『チコのまあにいちゃん』（岩崎書店）にクモが出ていることが池田に分かったのは，作者・北川チハルさんから原稿段階でクモの生態チェックを依頼されたから．受賞作は関西弁だったが，単行本では編集部の見解により標準語に直されているのが残念．

［（１）のコメント］脚先をかじるのではなく，糸をかじっているのではないか．脚の味ではなくて（加藤）．普通の求愛順序からすると，糸をつまびいてから，身体接触ではないか（新海）．Herbersteinの論文には糸をつまびいてから，接触するという順序になっている．共食いの発生率が高いらしい．このBBC映像が本当なら新発見だが，間違いなのではないか．ハーバーシュタインの論文ではメスは複数回交尾で，後オスを栄養補給で共食いすると書かれている（谷川）．メスの体をかいた後でオスが自分の脚先をかじる可能性はあるし，なんらかの興奮後にオスの脚先をぬぐう行動は見られる（安藤）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　中西亜耶，2007．キシノウエトタテグモの子グモの分散（卒業論文計画）．生息適地はどれだけの面積があればいいのか．東邦大学構内で分布調査をする．子グモにマーキングは無理．飼育器内で歩行分散距離を調べる．遺伝的系統の調査は今後の課題．

［コメント］分布調査からキシノウエはバルーニングをあまりしないと予想できる．同居の有無を調査した後で毎日観察する．マーキングは試みる．「あまり移動しない」と言っても移動距離は百mかもしれない（新海）．移動距離は実験室内で調査するのは無理．障害物（水や木幹）を乗り越えるかどうかならば実験できる（安藤）．あるひとつの巣以外はつぶしてやれば分散は分かる（谷川）．サラグモの分散の観察からすると，キシノウエはかなりの距離を歩くのではないか（安藤）．分散をビデオでコマ取りすれば記録できるのでは（安藤）．回転台で歩行距離を測定できればいいが（池田）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤倫之，2007．キンギョの再生ウロコの観察（卒業論文）．加藤報告．再生ウロコは骨形成のモデルとなる．哺乳類の骨形成の研究はマウスで行われているが，マウスでは調査のため殺すのでvivoの研究が難しい．骨形成の再生する隆起線形成の基礎データを取った．隆起線は外側に再生されていく．光条件を変えて飼育し，隆起線の再生の違いを調査した．再生10日めにおける骨芽細胞と破骨細胞の形成には酵素活性を基にすると（酵素は骨芽細胞ではALP，破骨細胞ではTRAPを用いた），暗期に活性が高くなる概日リズムがあることが分かった．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭久，2007．三宅島探訪．安藤報告．暮れに行った．噴火による植生の破壊と回復を見た．リター層にはサラグモはあまりいなかった．明治時代にも大規模な噴火があった．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2005．ナンブコツブグモの球状円網．蜘蛛に既載，新海報告．南部敏明氏が発見したナンブジガバチモドキが狩り集めたクモが新種として記載された．その網は籠状の不規則網といわれていたが，中心付近から放射状の糸が出ていた．造網行動からしても球形の円網だったのだ．ヨリメグモと共通の行動があった．

［コメント］崖に生息するナンブコツブグモとは別の近似種がいる（平松）．草地に生息する腹部の角張った白点が目立つ種は別種（安藤）．なぜ蜂は狩ることができるのか．刺激で落下するからではないか（平松）．

　　 ＋＋＋＋

新海明，2007．ワスレナグモの全国分布調査．新海報告．2006年では千葉県から長崎県まで分布．１～５個体くらい発見．過去の記録では秋田県秋田市から大分県まで．北海道と南西諸島にはいない．伊豆諸島には記録がある．キシノウエトタテグモは太平洋側に多く，離島にはいないのに，ワスレナグモは少数ながら全国に分布．ワスレナグモはバルーニング能力が大きく，その差かもしれない．

［コメント］橋本理市氏が中部蜘蛛懇談会の「まどい」に報告した庭でジグモの分散は８月だった．これは時期からしておかしい．庭のクモの標本を送ってもらった幼体はワスレナグモだった（新海）．

　　　＋＋＋＋＋　　　　

　植松いのり，2007．謎のアリグモの正体を探る（卒業研究）．植松報告．2005年8月に採集した伊豆諸島の新島の小形のアリグモXの正体を形態・DNAから解析した．Xは形態からは既知の種のアリグモと最も近いと考えられた．ミトコンドリアＤＮＡのＣＯ１遺伝子の一部の配列を比較した．新島産・船橋市・君津市のアリグモはＡ～Ｄの４つのハプロタイプを示し，ＸはタイプＤに含まれた．Ｘ以外の新島産のアリグモ個体群が本州産と比較して特に小さいということは無かった．Ｘはなんらかの原因により矮小化した個体であろう．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１７２号　　　　　　2007年4月8日　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，中西亜耶，平松毅久，八幡明彦，吉田真．　（前月３月は池田欠席）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2007．GIS地図によるイソコモリグモ生息域推定．八幡報告．　現時点で最も簡便に利用できる電子化された環境データを使って，どこまでイソコモリ生息状況が説明できるか．それを活用して減少傾向の量的推定を試みる．海岸調査，土地利用集計，植生図が既存の電子データがある．５年間の自然砂浜の減少率から１０年後の減少率を推定すると18％となる．金野晋の調査地点を特定できた場合，現地を再調査．モデル（石川県モデル，石川＋鳥取・島根モデル）の検証を行う．徳本のレベル１～レベル３の検証．

［コメント］鈴木・鶴崎（2007）がモデルを作るのに利用した砂粒の大きさは実測する他ないし，浜面積も手間がかかる．一般砂浜の長さなどの電子データで利用しやすいデータで効果の高いものが使えないかを検討中（八幡）．アークGISのソフトは互換性がない（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Jaffe, W.Eberhard, Angelo, Eusse, Gutierrez, Quiijas, Rodriguez and Rodriguez, 2006. Caution, webs in the way! Possible functions of silk stabilimenta in Gasteracantha cancriformis (Araneae, Araneidae). J.Arachnology, 34:448-455. 池田報告．　
トゲグモの隠れ帯（白帯 stabilimentum tufts）の機能は何だろうか．警告仮説，餌誘引仮説，保護色仮設を検討した．警告仮説が正しければ白帯が多いほど網が大きいはず．餌誘引仮説が正しければ白帯が多いほど餌捕食がたくさん観察されるはず．保護色仮説が正しければ白帯が多いほど白色個体が多いはずである．コスタ・リカで調査した結果，小さい網ほど白帯は少ない．特に大きな網の周辺には白帯が多い傾向がある．大型のクモグループでは餌捕獲例数は白帯の多少では関係が無かった．白帯ではなく，大きい網ほど餌捕獲例が多い傾向があった．腹部背面の白色個体に白帯が多いという結果は無かった（中央値で比較すると黄色個体やオレンジ個体の方が白帯が多い）．小さいクモは白い個体が多い．以上の結果から警告仮説を残した．

［コメント］調査日が2004年１月20日のみだが，エバーハードの学生実習の結果か（新海）．仮説の検証の設定が正しいだろうか．密度当りの白帯数は等しいから，警告効果になっているとはいえないのではないか（仲条）．小型グループは体長×腹部幅が15ｍｍ２からすると分散直後の個体と思われるので，この分類が適切かどうか疑問である（仲条）．広い空間に造網する種である（谷川）．白帯を黒くして消すとか，除くとかして，機能を明らかにする方法なら理解できるが（新海）．トゲグモのTufts自体は小さくて目立つものなのだろうか．またstabilimentumと呼ぶのか（谷川）．この機能の証明は消去法になっている（安藤）．ゴミグモのゴミリボンは狩り蜂がはずすことがあるという（仲条）．

　　 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶，2007．ダストマーキング法へのクモの応用．キシノウエトタテグモの子グモの分散を調査するためにマーキングが不可欠．蛍光性の粉末（蛍光顔料として市販されている）で標識する方法がある．簡単で安価．

［コメント］出のうする直前に脱皮することはあるのだろうか．鈴木成生によると２齢で母親と同居しており．その後出巣（新海）．タランチュラの子グモは親の取った餌に群がってくる（八幡）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

　平松毅久，2007.　クサグモの廃巣で越冬するクモ.　Kishidaia予定．平松報告．

　1997年2月12日に，14廃巣から18種70頭が確認．カニミジングモ，センショウグモが優占．カニミジングモとカグヤヒメグモが成体で他は幼体越冬．ヒメグモ科のクモが37％．

［コメント］サラグモは見られないのも特徴（吉田）．２月でなくもっと前の時期でも他のクモがいる（加藤）．巣は風雨に暴露されにくい環境（仲条）．北本市石戸宿は湿地のある自然公園（平松）．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１７３号　　　　　　2007年5月6日　　　加藤家　

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，中西亜耶，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2007．イソコモリ調査計画．八幡報告．石川県のデータから，自然砂浜のなかでも周辺に建物が少なく，森の面積が多いところに生息するというモデルを適用する．ＧＰＳデータから生息する確率の高い新潟県・青森県の砂浜を実地調査する計画をたてた．

［コメント］金野のデータは野帳から起こさないといけないそうなので時間がかかりそう（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男,2007．イオウイロハシリグモ属の再見直し．谷川報告．記載されて消されてしまった学名の種を見直した．疑問種スジチャハシリグモはゼンケンベルグ博物館の標本からイオウイロハシリグモ幼体だった．疑問種ヒノハシリグモのタイプ標本は無かったが，体サイズからはイオウイロハシリグモ．スジボケハシリグモはホロタイプは消失，ハンブルグのパラタイプのうち３個体はイオウイロハシリグモだったが，残る１個体は謎の種【ダッシュ】だった．カリウドグモのタイプはイオウイロハシリグモ幼体だった．ホシモノハシリグモのタイプはキクメハシリグモのオスだった．D.ovigerは図からイオウイロハシリグモ．スジボソハシリグモは図からはダッシュだった．スジアカハシリグモD.saganusのタイプはスジブトだった．スジブトハシリグモは図からスジブトだった．

スジアカハシリグモの学名は無い．疑問種【ジャイアント】は新種だろう．DNAの系統関係も調査中．

［コメント］スジブトハシリグモが生息している場所には水上に出てくる他種【ジャイアント】【ダッシュ】がいる（谷川）．トタテグモのDNAも調査中（谷川）．イオウイロと他の２種の違いは第Ⅰ脚の長さで，イオウイロは長い（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

仲条竜太，2007．スジブトハシリグモの驚きの餌記録．仲条報告．2007年5月３日，房総にて．近年分布を拡大してきたヤマビルを，クモが捕食していたのを発見．クモを捕食しているスジブトも多い．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶，2007．キシノウエトタテグモの子グモの移動分散距離の測定（計画）．中西報告．子グモに蛍光マーキング．卒業研究の計画．東邦大学構内を10ｍメッシュに分け，乱数で14区画を選定．区画内を探す．室内実験は透明チューブ内を歩行させ，ビデオで解析する予定．子グモが同居していた親巣からは４月17日，４月21日までに分散した．掘り取った巣は5月2日に元の巣の場所に放逐した．子供の巣を見つけたら中をブラックライトで今後5月中に確認していく．

［コメント］もとの巣があった地点の周辺は調査したほうがいい．地形が平坦ではないからランダムに取る意味がない（新海・八幡）．調査区画の選定は元巣を中心にライン・センサスを最初にやった方がいい（安藤）．掘り取った巣内から脱皮殻数を確認しておく．離れていくほど密度が低くなり，調査が大変になる（八幡）．歩行距離は個体によって異なるかも（佐藤）．個体によって行動力が異なるほうが多様性が生まれる（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明・西湘高校，2007．チュウガタシロカネグモは２週間で大型化する．4月20日に体長6ミリサイズのメスが5月5日に10ミリサイズに生育．オスの発育はほぼ同じだった．

［コメント］チュウガタの大きさはけっこうばらつく（谷川）．

　　 ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明・西湘高校生物部,2007．ハエトリグモの誇示行動映像カタログ．4月から5月始めの調査でネコハエトリ雄成体・亜成体，シラホシコゲチャハエトリ雄成体，マミジロハエトリ雄成体，アリグモ亜成体などの威嚇誇示行動が撮影できた．デーニッツハエトリ成体雄やヤマジハエトリ成体雄など威嚇誇示行動をほとんどしない種類もあった．デーニッツハエトリは求愛誇示行動をしないレイプ型の交尾．

［コメント］ヤマジやシラヒゲが性的二型が小さいことからすると，儀式的な誇示行動と性的二型の関連があるかもしれない（池田）．亜成体間の行動なのか，他種でも起こるのか．こういった行動は記録を残しておくことが重要（新海）．動物行動映像データベースに残すとよい（谷川）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　新海明，2007．絡新婦はジョロウグモなのか．Kishidaia予定．新海報告．

　絡新婦は語源からはコガネグモ類であったが，色合いや大きさからジョロウグモと混同されて，まとめて絡新婦と呼び習わされていったのだろう．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

6月6日は谷川氏は沖縄に行っているため欠席．

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　１７４号　　　　　　2007年6月3日　　　加藤家　

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，新海明，千田高史，中西亜耶，仲条竜太，平松毅久．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　安藤昭彦，2007．スネグロオチバヒメグモのアリ捕食．安藤報告．箱庭で観察．クモは第１脚を大きく振り動かしている．脚が他の個体に接触した瞬間，相手がメスの場合は交接に入る．アリの場合は離れたところから粘糸をかける．少しずつかけていく．この種は土壌中に網を作らない．

［コメント］スネグロオチバヒメグモは雌雄がどんなに接近しても脚が触れ合わない限り交接に入らない．脚による接触で相手を認識している（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2007．コアカクロミジングモのアリ捕食．安藤報告．箱庭で観察．コアカクロミジングモは枝に網を作る．クモの脚先がアリに接触したところ，アリは脚先を清掃し始め，20分間で次第に弱っていく．最初の接触で何かがが起こった．クモはアリの脚に未知の毒を付けたのか．最初の接触に起こったことはまだはっきりしていない．粘糸をかける行動は見られない．

［コメント］新海栄一『日本のクモ』（文一総合出版）ではミジングモはアリ捕獲に粘糸を投げつけると記しているが，コアカクロミジングモには粘糸を投げる行動は無かった（安藤）．ボカシミジングモにも粘糸を使った行動は見られない（新海）．シミズサラグモも網を張らないサラグモである．枯れ枝を伝ってくるアリを捕獲しているかもしれない（安藤）．Walckenaeria属のクモもシート網を作らない（安藤）．ヒメグモは粘糸を利用することで多様化した（新海）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Edwards, R.L. and A.D.Edwards, 2006．Life history and ecology of the armored spider Monoblemma muchmorei (Araneae, Tetrablemidae). J. Arachnology, 34:599-609. 池田報告．腹部にヨロイをもつ本種はジャバラグモ科の微小なクモである．体長は雌雄とも0.9ｍｍで，コロンビアで記載された．プエルト・リコでは標高100～110ｍの竹やぶのリター相に生息し，3令か4令で成熟．卵のうに直径0.4mmの１個の卵しかない．メスの成体は一週間かそこら卵のうを保護する．理由は不明だが，2令の死亡率が高い．メスの寿命は平均4ケ月，飼育下で9ケ月生きたメスは8個の卵のうを産んだ．自然界では死亡率がかなり低いに違いない．

［コメント］ヒトツブハタケグモも卵のうに卵１個．局所的だが生息密度が高い（安藤）．ヨロイヒメグモも10例中9例は卵のうに１個卵．絶食で１個ずつ短期間に産卵（安藤）．ユアギグモは卵のう中に3～４個の卵（新海）．最初に取れるエサの大きさに対応して幼体のサイズが決まる（安藤）．小さいから短期間に増殖と思っていたがまったく違っていた（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

　Elias, D.O., E.A.Hebets, R.R.Hoy, W.P.Maddison and A.C.Mason., 2006. Regional seisiic song differences in sky island populations of the jumping spider Habronattus pugillis Griswold (Araneae, Salticidae). J.Arachnology, 34:545-556.　池田報告．アリゾナ州の山岳地域で分断された本種の個体群の求愛の振動信号を比較した．これらの信号は頭胸部と腹部を擦り合わせて出す｢歌｣である．本種のオスは地域ごとに形態に違いがあるが，「歌」も異なっていた．レーザー・ヴァイオメトリーまたはレーザー・ドップラー・ヴィブロメーターを使って記録した．ハエトリの｢歌｣は視覚的な求愛信号と並行的に進化したと考察している．SR個体群のメスは単純な歌を歌うSR個体群のオスよりも，二成分の歌のSC個体群のオスや三成分の歌のAT個体群のオスを選好してしまう．AT個体群のメスは特段の選好性を示さなかった．

［コメント］ハエトリの求愛信号とともに最近は振動信号が注目されてきた（池田）．日本のハエトリグモでも求愛で音を出す種類はいるのか（新海）．新海栄一氏がイナズマハエトリのオスが音を出すという記述をしていた（池田）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

　新海明，2007．クモの網から餌を盗む「生きもの」たち．Kishidaia予定，新海報告．（１）外国での記録；シリアゲムシ・ハエ，集合性のクモ網から蛾やメクラカメムシ，（２）日本での記録；フタスジチョウ・ハエ・シリアゲムシ・ハチ・コウガイビル．

［コメント］ザトウムシがクサグモの網に入っているのを見たことがある（中西）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　

新海明，2007．枯れ枝先端のクスミサラグモ．「蜘蛛」予定，新海報告．大学時代，清澄山で調査を始めて，造網性クモ類の季節的変化を「春型相」と「夏型相」としてまとめた．同時に，クスミサラグモはなぜ林縁に多いのかという環境選好性を研究しようとした．いまだに明快な答えは得られていないが，現在は生息適地という課題になっている．

［コメント］たとえば一口に｢尾根｣と言っても実際にはミクロハビタットが重要（安藤）．

　　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　平松毅久，2007．西表島のカラカラグモ類．連休に西表島へ行き，観察・採集した．樹間に網を張るヤマジグモの一種6個体と未記載のカラカラグモの一種を発見した．

［コメント］ヤマジグモの一種は樹幹のコケの下に生息していた（平松）．　

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　中西亜耶，キシノウエトタテグモの子グモの分散・中間報告Ⅰ．ラインセンサスでは自然分散した２個の親巣から2cm～44.4cm離れた範囲に蛍光マークした子グモの巣（巣径2mm）が7～8個見られた．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　新海明・谷川明男，2007．新潟イソコモリグモ探し．八幡明彦の予想を確認するために荒井浜・桃崎浜・岩船浜・瀬波温泉・柿崎駅周辺・竹鼻海岸・越前浜を調査した．予想外の地点もあった．

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　　１７５号　　　　　　2007年7月1日　　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，千田高史，中西亜耶，仲条竜太，宮下直，八幡明彦，新島渓子．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2007．クモ合戦2007年．八幡報告．千葉産のクモ１個体，鹿児島産２個体で八幡秋山沙和さん３勝９点で合戦の部最優秀で優勝旗をゲット．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明・谷川明男，2007．イソコモリグモ探蛛行（青森篇）．Kishidaia予定．新海報告．6月15日から18日に青森県の細谷海岸・雨ケ森・砂森・尾ブチ浜・百石浜・近浜・横浜を調査した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


八幡明彦, 2007．イソコモリグモ生息地の減少推定レポート，second　draft．八幡報告．石川県・新潟県・青森県・山形県・島根県・鳥取県などの実地調査のデータをもとにモデルを検討した．徳本基本モデルによる予測の適合率は新潟56％，青森44％，山形60％．ロジスティック重回帰モデルで新たな説明式を探索する．


［コメント］誤差の推定ができるはず（宮下）．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

　新海明，2007．絡新婦はジョロウグモなのか（江戸時代のクモ，その新たな見方）．Kishidaia予定．新海報告．江戸時代には絡新婦としてコガネグモが描かれたり，ジョロウグモが描かれたりしていた．隠れ帯の記述があることからすると江戸時代の人々の認識はコガネグモ類を絡新婦としていたのではないか．さらにジョロウグモもその仲間と認識されていたのだろう．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2007．本州産ワクドツキジグモ幼体と♂の採集記録およびワクドツキジグモの採集記録の一覧．2002年以降オスが毎年のように採集されている．最近6月に神奈川県厚木市荻野でもメス幼体が発見された．［コメント］網は未知（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　仲条竜太，2007．伊島（徳島県）調査の報告．ハシリグモの一種とイオウイロハシリグモが少ないながら生息．コアシダカグモのサイズ組成を調査した，データからは４～５年かけて成体になると推定される．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　仲条竜太，2007．スジブトハシリグモが捕食中のオタマジャクシに群るヒルの映像．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　　１７６号　　　　　　2007年９月２日　　　　加藤家　

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，仲条竜太，中西亜耶，新島渓子，平松毅久，弘中豊，六田，宮下直，八幡明彦．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


　加藤輝代子，2007．ギアナ高地紀行．今夏に神奈川生物教員の海外研修に同行した．焼きを繰りかえして，やせた草原が広がる．林道沿いでもクモは少なかった．赤いユウレイグモの集団とその網を利用している円網種，キレ網，球状円網，パラボラ状の網，メダマグモとレース網，ヤセヒメグモの網，ムレアシブトヒメグモ，ヤドクガエル．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

西湘高校３年生，2007．チュウガタシロカネグモの生活史に関する新知見．池田報告．4月13日に求愛行動を観察．5月5日のメス個体では腹部が肥大化した．肥大した腹部には卵が多量にあったが，6月になると腹部内に卵が無い個体も多かった．いったん肥大すると腹部は縮小しないと考察した．

［コメント］２回産卵なのか（八幡）．分からない（池田）．個体数の減少からみると１回産卵のようだ（新島）．産卵後に腹部内にあるのは何か（八幡）．糸腺や消化管（池田）．ジョロウグモの場合は産卵すると腹部はしぼむ（新海）．季節的に産卵後の時期はエサが少ないため，回復しないのではないか（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

仲条竜太・長谷川雅美，2007．ハシリグモ類の生活．日本蜘蛛学会大会ポスター発表．仲条報告．生活史研究はニッチ理解に欠かせない．ハシリグモは餌に関してはジェネラリスト．餌資源を分割するのに生息場所・体サイズを分ける．ハシリグモ類は生息場所だけでは分割されていない．同時期に体サイズで分かれているのではないか．体長組成法を用いてハシリグモ類を野外調査．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

弘中豊・安倍弘，2007．カバキコマチグモの営巣特性．日本蜘蛛学会大会にて発表．弘中報告．利用する植物の違い（植物の種類と葉の硬度）を神奈川県相模原市と札幌市の河川敷で調査．発育が進むとススキやヨシを利用する．日齢が進むと硬度の高い植物種の葉を利用する．札幌市における産卵巣の分布は集中分布だった．

［コメント］ススキの分布や宿主植物の間にあるものも調査する必要がある．パッチとマトリックスの関係を考察する（宮下）．札幌で高密度のクモの場合には餌資源の密度も高いのではないか（安藤）．寄生蜂も多いのでは（八幡）．神奈川では寄生ほとんど見られず，札幌では３割くらい（弘中）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2007．イソコモリグモの生息適地分析とそれを用いた生息域の減少推定．八幡報告．徳本（2005）から，生息に重要な要件は自然状態の砂浜・防砂林等による保護･過度の人為圧がないこと．ある場所の環境の生息適性度から生息密度を推定できる．生息確率モデルを作る．全国では「最近10年で20％以上減少」かどうかで，準絶滅危惧か絶滅危惧Ⅱ類かの定量基準の区分となる．今回の81データを用いた解析から，本州のみのイソコモリグモでは28％の減少，全国では17％減少と推定．

［コメント］9月17日に昆虫学会大会の公開シンポジウムがある（八幡）．岡崎城の石垣のキシノウエが市の天然記念物に指定された．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直，2007．地理的変異研究の醍醐味．集団の出会いと結末．宮下報告．クモ学会大会でのシンポジウムの内容を理解するための前提条件を解説する．ふたつの異なる集団が出会うと，（１）分布が重なる，（２）交雑集団ができる，（３）側所的分布で変化しない．（３）の要因は雑種の適応度が極端に低い例が考えられる．

未来永劫変化しないのかというと，そうではない．同系交配が進化し，共進化による形質置換が起こる．結末は集団がどの程度遺伝的に分化しているか，出会ってからどの程度の時間がたっているかなどに依存する．

［コメント］ナミハグモの分布には複数の要因が重なっている（宮下）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡秋山沙和，2007．クモ好き少女の夏休み．小学校４年生．時刻によるズグロオニグモの堤防出現数，区間ごとのクモ個体数，網を張るのにかかった時間（分）．生息数の推測や環境を考察する．感想文もクモ．工作もクモ．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　　　１７７号　　　　　　2007年10月７日　　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，千田高史，仲条竜太，中西亜耶，牧孝匡，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　シャロン・モレアム，ジョナサン・プリンス，2007．円網を張るクモの行動を制御する寄生バチ．IN　迷惑な進化．日本放送出版協会．池田報告．ウィリアム・エバーハートの研究が紹介されている．中央アメリカの円網種に寄生するハチは蛹化する前にクモの円網行動の最初の２段階を繰り返させ，蛹を守る網を張らせる．ハチの幼虫が出す化学物質がクモの行動を制御する．

［コメント］桝元氏の研究にあるゴミグモの例がエバーハートから示唆されたもの（新海）．『クモの基本50』にヒメグモの寄生蜂の写真がある（牧）．昆虫学会での発表に，マダラコブクモヒメバチはオオヒメグモに寄生する．クモが小さいとハチのオスが羽化し，クモが大きいとハチのメスが羽化した．ハチは産卵する時点で産み分けていると思われるという発表があった（八幡）．クモと他の動物との関係は面白い分野（新海）．トビイロシワアリと同居生活するクモがいるという（牧）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

斉藤慎一郎，2007．民俗学的に見た「ナガコガネグモ相撲」考．Kishidaia予定．池田報告．クモ合戦という呼称は時代の影響なのでクモ相撲と呼称していきたい．東北地方からナガコガネグモを戦わせたという証言が得られた．コガネグモ系のクモ相撲という文化が北上した際に，太平洋側ではコガネグモ相撲となり，北方ではナガコガネグモ相撲になったと考察する．

［コメント］クモの写真を見せても一般のヒトはナガコガネグモもジョロウグモもコガネグモも区別できないため，聞き取りの際に，採集場所に注目したほうが種名が確かになるのでは（加藤）．聞き取り例で４件が網に放り込むという方法だったというが，ムシやクモを網に放り込む遊びは自然発生的にあり得たのではないか．クモが棒の上で戦う際に見せる独特な糸きり行動等は，野外のコガネグモ同士の網進入時期の闘いでも再現され，本能的に備わった同種間の闘争行動と考えられる（八幡）．伊豆七島の利島では，鳥を採りに行くとき，暇つぶしにジョロウグモを網から取って他に放り込んでいたという証言があった（仲条）．身近な自然物で遊ぶ文化があればクモ合戦がありえる（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

多留聖典など，2007．カイヤドリウミグモ Nymphonella tapetis の東京湾盤洲干潟における二枚貝類の寄生版状況について．「うみうし」通信No.56．仲条報告．1984年以来記録が無かったカイヤドリウミグモが2007年4月に千葉県盤洲干潟で発見された．2007年7月14日に調査した結果，マテガイ（n＝14）では21.4％，アサリ（n＝434）では55.5％，シオフキ（n＝182）では25.8％が寄生されていた．殻長25ミリ以上のアサリでは90％に寄生していた．二枚貝の体液を主食としている．

［コメント］ウミグモは蜘蛛目ではなく，ウミグモ類は鋏角亜門に含まれるものと見なされることが多いが，他の鋏角亜門の分類群との関係についてははっきりした説がない．あるいは，鋏角亜門には含まれないとする説もあり，クモ綱のザトウムシ目に近いとの分子遺伝学的データもあると言う．現生のものはすべてウミグモ綱ウミグモ目に含める．約500種が知られ，10科に分けられている（Wikipedia）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2007．ベネズエラ・クモ紀行．谷川報告．今夏，神奈川県高校理科部会主催の海外研修で，ギアナ高地周辺を観察．クモ班は谷川・宮下・加藤・小峰・両毛．南米の地では同じ種類が多数個体は見つからないが，時間をかければ多くの種類が観察できた．外国産の珍しいクモを見事な写真で紹介しました．その後，ブラジルのサンペドロで行われた国際クモ学会に参加．多くのクモ学者に出会いました．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　　１７８号　　　　　　2007年11月4日　　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，中西亜耶．弘中豊．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


桑田隆生・境武志，2007．日本大学理工学部船橋キャンパス及び周辺地域における準絶滅危惧種ワスレナグモの分布．Kishidaia予定．新海明報告．キャンパス内で1085個体も生息していた．サイズ別に報告している．増築した年度が分かるので，施設ができて6年した地域で営巣していた．近隣に母集団があり，侵入して来る．

［コメント］グーグル・アースで見ると，日大のキャンパスの生息地は住宅街の緑地（加藤）．生息適地の条件は調査するほど意外な結果になることが多く一概に言えない（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2007．6月の沖縄調査報告．谷川報告．沖縄島でヒメハブを観察・脚の欠けたヤマシロオニグモが張る網は不完全な円網・キジロオヒキグモ・ヤセゴミグモの卵のう付き円網・ヘドキムラグモ・トタテグモの一種．与那国島でオヒキグモ・トリノフンダマシ系の卵のう・ヨナクニサンの幼虫・ヤモリの産卵場所．西表島でトガリシロカネグモ・ヌマガエル・サキシマスジオ（蛇）などを観察した．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男・吉尾政信・宮下直ほか，2007．続ミトコンドリアDNAによるキムラグモの系統解析．数年前の系統解析の結果はオキナワキムラグモ属とキムラグモ属，中国属に分かれた．採集個体を増やして調査，ハブがいない島にはキムラグモも生息していない．

沖縄島北部クレード（新設！）とヤンバルキムラクレードに分岐．次段階では九州クレードと奄美・徳之島クレードに分岐．九州クレードは更に分岐してキムラクレード（鹿児島県），ヒゴクレード（大分県から鹿児島県までもっとも大きな範囲を占めている），都井クレード（宮崎県），豊後クレード，鹿屋クレード（鹿児島県），開聞クレード（鹿児島県）．

［コメント］形態分類上はオスが採集できないと決定できない点がある（谷川）．奄美大島・徳之島内で小さなクレードがあることを考慮すると，九州でのクレードの分岐も不思議ではない．ヒトヨシキムラグモはDNA上ではヒゴキムラグモと同じである（谷川）．ヒゴクレードは地史的に新しいのではないか（新海）．ノグチゲラのオスは地表採餌をする性質がある．メスは樹上採餌しかしない．キムラグモの穴を掘ってクモをつまみ出して捕食する（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

谷川明男，2007．シロオビトリノフンダマシの卵のう．谷川報告．本州のシロオビトリノフンダマシの卵のうは南西諸島のシロオビ？トリノフンダマシの卵のうと形態的に異なる．卵のう幼体のDNAでも異なる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2007．DNA分析の結果，疑問種のオス個体がシロゴミグモのオスだということが分かった．形態ではミツカドゴミグモと見分けがつかない．触肢も同じだった．DNAではミツカドゴミグモとは違って区別できた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶，2007．キシノウエトタテグモの仔グモの親巣からの分散距離．中西報告．親巣から蛍光試料を付着させた仔グモの記録を行った．親巣を中心に同心円状の範囲にプロットすると，南東・東・北東方向へ分散し，22頭が発見された．移動距離は30～50cｍだった．巣当りの仔グモ数は鈴木のデータから平均70頭とすると再発見率は31％．

［コメント］ジグモの分散では，ある個体がリードする例があった（新海）．牧孝匡氏によると仔グモは最初は一度に出のうして，後から徐々に出ていくという（中西）．計時的な変化が追跡できるといい（加藤）．トタテグモの分散距離がこの程度だとするとトタテグモの分布の広さやキムラグモの狭さが理解できない（谷川）．サイズ毎の個体数のヒストグラムからすると，若齢幼体のときに死亡する個体は多いと推測される（仲条）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　仲条竜太，2007．伊豆諸島地内島の調査から．仲条報告．9月半ばに新島の西にある小さな地内島に渡る．トカゲが最大の動物．クモは少なかったが，同定中．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　仲条竜太，2007．DNAの新しいデータベースの紹介．Barcode of Life Database systemsがネット利用できる．User登録しなくともログインできる．ジーンバンクとも連携しており，登録された種のDNAの塩基配列を手軽に検索できるし，得られた塩基配列と似たデータベースの比較も一瞬で百件を表示してくれる．プロトコルを作成する等には有用．BOLD　systemsで検索できる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　中西が徳島県の伊島で採取したジャバラハエトリの一種オスは南伊豆と大磯町でも採取された未記載種 Helicius sp. （池田）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　１７９号　　　　2007年12月2日　　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，笹尾，佐藤幸子，谷川明男，千田高史，仲条竜太．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子より，ＢＳ２｢熱中時間｣2007年11月11日に船曳和代さんの出演の回の再放送の紹介．昭和18年生まれの船曳さんは高校では生物部に所属，主婦業の傍ら，昆虫やクモの観察を続けた．50歳から始めたクモの巣採取は10年間で2000枚に．藤岡弘が取材，ジョロウグモの網で採取法を教わる．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Hendrixson, B.E., and J.E.Bond, 2007. Molecular phylogeny and biogeography of an ancient Holarctic lineage of mygalomorph spiders (Araneae: Antrodiaetidae: Antrodiaetus). Molecular Phylogenetics and Evolution, 42: 738-755. 谷川報告．日本と北米にしか生息しないカネコトタテグモ属の分子系統分析を行った．使った遺伝子はCOⅠ，18SｒＲＮＡと28ＳｒＲＮＡの３種で，遺伝子によって異なる分岐結果になったが，それらを統合したデータ・セットで考察した．化石種Cretacattyma raveni　から始まって白亜紀中期に分岐し，日本のカネコトタテグモはかなり早い時期に北米西部域の種と分岐した．エゾトタテグモは新生代になってから分岐した．ベーリング海峡が橋だったときに北米に渡って西部域に分布した種群と，西回りで北米大陸に渡り東部域に分布した種群がある．

［コメント］日本の材料は３年前に谷川が送ったもの．地史も考慮した壮大なストーリーを展開している．３種の遺伝子を総合して考察しているが，遺伝子を違えると結果はまた違ってくることが予想される点に若干の懸念がある（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

岩田洋佳，2005．Ｒによる統計解析：｢Ｒ｣があればここまで出来る，輪郭曲線のフーリエ解析．仲条報告．フーリエ変換を使って輪郭を関数で近似する．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

仲条竜太・中西亜耶，2007．伊豆諸島利島のクモ．Kishidaia予定．仲条報告．としまはツバキ油の最大産地で３分の１はヤブツバキの純林で被われている．不便な島でツシマトリノフンダマシ・ナガズキンコモリグモ・イソタナグモの３種が記録されているだけだった．2007年1月29日・8月8－9日・9月13－14日に調査し，14科34種を記録した．センショウグモ，ヒメグモ，チリイソウロウグモ，アカイソウロウグモ，サトヒメグモ，ヤマジドヨウグモ，ジョロウグモ，チュウガタシロカネグモ，イオウイロハシリグモ，マミジロハエトリ，コジャバラハエトリなどなど．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

仲条竜太，2007．ハシリグモ類の生態的地位．仲条報告．アオグロ・キクメ・イオウイロ・スジブトの餌資源を中心に解析した．体サイズは餌資源の利用履歴を反映する．

アオグロハシリグモは雌雄でサイズ差が大きいのは，渓流のような不安定な環境ではオスは早く成長・成熟した方がよいが，メスは多くの卵を抱えるためにはある程度の体サイズが必要だからではないか．

スジブトハシリグモは１年で急激に大きく成長した．スジアカハシリグモやtritonは２年で小さく成長．食性解析（目視による方法やDNAバーコードを用いた分析）で，目視では出会う確率が低い．コモリグモの一種では10％を確認．糞のDNA分析は解析途中．

［コメント］アオグロハシリグモの生活史の解明は重要（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　笹尾，2007．ルリジガバチは一腹で12個の産卵ができる．活動期は6月～9月で，１個の卵に70～90匹の造網性のクモ（サツマノミダマシ，シロカネグモ類．伊豆諸島ではミナミノシマゴミグモ）を用意するが，卵を最初に生むのかどうかが分かっていない．竹筒などに巣を作る．

［コメント］日本には昼間に網の中心にいるクモがいるが，熱帯にはそんなクモはトゲグモ以外にはいない（谷川）．
　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

八幡明彦，2007．イソコモリグモ保全の提言に向けて．八幡報告．他の海浜生物の研究団体と工学系との協力をしていく．9月17日，日本昆虫学会の公開シンポジウム「海浜と海浜性昆虫の現状と保全」に参加．シンポジストは，開発法子（自然保護協会の海岸植物群落調査），郷右近勝夫（海浜性のハチ相），佐藤綾（ハンミョウ），宮下・八幡・鶴崎（イソコモリ）．ＮＡＣＳ＿Ｊのデータはネット上で公開されている．宇多高明『海岸侵食の実態と解決策』（山海堂）が参考になった．人為的な開発の誤りが海岸侵食をもたらしているという観点を強調．砂浜の安定度が重要．

［コメント］自然砂浜の姿を知る世代が保全を訴える（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2007．西宮市のキシノウエトタテグモの生息．八幡報告．神戸女学院大学の大家さんと生息適地を調査．関西で神社仏閣にしかキシノウエはいないというのは誤解．

［コメント］佐賀平野には生息が無いのは地史的条件か（八幡）．腐植土が発達するとフタが作りにくくなるのではないか．標高が低いところ，つまり照葉樹林帯では腐植土が発達しない（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶，2007．キシノウエトタテグモの子グモの分散．中西報告．子グモの分散距離を測定（C巣で平均12.4ｃｍ，D巣で平均33.6cmだった）．２巣間の分散距離には差があった．巣サイズから令構成を推定（N=144）すると，サイズが５山になったと判断して１年に１回脱皮なら５年で成体．分布調査は解析中．子グモの分散距離は短かった．分散の拡大は他の成長段階で行われるのかもしれない．２巣間で分散距離に違いが出てくる要因は不明．

［コメント］飼育下では１年間に2回脱皮することがある．飼育下で餌を多量に与えると２年で成体になる．野外では４～５年かかる（牧）．大家さんは体長とフタ径は相関すると言う．フタ径はノギスで測定すると精度が上がる（中西）．餌を与えても捕食しない個体がいる．やがて死亡．３令で病死の例もあった（牧）．遠距離まで移動した個体はサンプリングにかかりにくくなるのでその分を考慮して補正が必要（八幡）．２令の幼体の餌としては，ヒメグモの幼体を与えたのが適当だった（牧）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　　１８０号　　　　2008年1月6日　　　　加藤家　


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，谷川明男，仲条竜太，中西亜耶，馬場友希，深澤悟，本多佳子，八幡明彦


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


宮竹貴久，2008．死にまねは本当に生存に役立っているのか．自然保護，501：24．池田報告．アダンソンハエトリを天敵とするコクヌストモドキの擬死する系統と擬死しない系統を選抜して実験．擬死する系統は14回中13匹が生存，擬死しない系統は5匹生存した．活動が活発な個体は配偶相手の発見に益する．

［コメント］トカゲは水平方向の動きを感知するが垂直方向は感知しない（仲条）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2008．オオジョロウグモの幼体の不思議な迷網．くものいと（予定）．谷川報告．オオジョロウグモのメス成体網は二分割が無いなどジョロウグモとの違いがあった．５月に観察できた幼体の網の主網はそのままだが，迷網が幾何学的だった．造網行動は不明である．

［コメント］添付写真の迷網には二分割らしき構造が見えるが，中心付近では隣の糸とつながっている（加藤）．オオジョロウの幼体の網は葉上に作られ，宮下によれば良い葉をめぐって競争がある．成体になると迷網を作らなくなる（谷川）．新島のジョロウには迷網が無い個体がある（仲条）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　

 Akamatsu, F., Toda H. and Okino T., 2007. Relating body size to the role of aquatic subsidies for the riparian spider Nepila clavata. Ecological Research, 22:831-836. 仲条報告．千曲川河川敷のジョロウグモの体サイズと水生昆虫と陸生昆虫の餌としての寄与度の関係を安定同位体を用いて調べた．メスは急激に成長したがオスは小さいままだった．クモの成長とともに網にかかる餌の量は増えた．網にかかる陸生昆虫に対する水生昆虫の割合は30～70%程度だった．δ13Cの値から餌のうち水生昆虫の占める割合は，幼体では平均40～50％．オスでは35％，メスでは４％だった．メスの体サイズと水生昆虫の寄与度の関係には有意な負の関係が見られた．水生昆虫は小さなクモにとって重要な餌であり，より大きな餌を取れるように成長させるという点でも成長を促進している．

［コメント］これ以前には，安定同位体を用いたクモの餌資源の分析 by Akamatsu et al., の論文があった．造網性クモは陸生と水生の中間の値を示した（仲条）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2008．絡新婦はジョロウグモなのか．大阪で発表．谷川報告．栗本瑞見ほか江戸時代の虫譜には絡新婦としてナガコガネグモやコガネグモ類に当てられている．和漢三才図会には絡新婦（ジョロウグモ）とある．新海説「当時，ジョロウグモやコガネグモ類一般を漠然と指していた」．壁銭や蝿虎は一般名であった．糸で絡めるという意味は隠れ帯に起源があると考察される．タイの結婚の風習からも推測される．

［コメント］種の認識が無かった．図譜は競って作られて殿様に献上された時代があるが，一般庶民は目にしなかった．絡新婦は庶民には妖怪のひとつだったと思われる（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　Pourie, G. and M. Trabalon, 2003. The role of 20-hydroecdysone on the control of spider vitellogenesis.　General and Comparative Endocrinology, 131:250-257. 本多報告．ヨーロッパ産の大型のタナグモの一種　Tegenaria atrica で卵黄形成に対するホルモンの役割の実験を行った．脚の基節と腿節の間に20-ヒドロエクジソンを注入する方法で卵黄形成との関連を調査した．注入処理メスと交尾後のメスからポリアクリルアミドゲル電気泳動で48ｋＤａのタンパク質が検出された．このタンパク質はオスにはなく，アミノ酸配列からビテロジェニンの前駆体と推測した．20Ｅを20ng注入で卵黄形成，産卵が見られた．200ng注入では卵巣は卵黄形成期に留まり，産卵はなかったため，高濃度のホルモンは逆効果である．

［コメント］クサグモは飼育可能（加藤）．ハシリグモ類は大きく飼育しやすい（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　仲条竜太，2008．ハシリグモの飼育方法．仲条報告．105×105×93mmの容器に水を張り，足場用の園芸用ネットを入れた．餌はハリゲコモリグモ幼体とオタマジャクシ，オタマジャクシの腸は食べられないため食後の管理が汚れる．ゴキブリやコオロギも食べる．スジエビは良い餌だが高価い．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　鈴木伸明・村上恵祐ら，2006．分子生物学的手法を用いたイセエビフィロソーマ幼生の餌生物同定．仲条報告．水産学会賞受賞の論文．イセエビには孵化後300日間のフィロソーマ幼生時期がある．この時期の餌が判明すれば増殖に役立つ．(1)実験方法の評価：既存の餌アルテミアとイガイを与えてエビと違うバンドが出るかどうかを調査したところ，効率は悪いが検出できた，(2)フィロソーマ幼生の同定：ミトコンドリアCO１とリボソーム16Sで同定できた，(3)餌生物の同定：ホヤ，クラゲ，エビのＤＮＡが発見された．

［コメント］フィロソーマ幼生は体長30mm．と結構大きい．『泳ぐDNA』（東海大出版会）として原論文の訳が掲載されている（仲条）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男，2008．キムラグモとトタテグモの分布．谷川報告．キムラグモは生息していないが，トタテグモは生息する島がある．南北大東島や中之島には両種とも生息していない．沖永良部島の標高200mもあるので島の水没は無関係．多良間島は平らな島．トタテグモは海が渡れるのではないか．海に落下した木に付いたりして広がるのではないか．

［コメント］風でバルーニングといった移動はないのか．宝島と中之島は島の状況自体が異なる（馬場）．ハブがいてキムラがいない島は無い．ハブもキムラも移動力が無い（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　深澤悟，2008．本土と伊豆諸島の筒営巣性ハチ類の種構成および利用筒サイズの比較．深澤報告．マルハナバチは大島まで，スズメバチは神津島まで分布，他のハチ類はデータが無かった．2007年6月から10月にネストトラップ調査で筒営巣性ハチ類の種構成および利用筒サイズを調べた．その結果，種数には距離効果および面積効果は認められなかった．利用筒サイズはオオフタオビドロバチとルリジガバチでは本土より伊豆諸島の方が有意に小さかった．オオフタオビドロバチは個体サイズが小さいと推察される．

［コメント］神津島にはハチの営巣本数が多く（7種で450本以上．大島は7種で100本程度．最大数は式根島6種で550本程度で鱗し型・花蜜型が多い），クモ食のハチの割合が多いことが神津島にクモが少ない理由になるかもしれない（仲条）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　１８１号　　　　2008年5月4日　　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，桑田隆生，佐藤幸子，新海明，高田まゆら，谷川明男，仲条竜太，中西亜耶，馬場友希，弘中豊，本多佳子　［3月・4月のゼミは池田欠席のため記録略］

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2008．ゴミグモの分子系統の解析. 谷川報告（以下同じ）．ミトコンドリアのCO１遺伝子の解析を続けている．八丈島産のミナミノシマゴミグモと千葉産ヤマトゴミグモのハプロタイプが等しかったが，卵のうは異なる（ヤマトは赤茶色で枝に付いている．ミナミノシマは黄色で葉に付いている）．外部の形態差はほとんど無く，同種である可能性がある．

［コメント］加藤時雄氏が5月１日に神奈川県南足柄市千津島で採集したゴミグモの一種はシマゴミグモで神奈川県新記録（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2008．トリノフンダマシ属の分子系統の解析．ミトコンドリアDNAのCO1遺伝子を解析を続けている．シロオビトリフンダマシに地域差があった．

［コメント］Blackledgeがコガネグモ科で複数のDNAを解析している（谷川），

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男，2008．ウズグモ属の分子系統の解析．ミトコンドリアDNAのCO1遺伝子の解析を試みた．島による変異に一定の傾向は見出せなかった．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　谷川明男，2008．キムラグモ属の分子系統の解析．谷川報告．ミトコンドリアDNAのCO１遺伝子を読み終えた．602個体で290のハプロタイプがあった．この結果からは地点ごとに変異していると言える．肥後のハプロタイプのものは都井など他の地域でも採れている．地図上の分布と関連させて論議をしていきたい．

［コメント］キムラグモのグループは，九州と中国大陸が陸続きだったときに適応放散した後，島ごとに分かれたので，島で種が入れ子状態になっているのかもしれない（谷川）．メス個体はほとんど移動しないため，ミトコンドリア遺伝子の変異は大きい（谷川）．オスは移動するが，メスが移動しない動物はかなり特殊ではないか（加藤）．キムラグモはトタテグモに比べると発見しやすい（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　Higgins, L.，2007．Juvenile Nephila (Araneae, Nephilidae) use various attack strategies for novel prey. J.Arachnology, 35:530-534. 池田報告．アメリカジョロウグモとオオジョロウグモの幼生に初めての餌（刺さないハチ）を与えると，必ずしもバイト先行ではなく，ラップ先行で攻撃する例もある．しかし，同じ餌だと２回目からはバイトになる．餌の特性を学習したからだろう．

［コメント］ジョロウグモの捕帯は，コガネグモの捕帯より細い（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


　桑田隆生，2008．ワスレナグモの行動（映像）．桑田報告．（１）住居の作成：掘削の様子，牙を使って土を掘っていく．糸で周辺をかがる．口から液が垂れている．（２）餌捕獲行動：穴の上を通った動物を引き込む．捕獲後，糸膜を張る．（３）受信糸を作る．穴に頭部を突っ込み，糸疣から放射状に張る．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　


　本多佳子，2008．スジブトハシリグモ交尾実験報告（映像）．本多報告．メスの待機する水槽にオスを入れた．Dolomedes属では岸田が文献から記しているような婚姻贈呈は行わず，オスが第Ⅰ脚で水面をたたくとメスも第Ⅰ脚で応答し，メスは接近する．なかなか交尾しなかったが，水槽の左右に発泡スチロールで陸を作ることで雌雄の行動が良くなったようだった．オスは慎重に接近し，水面でメスを押さえ，ひっくり返し，左の触肢を１秒間挿入する．引き抜いた後，次の挿入に移る前にメスが正気に戻り，オスの脚にかみついた．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　


　日本動物行動映像データベースの鑑賞　クモ関連

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　弘中豊，2008．カバキコマチグモの営巣特性に関する研究．弘中報告．昨年，2007年度は利用する植物が異なるのか，北海道個体群と神奈川個体群の営巣特性が異なるのかを調査してきた．産室にはススキ葉が多く使用されていた．今年は，飼育実験による検証を行う，人工葉を作る，分布パターンの要因を研究する．

[コメント]野外のカバキコマチグモには危険な生物としての人為的な駆除圧がかかっていることを考慮する必要がある（加藤）．環境要因の選好性を調査することはできるが，パターンの要因を研究するという課題は困難ではないか（仲条）．環境要因が複雑なため，計画が曖昧だと結果がはっきりしないで終わってしまう（高田）．主成分分析可能な要因を取り上げる（馬場）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　弘中豊，後輩の研究テーマとして，紹介すると，カバキコマチグモとヤマトコマチグモのすみわけについてを考慮している．カバキは草原・河川敷（乾燥）・ススキ原に，ヤマトは水辺・河川敷（湿性）・オギ原に住むという仮説を立てて調査していく．

[コメント]２種がどの地域でも重なっているのだろうか．重ならない場所と重なる場所の比較が可能なら面白い（馬場）．ルートセンサス法は観察者の能力に依存するため不適切．メッシュに区切って調査を集中したほうがよい（仲条）．ルートセンサス法では出現頻度が低いとデータが取れない（高田）．抱えている卵を除去したらメスは産卵するのか，そしてメスの寿命は延びるのか（本多）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　中西亜耶，2008．キシノウエトタテグモの齢構造分析．中西報告．今年は個体群存続可能性分析を基本にして考察．個体群モデルを作成するために基本パラメータ（生存率，繁殖率）をまず取る．（１）生存率を求める．体サイズ組成から齢組成を推定できる．巣穴サイズと体サイズは相関する．（２）繁殖率を求める．産子数のデータは平均74頭がある．ただし齢ごとのデータは無かった．掘り取りにより卵のうをもつ巣のサイズと卵数のデータを取る．　　

[コメント]方法１と方法２は重なった場所ではできない．方法２は別の場所を選んでおく必要がある（仲条）．牧氏が齢数が分かっている標本を持っているはず．計測させてもらえればデータが充実する（安藤）．餌条件で体サイズが決まるので，ア・プリオリに齢サイズが分かると決めてしまうのには問題がある（高田）．今年はキシノウエ幼体の分散が非常に早かった（中西）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

仲条竜太，2008．北本自然観察公園にて（4月29日下見）．今年度の東京蜘蛛談話会の観察会の予定地で，寄生蜂ベッコウバチが運んでいたクモがカバキコマチグモだった．クモも大切な生き物という看板があった．Feng GUI-heatmapというソフトで視覚的な注目度が調査できる．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　　　　１８２号　　　　2008年6月8日　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参加者：安藤昭久，池田博明，植松いのり，長田穣，加藤輝代子，桑田隆生，佐藤幸子，新海明，谷川明男，仲条竜太，平松毅久，本多佳子，中西亜耶，八幡明彦

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男・吉尾政信ほか，2008．キムラグモ類の系統推定STAGE2．報告・谷川明男．Haupt(2003)は外部形態で系統分類を行った．谷川らは，ミトコンドリア遺伝子COⅠ遺伝子を読んで，九州から南西諸島まで190地点のキムラグモとオキナワキムラグモの系統解析を行った．読むのに成功したのは185地点，593個体でハプロタイプが248種類も得られた．近隣結合法では日本全体が単系統群であることが判明した．さらにHetathela属ととRyuthela属は姉妹群関係であるという仮説が支持された．他の推定方法でも同じだった．ただし，ベイズ法ではRyuthela属は側系統となった．

キムラグモ群では九州本島を広くヒゴ系統が占めていた．また，種子島で北系統と南系統があり，各種は海による島の境界で分断されているのではなく，九州以外の各島で地域ごとに各系統に分化していた．古い時代に分化した後で，陸地に海進等が起こり，生息地が分断されたと思えた．沖縄島では二つの属が北キムラグモ属と南オキナワキムラグモ属に分かれていると思っていたが，南端からもキムラグモが見つかった．

［コメント］ミトコンドリアのCOⅠ遺伝子より進化速度の遅い遺伝子による解析を続ける．ボルバキアによる影響を調査する（谷川）．遺伝子交流の主役はオス，メスはほとんど動かず，ミトコンドリア遺伝子が変異する（谷川）．核の28Sは？（桑田）．28Sはヘテロタイプが多く，遺伝子組み換え技術が解析に必要（谷川）．従来，琉球列島の歴史を説明している生物は新生代の例で，キムラグモはもっと古い時代に分化していたと推定された（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

桑田隆生，2008．ワスレナグモの巣はなぜ分岐するのか．桑田報告．死んだワスレナグモの個体の住居を解剖して調べた．脱皮室を作って脱皮殻を底に残し，分岐させて新しい方向に巣を作っていく．また．底の死体を調査したらハエの幼虫２匹が寄生していた．

［コメント］ワスレナに特化しているハエならかなり特殊（八幡）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　新海明，2008．陸中海岸でイソコモリグモの大産地を発見．Kishidaia予定．新海報告．2008年5月に福島県南部（鮫川・蛭田川豊間・滑津川）・宮城県南部（鳥の海・亘理・岩沼・名取川・荒浜・七北田川・鳴瀬川）にはイソコモリはいなかった．岩手県北部の明戸海岸では73個を発見，他の海岸では見つからなかった．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　新海明，2008．ハタチコモリグモは地中に管状住居を作る？．Kishidaia予定．新海報告．岩手県閉伊郡田野畑村の平井賀浜でイソコモリグモ調査中に縦穴（直径8mm，深さ15cm）の管状住居を発見．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2008．イソコモリの生息を左右する自然浜のスケールについて．八幡報告．AIC解析でスケールを調べてみよう．最新の汀線区分データは10年以上前の古いもの．


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

中西亜耶・仲条竜太，2008．伊島のコアシダカグモの体長組成と個体数推定．徳島県伊島に多いコアシダカグモを調査．2007年228頭を測定，頭胸部幅でヒストグラムを作成すると，2mm，4ｍｍ，8mmにピーク（3年で成熟と推定した）．標識273個体のうち，45個体を再捕獲し，Bishopらの方法で計算すると，集落周辺の0.1haに760頭が生息．今年の調査は6月5日に大雨洪水警報が出るほどの大雨に遭遇してしまい，13頭が捕獲できただけだった．ニホンヒキガエルの大量発生があって，ミミズやクモに影響を与えたかもしれない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　Hoefler, C.D., 2008. The costs of male courtship and potential benefits of male choice for large mate in Phiddipus clarus  (Araneae,  Salticidae). J.Arachnol.,36:210-212. ハエトリグモの一種P.clarusでは，大形メスほど出のう幼体数が多かった．また，求愛（求愛・交尾）を経験したオスは求愛しなかったオスより有意に寿命が短かった（キイロショウジョウバエやHyglolycosa属のコモリグモでも知られている）．著者の前報（Anim.Behav.,2007）では，大きいメスほど成熟が早かった．オスは大きいメスを好むので，同系交配が成立していた．求愛のコストとのバランスでサイズが決まっている．

［コメント］オスのサイズの違いによる寿命の違いや，求愛実験におけるサイズの違いの影響が明快でないため，考察に理解できない点がある（八幡）．野外のネコハエトリでは小さいオスには小さいメス，大きいオスには大きいメスが交尾していた（佐藤）

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　本多佳子,　2008．交尾したハシリグモが産んだ卵のうから幼体が出のうした．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　平松毅久，西表島産ヤマジグモ属の一種生活史の一端．平松報告．1980年代に谷川明男により採集されて，その後発見されなかった．2006年に属が判明，2007年に沢沿いの樹間に造網することが分かった．2008年3月に現地調査．アダンの葉の裏や気根の裏に卵のう（6個の突起がありベージュ色，卵は3-5個）やクモが見つかった．網は平面に近い垂直円網が多い（地上から70-160cm），夜行性．

［コメント］西表島の洞窟産ナルコグモの一種の網の写真が撮影できた．卵のうの形はナルコグモと異なる（平松）．網はカラカラグモの無こしき網の過程の無こしきにする一段階前の開こしき状態（新海）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

安藤昭久，2008．コアカクロミジングモがアリを攻撃（映像）．アリが接近したとき，アリの第１脚を攻撃，その瞬間が反対側で撮影できなかた．攻撃されたアリは弱く麻酔された状態．

［コメント］糸に取った餌を吊っているが，粘糸を投げかけるタイプではない（安藤）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　１８３号　　　　2008年11月2日　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：池田博明，加藤輝代子，桑田隆生，佐藤幸子，新海明，鈴木学，谷川明男，仲条竜太，柊雅実，弘中豊，本多佳子，中西亜耶，牧孝匡．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男・池田勇介・吉尾政信，2008．シロゴミグモの雄が判明．報告・谷川明男．シロゴミグモは小さな垂直円網を張り，キジロゴミグモの幼体のように見え，局地分布をする，数年前から採集されていた謎の雄をＤＮＡバーコーディングによりシロゴミグモの雄と同定できた．更に池田勇介君が触肢に他種，特にミツカドオニグモとのとの識別点を発見した．Mt-DNA　CO１を使用すると雌は6個のハプロタイプに分かれた．雄はCAL6と一致した．

（論文発表後に記録した）


＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2008．相模原市のクモ類調査結果．谷川報告．旧相模原市域（90平方キロ）を2004年4月から2008年3月まで調査した．重点調査区を７ケ所設定し，244種を記録した．神奈川県からの記録は530種である．過去の記録にあり，今回得られなかった種はヒロハヒメ・クスミサラ・スソグロサラ・ヤドカリ・サカグチトノフン・ムツトゲ．神奈川県新記録種としてはアイチミジングモ・ヒゲナガヤリグモ・ミノブコヌカグモ・ヒカリアシナガグモ・カラコモリグモ・クロガケジグモ・カワラメキリグモ・チクニハエトリ．

［コメント］津久井・城山地区と比較するとコガネヒメ・スジアカハシリ・トゲグモ・ヤマオニ・クスミサラが記録されなかった．大和市と比較するとイシサワオニ・キンヨウ・ホシミドリヒメが記録された（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　新海明・谷川明男，2008．イソコモリグモ探蛛行・新潟の巻，下北の巻，東北の巻．Kishidaia予定．谷川報告．2008年5月6日～8日の福島県南部（鮫川・蛭田川豊間・滑津川）・宮城県南部（鳥の海・亘理・岩沼・名取川・荒浜・七北田川・鳴瀬川）にはイソコモリはいなかった．岩手県北部の明戸海岸では73個を発見，他の海岸では見つからなかった．ハタチコモリが穴から出てきた例があり．６月に報告済み．

［コメント］子グモの穴径はどのくらいか（桑田）．5mmくらいか，それ以下（新海）．イソコモリの生息調査時期は子グモの分散する５月がベスト．砂粒サイズは生息の有無とは無関係（谷川）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　鈴木学，2008．南房総におけるワスレナグモの分布報告．鈴木報告．2008年10月12日に内浦山県民の森で駐車場脇のハナゾノツクバネウツギの植え込みに生息．50mの植え込みに20巣を発見．そのうち9個の巣穴径を測定したところ平均は8.2mm．

［コメント］キシノウエとの混棲はあったか（新海）．別のところにキシノウエは棲息していて，この場所では混棲はしていない（鈴木）．巣穴径が6.0mm以上ならほぼ成体だろう（桑田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　鈴木学，2008．シマササグモの染色体変異（卒業研究の計画）．鈴木報告．台湾のChenがクモ6種の染色体の核型を調査報告していて，シマササグモ雄で地域的な変異があったという．日本のシマササグモはどうだろうか．調べてみたい．

［コメント］調査したが変異が無いという結果になる可能性もある．最初に台湾の材料で追試したほうがよい（新海）．染色体の核型変異の研究の基本は個体の核型の観察．解剖からプレパラート作成とそのチェックはかなり時間がかかる仕事だ（桑田）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

仲条竜太，2008．伊豆諸島のクモ類相．仲条報告．対象としたのは大島から青ヶ島までの９つの有人島である．各島の種数はどのように決まっているのか，島のクモ相に関係性はみられるのかを分析した．島でのパターンは島状のパッチの生物群集の理解につながり，保全生物学への応用が期待される．大島84種，利島69種，新島90種，式根島51種など．1921年アーレニウスの種数－面積関係の式がある．Ｓ＝Ｃ×ＡのＺ乗というもの．Ｓは種数でＡは面積，ＣとＺは定数．これの対数をとると，logS＝logC＋zlogAとなり，この形はｙ＝ax＋bの一次式として扱える．近似してみると，ややズレがあり，面積だけでは種数をいまひとつ説明できなかった．そこで次に５つの要素（面積，本土からの距離，植物の種類，緯度など）を取り上げて重回帰分析を行った．似た要素を除いて検討した結果，面積と本土からの最短距離，種数の関係が強いことが分かった．クモ相はJaccard係数で分析した．伊豆諸島のクモ相は二つのクレードに分かれたがその理由は明らかでない．ひとつのクレードは利島・式根島・新島・神津島で近接する島である．もう一つは三宅島・大島・八丈島の大きい島である．

［コメント］ハチはクモよりも距離の効果が大きい由，親しか飛ばないので．クモは意外に分散方式が単純である．海流で運ばれる要素が強いカタツムリは本土からの距離ではうまく説明できないという（仲条）．クモ相に飛び石的な効果はなにのか（桑田）．弱い（仲条）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　


　柊雅実,2008. 三宅島（雄山）の噴火がクモ相に与えた影響．柊報告．東邦大学卒業研究予定．雄山は2000年7月8日に20年周期の噴火が起こったが，2000年か3000年に一度という大噴火だった．(1)現在のクモ相の解明と，(2)影響を与えたと思われる環境要因（火山灰・火山ガス・生物的要因）の，定性的・定量的な評価を目的とする．2001年3月と9月の植生被害図から調査地を選定する．

[コメント]噴火の影響を受けなかった地点と受けた地点を比較できるのでは（新海）．火山からだいぶ日が経っているので影響した要因は複合してしまっているのではないか（本多）．ジョロウグモの例にあるように，大噴火がなくとも個体数の増減はあるので評価には注意が必要（新海）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　本多佳子,2008．血を吸うハエトリグモ．本多報告．ジャクソン指導の2005年・2006年の論文でマミジロハエトリグモの一種 Evarcha culicivoraがアフリカのマラリア流行地域で血を吸った蚊をエサとして選択して捕獲捕食している事実が確認された．2005年の論文では視覚的かつ嗅覚的に吸血した蚊を選択することが明らかになったし，2006年の論文ではマラリアを媒介する蚊ハマダラカAnapheles属を他の蚊よりも好んで選択していることが判明した．この蚊は吸血するとき腹部を上にあげているという特徴がある．特に小さいクモ，貧食のクモは血を吸った蚊を捕食していた．

[コメント]二世代育てたクモを実験に用いていた（本多）．二篇の論文のデータは以下の通り．

Jackson,R.R., Ximena J. Nelson and Godfrey O. Sune, 2005. A spider that feeds indirectly on vertebrate　blood by choosing female mosquitoes as prey. PNAS, 102(42); 15155-15160.

Ximena, J.Nelson and Robert R. Jackson. 2006. A predator from East Africa that chooses medical vectors as preferred prey. PloS ONE, e132, 1-5.

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　中西亜耶，2008．キシノウエトタテグモの個体郡存続可能性分析・中間報告．中西報告．年齢と体長の関係を推定に使い，年齢ごとの生存率を出す．体長組成分解によりいくつの正規分布を重ねるとデータへの適合性がよいかを評価する．成長式にはフォン・ベルタランフィ式やゴムペルツ式，ロジスティック式などがある．12ケ月分のデータから分析するため現在調査継続中．

[コメント]個別飼育して巣穴直径・頭胸幅・腹部などのサイズも令ごとに調査したデータがある．57幼体から初めて成体になったのは3個体．まだそのデータは未公表．メスが成体かどうかの判断は体長から推定するがオスと交接させて確認した．メスは成体後も脱皮するし，体のサイズの増大につれて産卵数も最初は60卵くらいが130卵までに増える．餌をたくさん与えると2年で成体になる．普通は3～4年だろう．人為的に越冬前に巣外へ出してしまい，餌をやると越冬前に一回脱皮してしまう．カネコトタテでは産出した卵を母親が食べてしまった一例があった．雄になる巣穴の直径は9～10mm（牧）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

桑田隆生，2008．生命科学におけるX線の利用研究．桑田報告．パラメトリックX線源を使い，電子線形加速器由来の生体イメージングを試みている．軽元素のX線吸収を可能にすれば軟組織の観察が可能になる．位相差イメージングという手法ができて，卵のう内の観察が生きたまま可能になった．しかし，質の良いX線源が必要であり，まだ生物研究者が求めているレベルではない．

　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　１８４号　　　　2008年12月7日　　　加藤家　

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，長田穣，加藤輝代子，桑田隆生，真山榛名，荘司康治郎，高田まゆら，谷川明男，仲条竜太，弘中豊，深澤悟，馬場友希，本多佳子，宮下直


　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋


Fadia Sara Ceccarelli, 2008. Behavioral mimicry in Mirmarachne species (Araneae, Salticidae) from North Queensland, Australia. J.Arachnol.,36:344-351.　池田報告．オーストラリア，クイーンズランド北部におけるアリグモの行動擬態に関する論文．アメリカ蜘蛛学会大会発表のひとつ．オーストラリアにはアリグモを捕えるとその付近にそれによく似たアリがいる．形態的擬態だけではなく，行動擬態についてビデオ撮影後に第１脚の振りと腹部の上下動（ボビング）に注目して調査した．４種のアリグモ未記載種をそれぞれ同種のアリグモ，異種のアリグモ，別の性，モデルとなったアリ，非モデルのアリとペトリ皿に同居させて撮影し，データとした．第１脚の振動数と振幅には種間差があったが，モデルのアリの触覚の動作と比較したところ，マンテル検定ではアリグモＡ種とそのモデルだけが同じ動作と判断され，他の種は似ていると判断できなかった．ただしアリグモＢ種はどれとも同じではないがモデルＢに近いし，アリグモＤ種はモデルＢと同じだがモデルＤは次点，アリグモＦはモデルＤと同じだが，モデルＦは次点．クモが歩くか走るほど動くほど振動数が高く，腹部の上下動も同様である．振幅の大きいBとFがよく動き，振幅の小さいAとDは動きも比較的少なかった．

［コメント］論文には同じことの繰り返しの表現が多く学生の習作のようだ．第１脚の振動数と振幅のデータそのものが非常にレンジが広くバラつきが大きいので種間に差異があると言ってもその差異自体が微妙なもの．だいたい似ていれば目的はかなうとするなら，それほど完璧にモデルに似ている必要はない（池田）．遺伝的な考察は？（深澤），されていない（池田）．想定されているアリグモの捕食者は何？（深澤），著者が想定しているのはアリ（池田）．アリグモの捕食者はむしろアリ以外の捕食者でアリを嫌う捕食者に対する警告の擬態ではないか（谷川）．アリグモは狩りバチからもあまり狩られていないのではないか（池田）．アリに似ているという印象は脚の振りよりもlocomotionから来る点が多

い（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

西野真由子,2008.ジョロウグモの出のうにおける危険因子．Kishidaia投稿.池田報告．大阪府堺市でジョロウグモの卵のうの出のう率が低くなるのは人工物や幹に産卵したときだった．産卵時期（10月・11月・12月），産卵場所（葉・幹・人工物），母グモの産卵後の行動（造網・死亡・不明）のカテゴリーに分けて1994年から2008年までの841個のデータを分析した結果である．

［コメント］ジョロウグモの卵のう内の卵をつぶすとその液がかかった卵は黒化してしまい，孵化しない．何か含まれているのではないか．セメント物質はアレルギーさえ引き起こす（加藤）．卵毒？物質（池田）．卵毒ではなく，水でも発生がダメになるのかも（本多）．幹や人工物が普通の産卵場所かと思っていたので出のう率が低下しているのは意外だった（谷川）．オオジョロウはなぜ地面に産卵するのか不思議（加藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Jaenicke,E., R.Foll and H.Decker, 1999. Spider Hemocyanin Binds Ecdysone and 20-OH-Ecdysone. J.Biol.Chem., 274, 34267-34271. 本多報告．クモの脱皮に脱皮ホルモンがどのように関連しているかは必ずしも明らかではない．しかし，昆虫からの類推により脱皮ホルモンであるエクジソンが血中タンパク質ヘモシアニンに結合して標的細胞の受容体まで運ばれるのではないかとされている．ヘモシアニンが脱皮ホルモン運搬体になっているかどうかを検証した．昆虫では運搬体はヘキサメリンというタンパク質で脂肪細胞に貯蔵される．実験に用いたクモはタランチュラの一種 Eurypelma californicumで抽出・精製したヘモシアニンにエクジステロイドが結合すると蛍光を発しなくなる技術を用いた．ふたつの異なる技法で結合定数がそれぞれ0.5ｍＭあるいは4.4ｍＭだった．やや反応が悪かった原因としては実験条件で濃度が低かったか，または既にヘモシアニンが脂肪酸と結合していた可能性がある．関連論文として，Reum,L., G.Kauser, U.Enderle and J.Koolman, 1982. A Steroid-Binding Protein from Insect Haemolymph Isolated by Photoaffinity Labelling and Immunoadsorption. Z.Naturforsch. 37c, 967-976.

 Burmester, T. and K.Scheller., 1996. Common Origin of Arthropod Tyrosinase, Arthropod Hemocyanin, Insect Hexamerin and Dipteran Arylphorin Receptor. J.Mol.Ecol., 42, 713-728.

 Burmester, T. and K.Scheller., 1999. Ligands and Receptors: Common Theme in Insect Storage Protein Transport. Naturwissenschaften, 86, 468-474.

［コメント］本当にヘモシアニンが輸送タンパク質として働いているのか，昆虫では血中の脱皮ホルモン量が脱皮直前に減少するので，そのあたりの事実が未確認（本多）．ヘキサメリン以外に可能性のあるタンパク質はないのか．理化学研究所では最近活性タンパク質の分子形態変化がわかるようになっている（安藤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Agnarsson,I., 2006. Socality in Theridiid Spider Repeated Origins of An Evolutionary Dead End. Evolution, 60(11), 2432-2351.　長田報告．クモの社会性は8科11属23種で進化しているが，これらは多起源だろうと推定される．シュミレートすると，ヒメグモ科の社会性は前適応から進化し，近親交配がもとから存在するため近交弱勢が起こりにくく，ある程度進化したものの，いまや進化のデッド・エンド（袋小路）に踏み込んでいる．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶，2008．東邦大学キャンパス内のキシノウエトタテグモの分布．仲条報告．東邦大学習志野キャンパスは20年かけて再整備する計画だが計画範囲は敷地全体の70％に及ぶ．キシノウエトタテグモも全滅が予想されるため，急遽分布調査を始めた．中西の調査地も含め全体を800余のメッシュに分割，環境を植物被度3区分・空間被度3区分の９種に分け，層別ランダム抽出により17区画で11月25日と12月2日に１分／平方ｍの調査努力で調査した．その結果，4区画でキシノウエが生息していた．今後の調査の方向についての助言を求める．

［コメント］区画の特性を考慮した調査デザインが必要だ．区画周辺の影響が無視できないと推定される（宮下）．結果からみると発見区画が中西または鈴木の調査によるもの．これは１分／平方ｍという調査努力では不足だということではないか（安藤）．同じ調査者セットで行うとか，調査者個人のファクターを入れてデータを補正するという手段もあるが，むしろクモの残し方・保全を実際的に考えるほうがいいのではないか．計画と真っ向から対決しても双方傷つく結果になる（宮下）．工事が徐々に進むのだからそれに合わせてソース源となる巣，地面を保全していく実践的な複数のシナリオを提示していくというのは如何か（谷川）．大きな個体群をいくつか保護する提案が実際的だろう（桑田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

深澤悟，2008．伊豆諸島のハチ類相と生物地理．東邦大学地理生態教室修論報告．深澤報告．真社会性のハチ類相には本土からの距離が強く効いている．利用筒サイズの違いと種の要因も分析中．ルリジガバチの採餌したクモ類のリストがある（クモの同定は中西が行った）．筒営巣性ハチ類の種数（ｙ）は本土からの距離を（ｘ）kｍとすると，ｙ＝0.0268ｘ＋8.622，ススメバチ・アシナガバチ類の種数はｙ＝0.2924ｘ＋16.359となった．

［コメント］島ごとに同じハチのサイズの違いなどを整理するとニッチの空く様子が分かるのではないか（宮下）．分布はハチの食性による影響が強いように思われる（深澤）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2008．サラグモは何が多様なのか．安藤報告．日本のクモ1488種中，280種がサラグモである．しかし，意外にその生活様式は多様とは言えないようだ．東京蜘蛛談話会の採集データを分析してコガネグモ科のニッチ数を推定すると38＋α，ヒメグモ科の方は36＋αといったところだが，サラグモは極端に発見種数が少なくニッチを網羅していないため安藤個人の採集データから分析した．樹上・草原の大型種5，裸地・草地の微小種12，森林の草間の微小種5，森林の林床の微小種15，これらを合わせて37＋α，この数はヒメグモやコガネグモのニッチ数とほぼ同じであった．現在はそれぞれの環境から20種，60種，60種，140種が記録されている．(1)体が小さい，(2)分散能力が低い，(3)生殖器の構造が複雑といった要因が種分化を促進している．

[コメント]生殖器の構造の複雑さは原因ではなく結果ではないか（宮下）．幼体が育ったときの気温で分散が変化するというノコギリヒザグモの例が最近報告されていた（馬場）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

高田まゆら，2008．ランドスケープレベルの水田食物網を考慮したアカスジカスミカメの被害防止法の検討．高田報告．宮城県大崎市田尻のマガンの越冬地になっている冬水たんぼで害虫被害を防止するための基本調査を行った．このカメムシの被害による斑点米が0.1％あると米の等級が2等級に格落ちする．穂を吸汁し，牧草地や休耕田で越冬・繁殖していて年３世代を繰り返すカメムシ対策としては，(1)殺虫剤，(2)寄主植物を滅ぼす，(3)土着天敵を増やすが考えられる．全ては出来ないので効率的な管理方法が必要とされる．

牧草地および休耕田でのアカスジカスミカメの個体群の研究は別の研究者が行っているので，高田はクモの天敵としての評価を中心として研究中．アカスジより大型のクモはアシナガグモ類，アゴブトグモ，コモリグモ類（主にキバラコモリ）．2008年7-9月の44枚の水田ですくり取り調査（20回），見取り調査（15株），植生調査，斑点率調査を行った．その結果，アカスジ成虫密度に負の影響を与える要因はアシナガグモ密度，周辺の樹林率であり，正の影響を与える要因はヒエ類の量や周辺の牧草地・雑草地の率であった．害虫の侵入の範囲は300mという結果になったが，これは害虫の一日の移動距離20mに生存日数15.3日をかけた値に等しかった．また，クモがアカスジを捕食する率に関してはクモの胃内容物をアカスジのDNAマーカーで分析する方法で分析中である．消化速度を同じ技術で調査したところアシナガグモの消化速度は早く，コモリグモは比較的遅かった．低温（25℃に対して16℃）では遅くな[コメント]アシナガグモの密度を決めているのは何か（宮下）．餌量，つまりユスリカ量である（高田）．消化速度の早いクモのアカスジ捕食量を正しく評価するのは難しい（宮下）．カリフォルニアの米農家であきたこまちを無農薬・無肥料で育成し，大型機械で雑草もろとも刈り取ってしまう荒っぽい様子が今日の田原総一郎のテレビ番組で放映されたが，それでも付加価値を考慮すると採算が会うと言う．日本の丁寧な栽培技術がセールスポイントになるとも思えず，世界に対抗できるかが心配（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　１８５号　　　　2009年1月11日　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：新井浩司，安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，桑田隆生，小栁知恵，荘司康治郎，新海明，鈴木岳，谷川明男，鶴崎展巨，仲条竜太，張替智行，柊雅実，弘中豊，本多佳子，宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Hillyard,P.,2007.The Private Life of Spiders, Chapter7 The Use of Venom. Princeton Univ.Press. pp.110-123. 池田報告．ヒルヤードは自然史博物館のキュレイターだった人，『クモ・ウォッチング』（平凡社）の著者．本書はその写真版みたいなもので，第７章「毒の使用」の本文は『クモ・ウォッチング』の第４章「毒のあるクモ」を元にしている．分子化学的な情報は，川合述史『分子から見た脳』『一寸の虫にも十分の毒』（ともに講談社）が詳しい．

［コメント］ジョウゴグモの抗血清ができたというニュースを目にした（弘中）．オーストラリアでクロガケジグモに咬まれて激痛がすると聞いたことがある．イソコモリやアカオニグモに咬まれたことがありかなり痛かった（鶴崎）．アシダカグモやコアシダカグモに咬まれた（新井）．南アフリカ西部にいる最強の毒蜘蛛というヒラタヤマシログモ（ヤリダマグモ）に似た種をパラグアイでよく見た（加藤）．ユウレイグモと同じ“足長”という英語名からザトウムシに毒があると信じている人がいる（鶴崎）．オーストラリアのネイチャーガイドはユウレイグモに毒があると注意してくれた（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2009．ゲゲゲの鬼ムラグモ．谷川報告．2008年6月（183号）のクモゼミや日本蜘蛛学会大会でキムラグモ類の系統推定をミトコンドリア遺伝子COⅠ遺伝子で行った結果を発表したが，系統の根に近い方で信頼できる結果を得るにはＣＯ１は進化が早すぎた．そこでチトクロームＢ遺伝子や18Ｓリボゾーム遺伝子での解析に挑戦した．しかし，結果は予想に反するものだった．11サンプル間のＰ距離の平均を比較すると，CO1の0.175に対して，CBは0.237ともっと早く，18Sは0.001と遅すぎるのだった．18Sの1700塩基対で変異が見つかったのはたった5サイト．分類群や遺伝子によって進化速度は大きく違っていて安易に先行研究の値を使うことができず，化石記録による時計あわせもできないので，分岐年代の推定も難航が予想される．一方，九州地方の地点情報を増やした結果，九州本島を広くヒゴ系統が占めていた．薩摩半島はキムラグモ系統が，大隅半島にはブンゴ系統が棲息していた．屋久島は東西で，種子島は南北で系統が違っていた．

［コメント］メスの貯精嚢の形態には種内変異が著しいので，形態分類はオスの触肢を重視したいが，オスは採集が難しい．脱皮直前に掘り取り，飼育で生体を得る（谷川）．CO1での差は種を分けるほど大きいのか（鶴崎）．トリノフンダマシの研究などから見ても，どのくらいの違いで別種なのかは一概に言えない（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鶴崎展巨，2009．香川県におけるアカサビザトウムシの染色体数の地理的分化．鶴崎報告．アカサビザトウムシは背面に１本の棘を持つ，青森県から九州まで分布する普通種だが，染色体数に2n＝10から22という変異がある．色彩的な違いも考慮して，近畿型（14本）から大山型（12本），九州広島型（20本）としているが，大山型と九州広島型の間に22本のホットスポットがある．談話会の合宿が行われた香川県を調査して香川県東部（16本）と西部（12本）の中間地点に17／18本，18／19本が発見された．染色体数の変異はロバートソン型の相互転座として説明できる．例えば中部動原体の染色体が中央で切断して２本になって増えたり，端部動原体の染色体が合着して１本になるといった仕組みである．奇数の変異の減数分裂では三価染色体が見られる．

［コメント］ザトウムシには成体でも染色体像が良いという利点がある．ただしオスの生材料が必要で採集したらその日に処理している（鶴崎）．日本のクモの網羅的な染色体研究は鈴木正将以降，行われていない．キムラグモは80本以上と多いためまだ数も正確には確定していない．トタテグモも40本くらい．普通のクモは20本前後だろう．変異はコモリグモ科やハエトリグモ科にはありそうだが，コガネグモ科は安定しているだろう．クモの染色体にはmetacentric型が少ないので，ザトウムシのような転座が起こりにくい（鶴崎）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　Dries Bonte et al., 2004. Lack of homeward orientation and increase mobility result in high emigration rates from low quality fragment in a dune wolf spider. J.Anim.Ecol., 弘中報告．砂丘に住むヤマコモリグモPardosa　monticolaは質の低いパッチでは来た方向に戻らず移住する傾向がある．離れたパッチの縁や縁の内周・外周に数多くのピットホール・トラップを設置し，マークした個体を中央で放して研究した．パッチの質は密度と相関すると考えた．移動レベルは高密度（質が高いと推定）のパッチではメスよりオスの方が高かった．低密度（質が低いと推定）のパッチではメスがやや高い（同じ位だが）．低密度で移住が活発になり結果として移住を増加させると結論している．

［コメント］パッチ間移動に関しては近年，科学的な研究が行われ，パッチ間のマトリクスの質が重視されている．また，「方向性のあるランダム・ウォーク」が注目されている．環境が悪いから移動したと断定するには，移動が個体干渉の結果ではないことを説明する必要がある．著者はクモの密度はパッチの質と相関するとみなすと断っているが，そこは重要なポイント（宮下）．著者は飼育したクモのバルーニングのモティベーションが遺伝的に支配されているという研究結果も出している（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　張替智行，2009．ムツトゲイセキグモの飼育．Kishidaia予定．張替報告．2008年5月の談話会採集観察会で採集したムツトゲ幼体を飼育した．幼体は粘球を使わず，糸の途中にいて羽ばたいてくる虫だけをつかみどりで捕獲する．脱皮直前には褐色化した．脱皮の失敗で第２脚の先端を失っても投げ縄は第１脚で持ったこともあるが，結局第２脚で持つ．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

新井浩司，2009．ムツトゲイセキグモの粘球製作と投げ縄捕虫（動画）．新井報告．三個の粘球を作り，ふり回す様子を撮影した．カトウツケオグモがツマグロキンバエをつかみどりする映像なども撮影した．

［コメント］ヘリジロオニグモがキンバエを誘引しているという仮説は否定された．カトウツケオのキモグリバエ誘引は（キモグロバエを背中に乗せている映像からすると），あるかもしれない（宮下）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

柊雅実，2009．三宅島におけるジョロウグモの分布（卒業研究計画）．柊報告．三宅島は20年周期で噴火している．2000年7月8日に雄山が噴火し，造網性クモが減少した（2006年，阿部：長谷川）．なぜ回復していないのか．火山ガスは減っているので他の環境影響だと思われる．調査区画を設定し，個体数を一ヶ月毎に調査する．

［コメント］分布が平衡状態にあることが大事．そうでないとソースから離れているからそこにいないのか，適地でないからいないのかが分からない．また生残率は真の適度を現さないことがある．成体サイズ（9～10月）の方が評価しやすい．エサ条件の総和とみなして評価できる（宮下）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　安藤昭久, 2009. クモは成熟後なぜ脱皮しないのか．安藤報告．クモが成熟後の脱皮の問題に関して，多年生植物の成長のアナロジーで考えてみた．植物の生活史は生産力と関係がある．生産力が高いと一年生植物となり，種子を作って枯れる．

　成長曲線は得られるエサ資源量が体長の向上に比例するかどうかで大きく異なる．エサ資源が体重の１乗に比例するような摂食戦略は成長が進むにつれて体長増加が著しく鈍る．原始的穴居生活のクモはこのような摂食戦略に該当するのではないだろうか．この戦略の下では成熟後も脱皮することは適応的であり，特に繁殖相手が滅多に訪れない状況下では有利である．もしかしたら「お肌の健康」にもよいのかもしれない．

　穴居生活者は「長期戦のエキスパート」である．

［コメント］親の死亡率が減ると，二次的に成体脱皮をするようになるのではないか（宮下）．タランチュラを飼育していると成体になるまでの脱皮では少しずつ比率からしても脱皮すると大きくなる．ところが，毎年１回脱皮するが，成体後脱皮の結果，小さくなることがある（谷川）．成長にはダイヤーの法則というのがあり，Ｙ＝ａかけるＸのｂ乗だから，脱皮ごとに比率も大きくなるのは不思議ではない．しかし，小さくなるというのは意外だ．そのほうが適応的なのか．成長を脱皮で調整している可能性もあり？（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　　１８５号　　　　2009年2月8日　　　加藤家　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，小栁知恵，新海明，鈴木岳，高木俊，谷川明男，長崎緑子，仲条竜太，馬場友希，張替智行，弘中豊，深澤悟，本多佳子，宮下直

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2009．小さなハエトリグモは同定しやすい．池田報告．石川県の徳本洋氏から同定依頼されたクモがアリガタハエトリグモの一種１メス（日本新記録）と，ニンギョウネオンハエトリ１オス（稀産種）だった．2mm以下の小さなハエトリである．アリガタハエトリグモ属Synagelesは松田まゆみが報告したアリガタハエトリ Synageles venator の他に野嶋宏一採のS.hilarulusと今回のS.dalmatcusが発見されている．ニンギョウネオンハエトリは記載後，中国でも記録された．ネオン属Neonでは未記載だったノジマネオンハエトリのメスも塩崎哲哉により三重県から，吉田真により沖縄県から発見されている．論文にして報告を急ぐ必要がある．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　池田博明，2009．関口晃一米寿記念号の紹介．池田報告．2009年1月関口晃一先生より米寿記念号「いつの間にやら米寿を越えて」（2008年12月）を頂いた．クモに関連する内容を紹介した．1940年高等師範学校在学中の20歳のころから「日本蜘蛛類図説」をActa arachnologicaに連載，丘英通のもとで実験発生学に取り組む．オニグモで鞭状腺を発見，オニグモの遠心処理による重複畸形胚で学位，カブトガニの研究で世界的な業績をあげる一方，『クモの生活』など普及にも力を注ぐ．日本蜘蛛学会会長・日本動物分類学会会長などを歴任．

［コメント］関口先生からは，生活史は卵のなかからもう始まっているんですよと助言された（加藤）．経費もかかったクサグモ胚の苦労を論文に書こうとしたら削られた．そして，他の研究者が論文を読む頃には貴方はもっと先へ行っているんですよと助言されたのが印象深い（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

張替智行，ムツトゲイセキグモ飼育のエサ．張替報告．5月の幼生にはヤブカを与えた．夜間自動販売機の灯りに集まる蚊を吸虫管で捕える．クモより大きいとクモがおびえて食べない．その後，ヤブカを食べなくなり，小さなユスリカに替え，これが主食となった．蛾を食べるようになったのは成体になってから．亜成体で飼育状況に慣れたのか羽ばたいていない虫も捕えられるようになった．

［コメント］ニ頭ともまだ生存している（張替）．トリノフンダマシは網を使うので亜成体でも蛾を捕獲・捕食する可能性があるが，ナガナワグモは出すフェロモンが特定のオスの蛾なので成体になってから蛾の専食になると思う（宮下）．NHKの「ダーウィンが来た」で吉田嗣郎さんも加わって投げ縄蜘蛛の企画中（宮下）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

安藤昭久, 2009. 採集観察会の地点記録はこんな風にしたらどうだろう, 安藤報告．地名の記録だけでは地名が変更されるとその地点が分らなくなってしまう．そこで「代表メッシュ」を添記することにしてはどうか．それと「代表緯度経度」を記す．代表緯度経度は代表メッシュの中央ｗｐ取る．ただし，おもな調査地が代表メッシュの中心から外れていたり，二つにまたがる場合は境界線上の中央に取るといったある程度の規準を決めておく．地図上から代表メッシュを割り出すソフト「勝手に地図メッシュ」を作成した．「ウオッちず」と連動したソフトで安藤のホームページからダウンロードできる．

［コメント］「遊絲」に記録のとき書いて下さいとアナウンスする（宮下）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

　宮下直，2009．クモ学会員はどんどん減っているのか．宮下報告．2008年8月の評議員会で会員の減少と対策が話題になり，実態調査を宮下が請け負った．会員数は1995年までは急減したが，その後は下げどまり，現在は微増傾向である，希望退会者数はおきな変化はない，令構成には大きな変化はない，学生の参加数や大会発表者は微増傾向にある．特に学生の発表者数／参加者数は増えている．若令層の入会や大会参加により学会が維持されている面が大きいので，今後学会員が急激に減少するという予測は立たない．無論，魅力を高める対策は必要である．

［コメント］会員の男女比はどうか（池田）．昆虫学会に比べると女性比が比較的高い（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

深澤悟，2009．伊豆諸島のハチ類相の生物地理学的解析．深澤報告．修論発表会．伊豆諸島のハチ類相は面積効果より距離効果が大きかった．筒営倉性のハチは遠い島まで分布していた．クモ類食のハチは分散による分布とは特定できなかった．ガ類幼虫食のハチでは種数に面積効果が強く示唆された．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

佐山勝彦，2007．カラカニグモに捕殺されたキオビホオナガスズメバチの創設女王．つねきばち(9):14-15.深澤報告．2004年6月札幌市で創設女王の亡失原因のうち2巣が夜間に巣に侵入したカラカニグモ雌であった．4巣は原因不明．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

杉浦直人・村松稔，2008. 八重山諸島におけるベッコウクモバチ Cyphononyx fulvognathus (Rohwer) の獲物に関する知見．つねきばち（13）：49-51.深澤報告．2004年7月7日西表島で，カマスグモ雌成体を運ぶメス蜂を採集．2006年6月30日と7月4日にも観察．与那国島でも数回目撃した．与那国島では2007年12月9日にムラサキオオクモバチ Java nigrita (Fabiricius) がアシダカグモを運搬しているのを目撃した．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　

高木俊，2008．シカの採食が植物の量と質を介して植食性昆虫の個体群動態に与える影響．高木報告．房総半島のニホンジカ個体群は分布や個体群動態が比較的よく把握されている．ニホンジカが食べるオオバウマノスズクサはジャコウアゲハの食草である．春に花が咲き徐々に質が低下し，夏は休眠する．しかし，シカに捕食されると葉が新しくなって軟らかくなり，ジャコウアゲハにとって適した食草となるので，夏の休眠をせずにもう一度アゲハの発生がある．シカの捕食は長期的な食草の減少をもたらすが，短期的には質を回復させて休眠個体を減少させる．この長期的な効果と短期的な効果が合わさって実際の結果が実現する．参考論文として，高木俊「餌植物の質の変化がジャコウアゲハの生活史に与える影響とシカ採食による間接効果の可能性」（2008．昆虫と自然，43（14）：19-22）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤倫之，川口美咲，桑田隆生，新海明，谷川明男，仲條竜太，中西亜耶，花井正実，張替智行，弘中豊，柊雅実，深澤悟，本多佳子，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Anderson,J.F. 1990.The Size of Spider Eggs and Estimates of Their Energy Content. J.Arachnol., 18:73-78. 池田報告．クモの卵生産におけるエネルギーを算定する目的で11科24種のクモ卵を調査した．卵重は卵直径から正確に見積もることができる．エネルギー密度が一定なのでクラッチ数，クラッチごとの卵数，卵サイズといったデータから卵生産合計のエネルギーを正確に見積もることができるはずだ．材料はフロリダで採集．[卵重]＝0.52×（[卵直径]の2.9乗）の関係が得られた．Kastonのデータ（1981）の卵サイズの地域的変異に有意な差はなかった．Anderson（1978）の研究からは平均エネルギーが27.3ジュール/mg乾重，乾重は平均クモ卵の31.9%，灰容量はクモ卵の3.58%．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Carrel,J.E. and R.D.Heathcote, 1976.Heart rate in　Spider　Influence of Body Size and Foraging Energetics. Science, 193:148-150. 池田報告．安静状態の18種のクモの拍動数は１分当り9～125回であった．この状態での心臓の拍動は標準の代謝率の指標と考えてよいだろう．安静時の拍動は体サイズの関数で，餌のとり方と関連する．クモを箱に入れ，水平または垂直に置く．熱の出ない光源を下から当て，腹部を背面から見る．１時間以上おいた後に拍動数を10分間測定．室温は23～26℃，照度は約200ルクス．食後2～6日の間に測定した．１種につき数週間おきに３回以上測定した．Log拍動数（数/分）とlog生重（mg）には負の相関があり，関係式ができた．ただしヤマシログモとドクイトグモは体重が小さいのに拍動は極端に遅く解析データから除いた．拍動の早いほうからハエトリ・カニグモなど小形のハンター，造網性，ハシリグモ・コモリグモなど大形ハンター，タランチュラとなった．Anderson(1970)の酸素消費量（μL）で表す標準代謝率は拍動数の３倍に相当した．

[コメント]著者の論文では関係式が，[拍動]＝423×（[生重]の0.409乗）と記していたが，これでは負の相関にならない．0.409の前にマイナスが落ちているのだ．[酸素消費量]＝947×（[生重]の0.408乗）の式もマイナスが落ちていた（池田）．小田原城内高校生物研究部,1985．クモの拍動，ウラシマグモ，ワシグモの飼育，観察会報告など.Kishidaia,(52）：25-38のなかに，植田恭子・沢田典子・岡部由美子・井上美樹による「クモの拍動」（ｐp.25-33）がある．拍動データをこの論文で換算すると，造網性クモのデータはほぼ当てはまった．城内高校のほうがやや早いが測定温度が29～31℃と高いためだろう（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 Li, Zhang, Liu, Gan, Chen, Lim and Daiquin Li., 2008. UVB-Based Mate-Choice Cues Used by Females of the Jumping Spider Phintella vittata. Current Biol., 18:699-703.池田報告．紫外線ＵＶのＡ領域（315-400nm）を感受する受容体をもつ動物は多いが，私たちは中国産のヤマトハエトリグモ属の一種vittataがUVのB領域（280-315nm）をメスが性選択で使う例を発見した．実験二叉選択法でメスに二種のオスを見せてどちらのオスを選択させるかを決定するもの．メスの注視時間が長いほうのオスが選択される．UVをカットするフィルター（UVBのカット割合が100％・16％・55％・0％と，UVAとUVBを100％カットする）を使用した．本種のオスの頭胸部はUVB反射率が特に高い．オスの求愛行動にはUVカットの差が無く，オスのメス選択にはUVの利用はなかった．　

［コメント］二叉実験の結果でグラフからはUVB（－）よりUVA（－）の方がはっきり大きい（谷川）．本文ではこの二つでは有意な差は無かったと考察している．UVB（－）区はUVA（＋）区でもあり，これがUVA（－）区より注目されないという結果に有意差があると全体からすると不合理になってしまう（池田）．グラフの様子だと有意差が無いというのは無理な感じがする（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　西湘高等学校生物部（花井正実・川口美咲）,2007．ハエトリの誇示行動.池田報告．ネコハエトリ・シラホシコゲチャハエトリ・エキスハエトリ・キレワハエトリ・アリグモの威嚇誇示，ネコハエトリ・デーニッツハエトリの求愛誇示の動画の紹介．ＢＧＭは「花のワツル」．Windows　Media　Playerで製作．

［コメント］シラホシコゲチャ・エキス・キレワ・デーニッツなど日本初記録を含む記録の6分映像化（池田）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　本多佳子,2009.クサグモ（Agelena silvatica）の脱皮ホルモン受容体の探索．卒論発表会．本多報告．脱皮ホルモン（エクジステロン）をナカムラオニグモに投与すると異常脱皮することからクモの脱皮にもエクジステロンがあることが予想された．エクジステロンは核内に受容体EcRとRXR（レティノイドX受容）をもつため，クモ卵からのRXRとEcRの抽出を試みた．核内受容体の構造にDNA結合領域とリガンド結合領域がある．卵からmRNAを抽出し，cＤＮＡを合成し，探索した．その結果，クサグモECRが発見されたので他の既知動物のアミノ酸の類似性を見た．DNA結合領域は100％から90％が相同，リガンド結合領域はクモ綱とは似ていた．RXR（レティノイドX受容体）はクモ鋼との近縁のグループに入った．今後は脱皮に関する発現を調査する予定で，細胞構築に使われているアクチン量を手がかりにする予定．

［コメント］トタテグモの成体後脱皮に関心をもつ昆虫研究者がいた（本多）．

　　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　加藤倫之,2009.水田環境とその周辺景観がカエル類の個体数に与える影響．修士発表会．加藤発表．水田に生息する生物が減少しているが，その保全を考慮するうえで周辺環境も重要である．生物の移動する範囲を研究するために，水域と陸域を利用する2種のカエルに注目した．ヤマアカガエルは森林・草地を生息適地とし約500mは移動する，モリアオガエルは森林が生息適地で約80m移動するとされてきた．佐渡島の小佐渡で卵塊数を目的変数として調査・計測を行なった．その結果，ヤマアカガエルは300m，モリアオガエルは1000ｍが最適スケールとして最良モデルを説明できた．卵塊数に影響する要因としては水深が中程度で最大（ヤマアカ7cm，モリアオ8cm），障害として水路サイズはヤマアカは小さいほうがいい（吸盤が発達していないため水路を上れない）．ヤマアカは森林被覆が６割程度で最大，モリアオは８割以上で最大．最適スケールが既知値と異なったが，ヤマアカは往復移動で，モリアオは別の繁殖地への分散といったように移動パターンがちがうからではないか．移動距離がイコール最良空間スケールではない．それぞれの種の最良の《景観レベル》がわかれば，現存する水田の《景観レベル》から卵塊数の予測が可能になる．

［コメント］二種の生活史が異なるので，それが知りたい（池田）．

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　弘中豊・安倍弘，2009．カバキコマチグモの産卵巣に関する分布特性．修士発表会．弘中報告．北海道と神奈川県でカバキコマチグモの分布を調査した．北海道個体群では特定のススキ株に多く営巣しているのに対し，神奈川個体群ではそのような傾向は見られない．そのことを統計的に解析した．IＢ指数でどちらも産卵巣の分布は集中分布と判明し，負の二項分布だった．距離法を用いた産卵巣のある株の分布パターンでは，北海道では一様分布，神奈川ではランダム分布だった．つまり，北海道個体群ではひとつの株に産卵が集中し，その株は一様に分布する．神奈川個体群では小パッチが中パッチ内にランダムに分布し，大パッチ内に中パッチがランダムに分布する．

［コメント］なぜ幼体のときに一様分布だったのに成体になると集中分布になるのか，その要因は何か（八幡）．日当たりのいい方に集まるのではないかと思う（弘中）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　桑田隆生，2009．ワスレナグモの卵と発生．桑田報告．2008年11月に巣を掘ったときに卵のうを発見した．住居巣の底部に壁を隔てて作成．1.3mm直径の卵が約130個．卵殻表面に構造があり，卵どうしの接着に関係しているようだ．三週間後，卵のう内部に初令（Vachonによる幼虫期に該当する），２令で糸器が分化し，住居巣で親と同居．３令で出巣する．

　一方，オスを得る目的で８月に子グモ40頭を飼育開始．令に関してワスレナグモ開口部で金野は４つに分類していたが，子グモのサイズでは２ミリ以下にふた山がある．写真で撮影して計測．眼域のある部分を計測して脱皮殻を確認すると，出巣段階をNnmph1とするとその後，N２，N３，N４で３月を迎えることが分った．

[コメント]トビムシ，ヒメグモ幼生，脚切コオロギを餌にした（桑田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　張替智行,2009. 飼育下のムツトゲイセキグモ．張替報告．粘球作成，蛾を捕獲する様子，捕獲に失敗する様子，第２脚末節を脱皮失敗で失ったクモが第１脚で粘球を振り回し，失敗する様子など貴重な映像を収録．Windows　Media　Playerで製作．BGM入り．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2009．自然環境に生息するイソコモリグモ.自然保護協会ニュース予定．八幡報告．イソコモリグモの生態・分布・保全の実態と提言．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Schoener and Spiller, 2001. Nonsynchronous Recovery of Community Characterisitic in Island Spiders after a Catastrophic hurricane. PNS. 柊報告．頻発する気候変動による自然災害は不定期で予測が難しい．1999年9月8日にバハマ諸島を襲ったハリケーン（あだ名はフロイド）の前後合わせて8年間のクモ類とトカゲの種数・個体数の変動を追った．調査対象はある島の周辺40小島．ハリケーン襲来前にも種数・個体数・種数-面積相関の種数ともに直前の降雨で減少していた．また2002年の減少は大雨ミッシェルの影響．要するに，ハリケーンで個体群は壊滅的な打撃を受けたが直前直後の大雨によっても減少していた．個体数変動はハリケーンほどでない気候変動に影響されている．

［コメント］Spillerは箱根学会のとき来日している（谷川）．『東京クモゼミ報告』では，第35号に宮下直紹介論文として，Spiller ,1984「2種のクモ間の競争，実験的野外研究」があり，クモで種間競争があったという結論．材料は生活史の異なるMetepeira とCyclosa で，春は体の大きいCyclosa が強くなり（生存率が大），夏は逆にMetepeira がよくなる．イネ科がハビタットでおそらく種間競争がおこりやすいほど密度が高かったせいだろう．第71号には宮下紹介としてタイトルのみ紹介したある．それらはAmer.Natur.にSchoener and Spillerの「絶滅率は個体群サイズの一時的な変動と相関するか？円網種に関する経験的解答」（1992）．Spiller「円網種の餌消費とコロニーサイズの相関」（1992），第92号にクモで，種間競争を検証した野外実験は少ない．それら5篇のうち，種間競争を立証したのはコガネグモ科の2種間のSpiller(1984)のみであると記す．宮下のレビューはAtypusに掲載された．第97号に島崎彩紹介論文として，Spiller，D. and T.W.Schoener，1990.A terrestrial field experiment showing the impact of eliminating top predators on foliage damage.Nature，(6292):469-472.がある．食物連鎖の最上位の捕食者が消失した場合，植植生の昆虫による生産者の食害はどうなるかを，トカゲ（三次捕食者）－クモ（二次捕食者）－植食性昆虫（一次捕食者）－Sea grape（生産者）を用いた野外実験によってA-Cの３種のモデルを検討した．モデルAは植食性昆虫をクモよりもトカゲが主に食べるもの（トカゲの除去は昆虫数を増やし，食害を増やす），モデルBは植食性昆虫をクモが主に食べるもの（トカゲ除去はクモを増やすので昆虫はクモに食べられ，食害は減る），モデルCは本研究から示唆されたAとBの混成モデル（植食生昆虫の種類によってクモの捕食圧が異なるので，トカゲ除去の影響は異なる）．実験はSea grapeという優占種Coccoloba unifera L.が昆虫によって受ける食害（damage）を３種；scar，hole，gallに分けることから始めた．scar（傷）は同翅羽類のleaf hopperやaphids（アブラムシ）によるもの，hole（穴）はコガネムシや毛虫，ハキリアリやハキリバチによるもの，gall（虫こぶ）は双翅類のCtenodyctylomia matsoniによるものと推測された．83.6平方mの小区画をトカゲ除去の有無，囲いの有無，植生の高さで９個のブロックに分けて結果を比較検討した．その結果，トカゲ除去区でscarが増加し，gallは減少した．holeは影響を受けなかった．この結果から主にクモは双翅類を食べ，トカゲは同翅類を食べることが判明した．葉にholeを作るような甲虫やガの幼虫，ハチやアリはトカゲやクモの餌の対象にならないので影響を受けないのだろう．これらの昆虫は体のサイズが大きいのでトカゲに食べられないのだろう．捕食者と被食者の相対的なサイズの関係は食物網での主要な経路を決定するうえで重要である．この論文に関する［コメント］は，解析方法であるMANOVAおよびANOVAについて解説した．block effectはblock毎には影響があったが，全体の結論には影響が無かっことを示した（宮下）．また，島崎は，Spiller，D.A.，and T.W.Schoener，1994.Effects of top and intermediate predators in a terrestrial food web.Ecology，75:182-196.も報告している．同著者の1996年の論文に引用された論文．バハマの海岸で野外実験を行い，トカゲAnolis sagreとクモMetepeira datonaの数の変動を調査した．フィールドに囲いを設置し，コントロール（トカゲとクモがいる），トカゲ除去区，クモ除去区，両方除去区を作った．その結果，クモ数と種数の双方にトカゲの影響があった（クモはトカゲ除去区で増加）．Metepeiraのメスによるエサ数とバイオマスはトカゲ除去区とコントロールでは明瞭な違いはなかった．飛翔性昆虫に対してクモの影響はあったが，トカゲの影響は明らかではなかった．トカゲとクモの相乗効果ははっきりしないがDipteraのみでクモの影響があることが分かった．葉の食害についてトカゲの影響があった．結果の考察(1)トカゲの影響：昆虫（飛翔性）に対するトカゲの影響は気候によって左右される（1985-1988に行った前の実験との比較．つまりトカゲの補食が変わる）．葉の食害に関する影響はトカゲが昆虫を直接補食することによるものだろう．(2)造網性クモの影響：昆虫に対する影響はクモの直接的な補食による．植食性昆虫はクモのエサのわずかな部分しか占めていないため葉の食害に関するクモの影響は少なかったのだろう．(3)補償的な補食：証拠はなかった．(4)食物網のダイナミクス：本研究からはモデルAが指示された．粘着トラップにかかった昆虫のほとんどは植食性ではなくデトリタス補食だったと思われる．クモよりもトカゲに補食されやすい昆虫もいる．この論文に対する［コメント］は，なぜ4年も調査期間が必要だったのだろうか（宮下）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　深澤悟・仲條竜太，2009．伊豆諸島のハチ類相とクモ類相，種数－面積－距離の関係．生態学会シンポジウム予定．深澤報告．マーッカーサー・ウィルソンの理論によれば，島の生物相は移入率と絶滅率のバランスで決まるという．狩りバチとクモは同じギルドであるにも関わらず，AICでの種類のベスト・モデルを検定してみると，社会性狩りバチ類では距離モデルの説明が高く距離効果が大きい．単独性狩りバチ類ではフルモデルの説明性が高く，距離効果が大きい．クモ類ではフルモデルの説明性が大きく距離効果は小さいことが明らかになった．フルモデルとは面積＋種類＋面積・距離（相互作用）を入れたモデルのこと．

［コメント］ハチは成体時期が限定されるので，クモよりも効果が強く出るのだろう（深澤）．面積効果が大きいのはアリ・チョウ・ガなどである（深澤）．類似度が高い島はもとはひとつだったという考察もある（深澤）．島間の溝が深いのならひとつは考えられない．近接効果の方が大きい（谷川）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ　188号　2009年5月3日　加藤家　（4月5日は池田欠席のため記録せず）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤むつみ，桑田隆生，佐藤幸子，新海明，鈴木岳，谷川明男，中西亜耶，張替智行，柊雅実，平松毅久，弘中豊，本多佳子，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明, 2009.ラ・マシンは何グモか．池田報告．横浜開港150周年記念祭にて「はじまりの森」に出現．プレイベントでは2台だったが，現在は１台．一日5回動く（11時，1時など）．入場料金が2400円（全有料施設，当日券）．口からスチーム（糸に見立てたもの？）を吐くのでヤマシログモ？．眼の配列はササグモに似ている．

［コメント］眼が４個並ぶ点はシボグモ科（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Helen M. Smith, 2009. The Costs of moving for a diurunally cryptic araneid spider. J.Arachnol., 37:84-91.池田報告．オーストラリア･ゲホウグモ Poltys nobleiの定住日数を調査したところ，約40日．最長記録は263日だった．クモの体長が大きいほうが定住日数が長かった（large個体が平均56日に対し，small幼体個体は平均32日）．これらの結果は造網性クモ類が一般に定住日数が一種間以内の値しかないのと比べると，大きい．造網コストの小さい種類では定住日数がランダム分布を示すかどうかが造網コスト以外の

要因があるかどうかを示す方法として先行研究が知られているが，small幼体データは有意にランダムではなく，large個体ではランダムでないとはいえなかった．冬は活動性が低下する．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 Suzan Milius, 2008. Vegetarian spider; Small jumping species steals lunch from ants. August 30th, 2008. Scienceｎews, vol.174#5. 本多報告．メキシコでアカシアと共生する有名なアリがいる．このアカシアの葉先のBeltian body（脂肪塊）をハエトリの一種Bagheea　kiplingiがアリから横取りして主食とする事実がアリ研究者のChristopher Meehan によって発見され，第12回国際行動生態学会で発表された．ビデオ記録ではこのハエトリが運ぶ食物140匹のうち136匹はアカシアの塊を，4匹はアリ幼虫を捕食していたが、乾季にはベルティアン脂肪体が無いのでアリ幼虫を捕食している．このハエトリは肉食者が普通もつN15量は多くなく、むしろ植食者に特有のC13含有量が多かった．

［コメント］「vegetarian　spider」で検索したらSciencenews にヒット（本多）．ラドヤード・キップリングの物語『ジャングル・ブック』に出てくる豹にちなんで命名されたハエトリで、プルシンスキーのウェブ上『世界のハエトリ』にこの属のタイプ種として記載やカラー図版・標本写真が掲載されている．性的二型が大きく、色彩も派手なハエトリ（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子.2009.修士研究の予定；クモの脱皮制御機構の解明．本多報告．節足動物で脱皮はPre-ecdysis（クチクラの分解、新クチクラの合成）、Ecdysis、postecdysisと進行する．昆虫のモデルでは、PTTH（前胸腺刺激ホルモン）、エクジステロイド、幼若ホルモンが脱皮に関連している．ササグモを材料にcDNAでエクジステロイドの核内レセプターであるEcRやUSP（RXR）の相同配列を探したところ、該当の配列を発見することができた．AsEcR（クサグモEcR）のリガンド結合領域を比較して系統樹を書き、AsRXR（クサグモRXR）の比較も行なった．その後、3令から4令の間の脱皮で泳動の発現量を調査してみた．クモの脱皮に関しては、EcRとRXRを介したエクジステロイドによる脱皮制御が節足動物に広く共通している可能性がある．その働きを研究する予定である．

［コメント］ホルモン注入法を検討中である（本多）．傷つけるとそれが脱皮の刺激になる可能性がある（加藤む）．クモには前胸腺がない（本多）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　張替智行,2009.マメイタイセキグモ２令が捕食．張替報告．吉田嗣郎さんがくれた小さなマメイタ幼生が小型のユスリカ１頭を捕食した．

+＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦,2009.キシノウエトタテグモの生息適地とは？八幡報告．キシノウエトタテグモは自然の雨水の浸食作用による斜面に多く、関東平野にはキシノウエの適地となる台地縁がある．段丘面（更新世後期以降の堆積）と沖積低地（完新世）の地形面のこみあい具合を平野の適地環境の度合いとみなす仮説を立てた．分断されている平野ごとの分布ポテンシャルが生息率と相関するのではないか．キシノウエは最終氷期最寒冷期（約2万1000～１万8000年前）に九州のレフュージア（避寒地）から東へ歩いて分布し始めたと考えてみる．「縄文のキシノウエ物語」を、仮説「１月平均気温２℃あたりが分布限界Ｔなっている」をもとに創作した．南九州では2.4万年前に姶良カルデラ火砕噴火があった．海面を50m低下させれば瀬戸内海周辺部にあった平野が見えてくる．現在キシノウエ未発見の別府湾・松山・姫路に生息記録を発見できれば連続して適地をつなぐことができる．近畿を越えるルートは紀州周辺を回る以外に関が原越えルートが考えられるが．これも温度を2℃上昇させれば可能性が出てくる．海退時に適地環境がどれほど保たれているか、地形の評価を考慮中である．DNA分析の集団の変異が明らかになれば仮設を検証できるのではないか．

［コメント］縄文人や弥生人が平地を開発した可能性も無視できない（八幡）．一年に平均200m移動という分散速度があるとしたら、局所的な分布という結果を説明できないのではないか（安藤）．気温の変化に対する生物の適応という仮説で組み立てるのは意外に当てにならないと思っている．レフュージアがもっとあったと考えるほうがいいのではないか．人為による撹乱があるという仮説に対する反証を検討する必要があるのではないか（宮下）．キシノエトタテグモ個体群に分散速度が大きい個体もあるのかも（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　宮下直、2009．ダーウィンが来た！生きもの新伝説　提案．宮下報告．NHKテレビで日本のナゲナワグモの生態を「里山カウボーイ　月夜に狩るクモ」という企画で製作・放映予定．(1)粘性力をどう測定するか、(2)匂いを視覚化する方法をどうするかなどが課題である．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　中西亜耶,2009.キシノエトタテグモの個体数予測．中西報告．生存率および繁殖率の調査．方法として、キシノウエの巣穴径から年齢を推定する．また、巣穴径ごとの産卵数と成熟メスの産卵率を明らかにする．現在の個体数をどう設定するのか．体長組成分解（山川＆松宮1997）を試行する予定である．　　

［コメント］例数があれば統計解析が可能（宮下）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　

　宮下直,2008.地上と土壌の相互作用　IN　『群集生態学4　生態系と群集を結ぶ』（京都大学出版会）.池田・宮下報告．地上部の生食連鎖と同時に土壌部の腐食連鎖の重要性に注目が集まってきた．例えば植食者の個体数を制限する要因には捕食者や植物があるが、植物量は植食者の採食の影響は小さいと考えられてきた．実際には植食者の採食は土壌の分解系に様々な影響を与え、植物資源量に影響を与えている．植物は食べられて生産性を回復したり、新葉を展開したりする例があった．生産性の高いアフリカのイネ科草原のような生態系では、植食者の採食が栄養塩類の循環を促進し植物の遷移を遅らせる効果があった．反対に植食者が選択的に嗜好性植物を採食すると残った不嗜好性植物が栄養塩類の循環を遅延し、木本が有利となり、遷移が進む．一方、植食者の採食が土壌を物理的に改変する例もある．人間による放牧のように系外資源が植食者を増加させ植物や土壌にカスケード効果（ドミノ倒しのような連鎖的な効果のこと）を与える例も知られてきた．興味深い現象のひとつにカタストロフィック・レジームシフトがある．カタストロフィック・レジームシフトのモデルはコッペル（1997）による．植食者の密度が低いうちは植物の成長速度が摂食による減少速度を上回り、植物の現存量は比較的高く保たれる．しかし、植食者密度が高くて、かつ土壌劣化があると、低い方の平衡点を過ぎて現存量が減ってカタストロフが起こり、現存量は回復しない．

　捕食者数に影響する要因として植物を直接介さない関係もある．腐食連鎖から来る飛翔性昆虫がクモの個体数と種数に影響を与える場合が知られている．

　地上部の生食連鎖は速いのに、土壌部の腐食連鎖はゆっくりである．このスケールの差がレジームシフトをもたらす要因である

［コメント］カタストロフィック・レジームシフトの例として、日本アルプスのお花畑がシカに食われて崩壊する例などを紹介したことがある．シカは温暖化で高標高地に移動し、お花畑も食べるようになった．実際の例とあわせて理論を紹介することを検討中（宮下）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　

　　　東京クモゼミ　189号　　　　2009年6月7日　　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者　　池田博明、加藤輝代子、加藤倫之、加藤むつみ、桑田隆生、佐藤幸子、高木俊、仲条竜太、張替智行、本多佳子．

＋＋＋＋＋＋

　池田博明、2009．クモの毒を科学する．Biophilia,5(1):34-38.池田報告．普通のクモの毒は昆虫の運動神経に作用し、筋肉を麻痺させるので、神経系のしくみが異なるセキツイ動物には効果がない．しかし、一部の毒グモはおそらく天敵セキツイ動物を倒す毒を進化させた．普通クモでもポリアミン類やペプチド毒が発見されたが、これらは神経系のチャネルを研究するツールとして利用されている．

［コメント］ゼミ報告185号ではヒルヤードの未訳の本の毒の章を紹介した（池田）．2000年以降にクモ毒で大きな発見はない（池田）．

＋＋＋＋＋＋

　高橋登、年代不明．「三宅島のクモ」「クモの卵のうを食べる昆虫」、ガリ版刷りの同行会誌『ミシマサイコ』に掲載された．池田報告．現在、書誌情報を調査中．

［コメント］ノミバエに寄生されたオオトリノフンダマシ卵のうの色が違っていたという記載があるが何色だったのか（加藤輝）．色の記述はない（池田）．卵のうの色は餌によって変化する例がある．トゲグモは緑色の卵のうを作るが、それは色んな虫を与えた場合で、主にヒラタアブを与えたら黄色っぽくなった．ヤリグモの卵のうは飼育下では白っぽいが、野外では色づいている．卵のうを作成した後で母親が卵のうの表面をなめていることによって色づく例もあるのではないか（加藤む）．オオヒメグモの卵のうは産卵後、次第に茶色になる（佐藤）．

＋＋＋＋＋＋

　ヘッケル，2009（原著は1899～2004）．生物の驚異的な形．河出書房新社．池田報告．

ヘッケルが「自然界の芸術的な形」（10点ずつ10回連載）として発刊したものの翻訳．クモは図版66に一枚ある．対称形にこだわったヘッケルの図版は様式化されているが大変美しく，美術や広告のアール・ヌーヴォーにも影響を与えた．

　＋＋＋＋＋＋

　Witt, Reed and Peakall, 1968. A Spider's Web. Springer-Verlag., 107pp. 池田報告．

浜田竜一氏遺品中にあった．クモにドラッグを与えたら円網がどうなるかを報告した本である．クモの糸腺や網を張る行動に関しても報告されている．網の写真が当時の技術としては大変優れた撮影ではっきり描き出されている．内容の詳細は別に紹介する．

＋＋＋＋＋＋

　本多佳子，2009.　RNA　interferenceを用いたEcRの機能解析．本多報告．EcRとはエクジソン・レセプターのことである．RNA干渉（RNAi）を用いた遺伝子の機能解析が新しい．従来の遺伝子機能解析としてはノックアウト法があったが，それに比べると簡単に遺伝子発現を抑制することが可能で，ノックダウンではあるし，効果は一時的ではあるが，そのような制約を知って使えば便利な方法である．

　キイロショウジョウバエやコクヌストモドキでEcR-Aアイソフォームを抑制した実験，EcR-Bアイソフォーム等を抑制すると，RNAｉの投与量や種によって異なる結果となる．

　不完全変態昆虫のゴキブリでも実験が行われている．EcR-A抑制が20E分泌量を変化させることが分った．細胞周期をEcRが制御していることが推定されている．

＋＋＋＋＋＋

　本多佳子，2009．オスクロハエトリの威嚇誇示行動．本多報告．2009年5月15日横沢入でオスクロハエトリのオス同士の威嚇誇示行動を動画撮影した．

［コメント］視覚的な段階を過ぎてembraceで押し合う行動まで進んだ．なかなかこの段階までは進まないのが普通．しかも勝者がはっきりしなかった．力が互角だったと思われる（池田）．

＋＋＋＋＋＋

　本多佳子，2009．植物食のハエトリ．本多報告．BBCニュースで植物食のハエトリが紹介された．Bagheera　kipringiでアカシア・アリが運ぶベルシャン体を奪って食する．

＋＋＋＋

　張替智行，2009．マメイタイセキグモの飼育報告その２．張替報告．マメイタの出のう幼体は2009年5月14日に脱皮し，3令になった．餌は蚊柱の小さなユスリカだが，餌痕は少しかじられた程度だった．5月26日に4令になり，餌の食痕からは食べ進んだ状態になった．6月6日に5令になった．もう一匹はまだ１回め脱皮をしただけ．吉田嗣郎氏の飼育マメイタは6月2日に一回目の脱皮をして3令になった由．　　

［コメント］クサグモ幼体では貧栄養で脱皮が早まる例があった（加藤）

＋＋＋＋

　張替智行，2009．ナルコグモとカラカラグモの飼育．張替報告．東京都横沢入で採集したこれらの種は飼育下でも造網したが（ナルコグモは不完全な網），やがて冬虫夏草が付いた．

[コメント]別にナルコグモのオスと思っていった個体が円網を張ってしまった（張替）．それはヨリメグモとか，別種ではないか（加藤輝）．

＋＋＋＋

　張替智行，2009．コツブグモの一種のまどい幼体の餌捕食．横沢入で採集したナンブコツブグモ（？）もびん内で飼育したところ球状円網を張った．メスが卵のうを持っていて，出のうした幼体も造網し餌捕獲した．この母親が二度目に産卵した幼体は，まどい中に母親が作った網にかかった虫を集団捕食した．母親は別の場所に造網していて餌捕獲には関わっていなかった．その後，分散した幼体は網を張り，お互い隣りとは干渉せず，それぞれに餌捕獲するようになった．

［コメント］小さい幼体が餌の虫に取りつく様子は可愛い．集団餌捕食は社会化の一段階として重要な行動で，コツブグモ科の生態としては初めての発見ではないか（池田）．ヒメグモ幼体は母親の網内でまどい中に母親の捕獲し放置した餌に群がり集団捕食する．捕食した幼体は体色が茶色化するので分る（池田）．ヤマトコツブグモかもしれないが未確認（谷川）．

　＋＋＋＋＋

　クモ展会の感想．千葉県立中央博覧会の感想文を仲条報告．

　＋＋＋＋＋

　宮下直・高木俊，2009．リュウキュウアシナガグモの房総半島における生息状況．高木報告．千葉県いずみ市荒木根山で2007年10月10日に幼体を発見したが同定を保留していた．2008年5月に谷川明男により南西諸島産と同種と判明．分布は房総半島で７地点で確認．南西諸島・対馬・千葉で記録されたことになる．枝先に張った網や半分張った網が特徴．6月現在は成体が生息している．太平洋岸のほかでも生息しているのではないか．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　東京クモゼミ報告　　第190号　　加藤家　　2009年７月5日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　参加者：池田博明，奥原日向子，加藤輝代子，加藤むつみ，小柳智恵，佐藤幸子，佐藤由美子，新海明，鈴木岳，谷川明男，仲条竜也，中西亜耶，張替智行，本多佳子，八幡明彦，

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

加藤輝代子・仲條竜太・植松いのり，2009．白井市のクモ類相．白井市生物多様性調査報

告書．加藤報告．クモの種ごとに生息環境を類型化し，成体のもっとも利用頻度の高い空間を生活場所を代表する「生息地タイプ」として設定した．生息地の類型は，（１）ランドカバー（草地・叢，林縁，林内，崖地，裸地・河原，その他），（２）湿性度（乾性，湿潤，湿性，水面・水中），（３）地上高特性（地中・地表種，低位置種，高位置種，広範囲・不定種）である．例えばウズグモは林縁や林内，湿潤，低位置種と類型される．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明, 2009. クモの名前について．Kishidaia,40周年記念号．池田報告．初心者には名前のない同定はほとんど役に立たない．名前は認識の出発点である．

[コメント]新海明・谷川明男『クモの網』図鑑を作成している．そこでも初心者に適切なプレゼンテーションが必要だと痛感している（新海）．自然観察会で「教えすぎる」ことがかえって意欲をそぐこともある（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

張替智行，2009.　マメイタイセキグモの飼育報告とその他わけがわからなくなったクモの報告．張替報告．ムツトゲイセキグモは，出のうして２回めの脱皮でオスの成体になった．ムツトゲイセキグモの幼体はつかみ取り餌捕獲をする（映像）．飼育下に慣れたマメイタイセキグモはよく虫を捕獲する．前回，谷川がナルコと同定したオスの亜成体はカラカラだった．　コツブグモは４回脱皮後，成体になって産卵した．産卵や造網の様子を撮影した（横糸張り）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

ＮＨＫテレビ・熱中時間（ホンチ遊び；前川隆敏さん）：池田報告．ホンチ遊びに50年関わる前川さんの今年の記録．

[コメント]フィリピンでもクモを戦わせる遊びがあると聞いた（張替）．関根さんがホームページにも書いている．アカアシオニグモを戦わせる遊びがあった．業者が取ったものにはコゲチャオニグモが混じっていた（谷川）．フィリピンでは小学校時代は禁止されていたらしい（張替）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Hillyard, 2006. Spiders. Collins. 池田報告．英語名を紹介．適切な和名を考えた．　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男,2009．クモの巣について．本多報告．MIXIのライターによる．クモの網はどのくらいの頻度で張りますかという質問に谷川が答えた．クモ嫌いのヒトからかなりの反応があったようだ．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　中西亜耶, 2009. キシノウエトタテグモ個体群の存続可能性分析（中間報告）.中西報告.　感度分析をフィードバックする．齢構造モデルを用いて将来の個体数を予測し，絶滅リスクの定量化を行う．静的生命表を作成し，生存率を求める．AIC（赤池情報基準）の低い結果を得る．10年からモデルのシュミレーションを検討してメスの齢は11歳，オスの齢は6歳，6,5歳と設定したときがAICが低かった．

　[コメント]メスが12年も生きるのかが疑問になった（中西）．短命のシナリオと長命なシナリオを出してみたほうがいいのでは（仲条）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　　　

　八幡明彦, 2009. 今年のコガネグモ合戦．八幡報告．八幡の持参したクモ３頭のうち三勝グモが２頭出て，決勝戦に進出．それぞれ１勝した．メスの網にオスを２頭入れるとオス同士が激しく戦う．網が揺れてもメスは反応しない．勝ったオスはメスに交尾に行くがメスに食われてしまう．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　東京クモゼミ報告　　第191号　　加藤家　　2009年10月4日

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
参加者：安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，荘司康治郎，鈴木岳，馬場友希，

張替智行，弘中豊，本多佳子，

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2009．日本産アリマネグモの分類は以前として混乱している．安藤報告．

　中国のTu博士から日本産アリマネグモを再検討したいのでDNA分析にも使える標本を送ってくれないかという依頼を受けて今夏はアリマネグモ採集に務めた．その結果，日本のアリマネグモは3グループに分けられた．ひとつは東京や横浜から採集されたアリマネグモ（ムロティ）である．これがおそらく広く分布している．もうひとつはOi（1960）で記載した和歌山県白浜のアリマネグモ（滋賀県伊吹山の標本とされているが，おそらく記載時に同時に見ていた白浜産のメスの外雌器を描いたもの．なぜなら伊吹山ではOiのメスは採れなかったのである），さらにもうひとつが香川県のもので，これはTuが日本のアリマネグモとして再記載（Tu, Ono and Li,2006）に使ってしまった．『日本産クモ類』（2009）のカンサイアリマネグモの記述は奇妙なものである．

【コメント】どんなところで採集されるのか（ALL）．体長1.2mmと微小なため，シフティングで落としたあと，ハンド・ソーティングで発見する．杉林の林床の枯れ枝をどかす．体が小さい割に3～6cmの大きなシート網を張るので防風の役目をする枝が必要なのだ．南方ではシダ林の林床（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2009．ハエトリグモの論文再読（４）ジョスリン・クレインのハエトリグモ研究（中）．「遊絲」へ投稿の予定．「遊絲」第３号の「Jocelyn Craneのハエトリグモ研究（上）」の続き．第３部は「代表的な新種による分類と行動」という副題を持つ22頁の長篇（1949）．クレインが記載に選んだ8新種は行動記載が詳しい．歩行運動，求愛誇示行動，威嚇誇示

行動が記述されている．関連文献は下記の通り．

　Bristowe, W.S.,  1941. The Comity of spiders. Ray Socety. 560p. 20pls..

　Crane, J., 1943. Spiders of the Families  Lyssomanidae and Salticidae (Magoninae) from British Guiniana and Venezuela. Zoologica, vol. 28, pp.125-138.  

  Crane, J., 1945. Spiders of the Families  Salticidae from British Guiniana and Venezuela. Zoologica, vol. 30, pp.33-42.  

  Crane, J., 1949. Comparative biology of salticid spiders at Rancho Grande, Venezuela.Part III. Systematics and behavior in representative new species. Zoologica vol.34, pp.31-52. 

  Crane, J., 1949. Comparative biology of salticid spiders at Rancho Grande, Venezuela.Part IV. An Analysis of Display. Zoologica vol.34, pp.159-214. 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

張替智行，2009．ナンブコツブグモのその後とソメワケトリノフンダマシ幼体の飼育報告．張替報告．同定の結果，以前報告したのはナンブコツブグモであることが分った．まどい中の餌捕食は偶然だったかどうか追試実験はまだ．ツシマトリノフンダマシの卵のうに類似の卵のうから出た幼体を飼育したところ，オスは2令で亜成体になった．茶色の地に白班なのでサカグチの幼体ではないか．ツシマもサカグチもオスは未記載である．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

佐川弘之，2009．ムツトゲイセキグモの蛾の捕獲行動（動画）．荘司報告．福島県の佐川さんが動物行動映像データベースに投稿した動画を紹介した．大きなムツトゲと小さなムツトゲでは蛾の種類が異なっていたようだ．

【コメント】飼育下のムツトゲの捕獲したガの種類やサイズに関しては甲野涼・初芝伸吾（2000）のKishidaia(79)のデータがある．成体の捕獲したガは亜成体のガに比べて大きかったと結論されている（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子，2009．飼育用クモ餌の検討．本多報告．時系列実験を行なうに当たって栄養価が一定でサイズも均一なクモ餌を検討した．これまではアワヨトウ幼虫を使っていたがサイズが均一でないという欠点がある．ヤマトシロアリを試したところ，クモを攻撃しないし，女王が不在でも副生殖虫が産卵する，エサがセルロースなので飼育しやすいなど長所があった．ただし，採集地が限られる，カビに冒され易いなどの欠点もある．代替餌としてはショウジョウバエを考慮．

【コメント】ヨーロッパイエコオオロギが便利．ドッグフードなどで飼育でき，ペット屋でも入手でき安価．ただし，蹴る力が強いので，後肢を切って与える必要がある（馬場）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

鈴木岳，2009．ササグモ科クモの分子細胞遺伝学的解析（中間報告）．鈴木報告．これまでに460種のクモの染色体が調査されている．日本産ササグモ精巣で減数分裂時の観察が可能でＣバンド方法などが成功した．シマササグモ等で種内の変異を見つけようとしている．

【コメント】オスは採集時期が限られ，短期間なので要注意（池田）．ＤＮＡ分析が主流の時代にあえて染色体に注目する意義は何かを明確に（安藤）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東京クモゼミ報告　第１９２号　2009年11月１日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

池田博明，小栗大樹，加藤輝代子，加藤恵介，加藤むつみ，桑田隆生，佐藤幸子，荘司康治郎，新海明，須黒達巳，谷川明男，張替智行，平松毅久，本多佳子，八幡明彦．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2009．「雪迎え」に関する誤解について．池田報告．NHK仙台放送局気象担当ディレクターより質問があった．コモリグモが雪を避けるための行動だろうか，地表の暑さがバルーニングを引き起こすのだろうかといった誤解を正した．

[コメント]トゲグモ雌成体も糸を流して移動していた（加藤む）．奥日光では，ムツボシオニグモが手のひらから飛ぼうとした（佐藤）．草原なら飛ぶ条件がそろう（谷川）．50年前に錦三郎氏が調査をした時期でも既に雪迎えという言葉は滅びかけていた．最近はほとんどその言葉を知っているものは高齢者に限られるという（池田）．山形の地酒の名前に「雪迎え」がある（八幡）．10月31日（土）放送のテープが来た．ディレクターでなく，気象予報士の方でした．2002年11月7日撮影の映像と共に紹介されていた（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Hill, David E., and David B. Richman, 2009. The evolution of Jumping spiders (Araneae: Salticidae): a review. Peckhamina, 75.1:1-7.　池田報告．ハエトリの進化に関するレビューである．ハエトリグモ科は白亜期後期に起源があり，新生代に多様化した．RTA二爪徘徊性クレード（エビグモ科，カニグモ科，イヅツグモ科，ツチフクログモ科，ワシグモ科とその近縁種を含む）のひとつから進化した．分子系統的な研究からは，ハエトリグモ科に近縁な種はエビグモ属だという結果があるが，アクチン5Cの遺伝子分析からはもっとも近縁な種はカニグモ属だという結果もあり，まだ結論には至っていない．

[コメント]ハエトリのなかにアカシヤと共生するアリの運ぶベルティアン・ボディを奪って捕食する種があった（小栗）．クモ側からみると，植物と知って捕食しているのかが問題（新海）．Peckhamiaで，BBCの植物食ハエトリのニュースは表現に問題があるとコメントが出ていた（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2009．イソコモリグモは福島県にはどこにもいないが，茨城県高萩市にはたくさんいる．谷川報告．福島県では12海岸を調査したが，生息地は見つからず，自然海岸ではないにもかかわらず茨城県高萩市の海岸には多数生息していた．イソコモリの分布には過去の地史的な歴史が反映しているのだろう．遺伝子分析した数カ所の情報では，高萩市の個体群と近縁なのは新潟県の個体群だった．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　谷川明男，2009．ムツトゲ日誌のムツトゲ成長記．谷川報告．張替飼育および吉田飼育のムツトゲ脱皮殻のサイズを測定．１回脱皮して（２令で）出のうする．７令でメスは成体になることが分かった．

[コメント]マメイタイセキグモも同じ令数だった（張替）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　桑田隆生，2009．ワスレナグモの分散・追記．2009年夏にも子グモの分散が観察された．7月11日に例年より早い二例を観察．分散痕を調査すると7月下旬にかなり多く，間歇的におこっていた．降水の前後と関係しているようだ．過去の天気を調査してみたところ，雨の日の次の晴れの日によく起こる．

[コメント]荒川区の高層マンションの敷地で，雨の翌日にワスレナグモの溝に落ちているオスを見た（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　本多佳子，2009. The function of ecdysteroid in spiders．本多報告．先行研究をレビューした．クモのホルモンが認められたのは1976年．最初は，昆虫の脱皮ホルモンがクモ（ナカムラオニグモ，タランチュラ）に効果があったということが研究された(1968)．これらホルモン投与群には毛や表面に異常があった．ボネリ（Bonaric）がキシダグモへホルモンを投与，脱皮後二週間以内に与えると脱皮が促進された．彼は1977年に体内のホルモン量を調査．昆虫と共通する脱皮ホルモンがクモに効果があることが証明された．

　卵形成やフェロモン合成にも関与している（Trabaronら）．休眠打破にも影響している．

　細胞のなかに受容体があることが分かっている（Honda,2009）．

[コメント]捕食が順調なら三週間くらいで脱皮する（加藤む）．Trabaronらのデータにはメスのオス捕食にホルモンが関与するというデータがある（本多）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　張替智行，2009．クモの動画の例．カラカラグモの網張りと餌捕獲，管内でナルコグモ（オス幼体）の網と糸の回収．[コメント]ナルコグモも基本は円網かもしれない（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　張替智行，2009．サカグチトリノフンダマシ幼体の飼育報告．張替報告．オスが飼育により成体になった．メスの４回めの脱皮前後に腹部側面に黒点が出現か．ムツトゲ幼体とサカグチ幼体のつかみ取り映像を紹介した．[コメント]サカグチ幼体は，つかみ取りというよりも，糸を利用して補虫している（八幡）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　張替智行，2009．マメイタイセキグモの投げ縄の粘球．四連球や六連球（実際は九連球）を作る．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　平松毅久，2009．マダガスカルのクモ．平松報告．ジョウゴグモ，マダガスカルジョロウグモ，ジョロウグモモドキの一種，オワレスズミグモの一種，イソウロウグモ，ヤマシログモ，トゲグモ，トガリシロカネグモ，ズナガグモドヨウグモ，コガネグモ，ササグモ，クサグモ，網を張るコモリグモHippasa，ナガイボグモ，シボグモ，ハエトリ．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2009．ペットショップで販売されたイエロー・ハンツマンはヘテロポーダ・ディヴィッドボウイだった．長野県・東京都・神奈川県で歩脚に白線の筋金型イオウイロハシリグモに注目．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　八幡明彦，2010年度の談話会観察会の場所の候補．千葉県野田市の東京理科大学附属の理窓公園を予定．利根運河に面している．東部野田線「運河駅」で下車．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　　　東京クモゼミ報告　第１９３号　2009年12月6日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
池田博明，加藤輝代子，加藤むつみ，佐藤幸子，荘司康治郎，新海明，谷川明男，馬場友希，張替智行，柊雅実，本多佳子．

＋＋＋＋＋

西野真由子,2010.ジョロウグモの複数回産卵と繁殖及び出のうに影響を及ぼす要因.Kishidaia,次号予定．池田報告．大阪府堺市において，1994年から2007年まで野外で2回産卵したジョロウグモ28頭を対象．産卵日・産卵場所・卵塊の大きさ・産卵後の母グモの造網の有無・卵塊からこしきまでの距離・出のう日・出のうした幼体数，起算日から出のう日までの積算気温を調査した．積算気温は起算日を4月1日とし，気象庁アメダスデータ（大阪府堺市）の日平均気温を用いた．亜成体あるいは成体になって以降，死亡するまで１～3日に1匹の昆虫（トンボ，チョウ，バッタ等）を給餌した．対照として1994年から2007年まで野外で1回産卵したジョロウグモ785頭を用いた．対照群の一部にも同様に給餌した．統計学的解析は有意水準５％で判定．

　初回産卵は出のう幼体数が2回目より有意に多く，卵塊が大きかった．今回，出のう卵のう率は２回目（82.1％）が初回（92.9%）より低かったが，対照群（80.4%）よりは高く，2回目が低下しているとは言い切れない．造網場所は産卵場所に影響する．

　2回産卵できたクモは，産卵前後に十分な量の餌を与え，なおかつ10月に初回産卵したためだろう．ただし，同様に給餌しても2回産卵できなかった10月産卵のクモが対照群に相当数いた．初回，2回目とも起算日（4月1日）から出のうまでの日数と積算気温は強い正の相関を示した．有効積算気温の法則から推定した発育零点は初回と2回目で差がなかったが，有効積算気温は2回目が5.22～42.8度日高かった．これは2回目産卵では発生が遅延することを意味している．今回の2回目産卵の産卵時期は初回産卵に比べ約1ヶ月遅かったため，産卵直後の気温が越冬後の発生に影響している可能性もある．越冬前の気温の影響について分析する必要がある．ジョロウグモの2回産卵には気温や餌などの外的要因に加え，内的要因も関与している．

［コメント］１回目と2回目の産卵間隔に興味がある（加藤輝）．論文中の表の中央値の差は10月18日と11月21日の約一ヶ月．生データもあります（池田）．本州でもこれほど2回目の産卵が起こるということが驚きだった（池田）．産卵直後を解剖した経験で，卵巣に未熟卵が残っている例があることから，けっこう2回目産卵は可能ではないかと思っていた（加藤輝）．基本的に複数回産卵可能な能力はあるのに一部のクモしか産卵しないのが不思議（新海）．ジョロウの場合，親にならないクモもいるし，成体になっても成熟しない個体もいて，成熟までにハードルがある．沖縄のジョロウは産卵後すぐに胚発生を開始するのに，関東のジョロウは休眠する．秋田産のジョロウは温かい条件に置くと発生が進んで腐ってしまう．地域によって休眠のしかたが異なる．小春日和のある関東では眠りを深くしておかないと冬に出のうしてしまうことになる．ジョロウは地域によって発生を適応させることができたある意味ではルーズな，適応力のあるクモではないだろうか（加藤輝）．産卵場所に葉が選択されているが，常緑樹の葉だろうか．トゲグモの産卵場所はほとんど幹だが（加藤む）．意外にも落葉樹の葉だった．西野報告でそのことを知って野外観察でも確認した．２番目が常緑樹の葉，幹は３番めだった（谷川）．葉を糸でつないでいるから落ちない（荘司）．本論文の最も重要な点は胚発生に積算温量が関与するということと，2回目産卵の卵は休眠の深さが深いということ（池田）．北海道にジョロウが分布しないのは温量不足だから．コサラグモでも一化性のクモがいるのが不思議（加藤輝）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2010．ヒメグモのオス間闘争．Kishidaia次号予定．池田報告．1990年7月13日から8月6日にかけて，神奈川県小田原市南町の小田原城内高等学校敷地内において，ヒメグモのオス間闘争に関する観察および実験を行ない，オス成体がメス亜成体の網に侵入し，同居し，メスの網に侵入する他のオスと脚を打ちあう等の闘争をしてメスをガードすることを確認した．また，オス間闘争においては，オスの先住効果はなく，サイズの大きいオスが勝者となること，勝ったオスは闘争後に必ずメスに求愛行動を行うことを発見した．野外で適当に採取したオス同士を戦わせた結果は，オスのサイズ差と闘争時間には有意な関係は見られなかったが，個々のオスの闘争の履歴が不明なため，詳しい考察はしなかった．和名のニホンヒメグモはふさわしくない．ヒメグモを使う．

[コメント] 和名の問題やヒメグモの生息高の内容は別論文に（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Eberhard, William G., 1996. Female Control: Sexual Selection by Cryptic Female Choice. Princeton University Press. 501pp.池田報告．エバーハードの刺激的な著作，「メスの調節：隠されたメスのえり好みによる性淘汰」の最初の方の訳．訳語は渡辺政隆の新訳『種の起源』（光文社古典文庫）にならって「selection 淘汰」．また「cryptic female choice」は隠蔽的メスの選択と訳されることが多いが，この論考のchoiceにはかなり強い意味があるため，「えり好み」とした．通常，性選択というと交尾に至るまでの状況が対象にされるが，実際には交尾後に精子競争だけではなく様々なメスによる調節が起こる．それがむしろ子孫の父性にとって重要だ．

［コメント］性行動をめぐる研究では，このような観点は行動生態学ではいまや当然のことになっている．さらに2003年以降は性的対立（sexual conflict）という概念で論議される例も増えている．オスの性行動はオスにとっては利益だが，メスにはコストである場合も多く，特に後オスの交尾はメスにとって無駄な場合がある．オスは追う，メスは逃げる立場で対抗進化が起こる．クモの研究例は少ない．馬場によるアシナガグモの研究がある．マメゾウムシではオスのペニスに刺があり，交尾するとメスの体内が傷つく例．トコジラミでは交尾の際にオスがメスの腹部を刺してしまう例．ゲンゴウロウ類ではメスの背中が滑らかな種とスジを持つ種が知られていて，スジはオスが吸盤で張り付くのを阻止する装置だという．この分野はモデルが先行していてフィールド例はまだ多くない（馬場）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希,日本クモ学会東京大会シンポジウムの企画．いろいろな企画案を検討中． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

ムツトゲイセキグモの捕虫映像．張替報告．福島県の佐川氏の撮影映像を紹介．55分の間に4回も粘球を作って蛾を捕獲した例があった（３度目は脚だけ）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

荘司康治郎，2009．ユカタヤマシログモの粘球射出映像．コンピラヒメグモを捕獲する際に口から噴出する粘球糸を撮影．クモは捕獲する相手を第１脚で触って確認してから射出していた．

［コメント］ネコハグモに対しては触るものの，結局射出しなかった（荘司）．ハエだと離れたところからも射出するのではないか（新海）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

柊雅実，2009．三宅島における（噴火9年後の）ジョロウグモの分布．柊報告．2000年7月8日に大噴火した三宅島では，造網性クモが著しく減少した．噴火ガスなどによる直接的要因，生息環境の悪化，餌資源の枯渇などの要因が考えられる．衛星画像によるＮＤＶＩの植生状況評価と合わせて，ジョロウグモの分布を支配する要因を探る．フィールド調査では2009年9月21日から10月2日までに1005頭のデータを採取．ノギスによる体長測定，ＧＩＳによる分布地データ，網の最大長を取った．サイズが餌量の影響を強く受けることが宮下直の研究から明らかなので，餌資源量はクモ・サイズから評価する．体長と網サイズはやや相関しているようだ．台風（10月18日）襲来で激減した地域のデータは割愛した．

［コメント］三つの制限要因はお互いに関連しているのではないか．また，体長と網サイズは関連が強いので，この二つを別のものとして評価するのは間違いである．餌資源は独立に調査して評価しないと分析したことにならない（馬場）．他の島をコントロールにすることはできないのか（馬場）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子，2009.脱皮ホルモンによって引き起こされる遺伝子調節カスケードについて．本多報告．ＥＣＲやＲＸＲだけが脱皮を調節しているのではなく同時に起こっている，例えば転写因子の発現カスケードについて，昆虫での研究例を参考にしたい．タバコスズメガなどで盛んに研究されていた（Zitnan et al., 2007など）．

［コメント］遺伝子はどうやってノックアウトするのか（池田）．使うのはｱｲRNA（本多）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希ら，2009．水田周辺の草地におけるクモ相．馬場報告．指標種を選ぶプロジェクトが進行している．その一環で草地を５タイプ選び（優占種でいうとメヒシバ群落，セイタカアワダチソウ群落，クズ・ススキ群落，ワレモコウ群落，多種類の植物），スィーピングを30回×2セットでクモを採集．種と個体数を調査し，解析中．個体数・種数はバラつきが大きく，地域間や植生タイプ別での違いが無かったが，種多様度はゆるい正の相関があった．セイタカアワダチソウ群落で多様度が急増している地域があったが，周辺林縁など局所以外の要因かもしれない．主成分分析ではタテの系列で，メヒシバ群落で「アシナガ，コモリ，ササグモ」が優占し，クズ・ススキ群落で「タナ，コガネ，ハエトリ」が優占する傾向がみられた．ヨコの系列では，セイタカアワダチソウ群落で「ササ，カニ，エビ」が，メヒシバ群落で「アシナガ，キシダ，コモリ」が多い傾向があった．セイタカアワダチソウでは徘徊性の待ち伏せ型捕食者が多いが，植生タイプの遷移が進むとクモ相の傾向ははっきりしなくなる．植生は植食性昆虫を増やし，クモを増やすだけでなく，足場も提供する．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　第１９４号　　２０１０年1月１０日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤むつみ，桑田隆生，佐藤幸子，荘司康治郎，新海明，谷川明男，張替智行，本多佳子．

＋＋＋＋＋

　シモングモの母親は卵膜をかみ破って孵化を助ける（佐藤）

＋＋＋＋＋

谷川明男，2010．あいのこトリノフンダマシの正体．新井浩司氏採集のあいのこトリノフンダマシのミトコンドリアＤＮＡを分析したところ，もともとトリノフンダマシには多型を示すのだが，さらに大きく異なる型を示した．これ自体が別種かと思えるほどの変異であった．また，トリノフンダマシやイセキグモ，ワクドツキジグモなどトリフン型のクモの進化は従来網型から言われていたような円網から三角網，投げ縄型，網なしといったリダクション方向といったものではなかった．原型はトリフンの円網だが，そこから各型に多様に進化したといった結果を支持した．

[コメント]雑種の腹部はオオトリ型で頭胸部は黒い（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2010．植物食のハエトリ Bagheeraをめぐって；SalticidaeMLにて．池田報告．アカシア・アリの運ぶベルシャン体を奪うハエトリグモ，バギーラ・キプリンギは真の植物食者ではなく，条件的な植物食者であるとディヴィッド・ヒルはコメントしていた．原報では著者はこのハエトリが植物食だなどとは主張していないし，食餌の80％がベルシャン体というのはカウント数で，20％は節足動物だった．

[コメント]本多が2010年6月に紹介したBBCニュースに関するコメントの紹介（池田）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Harari, Merav and Lubin, 2009.. Conflict or cooperation in the courtship display of the white widow spidew, Latrodectus pallidas. J Arachnology,37:254-260.池田報告．シロゴケグモのオスは長く複雑な求愛をするが，それは雌雄の協同の結果なのか，それとも利害が対立する結果なのか，検証のためにナイーブな雌雄と求愛経験をさせた雌雄を組み合わせて実験した．交尾直前に行動を中止させている．交尾行動の各時間を観測した．ナイーブなオスと求愛経験されたメスで，メスは新たなオスに対して長い求愛誇示行動を強いた．求愛経験のオスとナイーブなメスで，誇示をオスが短縮させた．ナイーブなオスと交尾させたメスでは長い求愛は無要だった．結果から，雌雄の求愛行動における協同仮説より対立仮説が支持された．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　ミツバチ vs クモ．National Geographic動画．本多報告．大形ハエトリグモがミツバチを捕獲する場面を撮影．

http://video.nationalgeographic.com/video/player/animals/bugs-animals/spiders-and-scorpions/spider_jumping_stalks_bee.html

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　荘司康治郎，2009．ハエトリグモの写真1203枚．荘司報告．荘司撮影のオリジナル写真の紹介．Kishidaia（96）で記述されているツヤハエトリの写真や不明種の写真もあり．

[コメント]池田のホームページ等での使用を許可（荘司）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2010. 日本にまだいるハシリグモ．谷川報告．北海道のウトナイ湖でウオツリグモに似たハシリグモ，青森県田代平で短足タイプのハシリグモが発見された．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2010. DNAによる系統解析キムラグモ篇．谷川報告．ヒゴキムラグモの生息地域のなかにブンゴキムラグモが生息する地点があった．系統的に離れた２種もあり，それも独立だった．天草にはキムラグモが分布していない．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2010. DNAによる系統解析トタテグモ篇．谷川報告．ハプロタイプで分けると異なる型の分布が重なっていたり，飛び地があったり，固有種だったりしていた．人為分布の可能性もあるし，自然分布の可能性のタイプもある．関東には多くの型が分布する．

[コメント]明治神宮には各地から献木されている（加藤輝）．ハプロタイプどうしを比較すれば系統はある程度わかるはず（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2010. DNAによる系統解析イソコモリグモ篇．谷川報告．北海道は未調査．島根・鳥取の型とそれ以外の型に分けられる．新潟南部の型と茨城の型が近かった．茨城の型はどこから来たか．日本海側を北上し，津軽海峡を越えて南下してきたのか，それともフォッサマグナを伝って来たのか．

[コメント]保全の観点からは分散力の低さが重要（安藤）．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　東京クモゼミ報告　　　１９５号　　2010年2月7日　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，加藤むつみ，桑田隆生，佐藤幸子，荘司康治郎，須黒達巳，谷川明男，本多佳子，馬場友希，宮下直，八幡明彦

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中島はる，2010．舞踊としてのタランテラ．．池田報告．斎藤慎一郎編集で『蜘蛛の文化論』を出版する予定だった．そのために書かれた原稿『蜘蛛と音楽』の一部を紹介した．紹介部分はタランテッラがどのような舞曲かを楽譜入りで説明している．全体が大変貴重な論稿なので出版できたらいいと思う．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

桑田隆生，2010．ワスレナグモの餌捕獲追記．桑田報告．ワスレナグモ成体は，えさを取ったあとに内壁を脚（爪）をたぐって仮膜を作った後で糸疣を使い糸膜をつくることに気づいた．子グモも同じ行動をするのかを観察してみた．営巣後１回目脱皮の幼生（N２）は仮膜を作る行動をしなかったが，N３では仮膜をつくるようになった．しかし，さらに観察すると発生段階による違いではなく，異なる行動の要因は餌サイズの違いだった．成体でも餌サイズが小さいと糸膜を作らない．関口（1957）に「十分に餌を与えたクモだけが入口に糸を張る」と記述されていた．観察例では食事を中断して糸膜を作成した．成長段階ではなく，餌サイズで膜を作る．

[コメント]サラグモでは食事中に離れてもエサのところに戻ってくるが，脅かして離脱した場合はエサに戻って来ない（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋

荘司康治郎，2010．音に対するワスレナグモの反応（動画）．荘司報告．入り口付近に顔を出していたクモ（成体）は舌打ちしても反応しないのに咳払いすると退却する．反応しないメスもいる．アリが接近して牙上に乗ってきたときもあった．

＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳，2010．南西諸島におけるEvarcha属ハエトリグモ類の分類学的研究．須黒報告．宮古島で雄の斑紋や生息地が異なるカチューシャ型と勾玉型のエヴァルカ属（オス成体）が見られる．触肢形態もやや異なっていた．他の地域でも研究中．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2010．円網から籠網への道程．安藤報告．広島県福山市で落葉層にいた見慣れないコツブグモの一種（体長1mm）は，1cm大の網の上部にこしき様の網がある．放射状の糸が出ている．ヤマトコツブグモの網は多数に分岐する糸がある，ナンブコツブグモの網やユアギグモの網と比較すると，円網と籠網を結ぶミッシングリンクかもしれない．

[コメント]周囲方向に連絡する糸は横糸起源か縦糸起源なのか（安藤）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　　　　

谷川明男，2010．トタテグモから見た謎．谷川報告．キシノウエトタテグモ近縁種の分類学的な扱いは中途半端である．形態は多様．キムラはいないがトタテがいる南西諸島がある．ｍtCO１でオキナワトタテとタイワントタテの二群は認識されたが，同じ島の個体群が離れた箇所に位置したり，本州から九州に分布するキシノウエトタテ（オキナワトタテグモ）は天草個体群とだいぶ異なる．関東には多くのハプロタイプが存在する．前号参照．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男，2010．本州産イソコモリグモの系統地理．谷川報告．イソコモリは日本固有種である．地域によって異なる型があり，海岸の個体群間でハプロタイプの構成比に違いが見られる．イソコモリの分散力は弱い．島根・鳥取グループがまず分岐．分析法によって分散順序は異なる結果になってしまう．

[コメント]島根・鳥取のもっとも深い溝のところには分化の大きな事件があったことは確実（八幡）．高萩個体群は離れた型だが不思議（八幡）．フォッサ・マグナ仮説は年代的に不成立（谷川）．日本の砂浜は日本固有の地形かも（八幡）．海岸性のハンミョウで大陸由来との系統関係が判明している例がある（谷川）．前号参照．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

荘司康治郎，2010．ユカタヤマシログモの餌捕獲（動画）．荘司報告．上顎基部から射出すると文献にあるが，「牙の先端」からが正しい．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

馬場友希，2010．インドネシアの大きなハエトリ．馬場報告．友人が採集したHyllus　giganteaにかまれて腕の付け根までしびれたという．オスの触肢がカタログの図と異なる．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　　１９６号　　　　2010年３月7日　　　加藤家

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
安藤昭久，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，荘司康治郎，新海明，須黒正己，谷川明男，中西亜耶，本多佳子，Boppa．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2010．円網から籠網への道（続）．安藤報告．加古川の河川敷でも採集できた．

コツブグモの一種はシダが密生している落葉層に生息．他の網の写真（ヤマトコツブグモ，

ナンブコツブグモ，ユアギグモ）も紹介した．

[コメント]ユアギグモは，最終段階に普通の形の円網のこしきを壊して数本をまとめる．そして縦糸をさらに付加していく（新海）．縦糸は付加されるんですか！（全員）．網そのものは見えない．クモの行動で造網を推定していく（新海）．ナンブコツブグモの球状円網もこしきを壊す．コツブグモの一種の網の構造はナンブコツブグモの網に基本的に似ていて，やや上に変形しているように思える．ヨリメグモとの関係もある（新海）．ウズグモの網も細かさでは似ている（加藤）．こしきが重要．トリノフンダマシの円網とオニグモの円網は系統が違う可能性がある（新海）．基本的な物語は同じで，こしきの後で何をするかが違ってきたという進化物語（谷川）．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明,2010．琉球列島のハエトリグモ　未発表の既知種８種など．池田報告．谷川明男

採集あるいは大熊千代子保管の標本から沖縄産のハエトリグモが多少明らかになった．

Nungia，Thyene，Gedea，Bianor，Thorelliola，Pancoriusなどである．オオクマハエト

リ，アジアミカドハエトリ，カンムリハエトリ，ホンツヤハエトリ，イッカクカンムリハ

エトリ，ヤマネコハエトリ，アギトハエトリなどと仮称している．これらは沖縄のみに生息している．一部は「写真によるハエトリグモ図鑑」で紹介．学会誌に発表準備中．

＋＋＋＋＋＋＋＋

Jerome C. Regier, Jeffrey W. Shultz, Andreas Zwick, April Hussey, Bernard Ball, Regina Wetzer, Joel W. Martin & Clifford W. Cunningham, 2010．Post a job for free　Arthropod relationships revealed by phylogenomic analysis of nuclear protein-coding sequences. Nature 463, 1079-1083．谷川明男報告．「Nature」2010年2月25日号に掲載．節足動物75種類を調査，核遺伝子62種を4万以上のデータを読んで求めた系統関係．多足類とクモ類の関係があきらかになった．昆虫類と甲殻類（ムカデエビ，ミジンコ，ヒゲムシ）と多足類が姉妹群だった．クモ類は大顎類（多足類，甲殻類，昆虫類）とは先に分岐した．ウミグモの系統位置の結果の信頼性は低かった．

[コメント]大顎類と鋏角類がちがうという昔の分類が支持された．書肺群はまとまっていた．トビムシは昆虫群に入った．ゼノカリダ（ムカデエビとカシラエビ）は昆虫群に近い．オリゴストラーカは鼻に住むなど寄生性の動物（八幡）．甲殻類の分子系統は方法により結果が多様だった．甲殻類が予想のとおり単系統ではなかったことがはっきりした（安藤）． 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Boppa, 2010. タイのクモ．生態写真で紹介．幼時に水平円網で成長すると垂直円網になるのに，ボロアミグモの一種が生息している．仰天の生態である．Nepila属の一種で糸食いが見られた．トゲグモ・オニグモ・ササグモ・ナガイボグモなど，興味深いクモが多いが，タイにはクモの研究者がほとんどいない．生態研究でクモ相に注目したが，分類できないため，短期来日し，谷川博士と共同研究中．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Petillon, J., W.Montaigne and D.Renault., 2009. Hypoxic coma as a strategy to survive inundation in a salt-marsh inhabiting spider. Biol.Lett.5,442-445．本多報告．蘇生によるコモリグモに関する実験．溺死したクモが数時間後にいきを吹き返したのに気がつき，海水につけたクモがどのくらいの時間で昏睡から覚醒するかを調査した．低湿地にいきる P. lugbirisが早く死亡．Pardosa　puberckensisやArctosa fulvolineataは強く，後者は２時間後にほとんどが蘇生してきた．節足動物から昏睡状態から意識を取りもどした初めての例だと著者らは言う．24時間海水につけても息を吹き返した例があった．

++++++＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒正巳，2010．南西諸島におけるEvarcha属ハエトリグモ類の分類学的研究（続）．ま

がたまとカチューシャのメスも判明．分布も分かれていそうだった．まがたまはマミクロ

ハエトリとの比較が必要である．

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

中西亜耶，2010．キシノウエトタテグモの個体群持続可能性分析．中西報告．修士論文発

表会および生態学会にて発表．野外のザイズ・データからは４令までの個体群が分析できた．論文発表を予定．

· ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
東京クモゼミ報告　　第１９７号　　2010年4月4日　　加藤家
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

新井浩司，池田博明，加藤輝代子，佐藤幸子，荘司康治郎，新海明，谷川明男，仲條竜太，中西亜耶，馬場友希，柊雅実，張替智行，本多佳子，八幡明彦，宮下直，安田明雄，吉田。

　池田博明，2010．クモの進化学・自然観察会篇。池田報告。自然観察会で小中学生等の参加者に話せるクモの進化の話題を検討している。例えば，クモのボディ・プランの進化、アシナガグモ類の進化，糸腺・篩板・網の進化，眼の進化，昼行性の進化，メスの大形化，オスの大形化などを例示した。

[コメント]ハシリグモの足が短い型は水辺に生息、足の長い型は草間に生息（谷川）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2010．最近の生物学の興味深い話題に，エピジェネティクスの例やエボ・デボやエコ・デボの例がある。池田報告。ギルバートの『生態発生生物学』（2009，洋書）やニュスライン・フォルハルトの『Coming to Life』が面白い。一部をホームページで紹介している。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　西野真由子，2010．産卵が早いと出のうも早い：葉に産卵されたジョロウグモの卵のう。Kishidaia，(98)予定。池田報告。ジョロウグモ卵のうの出のうまでの発育零点，有効積算温度を野外データから求めた。方法はWatanabe（2000）による。1994年～2008年までの大阪府堺市A群を10月21～30日産卵の卵のう，B群を11月21～30日産卵の卵のうとして，産卵場所（常緑樹葉上・落葉樹葉上・幹上：人工物上）ごとに推定を行なった。その結果，常緑樹葉では発育零点は15.56度，有効積算温度はA群5.97度日，B群22.43度日となり，落葉樹葉でも発育零点は15.09度，有効積算温度はA群18.00度日，B群46.70度日なった。幹A群と人工物では生物学的に有意な回帰直線が得られず，仮説の検証はできなかった。葉上に産卵された卵のうの場合，産卵日が早いと出のうが早いことが分かった。

［コメント］晩秋に産卵されてから休眠に入るまでの日数が翌春の出のう日の遅速に効果をもたらしている可能性はないだろうか（宮下）。出のう率が葉で生存率が高く，幹で低いという事実が思いがけなかった。鳥の捕食の危険や土壌動物の食害などを考慮すると幹は葉より良い産卵場所とはいえない。仕方なく幹に産卵するということか（宮下）。長期間にわたるデータがあるので，1994年当時と2008年当時といった比較をすることで温暖化の影響をデータから検出できないか（宮下）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

荘司康治郎，2010．オオスミコガネグモの生態。荘司報告。掲示板に200ｐさんの写真付き報告。オオスミコガネグモは終齢幼体・成体初期にはオレンジ色の派手な模様だが，成熟し産卵期が近づくにつれ，体色が白っぽくなる。2009年8月12日鹿児島市金光台公園から採ったメスが産卵した（飼育ケース内）。ナガコガネグモ型の卵のう（3cm×4cm）であった。9月7日に5ｍ以上の高い樹間に卵のうをガードするメスを発見。産卵後は色が戻るようだ。

［コメント］足が太く長いのは林縁で大型餌に特化したため（宮下）。コガネグモも頭胸部に比べると足が長い（八幡）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2010．最近の話題。宮下報告。（１）ムツトゲイセキグモの餌。福島県での映像から誘引されるガの種類にヨトウガの一種とメイガの一種が見られた。フェロモンは完全に種特異的というわけではなく、同じ化合物のブレンド比を変えることで違ったガの誘引に成功しているようだ。

［コメント］以前にもブレンド比のことを紹介したことがある（新海）。吉田嗣郎氏が小田原市荻窪の子供公園でムツトゲイセキグモの卵のうを多数発見した。高さ5m以上の落葉樹の枝先に数個ずつ見られた。こんなに高い位置とは予想外（新海）。

（２）クモで温暖化研究をどう進めるか。チョウではナガサキアゲハ、ヤクシマルリシジミ、サツマシジミなどの北上が知られてきた。日本蜘蛛学会も外向けアピールの一環として考えるべき時期ではないか。北上に関するデータの掘り起こしやどのようにモニタリングを進めるかを提案すべきと思う。スズミグモは以前より北上傾向が停滞した。（３）生物多様性の意味。宮下・井鷲（京都大学）・千葉（東北大学）で『生物多様性と生態学』（朝倉書店）を準備中。（４）大学院博士課程進学の問題。最近、博士課程に進学する者が激減している。学生の意向を聞いてみると、「特に好きなことがない」「チャレンジに不安」などの声。考え方の多様性が低下しているのではないか。その原因は考える力の低下、初等教育の問題などが考えられる。

［コメント］問題の答えを求める学生が出現したのが驚きだ。「研究が思い通りにいかないことが面白い」と主張している（宮下）。情報の飽和が考察力やスペキュレーションの力をそいで、画一化を進める圧力になっているのではないか。中学生の家庭学習時間の激減も看過できない。「家で勉強する」ことがプラスの価値観になっていない（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　柊雅実、2009．三宅島噴火９年後のジョロウグモの分布。柊報告。噴火が分布と体サイズに与えた影響を調査する。島内の道路による分布調査。被害度が大きいほど密度は小さく、体サイズは大きかった｡

[コメント]被害を受ける前から生息密度が低かった地域がわからない（柊）。低密度区での大型化は密度果が緩和された結果なのか、餌の特定種が大発生したのか。餌サイズを測定するといい（宮下）。メス個体の孤立化がオスの移動にはリスキーなのかもしれない（宮下）。　

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子・堀金、2010．クサグモの核内受容体Ｅ75の解析。本多報告。ある昆虫の例では8齢から9齢にかけてエクダイソン遺伝子が発現している。E75は転写因子だがＤＮＡ結合領域を持たない。クサグモからE75に関してAとDの二つのアイソフォームを決定した。AsE75（クサグモのE75）と他の昆虫や甲殻類・ダニなどのE75の塩基配列を比較して系統樹を描いた。クモも初期遺伝子としてE75を持ち、他の節足動物と同様エクジステロイドによる制御を行っていた。甲殻類ではE74は発見されていない。

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

　　5月2日予定のゼミは加藤さんの御母堂の体調悪化のため中止（6月2日に逝去された．その後，6月のゼミは一週遅らせて13日に八王子の新海明宅で行う．6月のゼミに関しては八幡氏がその内容を池田宛に送って下さった。他にも学生などの報告があった。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2010．クモは果して三角関数ができるか？。八幡報告。私たちヒトが円を描くとき，全体を見渡せないで円を描くのは困難だ。しかし，クモはなんなく円網を張る。これは局所を作図するルールを積み重ねることによって全体が均整のとれたプロポーションになるという高度なテクニックである。和算書のひとつ永田忠吾忠茂の「賽祠神算」(1813)には蛛図形つまり円網の描き方が記されていた。等比数列として描くよりも等差数列として描く方が実際のクモの網に近い。

　＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Eberhard, W.G., 1988. Memory of distances and directions moved as cues during temporary spiral construction in the spider Leucauge marina (Araneae: Araneidae).

　また，コモリグモやクサグモで帰巣本能が知られているが，外的手がかりとしては太陽光のうち偏光，重力，糸の弾力性，地形などの認識能力だけでなく，内的手がかりとして運動感覚性の方位転換と距離の認識，つまり記憶を通したpath　integration（経路統合）の能力を必要とする。これらのデータは、クモが距離と《タテ糸に対する移動の角度》の両方を使うことを示す。即ちクモは単純な三角（測量）法をする。これは非合理ではなく、他のクモで運動感覚性の似た能力が知られている。人間にはこの能力が欠けている。

　藤田尚文・野地照樹，人間の経路統合における方位の体系的逸脱について．

　Eberhard（1988）が取り組もうとしたのは，水平円網上でのクモの位置認識の手がかりと造網上の測定ルールを推察したものだった。さらにひとまわり大きな空間スケールとして造網場所の選択が能動的になされているかという疑問がわく。つまり，枠糸を張る空間の広さと付着点の組み合わせは選択されているのか，藪の立体構造を認識しているのか，樹木上の造網位置の高さを認識しているのか等。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

9月4日の参加者；安藤昭久、池田博明、石川、加藤輝代子、加藤むつみ、桑田隆生、荘司康治郎、谷川明男、中西亜耶、馬場友希、平松毅久、本多佳子、宮下直

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　Brunetta and Graig, 2010.　Spider　Silk. Yale University Press.池田報告。

　Craigには既に編著書『Spiderwebs and Silk』が、学術専門書だった前著をクモの糸から見たクモの進化という観点で一般向けに書いたのが本書である。Brunettaはニューヨーク・タイムズなどに寄稿しているフリーランスの科学系ライター。各章の冒頭に映画の話題を持ってきたり（例えば『007ドクター・ノオ』に出てくるタランチュラとか）と一般読者が親しみやすい工夫が見られる。化石に残るクモの祖先は最初は糸を出さなかった。「生きている化石」ハラフシグモは既に3種類の糸腺を持っている。地中性のトタテグモは真正クモ類とは異なる特徴（書肺2対、顎が上下に動く）を持っているが、興味深いミッシング・リンクはエボシグモである。真正クモ類なのに書肺は2対あり、顎はV字型に開く。網型はクモの周囲に壁のように網を立てるランプ・シェード型である（日本では烏帽子型。この仲間は日本にはいない）。エボシグモは一枚の篩板をもつ。他にもカヤシマグモなどの旧篩板類が地中性クモの次に進化した。

　酸素濃度の低下に伴って大絶滅があったが、クモはその直前に増殖した昆虫を捕獲する機能を発達させて適応放散した。徘徊性のクモや多様な環境に広がり、激しい種分化をした。アメリカジョロウグモの大瓶状腺の糸タンパク質スピドロイン１のアミノ酸配列にはある繰り返し構造がみられる。その単位に中にポリアラニンがあり、ＧＧＸというモチーフもある（糸を丈夫にしている）。これら炭化水素を側鎖にもつアミノ酸（グリシンやアラニン、ロイシンなど）を多く含むタンパク質はベータ・シート状構造をとる。

　遺伝子ＤＮＡのトリプレットが複製エラーや染色体の乗り換え、重複などにより変化してアミノ酸が置換し、進化が起こる。トタテグモのスピドロインの繰り返し配列の長さはジョロウグモのそれの十倍もあった。

　円網に近い網として次に新篩板類（ウズグモ、オウギグモ、マネキグモなど）の網が進化し、さらに正常円網が、そしてヒメグモのリダクションした不規則網やカラカラグモなどの特殊化した網が登場する。（正常円網が発展する前の章までを紹介した）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

 Arthur Holl，1987．Coloration and Chromes.　IN　Ecophysiology of Spiders．池田報告．Kishidaiaへ投稿中だがSpringerへの翻訳依頼の返事が来ないため宙に浮いている．多くのクモ学者がクモの色彩の記載に取り組んできたが、色彩パターンの基礎となる色素の生化学や目の色素機能に属する研究は数えるほどしかなかった．クモの場合、色彩との関連が報告されている化合物は、オモクローム類とビリン類、グアニン（プリン化合物）だけである。グアニン貯蔵腸細胞を除き、殻皮下に特別な“色素”細胞は無い。クチクラ、特に後体部（腹部）のそれはもっとも色彩の淡いところで、クチクラ下の色彩パターンが通して見られる（Cutler and Richardson 1972）。特定の種類の前体部（頭胸部）の褐色ないし黒色の外観はおそらくクチクラ内皮の殻皮に含まれる物質（たぶんベンゾキノン）によるものである。

[コメント]アズチグモの体色変化が紫外線反射率に依存すること（佐藤有恒の発見）は英語圏では知られていない（池田）。カメレオンは半分緑色といった変化が可能（荘司）。花には季節性があるため頻繁な変化はそれほど必要がないのかもしれない（安藤）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　荘司康治郎，2010．ヒメクサグモとヒメスジハエトリの一種。荘司報告。多摩川河川敷にヒメクサグモを発見。コクサグモに比べて色が淡い。10～80cm高の棚網部分が小さく、管状住居は目立つ。コクサグモとは混生していない。

　荒川河川敷などでヒメスジハエトリの一種を発見。5月27日にオス（他の人の情報による）、7月にメスが生息。斑紋がヒメスジハエトリと異なる。外雌器での識別は困難だが、斑紋からはTalavella　aequipesの可能性がある。雄での確認を要する。

[コメント]ヒメクサグモは腹部下面（腹面）を見るとコクサグモのような黒帯がないため識別できる（谷川）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子，2010」．国際クモ学会2010報告．「遊糸」予定．本多報告。ポーランドのシドルチェで行われた国際クモ学会の様子。7月11日から一週間にわたりエクスカーションをはさんで盛んな講演・交流が行われた。2013年は台湾で開催される。

[コメント]カメラが壊れたり紛失したり（その後戻ってきた）で大変だった本多さんだが知人から借りた写真も加えての発表は内容豊富で要約困難なので、今秋の「遊糸」をご覧ください（池田）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

宮下直，2010．生物多様性とは？生物多様性の価値と危機．6月の日本環境学会での講演。宮下報告。１　生命の多様化の歴史。２　生物多様性とは？。３　生物多様性の価値。4　生物多様性の危機。生物多様性の価値は遺伝子、種、生態系といった階層ごとに認識できる。生態系サービスの例として、ハナバチによる花粉媒介といった送粉サービス、天敵による害虫防除サービスなどがあり、多様性が高い方が効果が高い。病原菌に対する耐性も中国のイネの病気の研究では混植した方が耐性効果が高い事が実証されていた。

　危機には(1)overuse，(2)underuse，(3)alien　species，(4)温暖化がある。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2010．ヤギヌマミジングモ属のアリ捕食行動．安藤報告．ボカシミジングモ、マダラミジングモ、コアカクロミジングモなどは瞬間的にアリの脚をかみ、アリが麻痺してきたところで接近し、アリの触角の付け根をかんで弱らす、吊って捕食する。ビデオでみるとかむ時間は0.1～0.3秒。ボカシは大型のアリをひとかみする。マダラは数回かむ。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Zheng,Y., H.Bai, Z.Huang, X.Tian, F.Nie, Y.Ahao, J.Zhai and L.Jiang, 2010. Directional water collection on wetted spider silk. Nature, 463, 4.Feb.:640-643.　池田報告．Natureの2月4日号で，タイリクウズグモ Uloborus walckenaeriusの渦巻き網の糸が研究されている。「輝く、真珠のような水玉が朝もやのなか、薄いクモの糸につりさがっている」、こう書くのは北京の国家実験所分子科学部門のレイ・ジャングである。「予想外で興味深い。ヒトの髪の毛にはそんなことはできない」。乾燥したウズグモの糸はネックレス状の構造を形成する。ふたつの主要な繊維が分割された連なった丸い「パフ」（ふくらみ）を支えている。パフは小さく、ランダムにもつれあったナノフィブリルから出来ている[訳注：このナノフィブリルは篩板糸（以前の用語では絹糸帯）である]。水蒸気がこれらのパフの上で凝縮すると、パフは密なパック状のこぶ（knots）となり、紡錘形になる。研究者は水が網上で凝縮すると、水滴が近くの紡錘形のコブに向って動いていき、そこで合体してより大きなしずくになることであった。これらの発見によってチームは独自の人工クモ糸を作った。ナイロン繊維をポリマー溶液に浸し、乾燥し、天然のクモ糸にあるような紡錘形のコブを形成したのである。研究者たちはこの繊維の研究が空気中から水を集める新素材を可能にすると期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ報告　　第１９９号　　2010年10月3日　　加藤宅

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

安藤昭久、池田博明、加藤輝代子、加藤むつみ、新海明、須黒達巳、谷川明男、張替智行、本多佳子。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Peckham, G. W., and E. G. Peckham. 1887. Some observations on the mental powers of spiders.  The Journal of Morphology 1 (2): 383―419.　池田報告．「ハエトリグモの論文再読(6)ペッカムの仕事」として「遊絲」に投稿予定。ペッカム夫妻の仕事のうち、ハエトリグモの分類ではない論文を紹介した。「クモの精神力に関する幾つかの観察」（1887）全36ページは、形態学雑誌に投稿された。エッセー風に書かれている。「クモの精神力 mental power」とは異様な用語であるが、「はじめに」の後に「嗅覚」「聴覚」「母性情動」「視覚」「擬死」「クモのする間違い」と続く感覚生理の内容である。比較的素朴な観察や実験に使われているのはハエトリグモだけではない。例えば「母性情動」はコモリグモの卵のう除去実験が主である。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Maretic and Lebez, 1979. 「Araneism（クモ刺咬症）」より第Ⅳ章「他のヨーロッパのクモ刺咬症」Ｂ項「タランチュラ・コモリグモ　Lycosa　trantula」の第２節「タランティズム」池田報告．

　タランチュラに咬まれたことが原因で起こると言われる病気は「タランティズム」（タランティズモ、タラントリスモ）と呼ばれ、患者は「タランタティ」とか「タラントラティ」と呼ばれた。ゴケグモ刺咬症だけでなく、ヒステリー症や、舞踏病、麦角中毒、日射病、狂犬病、破傷風、マラリアなどが混同されている。

　15世紀から17世紀まで、重い症状を呈し、激しいダンスで治療した、タランティズム流行の先駆けとなったというクモ刺咬の記録は膨大にある。その場合の唯一の治療は踊ることで、ピープス（1673年）によれば、タランチュラにかまれた患者を処置するための、太鼓やラッパや笛がいたるところで聞えたという。収穫期には、タランチュラに咬まれた人から雇われるのを待って、バイオリン弾きが畑を歩き回っていたという。ときには当局が音楽家を雇って疲れ知らずのタランタティ（患者）のために演奏させることもあった。音楽家たちが発見した「正しい」音程（tune）で、犠牲者に適切な「音律（temperament）」であることが重要で、そうでないと症状が悪化したという（カットナー氏、1956年による）。タランテイズムの治療は患者が止めるまで、3/8や6/8拍子で特別な音程で踊らせることだった。これがポピュラー・ダンス「タランテラ」として現在まで保存されている。人々はへとへとになって地面に倒れ、眠る。後でその体験をなにも覚えていないのだった。この治療は3～4日間も行なわれた。

　タランティズムは次第にポピュラーになり、毎年の夏を祝う有名なお祭りとなった。特に女性たちがタランティズムを口実にわめく許可を得るという意図をもって咬まれたふりをする、ニセのタランティズムもあり、タランティズムは「カーネヴァレット・デレ・ドーネ」（女性たちの小さなカーニヴァル）とも呼ばれた。毎年、たくさんの本がタランティズムの「治療」の重要な部分として盛んな性愛を取り上げた。

　地中穴居性のリコサ・タランチュラにはたいした毒はない。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳、2010．南西諸島におけるEvarcha属ハエトリグモの分類学的研究．南九州から南西諸島のEvarcha属の数種（あるいは型？）に関する分布、交配実験を行ない、興味深い結果を得た。今後、塩基配列解析も行なう。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

　糸腺は外胚葉由来の器官なので脱皮の際には更新されるはずである。しかし、大抵のクモは糸にぶら下がって脱皮を行なう。ではその糸腺の更新と使用はどのように行なわれているのだろうか。Townleyはニュー・ハンプシャー大学の博士論文でこの問題を扱っていた（本多報告。以下要約も本多による）

Townley, M.A., E.K.Tillinghast and N.A.Cherim. 1993. Moult-related changes in ampullate silk gland morphology and usage in the araneid spider Araneus cavaticus. Philosophical Transactions of the Royal Society of London, Serise B, 340:25-38．クモのしおり糸は瓶状腺(Ampulalte gland)で作られる。瓶状線には大きな第一瓶状線（primary (1°) ampullate  gland）と2つの小さい第二瓶状線（secondary (2°)  ampullate gland）が存在しており、各々の出糸管（spigot）に通 じている。通常は1° glandが機能的である。しかし脱皮前になると、しおり糸タンパクの合成と分泌は1° gland, 1° spigotから一組の2° gland, 2° spigot へ切り替わる。脱皮前に作られる新しいクチクラにおいては機能的な2° glandの部分には正常な2° spigot は作られず、脱皮後は小さな突起となる。次の齢の脱皮では前回使用されなかった方の2° gland, 2° spigotが用いられる。これらの観察から、クモは通常1° glandをしおり糸の合成に用いているが、脱皮前にその役割が2° glandに切換わり、更に脱皮毎に2つの2° gland を交互に使用していることが分かった。Araneus cavaticusの 成体では2° spigotは見られなかった。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Townley and Tillinghast, 2003. On the use of ampullate gland silks by wolf spiders (Araneae, Lycosidae) for attaching the egg sac to the spinnerets and a proposal for defining nubbins and tartipores. J.Arachnology, 31:209-245. 本多報告．クモは脱皮の際に2° ampullate glandを用いる。コモリグモの雌成体を観察したところ、1° と 2° の瓶状線全てから分泌される糸が、卵曩の表面に接着されていることがわかった。更に、2° spigotから分泌される糸の直径は1°のものより大きかった。一部の例外はあるものの、コモリグモ以外にもキシダグモ科、タナグモ 科、ガケジグモ科、カニグモ科、エビグモ科、ハエトリグモ科、ツチフクログモ科の雌成体において2° ampullate  spigotが観察された。雄成体では突起のみが見られた。コモリグモ以外では2° ampullate glandが機能的であるかは未確認であるが、もしかしたら性フェロモンの分泌や成体がさらに脱皮することに関与するかもしれない。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2010．クモの爪は可動か．安藤報告．マダラミジングモの爪が動いたことをきっかけに他の19種のクモでエタノールに浸漬した直後のクモの脚先を観察したところ、かなりのクモで同様の動きが監察された。動きがオスのみという例もあった。何のための動きかは不明である。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

安藤昭久，2010．オオシロカネグモの産卵場所と卵のう．安藤報告．植木蜂で飼育することでオオシロカネグモの卵のうを確認した。地表の土のすきまに土くれでカモフラージュして産卵していた。直径10mm程度。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

張替智行，2010．ワクドツキジグモを卵のうから育てる．張替報告．2010年6月下旬に沖縄で採集した卵のうから出た子グモを育てて成体になった。メスは亜成体から網を張った。出のう後7回脱皮で成体になった。オスは最終脱皮で触肢がひっかかって脱皮に失敗する例が多い。

［コメント］造網行動はトリノフンダマシのひとワク分の作成とみなせる（新海）。
＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　東京クモゼミ報告　　第２００号　　2010年11月7日　　加藤宅

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　

安藤昭久、池田博明、加藤輝代子、加藤むつみ、荘司康治郎、須黒達巳、谷川明男、筒井優、張替智行、本多佳子。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明,2010．動物の目の比較生理学。少年写真新聞社6月.池田報告。魚の目のレンズを取り出して写真を撮ってみよう、他の動物の目のレンズを取り出して比べてみようというポスター新聞の監修と解説を執筆した。参考にしたOxford Animal Biology Seriesの一冊、M.F.Land and Nielsenの「Animal eyes」（Oxford University Press, USA.2002年)は類書をしのぐ傑作（5700円くらい）。魚のレンズは球形だが中心から周辺に向かって材質を変化させ屈折率を変えることで球面収差をなくしている。水中生活では球形のレンズ、陸上生活では扁平なレンズになるのは媒質の屈折率の違いによって焦点距離が変わるからである。また夜行性動物と昼行性動物では角膜の曲面角度やレンズの占有率、形態などが変化する。ダーウィンは『種の起源』で自然選択説の難点として完全な器官＝目をあげて、徐々に進化したが途中段階の化石は失われたのだろうなどなど、苦しい説明を試みたが、最近の進化発生学はマスター遺伝子が突然変異を起こすことで大きな形態変化が起こることを証明した。シュミレーション計算でもフラットな光感受器からカメラ目が進化するのにかかる世代数が算出されている。脊椎動物の目を作れと命令するマスター遺伝子は無脊椎動物、昆虫でも同じ命令をするが、かといって魚のカメラ目と軟体動物頭足類のカメラ目が相同であると判断するのは早計だ。相似だと判断するほうが突然変異が二度起こったと考えればすむので節約的なのだ。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

萱嶋泉,1959.Pasilobus bufoninus は日本にもいる.Atypus,(18),11.池田報告．

ワクドツキジグモの最初の報告.昭和31年9月10日に築地満男氏が採集したものを、萱嶋泉氏が同定し、報じた。種小名のbufoはヒキガエルを意味し、宮崎県でヒキガエルのことをワクドビキということから和名を付けた。萱嶋『台湾の蜘蛛』にはマメイタイセキグモとして掲載されているが誤同定。

[コメント]萱嶋泉宅の珍蛛保存箱にちゃんとこの標本は保管されていた。萱嶋氏逝去の後、奥さんに出していただいた。大半の標本は乾燥していたが、新海明氏が「別のところから萱嶋先生が出された」と記憶しており、そのことを話すと奥さんが「では、こちらかも」と案内して下さった別の小箱の中にあった。この標本により、現在のワクドツキジグモと同種だったことが確認された（谷川）。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Clerck,1757.Aranei Svecici池田報告。クラークはリンネの『自然の体系（第10版）』（1758）以前に二名法によるクモの記載を発表し有効学名として認められている（ただし記載日は1758年1月とされている）。クラークはリンネと同郷の後輩であった。記載はスウェーデン語とラテン語でなされていて欧州の共通語としてのラテン語の意義がよくわかる。クラークは体形や色彩・斑紋だけでなく、細部に渡って記載している。同定に当たってときどきではあるが、生殖器官の構造を重視している。造網性・徘徊性、卵を保護するといった生活のちがいを意識して分類している。その結果、リンネが設定しなかった科に相当するグループ分けがされている。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
安藤昭久,2010.地中のくぼみに産卵するクモ.安藤報告．オオシロカネグモのように空間に網を張りながら、地中のくぼみに産卵するクモの例として、アカオニグモとオオジョロウグモがあった。アカオニグモは千国安之輔『クモの親と子』（偕成社）が出典。オオジョロウグモは最初の報告者は不明。オオシロカネグモの飼育下での地面への産卵は約十年前のクモゼミで新井浩司氏が発表している。

　オオジョロウグモの出のう幼体も確認した。ハナサラグモは葉裏に産卵した。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

荘司康治郎,2010.多摩川河川敷のクモ.荘司報告。府中市の多摩川河川敷で観察されたクモの生態、ヒメクサグモは草本層、コクサグモは低木・灌木層とすみわけしていた。クワガタアリグモやヤガタアリグモが多く見られた。クワガタアリグモはアリそっくり。ヤガタアリグモは変異の幅が大きそうだ。クロツヤハエトリも見られ、生きた状態でのメスは毛のためツヤがないように見える。コゲチャハエトリの一種も多い。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

須黒達巳、2010．南西諸島におけるEvarcha属ハエトリグモの分類学的研究２．須黒報告。マミクロの脚の長さは他の種より有意に長かった。カチューシャ型は前中眼がやや小さい。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

Vink, C. J., J. G. B. Derraik, C. B. Phillips, P. J. Sirvid. 2010. The invasive Australian redback spider, Latrodectus hasseltii Thorell 1870　(Araneae: Theridiidae): current and potential distributions, and likely impacts. Biol. Invasions. DOI: 10.1007/s10530-010-9885-6.　本多報告。気候を含むモデルによるセアカゴケグモの分布可能地域。国際クモ学会での発表が論文になった。「CLIMEXTM for Windows version 3」は気候条件を入力することによって生物の分布を確率的に予想するモデルである。自然分布モデルでは日本のセアカゴケグモは東京近辺と大阪近辺にやや分布の可能性が見られる程度（marginal）だったが、湿度ストレスや湿度要素を除いた市街地モデルで予想すると、optimal地域もfavorable地域も多くなった。多くの太平洋岸の港では検疫体勢の強化などを図る必要があるかもしれない。
[コメント]大利・新海・池田（1996）の論文も引用されていた（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

本多佳子, 2010.クサグモ１齢幼体の脱皮行動（動画）.本多報告。体の膨張や収縮をくりかえして脱皮する。１齢は体表に毛もないが脱皮すると毛も現れ、形態も変化する。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

張替智行，2010．ワクドツキジグモの造網．張替報告．このひと月で約十三回の網構造を確認した。正味15分くらいの造網時間だが、途中で15分くらい休止することも多かった。

[コメント]オスは4回脱皮、メスは7～8回脱皮。亜成体が捕食しなくなってから一週間後に最終脱皮で成体になる。個体Aは亜成体期間に3匹の蛾で成体になったが、個体Bは5匹以上食べたし、他も5匹以上だった。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

谷川明男,2010．北上川のET。谷川報告。サラグモ科の一種で眼域が上に伸びてふくれた顔のような形態をもつ一種が捕れた。
[コメント]『British Spider III』には該当の属は無かった（池田）。
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
